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序

大村遺跡は松本市の北東部、古 くから宅地化が進んでいる地区に位置します。本遺跡

は昭和25年 に初めて発掘調査が行われて以来、弥生時代か ら中世に至る幅広い時代の良

好な資料が得 られる遺跡 として知 られてお り、松本市教育委員会 としては今回で6回 目

の調査 となります。

このたび当地に農村振興総合整備統合補助事業大村工区ほ場整備事業が計画 されたた

め、大村ほ場整備組合の協力を得て、埋蔵文化財の保護を図るため松本市教育委員会が

発掘調査を実施することになりました。

発掘調査は市教育委員会によって、平成15年10月 から平成16年3月 にかけて行われま

した。寒風吹 きすさぶ中、降雪に悩 まされながらの作業 となりましたが、参加者の皆様

のご尽力により無事終了することができました。その結果、古墳時代から中世のものを

中心 として様々な遺構 ・遺物 を確認することができました。これらは、今後地域の歴史

解明に大変役立つ資料になることと思われます。

しかしながら開発事業に先立って行われる発掘調査は、記録保存 という遺跡の破壊を

前提とする側面があることも事実です。開発により私たちの生活が豊かになる一方、そ

れにともない歴史遺産が失われて しまうことは残念 なことですが、発掘調査により当時

の生活が明らかとなり、私たちの郷土松本が歩んできた歴史が一つずつでも解 き明かさ

れることは大変貴重なことだ と考えます。

最後になりましたが、発掘調査にご協力いただいた参加者の皆様、また調査の実施に

際 して、多大なご理解 とご協力をいただいた大村ほ場整備組合の皆様、そ して地元の関

係者の皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成17年2月

松本市教育委員会 教育長 竹 淵 公 章



例 言

1本 書は、平成15年11月19日 から平成16年3月25日 にかけて行われた、松本市大字大村5番 地1他 に所在す

る大村遺跡の発掘調査報告書である。

2本 調査は、農村振興総合整備統合補助事業大村工区ほ場整備事業に伴って松本市教育委員会が行ったもの

である。
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本遺跡 は、平成15年 度 に発掘調査 を行 い、平成16年 度 に発掘調査報告書 の作成 を行 った。

本書 の執筆分担 は次 の通 りである。

第1章:事 務局

第2章 第1節:森 義直

第3章 第3節1:澤 柳秀利、菊池直哉(P55～62)

第3章 第3節2二 三村竜一、 内堀 団(P88～90)、 岡崎武祥(P76～87)

第3章 第3節3:内 堀 団

上記以外:澤 柳秀利

本書の作 成、編集 にあたっての作業分担 は次 の通 りである。

遺物洗浄 ・接合:五 十嵐周子、 中澤温子 、百瀬二三子

土器 ・陶磁器実測:白 鳥文彦、竹内直美 、竹平悦子、松尾明恵、松 山あず さ、八板 千佳

土器 ・陶磁器 トレース:竹 内直美、松 山あず さ、八板千佳

瓦実測 ・拓本 ・瓦 トレース:三 村竜一、白鳥文彦、村 山牧枝 、竹 内直美、八板 千佳

石器実測 ・トレース:村 山牧枝、澤柳秀利

金属 器保存処理:内 堀 団、洞澤文江

金属器 実測 ・ト'レース:洞 澤文江

遺構 図調整 ・整理:澤 柳秀利 、松 山あず さ、村 山牧枝

遺 構図 トレース:澤 柳秀利、松 山あず さ

図版組 み:澤 柳秀利、内堀 団、清水 究、 白鳥文彦 、竹 内直美、松 山あず さ、村 山牧枝、八板千佳

写真撮影(現 場写真):栗 田幸信 、澤柳秀利、菊池直哉 、中村慎吾

(遺物写真):宮 嶋洋一

(航空写真):株 式 会社地 図測量

編集:澤 柳秀利

本書 の中で使用 した遺構名の呼称 は次 の通 りである。

第1号 住居趾→1住 、第1号 土坑→1土 、第1号 ピッ ト→P1、 第1号 竪穴状遺構→1竪 、

第1号 溝趾→1溝 、第1号 流路趾→流路1、 第1号 集石遺構→集石1、 第1号 焼土範 囲→焼土1、

第1号 台状地形→ 台状 地形1、 第1号 凹地状遺構1→凹地1、 第1号 石列→ 石列1、

トレンチ1→T1、 サ ブ トレンチ→ST、 グ リッ ド→G、 住居趾 内 ピッ ト1→P1

遺物包含層調査 におけるグ リッ ド番号 は、そのグリ ッド北東 隅の座標 を用 いている。

土器 ・陶磁器の実測図 において断面図の 白抜 きは縄文土器(縄 文)及 び土 師器であ る。ス ミ塗 りは須 恵器 、

陶・器、磁 器で、(青)は 青磁 、(白)は 白磁、(NS)は 軟質須恵器、(K)は 灰粕陶器、(陶)は 陶器 を示 し、表示

のない もの は須 恵器である。

8本 調査 にお ける出土遺物及び現場で作成 した測量 図、写真類の諸記録 は松本市教育委員会が管理 し、松本市

立考古博物館 に保 管 ・収納 されてい る。(松本 市立考古博物館:〒390-0823長 野県松本市大字 中山3738番 ・地1

TEL:0263-86-4710FAX:0263-86-9189)
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調査 の経緯:

第1節 調査に至る経緯

文書 記録

発掘調査 について

平成14年12月

平成15年4月

平成15年5月30日

平成15年10月

平成16年3月

平成16年4月14日

平成15年 度文化財関係国庫補助事業計画書提出。

平成15年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書提出。

平成15年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定(通 知)。

大村遺跡第6次 発掘調査開始。

発掘調査終了報告書提出。

平成15年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金実績報告書提出。

平成15年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金の額の確定(通 知)。

整理作業 ・報告書作成について

平成15年11月

平成16年4月

平成16年6月16日

平成17年2月

平成16年度文化財関係国庫補助事業計画書提出。

平成16年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書提出。

平成16年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定(通 知)。

大村遺跡第6次 調査発掘調査報告書刊行。

第2節 調査体制

(1)調 査団

調 査 団 長 竹淵公章(松 本市教育長)

調査担当者 直井雅尚、栗田幸信、澤柳秀利、菊池直哉、中村慎吾

調 査 員 今村 克、西沢寿晃、松尾明恵、宮嶋洋一、森 義直

協 力 者 荒井留美子、飯田三男、五十嵐周子、入山正男、川崎勝英、久保田澄子、河野清司、小松栄一、

笹井 トキ子、澤柳 博、清水陽子、清水洋輔、白鳥文彦、鈴木幸子、曽根原隆:男、高桑俊孝、

高橋登喜雄、竹内直美、竹平悦子、田中一雄、寺島 実、兎川國明、中上昇一、中川佳子、

中澤温子、中村恵子、中山自子、藤井道明、藤井弥三郎、布野行雄、布野和嘉夫、布山 洋、

洞澤文江、待井敏夫、松山あずさ、三澤栄子、道浦久美子、宮田美智子、三代沢二三恵、

三代沢宗俊、村山牧枝、望月佳代子、本木修次、百瀬二三子、入板千佳、山崎照友、渡辺順子

(2)事 務局

松本市教育委員会教育部文化課(～ 平成16年6月30日)

文化財保護課(平 成16年7月1日 ～)

有賀一誠(課 長 ～平成16年3月31日)、 池 田英俊(同 平成16年4月1日 ～)

熊谷康 治(課 長補佐)、 田口博敏(同 ～平成16年3月31日)、

川上百合子(文 化財担当係長 平成16年4月1日 ～)、 直井雅 尚(主 査)、

久保 田 剛(主 任 ～平成16年3月31日)、 小山高志(主 事 平成16年4月1日 ～)、

櫻・井 了(同)、 渡邊陽子(嘱 託)、 太 田万喜子(同 ～平成16年8月31日)
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遺跡の環境

第1節 大村遺跡 の地形 ・地質

1地 形 ・地質の概観

昭和40年 度以降女鳥羽川に関係のある市内の発掘報告書には毎回記 しているので今回は要点のみを記す。

(1)今 か ら数十万年前の洪積世中期に起 きた造盆地運動の一環 として松本盆地 も誕生 した。即ち断層によ

る構造性の盆地である。

(2)今 か ら数万年前の洪積世の末になって、松本の旧市街地付近が局部的に沈下を始め、城山側が傾動 し

なが ら隆起 し現在 に至っている。

(3)そ の結果、女鳥羽川は大口沢方面に西流 していた ものが、次第に城山方面へ、そ して更に東へ流路を

変え稲倉付近を扇頂 として南に広がる扇状地を形成 し、更に東か ら流入する薄川により入山辺地区の西

端付近を扇頂 として西に広がる扇状地を形成 しつつ湯川付近で女鳥羽川扇状地 と接 し複合扇状地を形成

している。

2女 鳥羽川扇状地形について

(1)扇 状地の常 として、中央部の岡田町～護国神社にかけて高 くなっている。

(2)西 側には三段の段丘があ り、平安時代の中頃まで女鳥羽川が流れてお り、凹地形がみられる。その左

岸に当たる岡田町寄 りには、点々と残丘が存在する。

(3)平 安後期頃の大洪水 により、上流の和田 ・桜田付近 に川自身が運んできた土砂が一気に堆積 し自然堤

防とな り、流路が扇状地の東端 に変わり現在 に至っている。(岡 田町の平安時代後期の住居趾の上に、

この時の洪水による黒色粘土が厚 く堆積 している。)

3発 掘地点の地形 ・地質について

今回の発掘地点は大村地籍の女鳥羽川左岸で、東山の山麓近 くの標高630～634mの 問にあり、南に向かって

緩 く傾斜 している。この地籍 は昭和40年 と61年に調査のため開けた トレンチと一部重なる部分 もある。この付

近一帯は度重なる調査 にもかかわらず遺跡や遺構が断片的で、その上永続性に乏 しく不明な点が多かったが、

その原因はこの付近の立地条件 によるものであることが次第に判明 してきた。前述 した如 く平安後期になって

岡田町の東に流路を変えた女鳥羽川は、稲倉～上浅間西側の原地籍とそれより下流では状況が異なり、上流で

は細か く蛇行 し、下流では原地籍付近を起点(2次 的扇頂)と して、現流路の西へ約400m、 東へ約500m(本

発掘地点 も入る)の 間に流路が首振 りをしている。しかも、この大村は後述する松本湖の東北隅に当たり、地

盤が沈下するため女鳥羽川の本流が離れたときには、東部山地から運ばれた第三紀層の風化粘土 による沼地が

でき、ヨシやオギ、ガマなどの湿原 となり漆黒色粘土層が堆積する。従って本流が近 くを流れているときは

〔砂礫土〕、離れると 〔シル ト質〕、遠 くになると 〔腐植の多い漆黒色粘土〕と変化 し、流路の首振 りにより繰

り返 している。このようにこの付近の住民は堤防が備するまで長年月、出水率の大きな女鳥羽川の流路の首振

りと地盤沈下による低湿地化に振 り回されてきたが、それにもかかわらず種々の遺構が存在するのは、地理的

にみて好都合の地であったためと推定される。

(注)松 本湖について

洪積世の末旧市街地が沈下 し、城山側が隆起したことは前述したが、この地殻変動は一時的なものではなく、六九

第4次 報告書に記した如く六九付近は年平均1.6～1.7㎜の割合で堆積しており、更に平成16年11月の東町の発掘では今

までの最高の年平均2.3㎜の速さで堆積している。逆にいえばその速さで沈下しつづけていることになり、その結果生

じた沼沢地を松本湖または松本湖沼と仮称している。(松本盆地中心の新村～穂高付近の堆積速度は年平均1㎜ であ

る。)
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4土 層について

土層は大 きくみて3ブ ロックに分かれ、①A地 区の東端～E地 区～D地 区(柱 状図1～5)、 ②B地 区～

C地 区(柱 状図6～7)、 ③A地 区西側、 となる。

この大村地区は上述した如 く洪水や地盤沈下に伴う沼沢地の外 に、開田時の土層の移動、瓦に適 した粘土層

があるため随所で採土、不要な瓦や礫などの埋立て等変化の多いところである。したがって比較的原形を保っ

ているとみられるE地 区の土層柱状図 〔1〕 を基準 とする。A地 区の東端の一部 とE、D地 区は平安の洪水禍を

まともに被 り、上流(北 側)か ら時代の異なる遺物の破片が多 く混入している。この洪水後沼地化 し漆黒色土

が堆積、この=漆黒色土は昭和の発掘でも広 く覆っていることが判明 してお り、平安の洪水後広 く湿地帯 となっ

ていたことがわかる。このE地 区の沼地に列状の石がある。その後中世頃沼地に砂の流入があ り=漆黒色土中の

列状石の真上に東～西の石列を作っている。時代は下の列状石は平安後期頃、上の石列は中世のものとみられ

る。石列の目的については、この石列の北側は=漆黒色土層が厚 く洪水 も北から来るために・南側の何かを守る

ための、一種の土手のようなものか と思われる。B、C地 区は平安の洪水層はみ られず、平安 ・奈良時代の住

居跡の保存は良好であるが、土層の上部は人工的出入 りが激 しい。A地 区は水路西側にあるN-S方 向の石列

は新 しく、江戸時代 とみられるが、この石列を境にして西側から漆黒色土帯が迫ってお り、東側の何かを守る

ための石列のようにも思える。

5ま とめ

昭和40年 度以後の度重なる発掘 を通 して全般をみたとき、平安時代までは住居跡や遺跡などが多いが、平安

時代以降急に少なくなる傾向がある。これは女鳥羽川の流路 と深 く関係 しているように思われる・おそらく平

安時代の中頃までは伊深の上流、和田 ・桜田付近で分流 し主流は岡田町の西側を、支流は岡田町の東側 を流れ

ていたものが平安後期～末の大洪水 による自然堤防で本流は塞き止められ全て東流するようにな り、大村地区

を始め女鳥羽川流域はしばしば洪水禍 を被るようになったのが住居趾が少なくなった原因と考える・

第1図 大村遺跡6次 各地区基準土層柱状図
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第2節 歴史的環境

大村遺跡は、現在の行政区画では松本市大字大村、浅間温泉にかけて存在する遺跡である。

縄文時代には、す ぐ西に隣接する柳田遺跡が中期～後晩期の著名な遺跡 として知 られ、特に昭和54年 に行わ

れた分布確認調杢では、釣手土器の他多量の土器を伴 って住居趾が確認 されている。

弥生時代については、南東に隣接する大村古屋敷遺跡において、後期の住居趾が17軒確認され、集落が営ま

れており、遺物 も多い。 しか しこの近辺ではその他にみられず、遺跡数は少ない。

古墳時代には、大村遺跡の東側、浅間温泉か ら里山辺御母家 にかけての尾根上にい くつか古墳が造 られてい

る。そのうち浅間温泉にある桜 ヶ丘古墳からは昭和30～31年 の調査で金箔を施 した金銅製天冠が出土 してお り、

現在県宝に指定されている。また調査区のす ぐ東に隣接する妙義山古墳群からは、同年の調査で玉類、刀類 を

伴って石室が確認されてお り、古墳時代中期の築造と考えられている。

奈良 ・平安時代 になると、この地域を語る上で無視できない存在 として信濃国府 と大村廃寺がある。現在 ま

で、奈良時代末或いは平安時代初期 に小県郡から移転 した とされる国府 については時期 ・位置 ともに諸説あ

る。位置については惣社、大村 といったこの周辺もその推定地の一つであるが、昭和57～61年 の5次 にわたる

推定信濃国府確認調査ではその位置を捉えられず、未だその実体は不明である。近年大村遺跡の南西、大輔原

遺跡において鍔帯、円面硯が住居趾内か ら出土、また北西の柳田遺跡では大形掘立柱建物の検出などが相次い

でいる。大村廃寺については今回の調査 と大きく関わっている。後述するが、この周辺では以前か ら古瓦が出

土することが知 られ、周囲の小字名と合わせてこの付近に古代寺院(大 村廃寺)が 存在 したとの指摘があ り、

昭和20年代 には掘立柱建物趾 とみられる柱痕の調査や、昭和40年 には学術調査 も実施されている。 しか しこれ

らは トレンチ調査であるため寺院に関する有力な遺構確認はされていない。その後も市営球場、市営住宅など

に先立つ調査の結果、住居に伴い多 くの古瓦が出土 しているが、やは り古代の寺院 ・官衙 に関わる直接的な遺

構の発見には至っていない。

中世 になると、 この周辺で も調査例が少ないことか ら不明な点も多い。鎌倉 時代の文書資料では嘉暦4年

(1329)の 「諏訪社上社造営 目録」など、諏訪神社関係の史料 に大村郷の名がみられる。戦国時代の文書にも

記載があることから、諏訪社 との関連の深 さが窺われる。今回の調査において、中世 とみられる多数のピット

の他、い くつかの遺構が検出され、また少ないなが ら中世の遺物 も出土 していることから、これが文書に表れ

た大村郷と関連するのか もしれない。

近世以降、この辺 りは周辺の浅間村、横田村、惣社村等 とともに松本藩領岡田組に属 した。周囲には女鳥羽

川の渇水 に備えて多 くの溜池が築造 された。この周辺では雁金池、女鳥羽池、横田池、真観寺池が築かれるが、

現在では女鳥羽池以外は埋め立てられて消滅 している。また調査区の南に隣i接して大村郷倉跡がある。

近代 にな り、昭和6年 に浅間競馬場が、県営運動場南側隣接地に造成 され、その際に周辺の水田なども削平

されたといわれる。競馬は春秋年2回 開催されたが、それほど盛んではなかったようで、本郷村誌 にも昭和8

年以降の記載がないため不明である。程なく閉鎖されてしまったようで、その後再び農地に戻 され、現在の景

観になったと思われる。

参考文献

『松本市史 一第二巻 歴史編1一 』 松本市1993

『松本市史 一第四巻 旧市町村編1一 』 松本市1993

『本郷村誌』本郷村誌編纂会1983

『東筑摩郡松本市塩尻市誌 第二巻 歴史上』東筑摩郡松本市塩尻市郷土資料編纂会1973
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1:杵 坂遺跡、2:本 郷上高 田遺跡、3:鳥 居前遺跡 、4:松 岡七 日市場遺跡、5:水 汲西原 遺跡 、

6:本 郷高 田遺跡、7:大 音寺遺跡、8:新 湯南裏遺跡 、9:芝 田遺跡、10:柳 田遺跡 、11:真 観 寺遺跡、

12:飯 治洞遺跡、13:大 村遺跡(1～Vは 前 回 までの調査地)、14:大 輔原遺跡、15:大 村新切古 窯趾、

16:大 村古屋敷遺跡、17:大 村 立石遺跡 、18:大 村前 田遺跡 、19:大 村塚 田遺跡、20:水 汲5号 古:墳、

21:水 汲4号 古:墳、22:水 汲1号 古:墳、23:桜 ヶ丘古:墳、24:大 屋敷1号 古墳 、25:大 屋敷2号 古墳 、

26:妙 義 山2号 古墳、27:妙 義山1号 古墳 、28:妙 義 山3号 古墳、29:桃 仙 園古墳 、30:御 母家2号 古;墳、

31:御 母家1号 古:墳、32:国 司塚 古:墳、33:浅 間館跡 、34:大 村館跡

第2図 遺跡の位置と周辺遺跡
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第3節 過去の調査

今回で大村遺跡の調査は6回 目となるが、大輔原遺跡など、かつて大村遺跡 として調査が行われ、遺跡範囲

の再確認などにより変更されたものもあるため、ここでは大村遺跡及び周辺遺跡の過去の調査 について簡単に

整理 してみたい。

第1次 調査以前

前述の古瓦出土等から、 この地に廃寺が存在 したとする指摘があり、昭和25年 、境の木地籍の水 田から偶然

発見された建物趾の柱痕の調査が行われている。詳細な調査地は知ることがで きないが、当時を知 る人の話 に

よれば、現在の県道惣社岡田線 と市道出川浅間線の交差点付近であるという。その際にも土器などが出土 して

いるようだが、詳細は不明である。昭和40～41年 には、新産業都市指定に伴って周辺の埋蔵文化財緊急分布調

査が行われ、今回調査区のD地 区にあたる部分でも ト『レンチ調査が行われ、瓦などが出土 しているようである

が、廃寺に関わる具体的な遺構確認はされていない。

第1・2次 調査

昭和61～62年 に実施した。市営庭球場およびそのクラブハウス建設に伴うもので、1・2次 合わせて竪穴住

居趾が3軒 、掘立柱建物趾4棟 等が検出され、土器・陶磁器の他古瓦 ・鍔帯 といった特殊遺物が出土 している。

しかし寺院に関する遺構は確認 されなかった。

第3・4次 調査

昭和63～ 平成元年に実施 した。市営住宅建設に伴 うもので、両調査合わせて竪穴住居趾が46軒、掘立柱建物

趾が1棟 という大 きな成果を得た。また古瓦 も多 く出土 している。

第5次 調査

平成元年に実施 した。市営球場改築に伴 うもので、竪穴住居趾2軒 などを確認 したが、遺構密度 は低 く、大

村遺跡の北限ではないかと考えている。

柳田遺跡の調査

昭和54年 の県営住宅建設に伴 う1次 調査では、グリッド調査なが ら縄文時代中期～後晩期の住居玩3軒 が確

認され、ほぼ完形の釣手土器等多量の遺物が出土 した。平成10年 の消防施設建設 に伴 う調査では、方形柱穴の

大形掘立柱建物趾が確認された。

大村立石遺跡の調査

平成元年の民間アパー ト建設に伴 うもので、小規模調査なが ら縄文時代の竪穴住居趾を確認 している。

大村塚田遺跡の調査

平成2年 のほ場整備に伴 うもので、縄文時代 中期後葉を中心 とする住居;吐47軒を検出 し、有孔鍔付土器 を含

め、整理用 コンテナ90箱 という多量の土器が出土 している。

大村古屋敷 ・前田遺跡の調査

両遺跡 とも平成3年 に行 われたほ場整備に伴う調査である。前田遺跡は、遺構密度は低い。古屋敷遺跡は、

弥生時代～中世の遺構が密集して検出された。上層が中世、下層が弥生～平安時代で、特 に弥生時代の住居:吐

は多 く、比較的大規模な集落が存在 していたようである。 ここでは古瓦が出土 している。

大輔原遺跡の調査

教員住宅建設に伴 う第2次 調査では、狭阻な面積ながら奈良時代の良好な住居趾が確認 されている。松本第

一高校改築に伴 う4・8・9次 調査では、遺構密度が非常に高 く、円面硯、鍔帯を出土する住居趾がある。
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第1表 大村遺跡周辺の過去の調査

遺跡名 調査
次数

調査
年次

発掘原因 調査主体 面積 検出遺構 出土遺物 時代
備考

(報告書Nω

大村

(13)

1950

(昭25)

柱痕の調査 大場磐雄
藤島亥三郎

掘立柱建物趾1 柱痕

1951

(昭26)

出土瓦の調査 石田茂作 古瓦

1965

(昭40)

新産都市指定地
区埋蔵文化財緊

急分布調査

原嘉藤 暗渠排水 古代 土器 ・陶器 、古 瓦(平 ・

丸 ・軒丸)、 銭貨

トレンチ調査

1966

(昭41)

大村廃寺のため

の学術調査

内藤正恒 古代土器・陶器、古瓦(平 ・

丸 ・軒丸)、 自然遺物

トレンチ調査

1 1986

(昭61)

庭球場拡張造成 松本市
教育委員会

1,582 竪穴住居趾1、竪穴状遺構1

掘立柱建物趾1、柱列3、溝趾3

古代土器・陶器、古瓦(平 ・丸)、
加工木材、鍔帯

平安時代

2 1987

(昭62)

庭球場クラブハ

ウス建築

松本市
教育委員会

164.6 竪穴住居趾2、土坑3 古代土器・陶器、銅製品

(鍔帯)

平安時代

3 1988

(昭63)

市営住宅建設 松本市
教育委員会

2,000 竪穴住居趾23、竪穴状遺構2
土坑18、 ピット7、溝趾1

古 代土器 ・陶器 、古 瓦(平 ・丸)、

銭 貨

平安時代 概報1989年

4 1989

(平元)

市営住宅建設 松本市
教育委員会

6,000 竪穴住居趾60、掘立柱建物趾1、

土坑50、溝1趾10

古代土器 ・陶磁器、石器、鉄
器、古瓦(平 ・軒丸)、獣骨

奈良 ・平安時代

5 1989

(平元)

市営球場改築 松本市
教育委員会

3,600 竪穴住居趾2、土坑1、流路4 古代土器 ・陶器、石器 平安時代 大村遺跡の北

限か

柳田

(lo)

1 1979

(昭54)

県営住宅建設 松本市
教育委員会

5,200 竪穴住居趾3、集石3 縄文土器、石器 縄文時代中期～

後 ・晩期

グリッド調査

報告書1979年

2 1990

(平2)

民間アパー ト

建設

松本市
教育委員会

250 竪穴住居趾1、掘立柱建物趾1、

竪穴状遺構1、 ピット20

縄文土器、石器、古代土器 ・

陶器

縄文時代、奈良

時代

3 1998

(平10)

消防施設建設 松本市
教育委員会

200 掘立柱建物趾1、土坑8 古代土器 奈良時代

大村立石

(ユ7)

1 1989

(平 元)

民間アパー ト

建設

松本市
教育委員会

50 竪穴 住居趾2、 ピッ ト2 縄文土器、石器、古代土器 縄文時代

大村塚田

(19)

1 1991

(平3)

ほ場整備 松本市
教育委員会

2,555 竪穴住居趾47、土坑30、 配石1 縄文土器、弥生土器、石器 縄文時代中期、
弥生時代後期

報告書NQ96

大村

古屋敷

(1s)

1 1991

(平3)

ほ場整備 松本市
教育委員会

1,630 竪 穴住居 趾67、 掘 立柱 建物 趾1、

墓 趾4、 土 坑105、 ピ ッ ト525

縄文土器、弥生土器、古代土

器・陶磁器、石器、古瓦(平)、

金属器

弥生時代後期、

古墳時代中 ・後

期、奈良 ・幸安
時代

報告書NQ103

大村前田

(ls)

1 1991

(平3)

ほ場整備 松本市
教育委員会

280 竪穴住居趾3 古代土器・陶磁器 古墳時代末～奈

良 ・平安時代

報告書NQ103

大輔原

(14)

1 1986

(昭61)

学術調査

(グリッ ド調査)

松本市
教育委員会

750 竪穴住居 趾5、 ピ ッ ト12 縄文土器、古代土器 ・陶磁器 古墳時代末～奈

良時代、平安時

代

推定信濃国府
V

報告書NQ56

2 1989

(平元)

教員住宅建設 松本市
教育委員会

970 竪穴住居趾1、土坑20 古代土器・陶磁器、円面硯 奈良時代

3 1992

(平4)

市営住宅建設 松本市
教育委員会

887 竪穴住 居趾1、 土 坑1、 ピ ッ ト3、

溝趾2

縄文土器、古代土器・陶器 縄文時代、平安

時代

4 1993

(平5)

高校体育館建設 松本市
教育委員会

550 竪穴住 居趾12、 掘 立柱 建物趾

10、 土坑29、 ピ ッ ト21、 溝趾:3

古代土器・陶器、鉄器、円面硯 古墳時代～奈
良 ・平安時代

5 1994

(平6)

市営住宅建設 松本市
教育委員会

2,535 竪穴住居趾3、掘立柱建物趾3、

土坑4、 ピット46、溝趾2

古代土器 奈良 ・平安時

代、中世

6 1995

(平7)

民間アパー ト

建設

松本市
教育委員会

550 竪穴住居趾7、掘立柱建物趾1、

土坑2、竪穴状遺構3、溝趾1

古代土器、鉄器 平安時代

7 1996

(平8)

福祉施設建設 松本市
教育委員会

2,535 竪穴 住居趾2、 土坑3、 ピッ ト

79、 溝 吐1

縄文土器、石器、古代土器 ・

陶器

平安時代

8 1997

(平9)

高校校舎改築 松本市
教育委員会

662 竪穴 住居 趾14、 掘 立柱建 物趾1、

土坑3、 ピッ ト79、 溝 趾1

古代土器 ・陶器、円面硯、銅
製品(鍔 帯)

奈良 ・平安時代 報告書NQ146

9 1998

(平10)

高校校舎改築 松本市
教育委員会

200 竪穴 住居 趾2、 土坑29、 ピ ッ ト

39、 溝 吐1

古代土器 平安時代 報告書NQ146

注1大 村一帯の遺跡名 と調査名については、平成4年 の大村塚田遺跡報告書において整理がされた・上の表はそれ

を補足 したものである。

注2遺 跡名の()内 の数字は、第2図 の遺跡番号に対応する。

参考文献

『松本市大村遺跡群柳田遺跡分布確認調査報告書』 長野県企業局 松本市教育委員会1979.12

『本郷村誌』 本郷村誌編纂会1983.5

『推定信濃国府 第五次調査報告書』 松本市文化財調査報告NQ56松 本市教育委員会1987.3

『大村遺跡 古瓦を出土する平安時代集落趾の発掘調査概報』 松本市教育委員会1989.6

『松本市大村塚田遺跡 緊急発掘調査報告書』 松本市文化財調査報告NQ96松 本市教育委員会1992.3

『松本市大村古屋敷遺跡 前田遺跡 緊急発掘調査報告書』 松本市文化財調査報告NQ1031993.3

『長野県松本市大輔原遺跡 松本第一高等学校校舎建替に伴う緊急発掘調査報告書』 松本市文化財調査報告NQ146松 本市教育委

員会2000.3
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第3図 調査範囲
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調査結果

第1節 調査の概要

1調 査地

今回の調査地は松本市大字大村5番 地1他 の、農村振興総合整備統合補助事業大村工区ほ場整備予定地で、

現況は水田 ・畑地である。大村遺跡は前述の通 り昭和61年 以来現在 まで5次 の調査が行われ、今回が6次 調査

となる。調査対象はほ場整備範囲27,600㎡であるが、事前の試掘調査 により遺構 ・遺物 を確認 した部分を中心

に約13,500㎡の発掘調査(面 的調査4,693.2㎡、 トレンチ対象面積約8,800㎡)を 実施 した。

2調 査方 法

今 回の調査 で は、調査 区を現況水 田の形状 な どによ り便宜 的にA～Eの5地 区 とした。開発区域北 部のA地

区は4,890㎡ の うち北東 、北西、南東 の計2,335.9㎡ を面 的調査 、南西 は トレンチ調査 とした。 開発 区域 中央部

のB地 区は4,640㎡ の うち東側715.9㎡ を面 的調査、西側3924.1㎡ は トレンチ調査 と した。開発 区域南 部 のC地 区

は906.7㎡ の面 的調査 を行 った。D地 区はB地 区の北側1,940㎡ で、 トレンチ調査 のみの予定であ ったが、瓦 が多

量 に出土 したため、その うち300.4㎡ について面 的調査 を行 った。E地 区は瓦の出土 したA、D地 区の 問にあた

り、1,130㎡ の うち430.7㎡ を面的 に調査 した。 なお第3図 で は面的調査実施部分 のみをA～E地 区 と表示 してい

る。面 的調査 の方法 は重機 によ り耕作土 、基盤土 を除去 し、検 出以後 の作業 は人力で行 った。方位 につ いては

横 田1丁 目6番 所在 の本屋敷三等三角点 を基準 として、 トラバ ース測量 によ り開発 区域 内にある測 量・基準点 の

座標 を測定 した。各地 区遺構配 置 図 中のN,S,E,Wは 方位 を表 し、数字 は・基準 点か らの距離 を示 してい る・

遺構番 号 は住居趾 のみ第5次 調査の番号 を継承 し、 その他の遺構 については1か ら付 している。

3遺 構

竪穴住居;吐36軒、土坑62基 、ピツト155個、竪穴状遺構11基 、集石遺構15ケ 所、溝趾4条 、流路趾5条(う

ち2条 は大六川の旧流路 とみられる大規模流路趾)、 台状地形(人 為的に土を盛 り上げた硬化面)2ヶ 所、凹

地状遺構(緩 やかな段 を持つ掘 り込み)1ヶ 所、石列5本 、焼土範囲9ヶ 所を検出した。住居趾は古:墳時代か

ら奈良 ・平安時代 に属するものがみられる。土坑については用途不明のものがほとんどで、中世に属するもの

もみられる。ピッ トは中世の建物趾を構成するものが多い と考えられるが、その構成 について判断できるもの

はない。集石遺構は、一部が建物玩のグリ石である可能性がある。石列は土留め、水路等の用途が考えられる。

台状地形、凹地状遺構はともに中世に属するとみられるが用途は不明である。流路は大六川に関連するものと

みられる。溝は何 らかの区画溝、水路 とみ られる。

4遺 物

縄文時代から奈良 ・平安時代、中世にかけての遺物が出土 している。縄文時代の土器 ・石器は遺構に伴 うも

のではないが、近接する柳田遺跡との関連が考えられる。古墳時代の遺物は土師器杯 ・高杯等の食膳具、甕等

の煮炊具がみられる。奈良 ・平安時代の遺物は土師器、黒色土器、須恵器、灰粕陶器の杯 ・椀 ・高盤 といった

食膳具、土師器甕 ・羽釜等の煮炊具、須恵器甕 ・壷等の貯蔵具がみられる。また青磁 ・白磁 とい,った輸入陶磁

器 もみ られる。文字資料 としては円面硯が2点 出土 している。特記すべ きものとして、A・D・E地 区を中心

に布目瓦が小片 を合わせると1000点以上出土 してお り、軒丸 ・軒平瓦の他鴉尾の一部とみられるものも出土 し

ている。中世の遺物は渥美産蓮弁文壷、古瀬戸産碗といった陶器等がみられる。金属器は中 ・近世銭貨の他釘

などが若干出土 している。石器では打製石斧、石匙、砥石、紡纏車等がみられる。

一13一



第4図A地 区北西遺構配置図S=1:320
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第5図A地 区北東 ・南東 ・B,D,E地 区遺構 配置図
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第1面 第2面

第6図C地 区遺構配置図(1,2面)S=1:320
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第2節 遺構

ここでは、本調査 において検 出 した遺構 について述べ てい く。なお、検 出位置 の記述 について、A地 区は現

況水 田の形状 によ り北西、北東、南東 、南 西 と分かれてい るこ とか ら(南 西 は トレンチのみ)、 その中での位

置 を記 している。その他 の地区 について は、各 地区の中で位置 の記述 を してい る。

1竪 穴住居趾(第7～12図 、第2表)

今回の調査では36軒 の住居趾を確認 している。 しかし、そのうち第79、80、88、90、94号 住居;吐は、遺物の

確認或いは トレンチによる確認で、遺構 として捉えられていないため、本来は欠番扱いすべ きものであろうと

思われるが、まとまった形で時期を決定 しうる遺物を出土 しているため、実体の伴わない住居趾 として文章 に

よる記述をしている。なお遺構番号 については、調査の手順上必ずしも調査区順(A地 区→E地 区)と はなっ

ていないことをここに記 してお く。

第78号 住居趾(第7図)

A地 区北西の西部で検出した。他遺構 との切 り合い関係は92住 に切られる。また、大六川の旧流路 とみられ

る大規模流路杜2に 一部破壊 されている。87住 と同様 トレンチ1の 断面により確認されたが、土色から平面で

の切 り合い関係を明 らかにすることは困難であり、調査の過程で本趾 を切る92住の存在が明らかになった。ピ

ッ トは7個確認 したがいずれも柱穴 と確認できない。うちP7は貯蔵穴 とみられる大形のピッ トで、内部からは

甕等が出土 している。カマ ドは東壁北寄 りにある石組粘土カマ ドで、天井部こそ残存 しないが火床部はよく被

熱 してお り、良好な状態で検出された。内部及び周囲か らの遺物も多い。煙道は大規模流路趾2に 破壊 されて

いる。床面は暗褐色粘質土でやや硬い。壁はよく残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は多 く、図化 し得るも

のだけで25点 を数える。カマ ドを中心に甕、小型i甕等の煮炊具が主体を占める。食膳具は須恵器杯がみられる。

本趾の時期は、遺物から判断 して7世 紀後半の古墳時代後期に属すると考えるが、羽釜等 も出土 していること

か ら、本趾 と後述する92住 を切る古代11～12期 ・10世紀後半～11世 紀前半に属する遺構が存在 していた可能性

がある。

第79号 住居趾

A地 区北東の西部において、遺物および礫の多 く集中する範囲を確認 したため、 トレンチ19、20を 設定 して

調査 したが遺構の実体 を確認することはできなかった。遺物は図化 し得るものが6点 で、須恵器杯、灰粕陶器

椀等の食膳具、煮炊具として土師器甕等がみられる。時期については古代9～13期 ・10～11世紀の平安時代後

半に属すると考える。この範囲に遺構があったと思われるため、実体不明の住居趾とした。

第80号 住居趾

A地 区北東の西部において、遺物の多 く集中する範囲を確認 した。 しか し遺構の実体を確認することはで き

なかった。遺物は図化し得るものが4点 と少ないが、ほぼ完形の黒色土期皿や残存度の高い黒色土器杯、土師

器小型甕がみ られることからこの範囲に遺構があったことは確かだと思われるため、実体不明の住居趾 とした。

時期は、遺物から判断 して古代7期 ・9世 紀後半の平安時代前期に属すると考える。

第81号 住居趾(第7図)

A地 区北西の東部で検出した。他遺構 との切 り合い関係は4土 に切 られる。一部撹乱及び暗渠により破壊さ

れている。ピットは15個確認 し、そのうちP1、P2、P3、P4が 主柱穴であると考える。カマ ドは西壁 中央で確認

した石組粘土カマ ドで袖の一部が残る。火床部はよく被熱 してお り、煙道 も立ち上が り部分が残存する。壁は

よく残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は黄褐色砂質土で硬 く締まっている。その他の施設 としては南壁及

び東壁際の一部に周溝がみられる。遺物 としては、土師器、黒色土器の杯 ・椀、灰粕陶器椀等の食膳具、土師

器の甕 ・小型甕といった煮炊具がみられる。特殊品として、カマ ド脇から軒平瓦片が出土 した。時期の判断に
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ついて、遺物か らみると大 きくは8世 紀代のものと、中心 とみられる9世 紀後半の ものとに分かれ、さらに中

世の遺物が混入 しているようである。本趾の検出時、その上面において住居趾の床面と考えられる:範囲不明瞭

な硬化面を確認 しているが、遺構の実体をつかむことがで きなかった。これらの時期の異なる遺物のあ り方は、

それらに伴 う遺物が混在 していた可能性がある6本 趾の時期は、遺物の分布から判断して古代8期 、9世 紀後

半の平安時代前期 と考える。

第82号 住居趾(第9図)

A地 区北西の東部で検出 した。他遺構 との切 り合い関係は96住,6土 に切 られる。ピット、カマ ドは確認で

きなかった。床面は茶褐色粘質土でやや硬い。壁はあまり残存 しないが、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物はそれ

ほど多 くないが、土師・器、須恵器の杯、黒色土器椀 といった食膳具の他、煮炊具 として土師器甕がみ られる。

本肚の時期は、遺物から判断 して古代7～8期 、9世 紀後半の平安時代前期 に属すると考える。

第83号 住居趾(第9図)

A地 区北東の東部で検出 した。他遺構 との切 り合い関係は石列1を 切る。ピット、カマ ドは確認できなかっ

た。東壁南寄 りに突出部があり、大形の石はあるが焼土はなく、カマ ドと考えることは難 しい。床面は暗茶褐

色粘質土であまり硬 くない。壁はよく残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物 としては、土師器、黒色土器の

杯 ・椀、灰粕陶器の椀 といった食膳具が主体 を占め、煮炊具、貯蔵具はほとんどみられない。本趾の時期は、

遺物から判断 して古代14～15期 、11世紀後半の平安時代後期に属すると考える。

第84号 住居趾(第8図)

A地 区北西の東部で検出 した。北側の一部は撹乱 により残存 しない。また暗渠により一部破壊 されている。

他遺構 との切 り合い関係はない。ピットは確認できない。カマ ドは西壁中央南寄 りで確認 された石組粘土カマ

ドで、一部袖が滅失 しているが火床部は残存する。煙道は削平されてお り残存 しない。床面は小礫混 じりの暗

茶褐色で硬いご壁はあまり残存せず、立ち上が りもやや緩やかである。遺物 としては食膳具が多 く須恵器杯 ・

杯蓋、土師器杯 ・椀、黒色土器杯 ・椀、灰粕陶器椀等がみられる。煮炊具は土師器甕 ・小型甕等がみられ、図

化 し得るものだけで37点 と多い。本趾の時期は、遺物から判断して古代8期 、9世 紀後半の平安時代前期に属

すると考える。

第85号 住居趾(第9図)

A地 区北東の西部で検出した。広い範囲で遺物を確認したことから複数の切 り合い関係が存在 した可能性は

ある。ピットは4個 確認 したがいずれも柱穴 と判断できない。カマ ドは西壁中央で確認 した石組粘土カマ ドで、

火床部、煙道 ともによく残存する。床は小礫混 じりの灰茶～茶褐色土で硬い。壁はよく残存 し、ほぼ垂直に立

ち上がる。遺物 としては古墳時代後期の土師器杯 ・高杯等 と平安時代前期の黒色土器杯 ・椀がみられる。本趾

の時期は、遺物から判断 して古代7～8期 ・9世 紀代の平安時代前期 に属すると考えるが、古墳時代 の遺構 を

切っている可能性がある。

第86号 住居趾(第8図)

B地 区南西部で検出した。他遺構 との切 り合い関係は91住 に切 られ、大半は南側調杢区外である。91住 の調

査中、その南側に黒色土の範囲を検出し、床面とみられるやや硬い面を確認 したため住居趾 とした。 ピットは

1個 確認 したが、柱穴と判断できない。プランも不明瞭で遺物も少なく、詳細は不明である。

第87号 住居趾(第7図)

A地 区北西の西部、 トレンチ1の 断面により確認 された。土色から切 り合い関係を明らかにすることは困難

であった。92住 に切られ、西側の一部が調査区外にかかる。ピットは10個確認したがいずれも柱穴 と確認でき

ない。カマ ドは確認できなかった。床面は茶褐色砂質土であまり硬 くない。壁はよく残存 しほぼ垂直に立ち上

がる。遺物としては黒色土器杯、須恵器杯等の食膳具、煮炊具は土師器の小型甕、貯蔵具は須恵器甕がみられ

る。本趾の時期は、遺物から判断して古代7～8期 ・9世紀後半の平安時代初頭 に属すると考える。
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第88号 住居趾

A地 区北東の西部において、遺物 ・礫の多 く集中する範囲を確認 した。79住 と同様 トレンチ19、20を 設定 し

て調査 したが遺構の実体を確認することはできなかった。遺物は少ないが、土師器杯、黒色土器杯、土師器小

型甕D、 灰粕陶器椀がみられる。この範囲に遺構があったと思われるため、実体不明の住居趾とした。時期に

ついては、遺物から判断 して古代9期 以降の平安時代中期以降 と考える。

第89号 住居趾(第9図)

A地 区北西の東部で検出 した。大規模流路杜2上 面に不 自然な大礫があるため、その確認を目的 として トレ

ンチを設定したところ、多量の土器が出土 し、また床面 とみられる硬化面及び壁 を確認 した。 トレンチのみの

ため全容は不明である。この確認 トレンチのす ぐ南西のA地 区北西 トレンチ7内 からは若干の出土遺物はある

ものの床面の続 きは確認 されないため、西側は大規模流路趾2に 切 られるとみられる。遺物 としては、食膳具

では土師器椀 ・耳皿、須恵器杯、灰粕陶器椀等が、煮炊具では土師器小型甕がみられた。本趾の時期は遺物か

ら判断 して古代14期 ・11世紀後半の平安時代後期 と考える。

第90号 住居趾

A地 区北東の西部において、遺物の多 く集中する範囲を確認 した。 トレンチ19に より調査 したが遺構は確認

できなかった。遺物も図化 し得るものは土師器椀、灰粕陶器椀等3点 と少ないが、この範囲に古代9期 ・10世

紀前半の平安時代後期に属する遺構が存在 したとみ られるため、実体不明の住居趾 とした。

第91号 住居趾(第8図)

B地 区南西部で検出した。他遺構iとの切 り合い関係は86住 を切 り、93住 他い くつかの土坑に切 られる。当初

はこの周辺全体に広がる暗褐色土範囲の土層確認のため設定した トレンチにより確認 された。ピッ トは11個確

認 し、そのうちP2、P4、P5、P6が 主柱穴であると考える。またカマ ド横 には貯蔵穴 とみられるP1があ り、内部

からは遺物が多 く出土 した。カマ ドは西壁中央で確認 した石組粘土カマ ドで、火床部は残存、煙道 も93住に貼

られながら部分的に残存する。壁はよく残存 しほぼ垂直に立ち上がる。北辺にはテラス状の段が造 られている。

床面は黄褐色土でやや硬 く貼 り床 になっている。貼 り床を除去すると、暗茶褐色土の地山面 となり、一面に不

整三角形～不整形の黄褐色土塊がみられたが、一定の方向であることや断面形から、これらは掘 り下げた際の、

粗い掘 り方の工具痕ではないか と考える。北側のテラス状の段 も、その粗掘 り後 に土を盛って造ったことが、

土層及び除去後の下の工具痕 より判明 した。遺物 としては、須恵器の杯 ・高盤 といった食膳具の他、土師器

甕 ・小型甕等の煮炊具、貯蔵具がみられ、図化 し得たものだけで31点 を数える。特殊なものとして円面硯が1

点出土 した。本趾の時期は、遺物から判断して古代1～2期 ・8世 紀の奈良時代 に属すると考える。

第92号 住居趾(第7図)

A地 区北西の西部で検出 した。本趾は78住 と同様、当初設定 した トレンチ1の 断面により確認されたが、土

色か ら平面での切 り合い関係を明らかにすることは困難であ り、調査の過程で78住 を切る本趾の存在が明 らか

になった。ピットは7個確認 したが、いずれも柱穴と判断できない。カマ ドは西壁中央 とみられたもので、石

組粘土カマ ドと考えられるが、87住 との切 り合いにより不明な点が多い。火床部はよく被熱 している。覆土中

にみられる礫は雑然としており、投げ込みなどによるものではないかと考える。床面は暗茶褐色粘質土であま

り硬 くない。遺物は多 く、土師器杯、黒色土器杯 ・椀、灰粕陶器椀等がみ られる。本趾の時期は、遺物から判

断して古代8期 ・9世 紀後半の平安時代前期 に属すると考える。

第93号 住居趾(第8図)

B地 区南西部で検出した。南側の大半は調査区外 にかかる。他遺構1との切 り合い関係は91住 を切る。当初本

趾の貼る91住 との切 り合い関係が不明瞭であったことから、91住 の調査が先行 してしまったため、構造 につい

て不明な点も残る。ピッ トは床面で2個 、貼 り床下から1個 確認 しているが、いずれも柱穴 と判断できない。

カマ ドは、東壁中央 と思われる石組粘土カマ ドである。詳細については不明であるが、火床部はよく被熱 して

いる。床面は暗茶褐色粘質土で硬 く、粗掘 りした地山の礫層の上に貼 り床を施 したものである。床面の一部か
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ら炭化材がみ られ、また覆土中に焼土粒が含 まれていることから、本趾 は焼失 した住居趾である可能性 もある。

遺物はそれほど多 くなく、図化 し得たものは須恵器甕1点 のみである。本趾の時期は、遺物か ら判断して古代

5～8期 ・9世 紀の平安時代前期 に属すると考えられる。

第94号 住居趾

A地 区北東において遺物の多 く集中する範囲および焼土範囲を確認 した。 トレンチ11、12、13を 設定 して調

査 したが遺構の実体を確認することはできなかった。遺物は図化し得るものはほとんどなく、土師器杯1点 の

みであるが、この範囲に古代8期 以降の遺構が存在 したと考えられるため、実体不明の住居趾とした。

第95号 住居趾(第9図)

A地 区北西の東部で検出した。他遺構 との切 り合い関係は81、84住 に切 られる。暗渠、撹乱により残存部分

は少ない。ピットは1個 確認され、位置から柱穴の可能性がある。カマ ドは確認できない。床面 は小礫混 じり

の茶褐色土で硬い。壁はよく残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物はそれほど多 くないが、土師・器杯 ・鉢 ・小

型甕、黒色土器椀、須恵器杯 ・甕、灰粕陶器椀がみ られる。本趾の時期は、遺物か ら判断して古代9期 ・9世

紀後半の平安時代前期に属すると考える。

第96号 住居趾(第9図)

A地 区北西の東部で検出した。他遺構iとの切 り合い関係 は82住 を切 り、5、6土 に切 られる。北東の一部は

撹乱 を受けている。ピットは確認で きない。カマ ドは西壁中央の石組粘土カマ ドで、火床部もよく残存する。

床面は礫混 じりの茶褐色土で硬い。覆土中カマ ド周辺を中心 に礫が多 くみ られるが、住居廃絶時 に投げ込 まれ

たものかもしれない。壁はよく残存 しほぼ垂直に立ち上がる。遺物は図化 し得るものだけで30点 を数える。土

師器、黒色土器、軟質須恵器、灰粕陶器の杯等の食膳具、煮炊具では土師器甕、貯蔵具では須恵・器壷がみられ

る。本趾の時期は、遺物から判断して古代8期 ・9世 紀後半の平安時代前期に属すると考える。

第97号 住居趾(第10図)

C地 区東部で検出 した。北東の一部は調査区外 にかかる。他遺構 との切 り合い関係は106住 を切 り、P1に 切

られる。 ピットは1個 で、その位置から柱穴 と考える。カマ ドは西壁中央の石組粘土カマ ドで、火床部 もよく

被熱 し、残存状態 も良好である。また煙道 も一部残存する。床面は茶褐色粘質土であまり硬 くない。一部に土

色の違いがあるが、地山の違いのようである。壁はよく残存 しほぼ垂直に立ち上がる。その他の施設 としては

南壁の一部に周溝がある。遺物はそれほど多 くなく、カマ ド周辺から須恵器杯、土師器甕 ・小型甕がみ られる。

本趾の時期は、遺物から判断して古代2～4期 ・8世 紀の奈良時代 に属すると考える。

第98号 住居趾(第10図)

C地 区西部で検:出した。北側の大半は調査区外にかかる。他遺構 との切 り合い関係は37土、P81、P82を 切る。

ピットは2個 確認され、そのうちP・からは柱痕が確認され、主柱穴 とみられる。カマ ドは西壁中央 と思われる

位置で確認されたもので、石組粘土カマ ドとみられるが、袖石は削平 されているため残存 しない。床面は暗茶

褐色砂質土で硬 く、一部に炭化物範囲がある。壁 も削平されたとみられ、ほとんど残存 しないがほぼ垂直 に立

ち上がる。本趾からの遺物は少なく、土師器杯、甕等が若干出土しており、また黒色土器や灰紬陶器 も含 まれ

ることか ら、上面に新 しい遺構iが存在 した可能性 もある。本趾の時期は、遺物などから判断 して、古代1～2

期 ・7世 紀後半の古墳時代後期～奈良時代 に属すると考える。

第99号 住居趾(第10図)

C地 区東部で検出 した。他遺構 との切 り合い関係 は100住 を切 り、22土 、40土 の他、P95な どい くつかのピッ

トに切 られる。 ピットは7個 確認 され、その位置か らP・、P2、P4が 主柱穴 と考えられる。カマ ドは西壁 中央で

確認 した石組粘土カマ ドで、火床部はよく被熱 している。煙道は上面が削平されたため残存 しない。床面は暗

茶褐色砂質土でやや硬い。壁はよく残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は土師器杯などの食膳具、煮炊具で

は土師器甕が出土している。本趾の時期は、遺物などから判断して古代1～3期 ・7世 紀末～8世 紀初頭の古

墳時代末～奈良時代初頭 と考える。
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第100号 住居趾(第10図)

C地 区東部で検 出 した。他遺 構 との切 り合 い関係 は99住 に切 られ る。床面 は暗茶褐色粘 質土でやや硬 い。.ピ

ッ ト、カマ ドは確認 で きない。遺物 は滑石製紡纏車が1点 出土 した以外 はほ とん どみ られ ない。本趾 の時期 は、

遺物 が少 ないため判然 としないが、古墳 時代後期 に属す る と考 え られ る。

第101号 住 居趾(第11図)

C地 区東部 で検 出 した。北側 の一部が調査 区外 にかか る。他 遺構 との切 り合い関係 は、44土 等の土坑 に切 ら

れ る。ピ ッ トは10個 検 出 したがいず れ も柱穴 と判断で きない。カマ ドは東壁南隅で確認 した石組粘土 カマ ドで、

火床 部、煙道 ともよ く残存す る。床面 は黄褐色砂 質土 で硬 い。壁 はほ とん ど残存 せず、立 ち上が りは明瞭で は

ない。遺物 は少 な く、土 師器甕片等が わずか に出土 している。本趾 の時期 は、遺物等 か ら判 断 して、古代1～

2期 ・7世 紀末 ～8世 紀初 めにかけての古墳 時代後期 ～奈 良時代前期 に属す る と考える。

第102号 住居趾(第11図)

C地 区東部で検 出 した。北側 の一部が調査区外 にかか る。他遺構 との切 り合い 関係 はない。 ピッ トは5個 確

認 したがいずれ も柱穴 と判 断で きない。 カマ ドは西壁 北寄 りとみ られる石組粘土 カマ ドで、火床部 、煙 道 とも

よく残存す る。床面 は黄褐色砂 質土 で硬い。壁 はほとん ど残存せず 、立 ち上が りは明瞭ではない。東側 は壁 の

確認がで きず、床面範囲か ら判 断 した。遺物 はカマ ドを中心 に土 師器甕 ・小型甕 といった煮炊具が多 く出土 し

ている。食膳具 は須恵器杯 がみ られるが少 ない。本趾の時期 は、遺物 か ら判断 して、古代1～3期 ・7世 紀 後

半 の古:墳時代後期 ～奈良時代 前期 に属す る と考 える。

第103号 住居 趾(第11図)

C地 区南部で検:出した。他遺構 との切 り合い関係 はP84に 切 られ る。 ピ ッ トは1個 確認 し、その位置 か ら柱

穴 と考 える。 カマ ドは西壁北寄 りで確認 した石組粘土 カマ ドで、火床 部 はよ く残存 し、煙道 も一部 残存 する。

床面は茶褐色粘 質土 で硬い。壁 はよ く残存 し、 ほぼ垂直 に立ち上がる。遺物 は小破片が多 く、図化 し得 た もの

は須恵・器高杯 、灰紬陶器椀1点 ずつのみである。本趾の時期 は、遺物か ら判断 して古代11～15期 ・11世紀代 の

平安時代 後期 に属す る と考 え られる。 また、本肚 の四隅外側 にある4個 の ピッ ト(P54、P121、P134、P165)

も関連がある とみ られる。

第104号 住居趾(第10図)

C地 区南 部で検 出 した。南側 の一部 は調査 区外 にかかる。他遺構 との切 り合い 関係 は105住 を切 り、P118、

119に 切 られる。 ピッ トは2個 確認 したが、いずれ も柱 穴 と判断 しが たい。 カマ ドは確認 され ない。床面 は礫

混 じりの暗茶褐 色で硬 い。壁 は よく残存 し、ほぼ垂直 に立 ち上が る。遺物 はあま り多 くな く、土 師・器 ・須恵器

高杯、土師器甕 などが出土 している。本趾の時期 は、遺物 な どか ら判断 して7世 紀末の古墳時代後期 に属 する

と考 えるが、羽釜 もみ られる ことか ら、上面 に10世 紀代 の遺構が存在 していた可能性 もある。

第105号 住居 趾(第10図)

C地 区南部で検 出 した。南側の一部は調査 区外 にかか る。他 遺構 との切 り合 い関係 は104住 、P48、138、140

に切 られ る。 ピ ッ トは6個 確認 され、その位 置か らP1、P2、P4が 主柱穴 と考 えられる。P5は 貯蔵穴 とみ られ、

遺物が 出土 している。 カマ ドは確認 で きない。床面 は茶褐色粘質土でやや硬 い。壁 はよ く残存 し、 ほぼ垂直 に

立ち上が る。遺物 はそれ ほ ど多 くないが、須 恵器杯 ・高杯 ・鉢、土師器甕等が出土 している。本;吐の時期 は、

遺物 か ら判断 して7世 紀末の古墳 時代後期 に属する と考 え られ る。

第106号 住 居趾(第11図)

C地 区東部 で検 出 した。東側 の一部 が調査 区外 にかか る。他遺構1との切 り合 い関係 は97住 、流路2、 及 び

P11な ど数個 の ピッ トに切 られる。 ピ ッ トは1個 確認 した。 カマ ドは確認 で きない。床 面 は黄褐色 砂質土 で硬

い。壁 はあ まり残存せず、立ち上が りもやや緩やかである。遺物 は少 な く、土師器高杯等 、若干 の遺物 がみ ら

れた。本趾 の時期 は、遺物か ら判断 して古墳時代後期 に属す る と考 える。なお、本趾中央部床面 よ りやや高 い

部分 において焼土範囲1を 確認 してい るが、本趾検 出時 において、黒色土器Bの 椀片 なども出土 してい るこ と
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と合わせて、上面にそれ らを伴 う11世紀代の遺構が存在 していた可能性がある。

第107号 住居趾(第11図)

C地 区南東部で検出した。南東側の一部は調査区外 にかかる。他遺構 との切 り合い関係 は108住 に切 られる。

ピットは2個 確認 したがいずれも柱穴 と判断できない。カマ ドは確認できない。床面は茶褐色粘質土でやや硬

い。壁はよく残存 し、垂直に立ち上がる。遺物はそれほど多 くないが、須恵器杯 ・高杯 ・鉢、土師器小型甕等

が出土 している。本趾の時期 は、遺物などから判断して古代1～2期 ・7世 紀末～8世 紀初めの古墳時代後期

～奈良時代前期に属すると考 える。

第108号 住居趾(第11図)

C地 区南東部で検出した。南側の一部は調査区外 にかかる。他遺構 との切 り合い関係は107住 を切 る。ピッ

トは3個 確認 したがいずれも柱穴 と判断できない。P2の周囲から焼土範囲が確認されているが、用途は不明で

ある。カマ ドは確認できない。床面は茶褐色粘質土でやや硬い。壁はよく残存 し垂直に立ち上がる。遺物は土

師器甕など若干出土がみられる、図化 し得るものは須恵器杯1点 のみである。本玩の時期は、遺物から判断し

て古代1～2期 ・7世 紀末～8世 紀初頭の古墳時代後期～奈良時代前期に属すると考える。

第109号 住居趾(第11図)

C地 区北部で検出した。他遺構 との切 り合い関係は、101住 、33土 等の土坑 ・ピットに切 られる。ピットは

3個 確認 したがいずれも柱穴 と判断で きない。カマ ドは確認できない。床面は黄褐色砂質土で硬い。壁はよく

残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は非常に少なく土師器甕片等若干出土 したのみである。本趾の時期は、

遺物か ら判断 して古代1～2期 ・7世 紀末～8世 紀初めにかけての古墳時代後期～奈良時代前期に属すると考

える。なお、本趾中央部の床面 よりやや高い部分において焼土範囲5を 確認 しているが、本趾に伴 うものでは

なく、上面にそれを伴 う遺構が存在 したと考 える。

第110号 住居趾(第12図)

C地 区西部で検出した。他遺構iとの切 り合い関係 はない。ピットは3個 確認 したが、いずれも柱穴 と判断で

きない。カマ ドは西壁北隅にある石組粘土カマ ドであるが、袖はあまり残存 しない。火床面はよく被熱してい

るが煙道は残存しない。床面は黄褐色粘質土で硬い。壁はあまり残存せず、やや緩やかに立ち上がる。遺物は

比較的多 く、土師器杯 ・盤 といった食膳具、土師器甕 ・甑等煮炊具、須恵器甕などの貯蔵具がみられた。本趾

の時期は、遺物から判断 して古代15期 ・11世紀末の平安時代後期に属すると考えるが、古墳時代の遺物 も含ま

れているため、そうした時期の遺構 を切っていた可能性 もある。

第111号 住居趾(第12図)

C地 区西部で検出 した。他遺構 との切 り合い関係 はない。ピットは1個 で、カマ ド脇の貯蔵穴 とみられる。

カマ ドは東壁北寄 りの石組粘土カマ ドで、袖は残 らないが袖の芯石は残存する。火床部はよく被熱するが、煙

道は削平 され残存 しない。床面は黄褐色粘質土で硬い。壁は部分的に残存 し、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は

多 く、土師器杯 ・椀等の食膳具が、煮炊具では羽釜がみられた。貯蔵具は須恵器甕があるが、混入品であろう。

本趾の時期は、遺物か ら判断 して古代14～15期 ・i1世紀末の平安時代後期に属すると考 える。

第112号 住居趾(第12図)

C地 区西部で検出した。北西の一部が調査区外にかかる。他遺構 との切 り合い関係は、P155等 のピットに切

られる。ピットは2個 確認 した。そのうちP1は貯蔵穴 とみられ、遺物 を出土する。P2は柱穴 とみ られる。カマ

ドは西壁中央 とみられる石組粘土カマ ドで、袖もよく残存する。火床面 もよく被熱 し、煙道 も残存する。床面

は黄灰褐色粘質土で非常に硬い。壁はよく残存 し、垂直に立ち上がる。遺物は土師器甕、棒状の土製品がみら

れた。本趾の時期は、遺物から判断 して7世 紀後半の古墳時代後期に属すると考える。

第113号 住居趾(第12図)

C地 区西部で検出 した。他遺構 との切 り合い関係は、P77等 のピッ トに切 られる。ピッ トは7個 確認され、

そのうちP2、P4は柱穴の可能性がある。カマ ドは東壁北隅で確認した石組粘土カマ ドで、袖はほとんどないが
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袖石は残存する。火床部はよく被熱 し、煙道 も一部残存する。床面は茶褐色粘質土で硬い。一一部で焼土範囲、

炭化材が確認されているため、焼失した住居趾である可能性 もある。壁はカマ ド周辺以外ではあまり残存せず、

ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は比較的多 く、土師器杯 ・盤等の食膳具、貯蔵具では灰粕陶器短頚壷がある。本

趾の時期は、遺物か ら判断 して古代13期 ・11世紀中頃の平安時代後期に属すると考える。

2土 坑(第13・14図 、第3表)

今回の調査では62基 の土坑を検出した。用途、時期の判明で きるものは少ないが、い くつかか らは遺物の出

土もみられる。ここでは遺物を伴うもの、時期 ・用途について考えうるものの数基について述べてい く。・

第4号 土坑

A地 区北西の北東部で検出した。81住 の掘 り下げ中に確認 したもので、81住 を貼る。覆土中に焼土及び炭化

物を含んでいるが、出土遺物はみ られない。用途 についても不明であるが、81住 の検出中、その上面で住居肚

の床面状の硬化範囲を確認 してお り、それが上面の住居肚だとすれば、そのカマ ドなどである可能性 もあるが、

遺物を伴わないため、81住 より新 しい時代の遺構で あるとしかいい得ない。

第17号 土坑 ノ

A地 区北東、台状地形構造 確認のための トレンチ15掘 り下げ中に確認 した。覆土は台状地形下層 の暗褐色粘

質土である。遺物 としては白磁碗片が1点 出土 している。本趾の時期については、後述する台状地形1の 遺物

と合わせて判断すると、古代末～中世になると考えられ、この周囲の14、15、16土 も同様 と考える。

第44号 土坑(第14図)

C地 区東部で検出した。101住 の掘 り下げ中に確認 したもので、101住 を貼る。全体的に焼土を含んでお り、

底 も被熱 している。用途については不明であるが、覆土中の焼土や袖石 とみられる礫 もあることか ら、住居玩

のカマ ドであった可能性がある。後述の焼土範囲と同様、上面 に遺構が存在 したが、開田などにより削平 され'

てしまったと考える。本趾の時期は101住 より新 しい、奈良時代以降の遺構であると考える。

第60号 土坑(第14図)

D地 区北部で検出した。瓦 ・遺物 を包含する暗灰色粘土を除去 して表れた黄褐色砂質土の地山を掘 り込み、

他遺構 との切 り合い関係は62土 を切る。覆土は小礫を含む暗褐色土で、遺物として須恵器杯の他、瓦 も含まれ

る。本趾の用途は明らかではない。時期 については、遺物を包含する上層が後述する中世以前 とみ られる台状

遺構からの続 きであ り、その堆積する以前であるため、詳細は不明なが ら古代 に属すると考える。

第62号 土坑(第14図)

D地 区東部で検出した。60土 と同様、黄褐色砂質土の地山を掘 り込む。60土に切 られる。覆土は暗褐色土で、

遺物 として瓦を出土 している。本趾 も、その用途を明 らかにすることはできないが、60土 と同様、時期につい

ては古代 に属すると考える。

第63号 土坑(第14図)

E地 区南部で検出 した。瓦 ・遺物を包含する暗灰色粘土は、E地 区全体にも分布がみられ、本趾 もそれを除

去 した トレンチ内から確認 された。砂礫混 じりの灰色土に掘 り込 まれ、他遺構 との切 り合い関係 はない。本趾

は柱穴であったとみられ、粘土により腐食を免れた木質が中心部に残存する。底部の扁平な礫は礎板 とみ られ

る。建物趾を構成するものとみられるが、時間的制約か ら周辺の確認調査をしておらず、不明である。本趾の

時期は、中世以前 と考えられる上層が堆積する以前であるため、詳細な時期は不明であるが古代 に属すると考

える。

3ピ ッ ト

今 回の調査 では155個 の ピッ トを検 出 した。 いず れ もC地 区か ら検 出 されている。 これ らの ピッ トは大 き く

は二つに分 け られる。一つ は住居趾 な ど遺構の上面 か ら掘 り込 まれている、第6図 において第1検 出面 と して
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扱 った もので、 これ らは中世 に属す る と考 え られ、灰褐色土 を覆土 とする もの と、 もう一つ は住 居趾 な どと同

一面か らの掘 り込 み とみ られる ものである。前者 は規模 も径20cm前 後 の ものが大半で、 これ らは柱 穴 とみ られ

るこ とか ら中世 の建物趾等 に伴 うもの と考 え られ るが、その構成 については明瞭 に捉 えうるもの はみ られず不

明で ある。P54、P121、P134、P165は 、103住 の四隅 にあたる ことか ら、その関連が考 え られ る。後者 は覆土

が暗茶褐色 を基調 とす る もので、規模 もそれぞれ異 なるため、用途 な どについては明 らか にで きない。 また、

遺物 を含 むもの もあるがP26の 黒雲 母片 岩製垂飾状 石製品以外 はいずれ も土師器 などの小 片であ り、時期等 を

判断す ることはで きない。

4竪 穴状遺構(第15図)

C地 区東部で検出した第1号 竪穴状遺構のみである。黄褐色砂質土の地山を掘 り込み、床面は平坦で硬 い。

内部にはピット等の施設はみられない。壁 はよく残存 し、垂直に立ち上がる。遺物は少ないが、内耳鍋片がみ

られるため、本趾の時期は中世2期 ・室町時代に属すると考える。用途については不明である。

5集 石遺構(第15図 、第7表)

A地 区で6ヶ 所 、D地 区で9ヶ 所検 出 した。A地 区 の ものは大規模流路趾2の 覆土 である黄褐色 砂質土 を掘

り込み、径5～20cmの 礫がみ られ る。 これ らはいずれ も、大六川が現在 の流路 に変わ ってか ら以 降 に作 られた

ものである。D地 区の ものは茶褐色土の地 山を掘 り込み、径5～20cmの 礫が み られる。周 囲及 び内部 か ら瓦 が

多 く出土す るため、大形建物 に関連 する と考 え られ るもの もある。

集 石1(第15図)

D地 区中央部で検:出した。平面形 は方形 に近い不整形 で、上面 に5～30cm大 の礫があ る。 ト'レンチ調査 に よ

り、茶褐色土の地 山に浅い皿形 に掘 り込 まれるのが確認 された。 出土遺物 は瓦の他、須恵器杯等が若干み られ

る。本趾 の用途 は明確 で はないが、形状 か ら大形建物 の基礎 であった可能性 がある。時期 について は古代 に属

する と考 えるが、詳細 については不 明である。

集石2(第15図)

D地 区南部 で検 出 した。平面形 は円形で、上面 に5～30cm大 の礫が ある。本趾 は、盛 り土保存が されるため、

ト'レンチ掘 り下げ は行 っていない。遺物 は、周 囲 を含 めて多 くの瓦片 がみ られるが、特殊遺物 として鴎尾 の一

部(DOO1)が 出土 してい る。本趾 の用途 は明確 ではないが、形状 か ら大形建物 の基礎で あった可能性が ある。

時期 については、瓦な どの遺物か ら古代 とみ られるが、詳細な時期 は不 明で ある。

集石3(第15図)

D地 区北東部 で検 出 した。平面形 は楕 円形で、上面 に5～30cm大 の礫が ある。 トレンチ調査 を行 ったが、掘

り方 などの確認 はで きなかった。出土遺物 は、周 囲を含めて多量 の瓦 の他、須 恵器杯等がみ られる。本趾 の用

途 は明確 ではないが、形状 か ら大形建物 の基礎 であった可能性が ある。時期 については、遺物 か ら判 断 して古

代3～4期 、8世 紀 の奈 良時代 に属する と考 える。

集石4(第15図)

D地 区北部 で検 出 した。北側の一部 はE地 区の台状地形2の 下部 に入るため、調査 区外 である。平面形 は不

整円形で、上面 に5～30cm大 の礫 がある。 ト'レンチ調査 を行 ったが、掘 り方等 の確認はで きなか った。 出土遺

物 は周 囲 を含 めて多量の瓦がみ られる。本趾の用 途は明確で はないが、形状か ら大形建物 の基礎で あった可能

性がある。時期 について は、遺物 か ら判断 して、詳細 な時期 は不 明なが ら古代 とみ られる。

集石5・6・8(第15図)

集石5・8はD地 区北部、6は 北東部 で検 出 した。平面形は円形或 いは不整形で、上面 に5～20cm大 の礫 が

み られる。掘 り方の確 認 は していない。遺物は周 囲を含めて多 くの瓦がみ られる。これ らはその周 囲の地 山 に

も礫 が多 く含 まれてい ることか ら、遺構 とい うよりは地山の、礫 の多い部分 である とい う可能性 もある。
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集石7(第15図)

D地 区中央部で検出した。平面形は円形で、上面 に5～30cm大 の礫がある。 トレンチ調査により、茶褐色土

の地山に浅い皿形に掘 り込まれるのが確認された。遺物は、周囲を含めて多量の瓦がみられ、特殊遺物 として

鴉尾の一部(D826)が み られる。本趾の用途は明確ではないが、形状か ら大形建物の基礎であった可能性が

ある。時期については、遺物から判断 して古代 に属すると考えるが、詳細については不明である。

集石9(第15図)

D地 区北東部で検出した。平面形は不整形である。 トレンチ調査 を行ったが、掘 り方等の確認はできなかっ

た。出土遺物は多量の瓦の他須恵器杯 ・甕の小片が若干みられる。本趾の用途は明確ではないが、形状から大

形建物の基礎であった可能性がある。時期については詳細な時期は不明なが ら古代 に属すると考 える。

集石10～14(第15図)

A地 区北西の西部で検出した。平面形は楕円形、不整形などである。いずれも大規模流路1の 黄褐色砂質土

を掘 り込む。当初は遺構 と考えなかったが、大規模流路1の 覆土中は砂質土で、少な くとも上面では礫はみら

れないため、不自然なこれらの集石は人工的なものと考える。これらか らの出土遺物はほとんどないため時期

については不明であ り、いずれも大六川の流路変更以降のものであるが、古代以降としかいえない。

集石15(第15図)

A地 区北西の西部で検出した。集石io～14と 同様、いずれも大規模流路1の 黄褐色砂質土を掘 り込む。礎石

立ち建物の礎石下グリ石状 を呈するが、組み合わせとなる遺構が検出されないため、用途については不明であ

る。本趾からの出土遺物はみられず、時期については不明であり、いずれも大六川の流路変更以降のものであ

るが、古代以降としかいえない。

6石 列(第16～18図 、第4表)

石列1(第16図)

A地 区北東の東部において、83住の床面精査中に確認 してお り、他遺構との切 り合い関係は83住 に切 られる。

確認 された長さは884cmで 、部分的に蓋石のある水路状を呈するが、83住 の掘 り込みにより一・部破壊 されてい

る。北側の端は溝二状 となり、一っピットが掘 り込まれる。南端は列が疎 となり、石列の体をなさない。方向は

N-2。 一Wを 示す。水路の内側幅は概ね25cm前 後で、両側の石は屹立 している。石組 自体の掘 り方は確認でき

なかったが、部分的に両側一列ではなく、外側にも裏込め的な石 もみられる。底部は茶褐色粘質土で硬い。本

;吐の掘 り込まれた暗黄褐色砂質土面は、83住 などの掘 り込まれた暗灰褐色粘質土層 を取 り除いて確認された面

である。用途については、当初後世の暗渠の可能性 を考えたが、上面からの掘 り込みはみられず、また83住 に

貼 られるため、少なくとも中世以前の遺構であ り、形状から水路 と考えるのが妥当であろう。遺物 としては土

師器 ・須恵器杯がみ られた。時期については、遺物及び土層から判断して古代に属すると考えるが、詳細につ

いては不明である。

石列2(第16図)

A地 区北西の西部で検出した。第1号 大規模流路趾の東側、2条 ある大規模流路趾の中間部分の、鉄分の沈

澱する硬化面の縁に沿って確認 された。確認された長さはおよそ1160cmで あるが、埋没 している部分 もあるた

め、全長は不明である。A地 区北西 トレンチ1の 断面観察によれば、断面形は三角形を呈 し、検出面に露出し

ている部分はその頂部とみられる。基部の両側 とも砂礫層である。本趾は大六川流路の護岸的な役割をしてい

るようにもみえるが、近世における大町市常盤の乳川石堤(江 戸時代後期1817年)の ような緻密な積み方では

な く、また平田本郷遺跡第3次 調査において確認 された護i岸状遺構 とは構造も異なるため、その用途について

は不明である。本趾の時期は、大六川の旧流路が流れていた時期のものと考えられるが、遺物を伴わないため、

平安時代以降であるとしかいえない。また、明らかな人工物(遺 構)で あるという確証 もない。
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石列3(第17図)

E地 区中央 で検出 した。当初 はほぼ東西方 向(N-750-E)を 指向 し、検 出 した礫 も人頭大以上 の もの も多

い こ とか ら、寺院 な どに関連す る遺構 である可 能性 を考 えた。平面形 はL字 型で、確認 され た規模 は、東西方

向 に幅110～190cmで 長 さ2300cmで あ り、調査 区東端 で北 に折れ、幅230～290cmで 長 さ880cmを 測 り、北端部で

さらに広 がる ようであるが、調査範 囲の関係上それ以上の確認 はで きない。使用 されてい る礫 は川原石で、大

き さ も10cm～ 人 頭大 とば らつ きが あ る。並 び方 につ いて は法則 性 が な く不 規則 であ るが 、上 面 の標 高 は

633.72m～633.85mで ほぼ一 定 してい る。本趾 の両側(南 北)は 、暗灰色粘 土が堆積 してお り、そ の下面 が茶

褐色砂礫層 である。西端部分 では、 その砂礫層 と本 趾はほぼ同一面で検 出され てい るが、東 に向か って下面の

砂礫層 面 は下がってい き、その上面 の粘土 の堆積 は厚 くなるため、本趾 の中央付 近で は完全 に下面 の砂礫層 と

乖離 してい る。粘土 中に浮 いた体 を示 してい ることか ら、本趾 はこの粘土堆積後 に造 られた ようであ る。 トレ

ンチの断面 によって も掘 り込 みはみ られず、粘土上面 に載せ ただけ とい う感 を受 ける。遺物 は、:礫問か ら出土

した ものは土師器 ・須 恵器杯等が若干 のみであ る。用途 については湿地帯の土留め とも考 え られるが不 明であ

る。時期 につい ては遺物 か ら判断 で きず不 明であるが、南側 の粘土層がE区 南端部 において後述す る台状 地形

2の 黒褐色粘質土の上面 にあたる ことか ら、詳細 は不 明なが ら中世以降 と考 える。

石列4(第18図)

A地 区南東で検 出 した。北側 の一部 は撹乱 を受 ける。 当初 は後述す る台状 地形2の 一部で ある と考 えたが 、

それを切 る弧状の溝状遺構(第4号 溝趾)両 側の集石である ことが判 った。溝 の幅は40～80cmで 、石組 の水路

とみ られる。右岸(西 側)に は50cm大 の石が一段 列で屹立 し、 その裏込め状 を呈 する形 で幅140～180cmの 石列

がある。底部 は石で はないが黒褐色粘質土で硬い。左岸(東 側)は 、右岸の ような明瞭な石組で はな く、底面

の黒褐色粘質土がその まま壁 となってお り、その上 に石列 の礫が載 った形 となっている。溝 の覆土 は灰色砂層

である。本趾か らの出土遺物 はほ とん どな く、若干の近世 陶磁器片、瓦片がみ られた他 は、礫 に混 じって数点 ・

の布 目瓦がみ られた に留 まる。時期 については、遺物 か ら判断 して近世 に下 る と考 える。また用途 につい ては、

形状通 り水路であ ると考 えられる。 このす ぐ東 に現況水路が存在す ることか ら、その古い段階の もので、水路

を造 る際 に使 われた礫 であ ると考 える。

石列5(第18図)

A地 区南東 の北部 で検 出 した。石列4西 側の黒色粘 質土上面 で、石列4に 切 られ る形 で確認 された。確 認 さ

れた長 さは364cmで 、幅は概 ね100cm前 後で ある。本趾 か らの遺物の出土 はみ られない。用途 ・時期 について は

不 明であ るが、E地 区で確認 した石列3の 延 長上 にあ り、 また上面標高 も633.65mと 、石列3と ほ ぼ同様 であ

るため、 同一 の ものであ る可能性 がある。

7焼 土範囲

C地 区において、住居趾などに伴わない焼土の広が りを9ケ 所確認 し、 またこの他にも、焼土の散布 してい

る範囲が確認されている。これらの存在については二つの理由が考えられる。検出が非常な困難なため、遺構

覆土中の焼土を確認 した可能性 と、中世以降に削平 されたことにより、上面に存在 した住居趾などの遺構の焼

土が残存 した可能性が挙げられる。今回焼土範囲としたものは、7を 除いていずれも内部に遺物を伴ってお ら

ず、カマ ドの火床面のみが残存 したものとみられ、後者にあたると考えられる。散見 された焼土のある部分に

ついては前者、つまり住居趾などの遺構が存在 した可能性はあるが、その確認には至っていない。焼土範囲7

からは内耳鍋片がみられ、中世の遺構に伴 うものであるとみられる。

8台 状地形(第19図 、第8表)

2ヶ 所確認 してい る。いずれ も黒色土 を硬 く締 めてい るが版築 はみ られ ない。一段高い台地状 の地形であ る

が上面 に礎石等がみ られないため、名称 を台状地形 とした。2は 、形状不明なため図化 していない。
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台状地形1(第19図)

A地 区北東の東部で検出した。重機により水田耕作土及び基盤土を除去 した段階で、約7m四 方の方形の黒

色土硬化面範囲を確認 した。またその上面から10cm～人頭大の礫がみ られた。上層の土を取 り除いて確認 され

た本趾の範囲は、上端で東西800～900cm、 南北800～850cm、 下端で東西1,000～1,100cm、 南北1,100cmで あ り、

平面形は方形の台状を呈する。上面はほぼ平坦であるが、水田開田により削平された可能性がある。上面の礫

に、礎石等 と考えられるものはない。比高は西側で約15～20cm、 東側及び南側は10～15cm、 北側は不明である

が5cm前 後を測る。周囲か ら瓦が多 く出土するため、寺院の基壇跡である可能性を考えた。構造確認のため東

西方向、南北方向に トレンチを入れたところ、黒色粘質土内には若干の土質の差はあるものの、版築 としての

土層はみられない。南北方向の トレンチ16の 下面からは数基の土坑を検出してお り、本趾はそれらを貼 って造

られたとみられる。黒色粘質土中の出土遺物は非常に少なく、土師器甕、須恵器杯等の小片がみられたにとど

まるが、上面からは12世紀代の渥美産蓮弁文壷がみられた。本趾の時期は遺物から判断して、詳細時期不明な

中世 と考えるのが自然である。用途については、形状は基壇状であるが版築がみられず、また礎石等 も残存せ

ず上面構造が明らかではないことから不明である。ただし、蓮弁文壷の存在から、仏教 に関わる施設である可

能性はある。

台状地形2

E地 区南西部で検出 した。南側はD地 区との境で、水田の土手築造 に伴 って一部削られている。西側 はA地

区南東に続いているようであり、端部は不明である。上面はA地 区南東 において近世及び近代の水路により一

部破壊されている。本趾も、台状地形1と 同様、上層の耕作土及び基盤土を除去 したところ確認された硬化面

で、上面に10～30cm大 の礫がみられた。平面形は南側が水田法面 として削 られているため不明である。寺院の

基壇跡等の可能性を考えて東西方向、南北方向に トレンチを入れたところ、黒色粘質土内には若干の土質の差

はあるものの、いわゆる版築としての土層はみられない。出土遺物は瓦片、土師器甕小片等がみられるが量は

少ない。本趾の性格は、基壇の可能性があるが、版築を施 していないことと、平面形及び上面の構造が明らか

でなく、礎石等 も残存 しないことから判然 としない。時期 については、上面から中世の青磁碗片が出土 してい

ること等から、台状地形1と 同様、詳細な時期は不明ながら中世 に属すると考える。

9凹 地状遺構(第16図)

A地 区北東の東部で検出 した。他遺構 との関係は台状地形1の 下層にあたる。当初は前述の台状地形の下層

を確認するため一部 を掘 り下げたところ、台状地形の黒色土下より、瓦を含む礫集中範囲が確認された。 この

礫集中範囲は雑然としていることか ら、これらの礫は投げ込み等 と考えられる。当初は住居趾 と考えたが、礫

を取 り除いた形状が段 を持つ幅広の溝状を呈する凹地であることから凹地状遺構1と した。用途については不

明である。出土遺物は瓦類の他、土師器杯、須恵器杯 ・蓋、灰粕陶器皿がみられる。本趾の時期は、遺物から

判断して古代9期 ・10世紀前半の平安時代中期 とみられるが、台状地形築造の時点で埋没 したと考えられるた

め、台状地形1と 同様、詳細な時期は不明ながら中世に属する可能性 もある。

10溝 趾 ・流路趾(第14図 、第5・6表)

溝趾(第14図)

4条 確認 している。第1～3号 溝趾 はいずれ もE地 区の、粘土層 を取 り除いた礫層上面での確認 であ る。形

状 よ り溝 と考 えたが、 ト1ノンチ調査 のみであ るため断定 はで きない。3条 並 んだ形で、いずれ も断面形 は浅い

皿形 であ る。遺物 は須 恵器蓋等若干 の出土がみ られた。時期 について は、粘土層 の下 であるこ とと遺物 か ら、

詳細 は不 明なが ら9世 紀代以前 の古代 に属す ると思 われる。第4号 溝 趾はA地 区南東 において確認 され た石組

水路 で、石列5、 台状地形2を 切 る。 出土遺物 は近世陶磁器片、近世以降の瓦片がみ られるため、近世 に属す

るもの と考 える。A地 区 とD・E地 区の問 を流れ る現況水路 にほぼ並行 しているこ とか ら、その古い段 階の も
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のである可能性がある。

流路趾(第14図)

第1号 流路趾はA地 区北西、次述の大規模流路趾1上 面で確認 した。断面形は浅い皿形である。大規模流路

趾1埋 没後の一時的な流路趾のようであるが詳細な時期は不明である。第2号 流路趾はC地 区東壁の断面のみ

で確認 した。調査区東側に現況水路(山 田川)が あることか ら、その旧流路 と考えられるが平面的な確認はで

きない。遺物 としては砥石等がみられるが時期についてそれらから判断することは難 しい。第3号 流路趾はD

地区中央部で検出 したもので、ごく浅いものであることか ら、流路 というより北側湿地帯からのオーバーフロ

ーとみ られる。遺物 として瓦が多量に出土する。時期については古代以降であるとしかいえない。

大規模流路趾(第4図)

A地 区北西部の大半を占める形で確認された。基本的には一つの河川;趾:と考えられるが、中州状部分を挟み

大 きく2条 に分かれることから、西側のものを大規模流路趾1、 東側のものを大規模流路趾2と した。覆土は

基本的に黄褐色砂質土で、底部は礫層である。西側の大規模流路:吐1は 、開発区域西側 を流れる大六川の旧流

路 とみ られ、上面にみられる集石遺構の存在か ら近世以前であると考える。右岸からは77住、92住 などの住居

趾が確認 され、現在の大村集落北側の台地 と繋がっていたようである。左岸に鉄分の沈澱する硬 い面があ り、

その範囲からは土師器 ・須恵器の他円面硯片 もみ られたが、遺構の存在は確認できない。しかしこの硬い面の

縁に前述の石列2が あることから、何 らかの生活痕跡があった可能性はある。東側の大規模流路2も 、基本的

には大六川の旧流路であると考えられるが、右岸にあたる硬い面 との関係が不明瞭な点など、不明な部分 も多

い。左岸からは81住、82住 など多 くの住居趾が検出されているが、89住 のように、この流路によって破壊 ・埋

没 した住居趾 もあ り、また遺物 として須恵器杯 ・甕等がみられることから、時期的には11世紀後半の平安時代

後期以降に形成されたものと考えられる。
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第2表 住居趾一覧表 ()推 定 、 〈 〉 残 存

住居NQ 地区 平面形

規 模
主軸方向

カマ ド

ピット 時 期 備 考
長軸×短軸×深さ

(cm)

床面積

(m2)
位置 種類

78 A北 西 方形か <434>X<426>X32 <8.04> N-65ｰ一E 東壁
北寄

石組
粘土

7 7C後

古墳後

大規 模流路 趾1・92・87住 に切 られ る

79 A北 東 一 一 一 一 一 一 一 10C後 ～llC前

平安後

遺物の存在から想定するが不明

80 A北 東 一 一 一 一 一 一 一 9C後

平安前

遺物の存在から想定するが不明

81 A北 西 方形 508×496×20 19.91 N-89ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

15 9C後

平安前

4土 に貼 られる、中央部暗渠により破壊、東側一

部撹乱、周溝有。

82 A北 西 方形 452×424×12 (17.49) N-3ｰ一W 不明 一 一 9C後

平安前

96住 ・6土 に切 られ る。

83 A北 東 方形 328x300x21 8.25 N-84ｰ一E 東壁
南寄

一 一 11C後

平安後

石列1を切る、東壁南寄の突出部がカマ ドの可能
性有するが不明

84 A北 西 方形 <484>X456×26 <16.74> N-91ｰ一W 西壁
南寄

石組
粘土

一 9C後

平安前

北側撹乱、中央部暗渠 により破壊

85 A北 東 方形 500×432×34 17.63 N-94ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

4 9C

平安前

2時期の遺物の存在から切 り合い関係あるとみら

れるが不明

86 B 不明 <146>X<82>X9 <0.54> 不明 不明 一
1 不 明 ・8C以 前 91住に切 られる、南側調査区外

87 A北 西 方形か 248X<176>X27 <3.33> N-25ｰ一W 不明 一 10 9C後

平安前

92住に切 られる、西側調査区外

88 A北 東 一 一 一 一 一 一 一 10C以 降

平安中期以降

遺物の存在から想定するが不明

89 A北 西 不明 不明 一 不明 不明 一 一 11C後

平安後

大規模流路2に 切られる、 トレンチにより壁、床

面の一部を確認

90 A北 東 一 一 一 一 一 一 一 10C前

平安中

遺物の存在から想定するが不明

91 B 方形 526×504×57 21.17 N-100ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

11 8C

奈良

86住 を切 る、93住 ・57・58・59土 に切 られ る、床

面工 具痕有

92 A北 西 方形か 296X<248>X20 <5.93> N-107ｰ一W 西壁
中央

不明 8 9C後

平安前

87住を切る

93 B 方形か 440X<280>X25 <7.19> N-92ｰ一E 東壁
中央

石組
粘土

2 9C

平安前

91住を切る、南側調査区外

94 A北 東 一 一 一 一 一 一 一 不明 ・平安 遺物の存在から想定するが不明

95 A北 西 一 一 一 N-20ｰ一E 不明 一 1 9C後

平安前

81・84住 に切 られる、北側、中央部撹乱 を受ける

96 A北 西 方形か 460X<424>X19 <11.78> N-122ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

一 9C後

平安前

82住 を切 る、5・6土 に切 られる 、北側 撹乱 を受 け

る

97 C 方形か <46>X<340>X30 <12.34> N-89ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

一 8C

奈良

P1に切 られる、北東側調査区外

98 C 方形か <524>X<360>X12 <8.3> N-117ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

一 7C後

古墳後～奈良

37土 ・P81・82を 切 る、北 側調査 区外

99 C 方形 530×506×25 22.03 N-91ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

一 7C後 ～8C前

古墳後～奈良

100住 を 切 る 、22・40土 ・P12・33・34・35・

90・91・95・109・111に 切 ら れ る

100 C 不明
方形か

<270>x<124>X19 <1.45> N-26ｰ一W 不明 一 一 7C・古墳後か 99住 ・P110・111に 切 られる

101 C 方形か 512X<372>X9 <14.85> N-92ｰ一E 東壁
南寄

石組
粘土

10 7C後 ～8C前

古墳後～奈良

44・45・46・47・48土 に切 られる 、北側 調査 区外

102 C 方形か C372>X<368>X4 <12.12> N-89ｰ一W 西壁
北寄

石組
粘土

5 7C後

古墳後

東側壁不明、北側調査区外

103 C 方形 290×284×17 5.94 N-95ｰ一W 西壁
北寄

石組
粘土

1 11C

平安後

P84に 切られる、外側にある4個 のピッ ト関連有

か

104 C 方形か 〈332>×<314>×25 <8.93> N-10ｰ一W 不明 一 3 7C後

古墳後

105住 を切 る、Pl18・119に 切 られ る 、南 側調 査

区外

105 C 方形か <530>x<390>x18 <15.24> N-12ｰ一W 不明 一 6 7C後

古墳後

104住 ・P47・138・140に 貼 られ る、南 側 調査 区

外

106 C 長方形か <570>x490x20 <21.05> N-11ｰ一W 不明 一 1 7C後

古墳後

97住 ・Pl1・139に 切 られ る、P136・137・ 焼 土1

に貼 られる、東 側調査 区外

107 C 方形か <322>X<264>X40 <6.65> N-1ｰ一W 不明 一 2 7C後 ～8C前

古墳後～奈良

ユ08住に切 られる、東側調査区外。

108 C 方形か 312X<176>X29 <4.54> N-2ｰ一W 不明 一
3 7C後 ～8C前

古墳後～奈良

107住を切 る、床面に焼土範囲有、南側調査区外

109 C 方形か 518×452×7 (21.46) N-17ｰ一W 不明 一 3 7C後 ～8C前

古墳後～奈良

101住 ・32・33土 ・P68・69・7ユ ・97・98・148・

150・157・ 焼 土5に 切 られ る

110 C 長方形 406×338×16 11.71 N-92ｰ一W 西壁

北隅

石組
粘土

3 11C末

平安後

111 C 長方形 304x236x21 5.46 N-90ｰ一E 東壁
北寄

石組
粘土

1 11C末

平安後

112 C 方形 404×376×15 (12.93) N-87ｰ一W 西壁
中央

石組
粘土

2 7C後

古墳後

Pl12・113・114・115・143・145・146・147に 切

ら れ る、Pl53・154に 貼 られ る

113 C 方形 472×396x17 15.85 N-90ｰ一E 東壁
北隅

石組
粘土

7 11C中

平安後

P77・123・124・125・126に 切 ら れ る
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第3表 土抗一覧表 ()推 定 、 〈 〉 残 存

Na 地 区 図 平面形
規 模

遺 物 時 期 備 考
長軸 ×短軸×深 さ(cm)

1 A北 東 円形 26x22×12 粘土層下層で確認

2 A北 東 円形か 20X<12>X10 粘土層下層で確認

3 A北 東 13 楕円形 70×50×23 土師器小片

4 A北 西 円形か (58)X(55)X17 中世か 81住 を貼る遺構に伴うものか、底面に焼土有

5 A北 西 13 円形 36x32x11 土師器杯、黒色土器杯 平安時代 82住 、96住 、6土 を切 る

6 A北 西 13 円形 110×102×7 82住 、96住 を切 る、5土 に切 られ る

7 A北 西 13 円形 36×34×20 土師器杯A

8 A北 西 13 円形 30×28×18 土師器杯D

9 A北 西 13 長円形か 154X<60>X8 須恵器甕、土師器小片 78住 を切 る、77住 に切 られ る、内部 にピ ッ ト1個 有

10 A北 東 13 楕円形 72×46×40 粘土層下層で確認

11 A北 東 13 楕円形か 84x<24>X26 粘土層下層で確認

12 A北 東 13 円形 60×52×24 粘土層下層で確認

13 A北 東 円形か 52X<34>X22 粘土層下層で確認

14 A北 東 円形か 38X<18>X23 中世か 台状地形下層で確認

15 A北 東 円形 26×26×12 中世か 台状地形下層で確認
16 A北 東 円形 26x24x18 中世か 台状地形下層で確認

17 A北 東 円形か 27X<23>X18 白磁碗 中世か 台状地形下層で確認
18 C 13 円形 56×50×28 土師器甕i 古墳～奈良時代

19 C 13 円形 62×54×17

20 C 13 楕円形 66×50x29 土師器小片

21 C 13 円形 80x74x35 土師器小片

22 C 14 円形 126×120×7 土師器小片など 99住 を切 る

23 C 14 長円形 132×88×32 須恵器甕片など

24 C 13 円形 84×68×29 土師器甕 古墳～奈良時代 P24に 切 られ る

25 C 13 円形 84×74×27

26 C 13 円形 86x78x19 青白磁輪花皿 中世

27, C 13 楕円形 88×72×23 土師器甕片など 平安時代
28 C 13 楕円形 128×70×21 土師器甕iA片など 古墳～奈良時代

29 C 13 円形 54×52×28

30 C 13 円形 88×76×22

31 C 13 円形 82x66x10 土師器小片

32 C 13 円形 96×78×18 土師器鉢、灰粕陶器椀 平安時代末か 109住 を切る

33 C 13 楕円形 106×82×7 内部 にピット2個 有

34 C 13 円形 62×52×18

35 C 13 円形 74×68×28

36 C 13 円形 80x70x30 土師器杯 ・甕片 平安時代

37 C 13 円形 <64>X64×22 98住 を切る

38 C 13 方形か 120X<96>X14 105住 、P50、P51、P52に 切 られ る

39 欠番
40 C 13 長円形 76×46×14 土師器小片 99住 を切る

41 C 14 楕円形 144×92×8 土師器甕 P18に 切 られる

42 C 13 円形 68×56×27 土師器杯 ・甕片 平安時代

43 C 13 円形 76×66×14 P94を 切 る

44 C 14 円形 126×110×11 101住 を切 る

45 C 14 円形 56×48×10 101住 を切 る

46 C 14 不整形 64×56×28 101住 を切 る

47 C 14 楕円形 58×36×26 101住 を切 る

48 C 14 円形 38x36x26 土師器小片 101住 を切 る

49 欠番
50 C 14 円形か 108X<60>X22 谷状地形確認 トレンチ内で確認

51 C 14 円形か 46X<34>X23 土師器小片 グリッド下から確認

52 B 14 楕円形 224×132×17 土師器杯など 古墳 ～奈良時代か

53 B 14 円形 30x26x35 土師器高杯 古墳～奈良時代か

54 B 14 楕円形 58×42×38 土師器甕A 古墳 ～奈良時代か

55 B 14 楕円形 82×50×51

56 B 14 円形 36x32x25

57 B 14 円形 30×26×14 91住 を切る

58 B 14 円形 28×24×21 91住 を切る

59 B 14 円形 24×22×11 91住 を切る

60 D 14 長円形 140×72×19 瓦片、須恵器杯片 平安時代か 62土 に切られる

61 D 14 円形 78×74×32 平安時代か
62 D 14 楕円形 75×60×45 瓦片 平安時代か 60土 を切 る

63 E 14 方形か 86x<58>x34 平安時代か 粘土層の下、柱 とみられる木質遺存体有

64 E 14 円形 36×30x21 平安時代か 粘土層の下、3溝 に切 られる

第4表 石列一覧表 〈 〉 残存

Na 地 区 図 起 点
近似点

終 点
近似点

断面形
規模(cm)NS、EWは 方向を表す

方 向 時 期 備 考
長さ 幅 深さ

1 A北 東 16 N313.6

E174.6

N304.8

E173.9

溝状 752 112 14
～28

N-2ｰ一W 古代か 蓋石のある石組水路(幅24cm)と みられる。

2 A北 西 16 N306.O

E95.6

N293.4

E95.6

三角形 <1312> 88
～292

50 N-13ｰ一W 不明
(古代以降)

3 E 17 N303.4

E193.2

N308.O

E214.0

逆皿形 東西

<2216>

東 西

12s一一一1ss

東西

32～35

東西

N-75ｰ一E
中世か 調査区東端でほぼ直角に北にL字型に折れる

N308.O

E214.0

N314.6

E212.0

逆皿形か 南北

<856>

南北

280～320

南北
一

南北

N-11ｰ一w

4 A南 東 18 N299.6

E186.4

N286.O

E189.2
溝状 <1680> 260

-280
18～34 N-27ｰ一E 近世か 水路跡とみられる溝(溝4)の 両側である。

5 A南 東 18 N278.3

E181.4

N298.3

E177.8

逆皿形 <362> 104 一 N-88ｰ一E 中世か 石列3の 延長上にあたるとみられるが不明。
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第5表 溝趾一覧表 ()推 定 、 〈 〉 残 存

Na
検出面
地 区 図

起 点
近似点

終 点
近似点

断面形
規 模(cm)

時 期 備 考
長さ 幅 深 さ

of E 14 一 一 皿形 <60> 45 10 不明
平安か

トレンチ確認のみのため全容不明

02 E 14 一 一 皿形 <60> 45 11 不明
平安か

トレンチ確認のみのため全容不明

03 E 14 一 一 皿形 <60> 45 10 不明
平安か

トレンチ確認のみのため全容不明

04 A南 東 18 N299.2

E196.6

N287.O

E186.6

方形 <1440> 60 22-30 近世か 両側の石組を石列4と した

第6表 流路趾一覧表 ()推 定 、 〈 〉 残 存

No
検拙面
地 区

図 起 点
近似点

終 点
近似点

断面形
規模(cm)NS、EWは 方向を表す 時 期 備 考
長さ 幅 深さ

of A北 西 N310.4

E17s.o

N306.O

E187.0

皿形 970 40 6～9 近世か 大規模流路趾1上 面

02 C 一 一 不明 一 一 一 不明
中世か

調査区境で断面により確認

03 D N278.6

E197.0

N267.8

E198.4

浅い皿形 <1160> 90-170 5 古代か オ ーバー フロー とみ られる

大01 A北 西 一 一 不明 一 1000

前後

不明 11C以 降 大六川の旧流路か

大02 A北 西 一 一 不明 一 2500

前後

不明 11C以 降 大六川の旧流路か

第7表 集石遺構一覧表 ()推 定 、〈 〉 残 存

No
検:出面
地 区 図 平面図 断面形

規 模(cm)
出土遺物 時 期 備 考

長軸 短軸 深さ

01 D 15 不整形 皿形 152 130 26 周囲を含め瓦片多数
須恵器杯片
土師器高杯片、

平安か 建物基礎か

02 D 15 円形 一 112 96 一 鴎尾(DOO1)

周囲を含め瓦片多数

古代か 建物基礎か

03 D 15 楕円形 一 120 95 一 周囲を含め瓦片多数

須恵器甕 ・壷類片

平安か 建物基礎か

04 D 15 長円形 一 <200> 124 一 周囲を含め瓦片多数 古代か 建物基礎か
北側調査区外(未 掘)

05 D 15 円形 一 174 160 一 周囲を含め瓦片若干 古代か 地山礫の可能性

06 D 15 不整形 一 80 64 一 周囲を含め瓦片若干 古代か 地山礫の可能性

07 D 15 円形 皿形 160 152 16 鴎尾(D826)
周囲を含め瓦片多数

古代か 建物基礎か

08 D 15 不整形 一 244 156 一 周囲を含め瓦片若干 古代か 地山礫の可能性

09 D 15 不整形 一 170 136 一 周囲を含め瓦片多数

須恵器杯 ・甕片

平安か 建物基礎か

10 A

北西

15 不整形 一 144 107 一 一 古代以降

11 A

北西

15 不整形 一 100 62 一 一 古代以降

12 A

北西

15 不整形 一 104 44 一 一 古代以降

13 A

北西

15 不整形 一 110 104 一 一 古代以降

14 A

北西

15 不整形 一 84 48 一 一 古代以降

15 A

北西

15 楕円形 一 80 65 一 一 古代以降 建物基礎か

第8表 台状地形一覧表 ()推 定 、 〈 〉 残 存

No 地 区 図

規 模(c阻)
主軸方向

(南北)
備 考上面主軸長

(平 均)

上面幅

(平均)

下面主軸長

(平 均)

下面幅

(平均〉

比 高 ・

(平 均)

比 高

(最大)

1 A

北東

19 825 850 1100 1050 13 20 N-0ｰ 上面に人頭大礫あり、遺物として渥美産壷片など

覆土中遺物:瓦 、土師器杯、須恵器杯、陶器壷など
下層に凹地状遺構1、14、15、16、17土

2 E 一 340 <480> <700> <960> 17 33 N-4ｰ一W 上面に人頭大礫あり、遺物として青磁椀片など
覆土中遺物:瓦 、土師器杯、須恵器杯など
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第7図 第78,81,87,92号 住 居 趾
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第8図 第84,86,91,93号 住 居 趾
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第9図 第82,83,85,89,95,96号 住 居 趾
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第10図 第97～100,104,105号 住 居 趾
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第11図 第101～103,106～109号 住 居 趾
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第12図 第110～113号 住居趾
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第13図 土抗(1)
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第14図 土抗(2)・ 溝趾 ・流路趾
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第15図 集石遺構 ・竪穴状遺構
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第16図 石列1,2・ 凹地状遺構
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第17図 石列3
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第18図 石列4,5
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第19図 台状地形1
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第20図 各地区土層
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第3節 遺物

1土 器 ・陶磁器(第21～30図 、第5表)

今 回の調査 に よって出土 した遺物は、整理用 テ ンバ コ22箱 を数 え、古墳 か ら奈良 ・平安時代、及 び中世 の多

量 の良好 な資料 を得 ることがで きた。それ らは、多 くは住居趾 などの遺構 内か ら出土 している。 しか し、遺構

検 出が 困難 な場合 も多 く、それ にもかかわ らず完形 に近 い状態で出土 する遺物 もみ られている。 そ うした もの

についてはその出土位置 を記録す る上で、単 に検 出面遺物 として は扱 わず、3次 元座標 を記録 した上 で地 区検

出面NQと しているが、 ここで は、帰属 すべ き遺構が ないため検 出面遺物他 と して一括 で取 り扱 っている。 図化

し得 た もの は、土器、陶磁器438点 である。 ここではそれ らの様相 につい て各地 区ご と、地 区内 におい ては遺

構別 に述べ てい く。 なお、遺物の分類 については、縄文時代の遺物は文献1、 古墳時代の遺物は文献2、 古代

の遺物 は文献3、 中世の遺物 の うち蓮弁文壷等常滑、渥美産の陶磁器 については文献4に それぞれ拠 っている。

また遺物NQは 、第6表 に示 した ものである。

(1)各 地 区ご との様相

この大村遺跡 の調査 は、何度 も述べ てい るようにA、B、C、D、Eの5地 区の調査 に分 かれ、更 にA地 区 は

北東 、北西 、南東、南西 に分かれてい る。調査 をしてみ る と、各 地区の様相 は別 の遺跡 とい って もよい くらい

様相 が異 なっている。 ここで は、第9表 の土器観察表 の順 に従 い、各地 区の様相 を述べてい く。

アA地 区の様相(Nα1～303)

A地 区で は遺構 と して、竪穴住居趾16軒 、土坑17基 、石列4条 、溝趾1条 、流路3条 、台状地形1ヶ 所 、凹

地状 遺構1ヶ 所 を検 出 した。 また、検 出困難 な遺構 も多 く、検 出面扱 い とした遺物等 も多い。1また、 この地区

で は縄 文土器 の出土 も若干み られ る。 ここでは出土 した土器 について、 それ らの遺構 ごとに述べ てい く。

78住 土器群

食膳具 では土 師器杯A3点(12、13、14)・ 黒色土器A杯A(16)・ 軟質須 恵・器杯A(21)・ 須 恵・器杯A4点

(17、18、19、20)・ 蓋B(22)な ど、煮炊具 では土 師器甕A4点(7、8、9、10)・ 土 師器甕F(11)・ 小 型甕iD

4点(1、2、3、4)・ 羽釜(24)、 貯蔵具 では須恵器甕(23)が み られる。本趾 の時期 決定 につい ては、 カマ ド

及 びその脇 の ピ ッ ト出土 の甕類が古代1期 前後 の様 相 を呈 している ことか ら判 断 している。そ の他 の須恵器

杯 ・軟質須 恵・器な どは古代8期 前後の様相 を呈 し、本趾 を切 る92住 に属す る可能性が高 いが、羽釜 は92住 の時

期 よ り更 に新 しい古代11期 以降 とみ られ、 これ らの住居趾 以外 に遺構が存在 した可能性 を示 してい る。

79住 土器君羊

図化 した もの は食膳 具で は黒色土器A杯A・ 椀 が各1点(27・28)、 須 恵・器杯A・Bが 各1点(29・30)、 灰

粕陶器椀が2点(31、32)み られ、煮炊 具は土 師器甕B・ 小型甕が各1点(25・26)み られた。本趾 の時期決

定 については2点 の漬掛 け施粕の灰粕 陶器椀が古代9～13期 の様相 を呈 しているため、それ に拠 ってい る。

80住 土器群

図化 した もの は食膳具 では黒色土器A杯Aが2点(34、35)、 皿Bが1点(36)み られ、煮炊具 は土 師器小 型

甕Dが1点(33)み られた。本趾 の時期 決定 は、完形 の黒色土器A皿Bと その他 の遺物 が7～8期 の 中で収 ま

るため、それ に拠 っている。

81住 土器君羊

図化 した ものは食膳具で は土師器杯A2点(45・46)・ 椀1点(44)、 黒色土器A杯A4点(48、49、50、54)、

須恵器杯A3点(52、53、54)、 杯B(55)、 蓋B(51)、 煮炊具 では土 師器甕が甕B3点(37、41、42)な ど、

小 型甕2点(39・40)、 貯蔵具 では陶器壷類(56)で ある。本趾の時期決定 については、比較 的数 の ま とまっ

た黒色土器杯A及 び土 師器甕Bに より古代7～8期 としてい る。 しか し古代1～3期 とみ られる須 恵器杯、土

師器甕や、13期 以降 とみ られる器高 の低い土師器杯A、 中世 の渥美 ・常滑産 とみ られる陶器壷類 が出土 してい
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ることか ら、本趾 に関 して時期 的前後関係のあ る遺構 の存在 が考 え られる。

82住 土器群 毫

食膳具 では土 師器杯A2点(61、62)、 須恵器杯A1点(65)、 杯蓋B1点(64)が み られ、煮炊具 で は土師

器甕が2点(59、60)み られた。本趾 の時期決定 について は、土 師器杯Aも み られるが、須 恵器杯Aも み られ、

また甕Bと み られる甕 の底径が8.4cmで あ ることなどか ら、古代7～8期 と判断 している。

83住 土器君羊

図化 した ものは食膳 具で は土 師器杯A3点(72、73、74)、 椀(75)、 皿A(71)、 黒色土器A杯A2点(68、

69)、 椀(70)、 灰粕陶器椀2点(76、77)等 、煮炊具で は土師器小型甕iD(66)で ある。本趾 の時期 決定 につ

いては、土師器 のうち古代14期 以降 にみ られ る皿A・ 小 型化 した器高1.8cmの 杯Aと 、灰粕 陶器椀 の共伴 によ り

古代14～15期 と判断 してい る。古代5～8期 の黒色土器椀 などは混入 品 と考 える。

84住 土器群

図化 した ものは食膳具で は土師器杯A5点(84、85、86、87、88)、 椀5点(89、90、91、92、93)、 黒色 土

器A杯A3点(96、97、98)、 椀(99)、 須 恵器杯B2点(101、102)、 杯蓋B(100)、 灰粕 陶器椀 が5点(108、

109、 ユ10、112、113)、 皿2点(107、111)等 が み られ、煮炊具 は土師器甕B2点(80、82)、 小 型甕D3点

(78、81、83)、 貯 蔵具で は須恵器甕A2点(104、105)、 甕D(106)、 短 頚壷(103)と 、遺物 は非常 に多 い。

本趾 の時期決定 につ いては、土 師器杯A・ 椀 と黒色土器杯A・ 椀 との共伴 関係及 び煮炊具 として土師器甕Bが

出土 しているこ とか ら、古代8期 前後 と判 断 した。灰粕陶器椀 ・皿 は、漬掛 け施粕 され る大原2号 窯式 に比 定

される もので、古代9期 前後の様相 を呈す るこ とか ら、本趾 を切 る遺構 の存在が考 えられる。

85住 土器群

図化 した ものは食膳具 で は土師器杯3点(115、116、117)・ 高杯(118)、 黒色土器A杯A6点(127、128、

129、130、131、132)・ 椀5点(133、134、135、136、137)、 煮炊具 では甕が2点(124、125)、 甑(126)等 、

貯蔵具は須恵器壷類2点(138、139)み られる。本趾の時期 決定 については、比較的量 の多 い、古代7～8期

の様相 を呈 している黒色土器A杯A・ 椀 に拠 ってい る。煮炊具 は、甕Aな ど全て古 い様相(古 代1～3期 以前)

を示 しているため、混入 の可能性があるが、比較的大 きな破片 であ り、該期の遺構 が存在 してい たのか もしれ

ない。 また土製 品では輪 羽 口(140)が あ り、一部被熱 している ことか ら、A地 区北東部で何点か鉄 津がみ ら

れ ることと合 わせ て、周辺 での鍛冶遺構の 存在が考 えられ る。

87住 土器群

図化 した ものは食膳具で は黒色土器A杯A(150)、 須恵器杯A2点(147、148)、 杯B(149)、 蓋B3点(144、

145、146)が み られ、煮炊 具では小型i甕(151)が み られる。本趾 の時期 決定 については、土 師器 、黒色 土器

A杯Aの 時期が7～8期 で、須恵器甕 の時期 も収 まるため、それ に拠 った。 また本趾 か らは土製 品鞘 羽 口が2

点(152、153)み られ、鍛冶遺構iの存在 が考 え られ る。 また、本趾 には混入品であるが縄文時代 中期 中葉の深

鉢把手 とみ られる小破片(141)が あ る。

88住 土器群

図化 した ものはないが、土師器杯 ・小 型甕D、 黒色土器A杯A、 灰粕陶器椀 等がみ られ る。本趾 の時期 決定

については、漬掛 け施粕 される灰粕陶器の存在か ら、古代9期 以 降の遺構が存在 した と考 える。

89住 土器君羊

図化 した ものは食膳具 では土師器耳皿(156)、 椀(157)、 黒色土器A椀2点(158、159)須 恵器杯A(160)、

杯B(161)、 灰粕 陶器椀(162)が み られ、煮炊具で は土師器 円筒形土器(154)、 小型甕D(155)が み られた。

本趾 の時期決定 については、覆土下層出土の耳皿 が古代14期 とみ られるため、それ に拠 った。須恵器杯 な どは、

上層 の大規模 流路2に よって堆積 した土中であるため、判 断は し難 い。

90住 土器 群

図化 した ものは土 師器杯A(163)、 灰粕 陶器椀(164)の みである。本趾 の時期決定 については、大原2号
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窯式 に比定 される灰粕 陶器 の時期か ら古代9期 と判 断 した。

92住 土器群

図化 した もの は、食膳具で は土師器杯A4点(167、168、169、170)、 須 恵器杯A2点(182、183)、 黒色土

器A杯Aが7点(171、172、173、174、175、176、177)、 椀2点(179、180)、 灰粕陶器椀(186)が み られ た。

煮炊具で は小 型甕D2点(165、166)が み られた。貯 蔵具 では須恵器短頚壷(181)が み られた。本趾 の時期

決定 については、土 師器杯A、 黒色土器杯Aの 共伴 関係 か ら、古代8期 前後 と判断 した。

94住 土器群

図化 した ものは土 師器杯A(187)の みである。底径6.8cmと 推定 され るが、土師器杯Aは 古代8～15期 にみ ら

れ るもので、本趾 の時期 も古代8～15期 に収 まる としか判 断で きなか った。

95住 土器群

図化 した ものは食膳具 では土 師器杯Aが2点(192、193)、 盤A(194)、 黒色土器A椀(191)、 灰粕 陶器椀3

点(196、197、198)、 煮炊具 では土 師器小 型甕Dが3点(188、189、190)で あ る。本趾 の時期 決定 につ いて

は、3点 み られた灰粕 陶器椀が、古代9期 に比定 される大原2号 窯式である ことと、小型甕の時期が5～9期

に収 まることか ら9期 前後 と判断 した。

96住 土器群

図化 した ものは、食膳 具で は土師器杯Aが6点(214、215、216、217、218、219)、 須恵器杯A(225)、 軟

質須恵器杯(224)、 黒色土器A杯Aが7点(199、200、201、202、204、205、206)、 灰粕 陶器椀 が2点(226、

228)等 がみ られ、煮炊具 では土師器甕Bが3点(208、209、212)、 小 型甕Dが3点(210、211、213)、 貯 蔵具

で は灰粕 陶器小瓶(222)等 が み られた。本趾 の時期決定 につ いては、食膳具 に土 師器杯A、 黒色土器A杯Aが

共伴 し、 また軟質須恵器杯 がみ られる ことか ら古代8期 前後 と判 断 した。土 師器甕Bも 、該期 に収 まる もので

あ る。須 恵器杯等 は混入品か もしれない。 また灰粕陶器椀 を含む遺構が存在 した可能性 もある。

土坑 出土 の土器

A地 区では、遺物 を含 む土坑 は少 ないが、3点 図化 している。7土 の土師器杯A(229)は 、平 安時代 に広

範的 に用 い られ る もので、時期 の特 定は難 しい。8土 の須恵器杯D(230)は 、古代1～3期 に伴 うもの で、

近接す る78住 と近い時代 の ものであ る。17土 の 白磁碗(231)は 、内面見込み部 に櫛 目紋 が施 される もので、

中世1期 の遺物 である。

凹地状遺構 出土土器

図化 した ものは、土 師器杯A(232)、 黒色 土器A杯A(233)、 須 恵器杯A6点(236、237、238、239、240、

241)、 蓋B2点(234、235)、 灰粕 陶器皿(243)、 須恵器壷類(242)が み られる。 これ らには時期差 があ り、

最 も新 しい243は 漬掛 け施粕 される大原2号 窯式 に比定 される もので、古代9期 とみ られ る。

石列 の土器

石列1で 図化 した ものは、土 師器杯A2点(244、245)、 須恵器杯A(246)で あるが、土師器杯 は、平安 時

代後半 におい て主 な食膳具の一つであ り、時期 については大 きな幅がある といえる。石列4で 図化 した ものは

山茶碗(247)、 山皿(248)、 青磁碗(249)で 、 いわゆる山茶碗類 は、東海系 無紬 陶器 に含 まれ る もので、中

世の遺構 か ら出土す ることが知 られる。青磁碗 とともに、 中世以降の遺構 であることを示 してい る。

トレンチ ・サブ トレンチ ・グリッ ド・検 出面の土器

検 出面 で採取 した遺物は非常 に多 く、遺構確認 のため トレンチ、サブ トレンチ を数多 く設定 した。 また、遺

構 を確認 しえず、且つ器形 として残存部分の大 きいな どの特殊な状態 での遺物は、前述 の通 り検 出面NQと い う

扱 いで取 り上 げてい る。図化 した ものは食膳具 では須 恵器杯A・B・ 蓋B、 土師器杯A・ 椀 ・盤B、 黒色土器A

杯A・ 椀 、灰粕 陶器椀、 山茶碗、 白磁碗 がみ られ、煮炊具で は土師器甕 、貯蔵具で は須 恵器甕 類 、壷類、特殊

品 として須恵器 円面硯 、陶器蓮弁文壷 など、古代 か ら中世 にかけての生活具が混在 してい る。 これ らは、洪水

な どに より運 ばれた ものや、確認 し得 なかった遺構 の遺物であろ うと思われる。縄文土器 もみ られ、 ト1ノンチ
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出土の265、 検 出面 の251の2点 で、いずれ も深鉢 とみ られ,る。251は 検出時 にま とまった形で発見 された もの

で、 中期 中葉 に属す る とみ られ る。口縁 部が一部残存 し、胴部 には縄文 が施 され る。265は 時期不 明 な深鉢 の

底部で、網代痕 がみ られる。

ウB地 区の様相(304～337)

B地 区で は、3軒 の竪穴住居趾 と8基 の土坑 を検 出 した。検 出段 階での遺物 は他地 区 と比べ て少 ないが、サ

ブ トレンチ調査 の結果確認 した91住 は、遺物 の多い奈良時代 の良好 な住居趾で あった。 ここで は、それ らを中

心 に述べてい く。

86住 土器群 ド

ほ とん どが小 破片であ り、本趾 の時期決定 しうる遺物 はみ られ ない。土 師器 の器種不 明 な小片等 が若干出土

してい るのみで ある。

91住 土器群

図化 した ものは食膳具 で は須恵器杯A4点(328、329、330、331)、 椀(332)、 蓋B4点(323、324、325、

326)、 高盤2点(321、322)等 で、煮炊具 は土 師器甕A7点(304、305、308、309、312、313、314)、 甕B3

点(306、318、319)、 小 型甕iA3点(311、315、317)等 である。本趾 の時期 決定 について は、底 部 をヘ ラ切

り調整 される須 恵器杯A、 高盤 の存在、1～3期 に存在す る甕iAの 出土等 の理 由によ り、古代1～2期 と判 断

した。 なお、本趾か らは文字資料 として円面硯(333)が み られ るが、それ について は後述す る。 その他 に古

墳 時代 中期 の土 師器高杯(327)、 後期 の土 師器杯(328)が み られるが混入 と考 える。

93住 土器群

図化 した ものは貯蔵具須 恵器甕B(335)の みであ る。本趾 の時期決定 について は、須 恵器i甕Bが5～8期 の

範囲 に収 まる とみ られ、そ れに拠 った。

土坑 出土 の土器

B地 区の土 坑 では、52、53、54土 か ら遺物が 出土 してい る。 図化 した ものは52土 出土 の土 師器 高杯(336)

と54土 出土 の土 師器i甕(337)で あ る。いずれ も古墳 時代後期 ～奈良時代 の様相 を呈する もので、近接す る91

住の遺物 とよ く似 た様相 を呈 してい る。

検 出面 ・トレンチ ・サブ トレンチ ・グ リッ ドの土器

検出面全体 と して も遺物 は少 な く、 また トレンチ調査図化 した ものはないが、土師器杯 ・高杯 ・甕類 ・壷類

とみ られ る小破 片が確認 されてい るの にとどまる。

エC地 区の様 相(338～420)

C地 区で は、遺構 として住居趾17軒 、竪穴状遺 構1基 、土坑32・基、 ピッ ト155個 、焼土:範囲9ヶ 所 、流路1条

を確認 してい る。焼土範 囲 とした もの など、遺構 の存在 を想定 させるが詳細の不 明な ものな ど1後 述す る検 出

面遺物の多い所以 を表 している。

97住 土器群

図化 した もの は食膳具 では須恵器杯A(342)、 煮炊具 では土 師器甕iB3点(338、339、341)、 小 型i甕D(340)

である。 出土位置 のほ とん どが カマ ド及びその周辺 である。本趾 の時期決定 につ いては、342の 底部 がヘ ラ切

り後 ナデ とい う古代2～4期 とい う様相 を持 ち、共伴す る小型甕Dが4期 以 降表れ ることか ら、古代4期 と し

た。

98住 土器群

図化 した ものは食膳具土 師器杯D2点(343、344)で あ る。本趾 の時期決定 については、 これ らの非 ロクロ

調整 の杯Dが 古代1～2期 にみ られる ことか ら、それ に拠 った。

99住 土器君羊

図化 した ものは食膳 具土 師器杯D2点(348、349)、 杯F(350)、 煮炊具 は甕iA2点(346、347)、 甕iB(345)

である。本 趾の時期決定 については、土 師器杯D、 甕Aと も古代1～3期 にみ られ、 また甕Bが 表 れ ている こ
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とか ら、古代1～3期 と判断 した。

100住 土器群.

図化 した もの はないが 、土 師器 甕Aと み られ る小片 な ど若干 の出土 がみ られる。本趾 の時期 決定 につ いて

は、土 師器甕Aが 、主 に古代1～3期 においてみ られるため、 それ に拠 った。

101住 土器群

図化 した ものはないが、食膳 具 として は土 師器杯、煮炊具 として は土師器 甕がみ られる。本肚 の時期決定 に

ついて、遺物 はいずれ も小 片が多 く、詳細 については不明であ るが、口縁 の厚 い杯類 と、輪積 み痕 のみ られる

甕類 の組 み合 わせ か ら、古墳 時代 後期～奈良時代前期 の様相 を呈 してい ることか ら、 それに拠 った。

102住 土器群

図化 した もの は食膳 具で は須 恵器杯D(360)の みで ある。他 は煮 炊具 で、土 師器 甕A(354、355、356、

357、358)、 小型甕iA3点(351、352、353)等 がみ られる。本趾 の時期決定 については、甕Aが 古代1～3期

の主要煮炊具 であ り、 また甕Aと 同技法で底 部 に木葉圧痕 を持つ小 型甕Aが み られるため、 それに拠 った。

103住 土器群

図化 した ものは食膳具で灰粕 陶器椀(361)の みである。本趾の時期 決定 につい ては、361が 丸石2号 窯式 と

み られ、 これは古代11～15期 に比定 されている ことか ら、それ に拠 った。

104住 土器群

図化 した ものは食膳具で は土師器高杯 ・(363)、須恵器高杯(362)が み られ、煮炊具 では土 師器 甕i2点(364、

365)、 土 師器 羽釜(366)が み られ る。本趾 の時期 決定 については、土師器甕が古墳 時代 後期の様相 を呈す る

こ とか ら、そ れに拠 った。 なお、366の 羽釜 も比較 的大 きな破片 で存在 する ことか ら、本趾 を切 る10世 紀代 の

遺構の存在 も考 え られる。

105住 土器群

図化 した もの は食膳具 では須 恵器高杯(369)、 揺鉢(371)杯(370)が み られ、煮 炊具で は土 師器 甕2点

(367、368)が み られた。本趾 の時期 決定 については、特 に輪積 み痕 が明瞭で内外面 ナデ調 整 され る土師器甕i

が古墳 時代後期 の様相 を呈す るこ とか ら、それに拠 った。

106住 土器群

図化 した ものは食膳具の土師器杯 或いは高杯 とみ られ る372が1点 のみであ る。本趾 の時期決定 について は、

372が 、磨耗 に より調整が不明 なが ら、古墳時代後期の様相 を呈す ることか ら、それに拠 った。

107住 土器群

図化 した ものは食膳具 では須恵器杯2点(375、376)高 杯(377)、 蓋A(374)、 鉢(378)で 、煮炊具 では

土師器甕B(373)が み られた。本趾 の時期決定 につ いて は、特 にかえ りを持 つ蓋374が 古墳 時代後期 の様相 を

呈す ることか ら、それ に拠 った。

108住 土器君羊

図化 した ものは須恵器杯(379)1点 のみで ある。本趾 の時期決定 については、379の 底部 が回転 ヘ ラ切 り調

整 され ることか ら、古墳 時代 か ら奈 良時代前期の様相 を呈す ることか ら、それに拠 った。

109住 土器君羊

遺物 は少 な く、 図化 した ものはないが、土師器甕小片が若干み られた。本趾の時期 決定 については、甕片 は

内側 に輪積 み痕 を明瞭 に残す もので、ナデ調整 される古墳時代 後期 の様相 を呈す るもので、それ に拠 った。

110住 土器群

図化 した ものは、食膳具では土 師器杯6点(385、386、387、388、389、390)等 、煮炊具 では土 師器甕3点

(382、383、384)、 甑(381)、 貯蔵具 では土師器壷(384)が み られた。本趾の時期決定 について は、 ロクロ調

整 され る土師器杯Aの うち、小型化 の進 んだ古代15期 にみ られ るものである ことか ら、それ に拠 った。 また土

師器杯 の うち385、386、387は ロクロ調整で はな く手持ちヘ ラ削 り調整 される古墳時代後期 の様相 を呈す るた
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め、古:墳時代 の遺構が存在 した可能性があ る。

111住 土器君羊

図化 した ものは、食膳 具で は土師器杯A2点(393、394)、 椀(396)、 皿(395)、 黒色土器椀(397)、 灰粕

陶器椀3点(398、399、400)で 、煮炊具で は土師器 羽釜(392)が み られる。本趾の時期 決定 について は、古

代14～15期 にかけて小型化 が顕著 となる土師器杯Aの 存在 などか ら、それ に拠 った。

112住 土器群 一

図化 した もの は全 て煮炊具 で、土 師器甕3点(403、404、405)、 小型甕2点(401、402)で あ る。本趾 の時

期決定 について は、 これ らの甕 、小型甕が 内外面 に粘土紐 の輪積 み痕 を明瞭 に残 し、 また底 部 に木 葉痕 を有す

る もの(405)な どの古墳 時代後期 の様相が み られ ることか ら、それ に拠 った。

113住 土器群

図化 した ものは、食膳具 では土 師器盤B2点(406、407)、 貯蔵具 では灰粕 陶器短頚壷(408)で ある。本趾

の時期決定 につい ては、土師器 盤Bが 古代11期 以降 にみ られる器形 であるこ とか ら、それに拠 った。

土坑 ・ピッ ト・流路出土の土器

遺物 を出土 した土坑 は17基 、 ピッ トは29個 あ るが、 図化 した ものは24土(409)、26土(410)、32土(411、

412)、P68(413)、P117(414)、 流路2(415)で あ る。409は 底 部 に植物 圧痕 のある土 師器甕 で古墳 時代後期

に属 す る とみ られ る。410は 青 白磁 の輪花碗 の小破片 である ことか ら、26土 は中世に属 する と考 える。32土 か

らは411と412が み られ、411は 古墳 時代後期 の様相 を持つ鉢であ るが、412が 漬掛 け施粕 の灰粕 陶器椀 であ るこ

とか ら、古代9期 以降 とみ られ る。 ピッ ト内か らの413、414は いずれ も古墳 時代後期 の甕 とみ られ、特 に414

は内面 に輪積 み痕が残 りナデ調整 される特徴 的な ものであ る。

検 出面確認 の土器

図化 し得 なか った土器 ・陶磁器 は非常 に多 い。それ らには食 膳具 として土師器杯A・ 椀、黒色土 器A杯A・

椀、須恵器杯A・ 杯B、 煮炊具 として土 師器甕、貯蔵具 として須 恵器甕類 ・壷類 、合 わせ て整 理用 コンテナ2

箱 を数 える。図化 した ものは土 師器i甕3点(418、419、420)で 、特 に419は 口縁 の3/4を 除いて底 部 まで残存

す る もので、古墳 時代後期 に属す るものであるが、帰属すべ き遺構 を確認 できなかった。 その他の甕iも、輪積

み痕 を残すな ど、古:墳時代 ～奈良時代 の様相 を呈す るものが多 い。その他の土 師器、須 恵器 、灰紬 陶器 の類 は、

古墳時代 か ら平安 時代末 までの様相 を持 つ ものが幅広 くみ られ、それ らを伴 う遺構 が、検 出 された もの以外 に

も存在 した ことが窺 われる。

オD地 区の様相(421～429)

この地区で は土坑3基 、集石遺構が9ヶ 所 を検 出 した。 また南部 の遺物集中範囲が あ り、多量の遺物が 出土

してい る。その他 に、次項 で述べ るが、 この地 区で は北半部 を中心 に土器 ・陶磁器 の他 に多量の布 目瓦が 出土

してい る。

土坑 に伴 う土器

60土 か ら須恵器の小片 が若干 出土 しているのみであ る。時期決定 については、古代 の広範 な時期 の 中で あ り、

詳細 を知 るこ とは困難 である。

集石遺構 に伴 う土器

図化 した もの は集石7出 土の須恵器杯A(421)の みであ る。その他 に図化 していない もの は、集石1で は

須恵器杯A他 若干 、集石3で は須 恵器甕類 ・壷類が若干 、集石7で は421他 須恵器杯Aが 若干 、集 石9で は須

恵器杯 ・甕類が若干 と、いずれ も多い出土 ではない。 これ らの時期決定 については、古代 の広範 な時期 の中で

あ り、詳細 を知 ることは困難 である。

検 出面 ・トレンチ確認 の土器 ・陶磁器

検 出面での遺物量 は多い。縄文時代後期 とみ られ る土器の他 、み られた ものは食膳 具で は須恵器杯A・B、

土 師器杯A・ 椀、黒色土器杯、灰粕 陶器椀が み られ、煮炊具 では土師器 甕類 、貯蔵具 では須恵器 甕類 ・壷類、
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陶器壷類 と、時期 ・種別 ともに多岐 にわたる。 これ らは瓦 とほぼ同一面か らの出土であ り、一番新 しい陶器壷

類 が中世 の遺物 であるこ とか ら、D地 区の周辺 は中世以降 に影響 を受 けている と思 われる。

カE地 区の様相(430～438)

この地 区全体 は粘土で覆 われてお り、南西 の一部 に台状地形2、 中央部 を東西 に石列3が ある。 トレンチ下

か ら土坑2基 、溝3条 を確認 してい る。 この地区の遺物 は、二つ に南側の台状 地形2周 辺 と、粘土 下層確認 の

ため掘 り下 げたグ リッ ド ・トレンチか らの遺物 に大別 され る。

台状地形 に伴 う土器 ・陶磁器(検 出面)

図化 した ものは、陶器碗(437)・ 壷(438)、 青磁碗(435)・ 瓶(436)、 である。陶・器類 は古瀬戸 ・常滑産

とみ られ、中世 の遺物 であることか ら、台状 地形2の 時期決定 についてはそれ に拠 った。 またそ の周 囲につ い

て も中世 に影響 を受 けた と考 えられ る。

溝 に伴 う土器

土器 は1点 のみで、須恵器杯蓋B(430)が み られる。須恵器蓋Bは 、須恵器杯Bに 伴 うものので、古代1～

7期 の主要な食膳具 であるこ とか ら、それ に拠 った。

石列に伴 う土器 ・陶磁器

石列3で み られた土 師器杯A(431)、 須 恵器杯B(432)の2点 を図化 している。 それ以外 で は灰 粕陶器壷類

の小 片がみ られる。本趾 の時期決定 については、灰粕陶器壷類は古代9期 以 降にみ られ るため、それ も参考 と

してい る。

グ リッ ド・トレンチ ・検 出面確認の土器

縄 文土器 では中期 の深鉢 ・有孔鍔付 土器 とみ られる小破片がみ られた。古代以 降の もの は須 恵器杯B・ 甕類 、

土師器杯 、黒色土器椀、灰粕陶器椀 ・段 皿等 、古代 の食膳具 ・煮炊具 ともにみ られたが、その他 に古瀬戸 の陶

器碗 もみ られた ことか ら、 中世2期 までの遺物 が含 まれてい る。

(2)時 期別 の様相

ここでは、各地 区での様相 を もとに、前述の土器形式 によって判断 した時期 ごとの遺構の 在 り方 をみてい く。

ア 縄文時代 の様相

縄文時代 の遺構は ないが、遺物 はみ られ る。確認 された ものはいず れ もA地 区の もので、検出 面 の251、 ト

レンチの265、87住 混入 の141を 図化 してい るが、251の ように、 まとまった形 での出土 もみ られ る ことか ら、

比較的近在で の遺構 の存在が考 え られる。今 回の調査範 囲内に該期 の遺構 はないが、後述す る石器 とともに、

北東の柳 田遺跡 の遺物 との検討が必要である。

イ 古墳時代後期 の様相

A地 区で は78、85住 、8土 、B地 区で は52、54土 、C地 区では98、100、101、104、105、106、107、108、

109、110、112住 、P68、117が 該 当す る。A地 区の85住 は、混入 の可能性 もあるため不確定 な点 もあるが 、78

住 は大規模流路等 に切 られなが らも、良好 な遺物 を出土する住居趾であ り、西側 の大村集落の下 に もその続 き

が存在す る もの と考 えられ る。C地 区では多 くの住居趾 が該当す る。奈良時代 にか けて連続 する遺構 もあ り、

それ らを含 めて、西側 の谷状地形 に落ち込 んでい く方面 を除いて、集落が広 がってい たことが想像 される。

ウ 奈良時代 の様相

A地 区で は81住 か ら該期 の遺物 がみ られるが 、混入 の可能性が あるため不確定であ る。B地 区の91住 は円面

硯 の他須 恵器高盤 ・椀等 を出土 した もので、そ の他の土 師器甕等一括 の良好 な資料 を得 る ことがで きた住居肚

で ある。遺物 か らある程 度高 い階層 の住居 趾で ある と考 え られ る。C地 区で は97、99、102住 が該 当す るが、

これ ら以外 に も、古墳時代 の住居趾 の うち奈良時代 までの連続が考 え られる もの もあ り、古墳時代 後期か ら奈

良時代前期 にかけて、有力 な集落が営 まれてい たことが推定で きる。

工 平安時代前期 の様相

A地 区で は81、82、84、85、87、92、96住 が該当す る。 これ らの うち81、82、84、87、96住 はA地 区北西の
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北東部分 で切 り合い関係 となっている。大六 川が ここを流 れるの は もう少 し後である ことか ら、平安 時代前期

の段階では安定 した高 台であ った と思われ る。B地 区で は93住 が該当す るが、西側で は トレンチ調査 の結 果遺

構の存在 はあ ま り考 えられず、南側 にその広 が りがあ ると思われ る。C地 区の103、110、111、113住 で も該期

の遺物がみ られる。いずれ も後代 の遺構 か らの混入 品であるか、該期 の遺構が上面 に存在 したか、両 方の可能

性があ る。

オ 平安時代 中期 の様相

A地 区で は78、80、84、88、90、95住 、凹1に おいて該期 の遺物 がみ られた。 しか しいずれ の住居趾 もその

時期の ものではな く、混入或い は80、88、90、94住 の ように、遺構 の判別 ので きない ものである。該期 の遺構

が存在 した ことは確実 であろ うが、その位置 など具体 的な根拠が乏 しい一群であ る。

力 平安時代後 期の様相

A地 区では78、79、81、83、89住 において該期の土器が出土 してお り、83住 が該 当す る と考 え られる。その

他 の住居趾の遺物は、混入 品 と見 られ、該期 の遺構が存在 していた可能性 を示 している。89住 は大規模流路2

に切 られる住居趾で、全体 を確認 していない ため確 証 はないが、大六川 の氾濫 とも言 うべ きこの流路 に断ち切

られてい るようで ある。 この流路 の時期決定 の根拠 ともなる住 居趾で ある。C地 区では110、111、113住 が該

期 の住居趾で ある。小 型化 してい く土 師器杯A・ 皿等 を出土 している。

キ 中世 の様相

A地 区では17土 、石列4、 石列5、C地 区で は1竪 、26土 、E地 区で は台状 地形2が 該当す る。 これ らか ら

み られた遺物 は青磁 ・白磁 ・青 白磁 とい った輸入 陶磁器、古瀬戸 、常滑 産等 の陶器 、在地産 の内耳鍋で ある。

い わゆ るかわ らけの類 はみ られ ない。 出土地 区別 はA地 区が最 も多 い。青磁 では龍泉 窯碗 とみ られ る小片

(298)も み られる。 白磁で は玉縁 口縁 の碗(297)、 内面見込 み部 に櫛 目文のある碗(231)が あ り、 中世1期

の もの とみ られる。検 出面で は山茶碗 が2点(299、300)出 土 している。両方 とも底部 の破片 であ りまた台状

地形1の 上面検 出面か らは特殊 な もの として渥美産 の蓮弁文壷(302)が 出土 している。 これは経塚 等 に用 い

られ る もので、渥美半島古 窯独特 のデザ インといわれる。C地 区の1竪 か らは、図化 してい ないが内耳鍋片1

点が み られ、 中世2期 まで下が る可能性 がある。26土 か らは小片 ではあ るが青 白磁輪花皿(410)が 出土 して

いる。流路2か らは、見 込み部 に使用痕 、朱 墨痕のあ る青磁碗(415)が 出土 してい る。E地 区で は、青磁 で

龍泉窯瓶或いは鉢 とみ られる もの(436)、 同安窯碗 の小片(435)が 出土 してい る。

(3)文 字関係 資料

円面硯が2点 出土 してい る。294はA地 区北 西の、大規模 流路1と2の 間の 中洲状部分か らの出土 で、遺構

に伴 うもので はない。硯面 と脚部の一部が残存す るのみの小片 である。硯面の うち陸部 はほ とんど残 ってお ら

ず、海部の一部のみで、使用痕 は不明瞭である。脚部 には縦方向の沈線が刻 まれているが、単位 な どについ て

は不 明である。 口径 は10.4cmと 推定 され るが、器高は不 明である。333はB地 区91住 出土 の もので、脚部 の半分

近 くを欠損 し、 また歪 み もあるが全体形 の判 る もので、 口径11.3cm、 底径19.4cm、 器高5.4cmを 測 る。硯 面 は海

部 の半分が欠損 しているが、陸部 は完存 し、使用痕が認め られる。脚部 には長方形 の透 か し彫 りが24単 位施 さ

れている とみ られ る。

(4)ま とめ

今 回の調査 では、古:墳時代 ～奈良 ・平安 時代 を中心 に多 くの遺物の出土 がみ られたが、A地 区 を中心 に縄 文

時代 の遺物 もみ られ、北西 に隣接 す る柳 田遺跡 と関連があ ると思 われる。 また この地区は9世 紀後 半の平安時

代前期 の遺物 を出土す る住居趾が 中心 となってい る。B地 区の91住 は、奈 良時代 の一括資料 として良好 に保 た

れ、円面硯 を伴 っての出土 は、 その階層 について も示唆 を与 えて くれている。C地 区では遺構外か らも多量の

土器 ・陶磁器がみ られた。整理期 間の関係 上全 て を図化 し得 ることはで きなか ったが、遺物の多 さは、それだ

け濃密 な遺構分布 を示 し、古墳時代後期か ら奈 良時代前期 を中心 とし、 中世 に至る まで集落が長 く営 まれた こ

とを示 している。D・E地 区で は瓦 に伴 って出土 し、瓦の存在 した時期 に関 して示唆す る ものである と考 える。
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中世の遺物 もそれほど多 くはないが出土がみられたため、中世遺構の存在を示唆する資料 を得ることがで きた

といえる。特 に蓮弁文壷は全国的にも出土例は少な く、経塚等の仏教関連遺構からの出土が知られていること

から、そうした中世の仏教施設が近在に存在 したことを示 している。円面硯等の特殊遺物は、次項で述べる瓦

とともにこの遺跡の特殊性を示す ものであるといえる。

註1

註2

註3

註4

社団法人長野県史刊行会1988「 長野県史 考古資料編 全一巻(四)遺 構 ・遺物」

松本市教育委員会1994「 松本市 出川南遺跡IV平 田里古墳群 一緊急発掘調査報告書一」

長野県埋蔵文化財センター;1990「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4」松本市内その1

平凡社1989「 日本陶磁体系7常 滑 渥美 越前 珠洲」

総論編
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第9表 土器観察表
No. 区 実測番号 出土地点 種別 器種

残存度 法量0内 は復元値 色調
整形 ・調整 ・形態の特徴等

口径 底部 口径 底部 器高 外面 内面

1 A区 78住 一〇3 78住No.6 土師器 小型甕D 1/3 完 (12.8) 6.7 黒褐 黒褐～暗褐 ロクロナデ 内:口 縁付近 にカキ目 外:カ キ目 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

2 A区 78住 一〇2 78住 床面 土師器 小型甕D ユ/6 (9.4) 暗褐 黒褐 ロクロナデ 内外:カ キ目 口縁:ヨ コナデ

3 A区 78住 一〇1 78住No.4 土師器 小型甕Dか 完 6.2 褐 褐、一部黒変 ロクロナデ 外:一 部カキメか

4 A区 78住 一20 78住No.11 土師器 小型甕Dか 2/3 (5.5) 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

5 A区 78住 一17 78住No.22床 面 土師器 甕か 完 5.9 淡褐 暗褐～褐 内外:ナ デ 磨滅著しい

6 A区 78住 一〇4 78住No.3 土師器 甕A 1/10 (16.4) 淡褐 暗褐 内外:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

7 A区 78住 一14 78住No.2 土師器 甕A 1/4 (17.6) 褐 褐 内外:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

8 A区 78住 一〇5 78住No.22床 面 土師器 甕A 1/2 (19.0) 淡褐～黒褐 淡褐 内外:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

9 A区 78住 一15 78住No.17 土師器 甕Aか 2/3 17.4 暗褐 暗褐 内外:工 具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

10 A区 78住 一16 78住No.16 土師器 甕A 1/2 完 (21.8) 9.4 31.8 暗褐 淡褐 内外:板 状工具ナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:ナ デ

11 A区 78住 一〇6 78住No.21床 面 土師器 甕F 一部欠
(22.4) 淡褐、一部黒変 淡褐 内外:工 具ナデ後 ミガキ ロ縁:ヨ コナデ

12 A区 78住 一18 78住No,12 土師器 杯A 2/3 (5.8) 淡褐 褐 ロクロナデ 底部:磨 滅 ・不明

13 A区 78住 一19 78住No.8 土師器 杯A 1/2 (6.2) 褐 褐 ロクロナデ 底部回転糸切 り

14 A区 78住 一21 78住No.10 土師器 杯A 1/3 (6.4) 褐 褐 ロクロナデ 内:タ ール状付着物 底部:回 転糸切 り

15 A区 78住 一24 78住 フク土 黒色土器A 杯Aor椀 1/8 (13.3) 褐 黒 ロクロナデ 内面:ミ ガキ(単 位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

16 A区 78住 一22 78住No.8 黒色土器A 杯A 1/4 (5.8) 褐 褐 ロクロナデ 内面:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理、黒ヌケ 底部:回 転糸切 り

17 A区 78住 一〇8 78住床面 須恵器 杯A 1/4 (7.0) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 内外:火 だす き痕 底部:回 転糸切 り

18 A区 78住 一〇9 78住SE 須恵器 杯A 1/6 (6.8) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

19 A区 78住 一10 78住Eベ ルト 須恵器 杯A 1/4 (6.2) 灰 灰 ロクロナデ 内:火 だすき痕、使用痕 回転糸切 り

20 A区 78住 一11 78住SE 須恵器 杯A 1/3 (6.8) 灰～暗榿褐 灰 ロクロナデ 回転糸切 り

21 A区 78住 一13 78住No.24カ マ ド 軟質須恵器 杯A 3/4 完 13.1 6.2 3.6 灰 白～淡褐 灰白 ロクロナデ 回転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

22 A区 78住 一25 78住 フク土 須恵器 蓋B 1/10 (8.2) 灰 灰 ロクロナデ ヨコナデ

23 A区 78住 一12 78住 床面 須恵器 甕AorD 1/16 (24.0) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

24 A区 78住 一〇7 78住 床面 土師器 羽釜 1/4 (23.6) 暗褐 暗褐 内:工 具ナデ 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ 鍔部:剥 離

25 A区 79住 一〇4 79住SEフ ク土 土師器 甕B 1/8 X10.2) 暗褐 褐 ロクロナデ 内:工 具ナデ 外:ハ ケメ 下半削 りか(磨 滅)底 部:ナ デ

26 A区 79住 一〇6 79住SEフ ク土 土師器 小型甕Dか 1/8 (9.8) 淡褐 暗褐～褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

27 A区 79住 一〇8 79住SEフ ク土 黒色土器A 杯A 4/5 (4.7) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

28 A区 79住 一〇7 79住SEフ ク土 黒色土器A 椀 1/3 (6.9) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ

29 A区 79住 一〇5 79住SEフ ク土 須恵器 杯A 1/8 (7.2) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

30 A区 79住 一〇3 79住SEフ ク土 須恵器 杯B 1/5 (10.9) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 外:底 面ヘラ削 り 付高台後ナデ

31 A区 79住 一〇1 79住SEフ ク土 灰紬陶器 椀 1/3 6.7 淡褐灰 淡褐灰 ロクロナデ 内:見 込みに使用痕 外:付 高台後ナデ 底部;回 転ヘラ削 り 施紬:漬 掛け 大原2

32 A区 79住 一〇2 79住SEフ ク土 灰紬陶器 椀 1/3 8.6 淡褐灰 淡褐灰 ロクロナデ 外:回 転糸切りか 付高台後ナデ 施粕:漬 掛け 虎渓山

33 A区 80住 一〇4 80住No!7 土師器 小型甕D 2/3 完 (20.1) 8.9 13.4 淡褐 淡褐 内:上 半一カキメ、下半一工具ナデ 外:カ キ目、下端手持ちヘラ削 り 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

34 A区 80住 一〇1 80住 フク土 黒色土器A 杯A 1/8 (14.3) 淡褐～褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

35 A区 80住 一〇2 80住 フク土 黒色土器A 杯A 1/3 完 (13.0) 5.3 4.1 褐～黒 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状)後 黒色処理 口縁:ヨ コナデ 底部回転糸切 り

36 A区 80住 一〇3 80住No.3 黒色土器A 皿B 完 ほぼ完 13.1 6.8 3.0 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状)後 黒色処理 外:付 高台後ナデ ロ縁:ヨ コナデ

37 A区 81住 一〇3 81住SWフ ク土 土師器 甕B 1/4 (21.4) 褐 褐 ロクロナデ 外:ハ ケ目(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

38 A区 81住 一〇4 81住No.4 土師器 小型甕B 1/2 (15.6) 褐 褐 内:ナ デか(磨滅)外:削 りか(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

39 A区 81住 一〇6 81住No.2 土師器 小型甕か 1/2 1/2 (11.0) (5.8) 9.0 褐 淡褐 内外:工 具ナデ 底部:ナ デ ロ縁:擬 似口縁か

40 A区 81住 一12 81住No.4 土師器 小型i甕B 1/6 (17.0) 淡褐～暗褐 褐 内:輪 積み痕、指頭圧痕、工具ナデ 外:ナ デ、ハケ目 口縁:ヨ コナデ

41 A区 81住 一〇8 81住No.4 土師器 小型甕Bか 1/6 (10.6) 褐 褐 内:指 頭圧痕、頚部一工具 ナデ 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ

42 A区 8ユ住一〇7 81住SEフ ク土 土師器 甕B 1/3 (17.6) 褐 淡褐 内:工 具ナデ ・指頭圧痕 外:ハ ケ目 ・削 りか 底部:ナ デ

43 A区 81住 一〇5 81住SEフ ク土 土師器 甕A 1/3 (10.4) 褐 褐 内:工 具ナデ 外:ナ デ 底部:ナ デ

44 A区 81住 一18 81住NEフ ク土 土師器 椀 1/2 (7.8) 淡褐 淡褐～暗褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

45 A区 81住 一〇2 81住NEフ ク土 土師器 杯A 1/4 (5.6) 褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

46 A区 81住 一21 81住No.1 土師器 杯A ほぼ完 完 14.4 5.9 3.1 淡褐～暗褐 淡褐～暗褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

47 A区 81住 一17 81住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 1/8 1/2 (11.9) (4.7) 3.6 褐 暗褐～黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

48 A区 81住 一15 81住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 2/5 (8.1) 褐 黒 ロクロナデ ミガキ(放射状)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

49 A区 81住 一16 81住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 完 5.7 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放射状)後 黒色処理 底部:回 転糸切 り

50 A区 81住 一14 81住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 3/5 6.1 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(横)後黒色処理 底部:回 転糸切 り(磨滅)

51 A区 81住 一〇9 81住 カマ ドN 須恵器 蓋B 1/12 (18.6) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

52 A区 81住 一〇1 81住No.ユ 須恵器 杯A 7/S 完 14.8 6.0 4.6 淡褐～灰 灰 ロクロナデ 底部:ヘ ラ切 り後一部工具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

53 A区 81住 一11 81住SEフ ク土 須恵器 杯A 1/8 1/4 (11.0) (4.5) 3.4 灰白～暗灰 灰白～暗灰 ロクロナデ 底部:磨 滅 口縁:ヨ コナデ 磨滅著 しい
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No. 区 実測番号 出土地点 種別 器種
残存度 法量0内 は復元値 色調

整形 ・調整 ・形態の特徴等
口径 底部 口径 底部 器高 外面 内面

54 A区 81住 一13 81住NEフ ク土 須恵器 杯A 1/3 (5.6) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

55 A区 81住 一10 81住SWフ ク土 須恵器 杯B 1/8 (14.1) 淡黄灰 淡黄灰 ロクロナデ 外:高 台剥離 口縁:ヨ コナデ

56 A区 81住 一22 81住NEフ ク土 陶器 壷類 1/8 (11.8) 淡灰 ～灰 灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 りか、削 り出し高台 内外:自 然粕付着、見込み及び底部に付着物あ り 渥美 ・常滑産

57 A区 81住 一19 81住SWフ ク土 灰紬陶器 椀 ユ/8 (15.6) 淡灰 淡灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施紬:漬 掛け 大原2

58 A区 81住 一20 81住NEフ ク土 灰紬陶器 椀 1/8 (9.6) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 施紬:漬 掛け 大原2

59 A区 82住.Ol 82住SWフ ク土 土師器 甕 一部 (10.4) 褐 褐 ナデ

60 A区 82住 一〇4 82住 フク土 土師器 甕 1/2 (8.4) 褐 黒 内:ナ デ 外:削 り、スス付着 底部:ナ デ

61 A区 82住 一〇3 82住No.6 土師器 杯A 1/6 1/4 (15.3) (7.6) 4.1 褐 褐 ロクロナデ 底部回転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

62 A区 82住 一〇2 82住SWフ ク土 土師器 杯A 2/3 (7.2) 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 りか

63 A区 82住 一〇5 82住 フク土 黒色土器A 椀 1/4 (7.2) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

64 A区 82住 一〇7 82住SWフ ク土 須恵器 蓋B silo (15.0) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

65 A区 82住 一〇6 82住 カマ ドN 須恵器 杯A 1/8 (13.0) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

66 A区 83住 一10 83住NWフ ク土 土師器 小型甕D 1/3 (6.6) 淡褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 りか

67 A区 83住 一〇3 83住No.8 黒色土器A 杯Aor椀 1/4 (12.6) 暗褐 ～褐 黒～褐 ロクロナデ ミガキ(放射状)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

68 A区 83住 一〇7 83住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 1/4 (6.3) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

69 A区 83住 一〇8 83住 フク土 黒色土器A 杯A 1/4 (4.5) 暗褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部回転糸切 り

70 A区 83住 一〇6 83住NEフ ク土 黒色土器A 椀 1/8 (6.4) 暗褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

71 A区 83住 一〇5 83住NEフ ク土 土師器 皿A 1/8 1/3 (10.4) (5.0) 1.6 榿褐 榿褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

72 A区 83住 一〇9 83住NWフ ク土 土師器 杯A 1/8 1/8 (10.5) (6.0) 1.8 淡褐 淡褐 ロクロナデ 底部:磨 滅不明 口縁:ヨ コナデ

73 A区 83住 一〇4 83住NEフ ク土 土師器 杯A 1/2 (6.0) 暗褐 ～褐 暗褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切り

74 A区 83住 一〇1 83住No.1 土師器 杯A 1/4 (6.6) 淡褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切り

75 A区 83住 一〇2 83住No.2 土師器 椀 完 7.0 褐 淡褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切り

76 A区 83住 一11 83住NWフ ク土 灰紬陶器 椀 1/2 (5.6) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 施紬:漬 掛けー丸石

77 A区 83住 一12 83住 フク土 灰紬陶器 椀 2/3 (7.4) 黄灰 淡灰～黄灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 施紬:漬 掛け 丸石

78 A区 84住 一22 84住SEフ ク土 土師器 鉢か 2/3 (8.6) 暗褐 黒 内外:工 具ナデ後黒色処理 底部:工 具ナデか
79 A区 84住 一10 84住No.7 土師器 小型甕Dか 1/6 (17.6) 淡褐～暗褐 淡褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

80 A区 84住 一11 84住SWフ ク土 土師器 甕B 1/8 (17.0) 褐 褐 ロクロナデ 内:口 縁付近カキメ 外:ハ ケメ ロ縁:ヨ コナデ

81 A区 84住 一12 82住SEフ ク土 土師器 小型甕D 1/8 (18.4) 褐 褐 ロクロナデ 内:カ キメ ロ縁:ヨ コナデ

82 A区 84住 一14 84住No.6 土師器 甕B 1/8 (13.2) 暗褐 褐 ロクロナデ 外:ハ ケメ 底部:ナ デ

83 A区 84住 一15 84住Wフ ク土 土師器 小型甕D 1/4 86.8) 暗褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

84 A区 84住 一〇5 84住No.2 土師器 杯A ユ/8 完 (12.6) 5.6 4.1 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切り 口縁:ヨ コナデ

85 A区 84住 一〇1 84住床面 土師器 杯A 1/2 (5.7) 褐 暗褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切り

86 A区 84住 一〇2 84住No.9 土師器 杯A 完 6.1 淡褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

87 A区 84住 一〇3 84住NWフ ク土 土師器 杯A 完 5.4 淡褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

88 A区 84住 一〇4 84住NWフ ク土 土師器 杯A 1is (6.4) 淡褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

89 A区 84住 一〇7 84住 フク土 土師器 椀 1/3 (8.4) 淡褐 淡褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

90 A区 84住 一〇8 84住 フク土 土師器 椀 2/3 6.2 褐 褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

91 A区 84住 一〇9 84住Nベ ル ト 土師器 椀 1/2 (9.8) 褐 褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

92 A区 84住 一〇6 84住No.4 土師器 椀 完 6.9 淡褐 淡褐、一部黒変 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

93 A区 84住 一13 84住 フク土 土師器 椀 一部欠
6.8 淡褐 淡褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸入 り

94 A区 84住 一16 84住No.8 黒色土器A 杯Aor椀 1/3 (14.2) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

95 A区 84住 ユ7 不明 黒色土器A 杯Aor椀 ユ/4 (14.6) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

96 A区 84住 一18 84住Nベ ル ト 黒色土器A 杯A 1/2 (5.6) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

97 A区 84住 一19 84住Wフ ク土 黒色土器A 杯A 1/2 (5.6) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放射状)後黒色よ り 底部:回 転糸切 り

98 A区 84住 一20 84住Nベ ルト 黒色土器A 杯A 1/2 (4.2) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

99 A区 84住 一21 84住Wフ ク土 黒色土器A 椀 2/3 (6.6) 褐 褐 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

100 A区 84住 一26 84住 フク土 須恵器 蓋B 1/4 灰 灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り ツマ ミ部:貼 付け後ナデ

101 A区 84住 一24 84住 フク土 須恵器 杯B 1/8 (14.0) 灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転ヘラ削 り

102 A区 84住 一23 84住 フク土 須恵器 杯B 1/3 (8.2) 灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転ヘラ削 り

103 A区 84住 一25 84住NWフ ク土 須恵器 短頚壷 1/4 (8.4) 暗灰 灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り 付高台後ナデ

104 A区 84住 一28 84住 一No.3 須恵器 甕A 1/8 (27.0) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

105 A区 84住 一27 84住SWフ ク土 須恵器 甕A 1/20 (33.0) 灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

106 A区 84住 一29 84住SWフ ク土 須恵器 甕D 暗灰 灰 内:当 て具痕 外:タ タキメ 突帯部貼付け後ナデ

107 A区 84住 一36 84住Nベ ル ト 灰紬陶器 皿 1/6 (19.6) 淡灰 淡灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施粕:刷 毛塗 り 光ヶ丘1

108 A区 84住 一31 84住SWフ ク土 灰粕陶器 椀 1/3 (8.6) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 りか 施粕範囲無し 大原2
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109 A区 84住 一30 84住NWフ ク土 灰紬陶器 椀 1/3 (8.3) 灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 施紬:漬 掛け 大原2

110 A区 84住 一33 84住 フク土 灰紬陶器 椀 1/4 (8.4) 灰 灰 ロクロナデ 内:重 ね焼 き痕 外:ヘ ラ削 り、付高台後ナデ 施粕:不 明 大原2

111 A区 84住 一37 84住SWフ ク土 灰粕陶器 皿 1/6 1/4 (13.4) (6.0) 3.2 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り 付高台後ナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:回 転ヘラ削 り 施紬:漬 掛け 大原2

112 A区 84住 一35 84住 カマ ド 灰紬陶器 椀 1/4 (13.8) 淡灰t 淡灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施粕:不 明 大原2

113 A区 84住 一32 84住 カマ ド 灰紬陶器 椀 1/4 (6ユ) 灰 灰 ロクロナデ 内:重 ね焼 き痕 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 施粕:不 明 大原2

114 A区 84住 一34 84住NWフ ク土 山茶碗 皿or椀 1/6 (11.6) 淡灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転ヘラ削 り

115 A区 85住 一〇1 85住No.14 土師器 杯 1/5 1/2 (128) 11.5 4.8 褐、一部黒変 褐 内:ミ ガキ(磨滅)外:ミ ガキ 底部:板 状工具削 り 口縁:ヨ コナデ

116 A区 85住 一〇2 85住SWフ ク土 土師器 杯 1/3 1/3 (13.3) (10.6) 5.3 褐、一部黒変 黒 内:ミ ガキ 外:ミ ガキ 底部:板 状工具削り 口縁:ヨ コナデ

117 A区 85住 一〇3 85住SWフ ク土 土師器 杯 一部 (11.8) 暗褐 黒 内:ミ ガキ 外:ミ ガキ ロ縁:ヨ コナデ

118 A区 85住 一〇4 85住SEフ ク土 土師器 高杯 暗褐 褐 内:指 押さえか(磨滅)、輪積み痕 外:磨 滅不明

119 A区 85住 一21 85住NEフ ク土 須恵器 蓋or杯 1/8 (10.6) 暗灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

120 A区 85住 一〇5 85住No.8 土師器 壷 ユ/4 (16.2) 褐 褐 内:ハ ケ目か(磨滅)外:磨 滅不明 口縁:ヨ コナデ

121 A区 85住 一18 85住 フク土 土師器 壷 1/4 (16.0) 淡褐 淡褐 内外:工 具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

122 A区 85住 一17 85住No.7 土師器 壷 淡褐 暗灰褐～黒褐 内:輪 積み痕、指頭圧痕、工具ナデ 外:工 具ナデ

123 A区 85住 一20 85住No.15 土師器 甕or甑 淡褐～黒 褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ

124 A区 85住 一19 85住NEフ ク土 土師器 甕 1/6 (10.2) 淡褐 暗褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 外:下 半一削 り 底部:不 明

125 A区 85住 一25 85住No.5 土師器 甕A 1/6 (21.2) 褐 ～暗褐 褐 内:輪 積み痕、ナデ 外:工 具ナデ(磨滅著しい)、スス付着 口縁:ヨ コナデ

126 A区 85住 一26 85住No.12 土師器 甑 褐 ～黒褐 褐 内:工 具ナデか(磨滅)外:ナ デ後 ミガキ(縦、磨滅)把 手部:貼 り付け

127 A区 85住 一〇6 85住No.1 黒色土器A 杯A 3/8 完 (12.4) 5.7 4.0 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

128 A区 85住 一〇7 85住No.6 黒色土器A 杯A 3/8 完 (12.1) 4.7 4.3 淡褐、一部黒変 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

129 A区 85住 一〇8 85住No9 黒色土器A 杯A 一部 完 (12.4) 5.2 3.6 褐、一部黒変 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り、口縁:ヨ コナデ

130 A区 85住 一〇9 85住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 完 5.9 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

131 A区 85住 一10 85住 フク土 黒色土器A 杯A 2/3 5.1 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

132 A区 85住 一16 85住NEフ ク土 黒色土器A 杯A 1/3 (6.0) 褐 淡褐～黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

133 A区 85住 一11 85住No3 黒色土器A 椀 完 8.6 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

134 A区 85住 一12 85住No.13 黒色土器A 椀 完 6.5 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

135 A区 85住 一13 85住NEフ ク土 黒色土器A 椀 1/4 (6.2) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放射状)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 りか

136 A区 85住 一14 85住 フク土 黒色土器A 椀 1/4 (9.8) 褐～淡褐 黒 ロクロナデ 内(ミガキ(放射状)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

137 A区 85住 一15 85住NEフ ク土 黒色土器A 椀 1/4 (6.6) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後 ナデ 底部:回 転糸切 り

138 A区 85住 一22 85住SEフ ク土 須恵器 壷類 暗灰 暗灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

139 A区 85住 一23 85住NEフ ク土 須恵器 壷類 1/10 (13.8) 暗褐 茶褐 ロクロナデ 外:ヘ ラ削 り、付高台後ナデ

140 A区 85住 一24 85住SEフ ク土 土製品 羽 口 外径(α0)内径(3.0) 淡褐 淡褐 外:指 ナデ、一部被熱

141 A区 87住 一12 87住P6 縄文土器 深鉢・把手か 暗褐 暗褐

142 A区 87住 一〇8 87住 フク土SE 須恵器 甕AorD 1/16 (30.4) 灰 淡灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

143 A区 87住 一〇9 87住No.2他 須恵器 甕AorD 1/6 (27.0) 灰～暗灰 暗灰 外:タ タキメ後 ロクロナデ 内:ロ クロナデ(ア テ具痕ナデ消 される)口 縁:ヨ コナデ78住 と遺構間接合

144 A区 87住 一〇5 87住SE 須恵器 蓋B 1/12 (14.4) 暗灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

145 A区 87住 一〇6 87住 フク土SE 須恵器 蓋B 1/12 (16.5) 暗灰～灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

146 A区 87住 一〇7 87住 フク土SE 須恵器 蓋B 1/ユ0 (16.4) 暗褐～暗灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

147 A区 87住 一〇4 87住SE 須恵器 杯Aか 1/8 (13.6) 暗灰 ～灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

148 A区 87住 一〇3 87住P1 須恵器 杯A 1/4 (6.2) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 内外:火 だすき痕

149 A区 87住 一13 87住ベル ト 須恵器 杯B 1/8 (10.2) 暗灰 暗灰 ロクロナデ

150 A区 87住 一〇2 87住 フク土 黒色土器A 杯A 1/6 完 (12.5) 6.4 5.2 淡褐 黒 ロクロナデ 内面:ミ ガキ後黒色処理 口縁:ヨ コナデ 底部:回 転糸切 り

151 A区 87住 一〇1 87住SE 土師器 小型甕Dか 1/10 (16.4) 褐 暗褐
152 A区 87住 一10 87住SEフ ク土 土製品 羽口 1/2 褐 褐 指頭圧痕 一部被熱
153 A区 87住 一11 87住No.1 土製品 羽口 1/2 暗灰 暗褐 ～褐 端部:溶 津付着 一部被熱
154 A区 89住 一〇6 89住 フク土上層 土師器 円筒形土器 暗褐 ～褐 暗褐～褐 内外:輪 積み痕 内:指 ナデ 外:ハ ケ目

155 A区 89住 一〇5 89住 フク土下層 土師器 小型甕D 1/2 (8の) 淡褐 淡褐 ロクロナデ 外:カ キ目(磨 滅)

156 A区 89住 一〇4 89住 フク土下層 土師器 耳皿 1/2 完 3.9 2.8 淡褐 淡褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:回 転糸切 り

157 A区 89住 一〇1 89住 フク土上層 土師器 椀 3/4 (8.2) 淡褐 淡褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:磨 滅不明

158 A区 89住 一〇3 89住 フク土上層 黒色土器A 椀 灰褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状)後 黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

159 A区 89住 一〇2 89住 フク土下層 黒色土器A 椀 一部欠
6.5 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状)後 黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

160 A区 89住 一〇8 89住 フク土上層 須恵器 杯A 1/4 (7.2) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 内外:火 だすき痕 底部:回 転糸切 り

161 A区 89住 一〇9 89住 フク土上層 須恵器 杯B 1/6 (8.4) 暗灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ

162 A区 89住 一〇7 89住 フク土下層 灰紬陶器 椀 1/3 (6.8) 灰 灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削り 付高台後ナデ 施粕:漬 掛け 大原2

163 A区 90住 一〇1 90住N-Sト レ ンチ 土師器 杯A ユ/5 (14.2) 榿褐～暗褐 淡褐～褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ
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164 A区 90住 一〇2 90住SWフ ク土 灰粕陶器 椀 1/10 (8.2) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 内:見 込みに使用痕 ・朱墨痕 外:回 転けら削 り、付高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 施紬:漬 掛け 大原2

165 A区 92住 一〇5 92住No.2 土師器 小型甕D 1/4 1/3 (9山 (5燭 6.7 褐～暗褐 黒褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

166 A区 92住 一〇6 92住PZ9 土師器 小型甕D 1/5 (11.2) 暗褐～黒褐 黒褐 ロクロナデ 内:口 縁付近カキメ 外;カ キメ ロ縁:ヨ コナデ

167 A区 92住 一〇4 78住SEフ ク土 土師器 杯A 1/5 (16.8) 暗褐 暗褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

168 A区 92住 一〇1 78住No23 土師器 杯A 一部欠 完 12.8 4.7 4.0 褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:回 転糸切 り

169 A区 92住 一〇3 92住No.6 土師器 杯A 一部欠 6.0 淡褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 りか(磨 滅)

170 A区 92住 一〇2 78住No.5 土師器 杯A 完 5.1 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

171 A区 92住 一〇9 92住No.10 黒色土器A 杯A 1/4 完 (16.8) 7.4 5.2 淡灰 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状 ・横)黒 色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

172 A区 92住 一11 92住No.20 黒色土器A 杯A 1/2 完 (16.4) 6.6 5.2 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不 明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

173 A区 92住 一〇8 92住No.4 黒色土器A 杯A 2/3 完 (13.6) 5.2 3.8 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状 ・横)後 黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

174 A区 92住 一10 92住No.17 黒色土器A 杯A 1/6 完 (13.0) 5.6 5.6 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

175 A区 92住 一〇7 78住No.6 黒色土器A 杯A 完 4.8 暗褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状)後 黒色処理 底部:回 転糸切 り

176 A区 92住 一12 92住P7 黒色土器A 杯A 1is (15.8) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

177 A区 92住 一13 92住No.9 黒色土器A 杯A 1/6 (15.0) 暗褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状 ・横)後 黒色処理 口縁:ヨ コナデ

178 A区 92住 一14 92住Nベ ル ト 黒色土器A 杯or椀 1/8 (12.0) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状 ・横)後 黒色処理 口縁:ヨ コナデ

179 A区 92住 一15 78住No.18 黒色土器A 椀 1/3 6.1 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状)後 黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 りか

180 A区 92住 一16 92住No.3 黒色土器A 椀 1/12 完 (14.7) 6.9 4.1 暗褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放 射状、横)後 黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

181 A区 92住 一19 92住Nα1 須恵器 短頚壷 1/3 完 (8.2) 6.2 12.4 暗灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

182 A区 92住 一17 78住Eベ ル ト 須恵器 杯A 1/2 (6.0) 灰 灰 ロクロナデ 内外:火 だす き痕 底部:回 転糸切 り

183 A区 92住 一18 92住確認 トレンチ 須恵器 杯A 1/2 (7.4) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

184 A区 92住 一20 78住SEフ ク土 灰紬陶器 皿or椀 1/10 (13ユ) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施粕:刷 毛塗 りか 光 ヶ丘

185 A区 92住 一21 78住床面 灰紬陶器 皿or椀 1/8 (14.0) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施紬:漬 掛けか 大原2

186 A区 92住 一22 78住 床面 灰紬陶器 椀 1/6 (6.8) 灰 灰 ロクロナデ 内:重 ね焼 き痕 外:付 高台後ナデ 底部回転ヘラ削 り 施紬:漬 掛け 大原2

187 A区 94住 一〇1 94住Wフ ク土 土師器 杯A 1/8 (6.8) 淡褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

188 A区 95住 一〇4 95住SWフ ク土 土師器 小型甕D 1/3 (10.5) 暗褐 淡褐～暗褐 ロクロナデ 外:カ キ目 口縁:ヨ コナデ

189 A区 95住 一11 95住SWフ ク土 土師器 小型甕D 一部残
(8.6) 暗褐 淡褐 ロクロナデ 外:カ キ目 底部:不 明

190 A区 95住 一〇5 95住No.1 土師器 小型甕D 4/5 3.7 暗褐 暗褐～褐 ロクロナデ 内:一 部工具ナデか 外:カ キ目 底部:回 転糸切 り後ナデ

191 A区 95住 一〇3 95住No.3 黒色土器A 椀 4/5 (7.3) 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

192 A区 95住 一〇1 95住SWフ ク土 土師器 杯A 1/4 (6.3) 褐 淡褐～灰褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

193 A区 95住 一〇2 95住SWフ ク土 土師器
'杯A

2/3 (6.3) 淡褐～灰褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 りか(磨滅〉

194 A区 95住 一〇6 95住Nフ ク土 土師器 盤A 1/6 (26.4) 褐 暗褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 内面及び外面 口縁付近スス付着

195 A区 95住 一10 95住Nフ ク土 須恵器 壷類か 1/8 (9.5) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:下 半 ヘラ削 り 底部:不 明

196 A区 95住 一〇8 95住No.2 灰紬陶器 椀 3/8 (13.8) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:下 半一回転ヘ ラ削 り 口縁:ヨ コナデ 施紬:漬 掛け 大原2

197 A区 95住 一〇7 95住Sフ ク土 灰紬陶器 椀 1/8 (15.4) 灰 淡灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施紬:漬 掛け 大原2

198 A区 95住 一〇9 95住 フク土 灰紬陶器 椀 1/4 (7.1) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転ヘ ラ削りか 大原2

199 A区 96住 一17 96住No.17 黒色土器A 杯A 1/4 1/6 (13.2) (6.6) (2.6) 黒褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

200 A区 96住 一16 82住Eベ ル ト 黒色土器A 杯A 1/3 完 (12.8) 5.5 3.8 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

201 A区 96住 一18 96住No.2 黒色土器A 杯A 1/3 完 (12.2) 5.4 4ユ 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

202 A区 96住 一13 96住No.4 黒色土器A 杯A 1/4 1/4 (12.8) (5.6) 4.6 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ 底部:回 転糸切 り

203 A区 96住 一19 96住Nフ ク土 黒色土器A 杯Aor椀 ユ/4 (15.3) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ

204 A区 96住 一15 96住SEフ ク土 黒色土器A 杯A ユ/4 1/3 (14.2) (7.4) 4.1 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

205 A区 96住 一21 96住No.6 黒色土器A 杯A 完 7.0 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放射状 ・横)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

206 A区 96住 一20 96住No.7 黒色土器A 杯A 完 6.6 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

207 A区 96住 一22 82住SEフ ク土 黒色土器A. 椀 1/3 (6.4) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

208 A区 96住 一〇6 96住No.5 土師器 甕B 1/5 (25.2) 褐 褐 ロクロナデ 内:口 縁付近一カキ目 口縁:ヨ コナデ

209 A区 96住 一〇3 82住No.2 土師器 甕B 1/4 (11.1) 褐 褐 ロクロナデ 内:全 面に付着物 外:ハ ケメ、下端手 持ちヘラ削 り 底部:ナ デ

210 A区 96住 一〇7 96住No.12 土師器 小型甕D 1/6 (20.4) 褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

2ユ1 A区 96住 一〇8 96住No.ユ3 土師器 小型甕D 1/4 (19.0) 褐 褐 ロクロナデ 内:カ キ目 外:カ キ目か(磨 滅)口 縁:ヨ コナデ

212 A区 96住の5 96住No.5 土師器 甕Bか 1/3 (9.0) 褐 褐 ロクロナデ 外:下 端一手持ちヘラ削 り 底部:回 転糸切 り

213 A区 96住 一〇2 82住Wベ ル ト 土師器 小型甕Dか ユ/2 (8.2) 褐 褐 ロクロナデ 底部:磨 滅不明

214 A区 96住 一〇4 82住No.1 土師器 杯A 完 完 13.1 5.7 4.4 淡褐 褐 ロクロナデ 内外:ス ス付着 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

215 A区 96住 一〇9 96住Sフ ク土 土師器 杯A 1/6 (17.8) 褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

216 A区 96住 一10 96住No.11 土師器 杯A 1/4 1/3 (14.6) (7.6) 3.4 淡褐 淡褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

2ユ7 A区 96住01 82住SEフ ク土 土師器 杯A 完 6.4 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

218 A区 96住 一14 96住Sフ ク土 土師器 杯A 1/3 (5.6) 暗褐 暗褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 りか
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219 A区 96住 一12 82住No.15 土師器 杯A 1/2 (6.8) 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 りか(磨 滅)

220 A区 96住 一11 96住No.14 土師器 杯Aor椀 1/6 (13.6) 褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

221 A区 96住 一27 96住No,14 須恵器 甕D 灰白 灰白 ロクロナデ 頚部:貼 り付け 突帯:貼 り付 け後ナデ

222 A区 96住 一26 96住Nフ ク土 須恵器 長頚壷か 1/10 (6.6) 灰 灰 ロクロナデ 外:下 端一ヘラ状工具痕か、付高台後ナデ

223 A区 96住 一25 96住Sフ ク土 須恵器 蓋B 1/10 (11.6) 暗灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

224 A区 96住 一24 96住No.3 軟質須恵器 杯A ほぼ完 完 13.7 5.8 4.5 淡灰～暗褐 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

225 A区 96住 一23 82住SEフ ク土 須恵器 杯A 1/6 (9.0) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

226 A区 96住 一29 82住No.9 灰紬陶器 椀 1is 1/2 (16.4) (7.5) (5.5) 灰 灰 ロクロナデ 内:重 ね焼き痕、使用痕 外:回 転ヘラ削 り、付高台後ナデ 底部:回 転ヘ ラ削 り 口縁:ヨ コナデ 施紬 漬掛け 大原2

227 A区 96住 一30 82住SEフ ク土 灰粕陶器 小瓶 灰 淡灰 ロクロナデ 施紬:漬 掛け

228 A区 96住 一28 82住No.10 灰紬陶器 椀 完 7.4 灰 灰 ロクロナデ 内:重 ね焼き痕、使用痕 外:ヘ ラ削 り、付高台後ナデ 底部:ヘ ラ削 り 施紬:漬 掛けか 大原2か

229 A区 土7-01 土7 土師器 杯A 1/10 (14.6) 褐 褐 内外:手 持ちヘ ラ削 り 口縁:ヨ コナデ

230 A区 土8-Ol 土8 須恵器 杯D 1/4 (12.6) 淡灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

231 A区 土17-01 土ユ7 白磁 碗 完 6.3 乳白 乳白 ロクロナデ 内:ミ コミ櫛 目文 外:付 高台後ナデ 底部 二回転ヘラ切 り 素地:灰 白色

232 A区 凹 地一〇1 凹地SWフ ク土 土師器 杯A ほぼ完 5.2 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

233 A区 凹地一〇2 凹地SWフ ク土 黒色土器A 杯A 1/3 (6の 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

234 A区 凹地一〇3 凹地フク土 須恵器 蓋B 暗榿褐 暗榿褐 ロクロナデ ツマ ミ部:貼 り付け後ナデ

235 A区 凹地一〇4 凹地SWフ ク土 須恵器 蓋B 1/6 (19.4) 暗灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

236 A区 凹地一〇8 凹地フク土 須恵器 杯A 1/10 ユ/2 (13.8) (8.4) 3.9 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

237 A区 凹地一〇9 凹地NWフ ク土 須恵器 杯A 1/3 ほぼ完 (13.1) 6.3 4.3 淡灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ 内外:火 だす き痕

238 A区 凹地一〇7 NWベ ル ト 須恵器 杯A 完 (7.1) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

239 A区 凹地一10 凹地NEフ ク土 須恵器 杯A 1/2 (7.2) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切り

240 A区 凹地 一〇6 凹地SWフ ク土 須恵器 杯A 1/3 (6.0) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

241 A区 凹地 一〇5 不明 須恵器 杯A 1/8 (5.7) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

242 A区 凹地 一11 凹地SEフ ク土 須恵器 壷類 1/6 (11.6) 淡灰 灰 ロクロナデ 外:削 り 付高台後ナデ

243 A区 凹地 一12 凹地SWフ ク土 灰粕陶器 皿 1/8 (15.0) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施紬:漬 掛 け 大原2か

244 A区 石列 一〇1 石列NEフ ク土 土師器 杯A 完 5.1 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

245 A区 石列 一〇2 石列NEフ ク土 土師器 杯A 1/6 (7.0) 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

246 A区 石列 一〇3 石列NEフ ク土 須恵器 杯A 1/3 (6.0) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

247 A区 石列 一〇4 石列フク土 山茶碗 碗 1/6 (7.6) 白灰 白灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 高台端部にモ ミ ・植物の圧痕 底部:回 転糸切 り

248 A区 石列 一〇5 石列フク土 山皿 皿 1/3 1/3 (8.8) (5.0) 1.7 灰 白灰 ロクロナデ 内:中 央に指頭圧痕 口縁:ヨ コナデ 底部:回 転糸切 り

249 A区 石列 一〇6 石列フク土 青磁 碗 淡緑 淡緑 ロクロナデ 内:沈 線 外:削 り 素地:灰 色 龍泉窯

250 A区 流一〇1 フク土 灰粕陶器 皿 1/3 (7.7) 淡灰 淡灰 ロクロナデ内:重 ね焼き痕 外:回 転ヘ ラ削 り 付高台後 ナデ 底部:回 転ヘラ削 り 施紬:漬 掛け

251 A区 G-09 N315E156 縄文土器 深鉢 一部
(38ゆ 淡褐 淡褐 内:ナ デ 外:縄 文(R:L横 転が し)口 縁:ヨ コナデ

252 A区 G-02 N306E180 土師器 甕Bか 1/6 (11.6) 褐 暗褐 内:ロ クロナデ 外:削 り 底部:ナ デ

253 A区 G-01 N315E174 土師器 杯A 2/3 (6ユ) 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

254 A区 G-03 N313E175 須恵器 杯A 1/4 (7.0) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

255 A区 G-06 N313E175 灰粕陶器 小瓶か 完 3.6 淡灰 淡灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 施紬:不 明

256 A区 G-07 N315E174 灰紬陶器 壷か 3/4 5.8 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り 底部;回 転糸切 り 施紬:剥 離不明

257 A区 G-05 N312E174 灰粕陶器 壷 1/4 (8.2) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:下 端一削 り 底部:回 転糸切 り 施紬:剥 離 ・不明

258 A区 G-08 N313E175 灰紬陶器 椀 1/8 (16.6) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 施粕:剥 離 ・不明

259 A区 G-04 N318E174 灰粕陶器 椀 1/3 (8.2) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 丸石2か

260 A区 T-06 トレ ンチ4-NE 縄文土器 深鉢 2/3 (10.2) 褐 褐 ナデ 底部:網 代痕

261 A区 T-05 トレンチ2-SW 土師器 甕A 完 6.3 褐 褐 内外:ナ デ 底部:木 葉痕か
262 A区 T-04 トレンチ2-NE 土師器 甕Bか 1/3 (7.8) 黒褐 暗褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

263 A区 T-01 トレ ンチ10-NE 土師器 杯A 1/4 (5.0) 褐 褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

264 A区 T-02 トレ ンチ2-NE 土師器 椀 1/3 (6.4) 褐 褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

265 A区 T-03 トレンチ2-SW 黒色土器A 椀 完 4.9 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

266 A区 T一ユ7 トレンチ2-SW 須恵器 甕 1/12 (30.2) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 外:輪 積み痕 口縁:ヨ コナデ

267 A区 T-18 トレ ンチ6「No.1 須恵器 甕 1/6 (24.6) 灰白 灰白 ロクロナデ 外:頚 部一波状文 口縁:ヨ コナデ 脆弱 ・磨滅著しい

268 A区 T-19 トレ ンチ6-No.10 須恵器 甕 灰白 灰白 頚部:ロ クロナデ 内:当 て具痕(磨 滅)外:タ タキメ(磨 滅)脆 弱 ・磨滅著 しい

269 A区 T-12 トレンチ6-NW 須恵器 蓋Dか 1/8 (9.2) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

270 A区 T-13 トレ ンチ3-NE 須恵器 蓋B 1/10 (15.4) 黒灰 黒灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

271 A区 T-09 トレンチ6-NW 須恵器 杯 1/10 (17.4) 暗灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

272 A区 T-10 トレンチ2-SW 須恵器 杯A 1/6 (12.6) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

273 A区 T-07 トレンチ3-NE 須恵器 杯A 1/4 (6.2) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 内:火 だす き痕 底部:回 転糸切 り
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274 A区 T-OS トレンチ6-NW 須恵器 杯A 1/8 (8.4) 灰 灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

275 A区 T-20 トレンチ14-NE 須恵器 杯A 1/8 (11.6) 灰 灰 ロクロナデ 外:線 刻 口縁:ヨ コナデ

276 A区 T-11 トレンチ2-SW 須恵器 杯B 1/4 (9.0) 灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

277 A区 T-14 トレンチ3-NE 須恵器 壷類 1/4 (8.0) 茶灰～暗灰 暗灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り 付高台後ナデ 底部:回 転ヘ ラ削 り

278 A区 T-16 トレンチ2-NE 灰粕陶器 椀 1/6 (7.4) 灰白 灰白 ロクロナデ 内:見 込み重 ね焼 き痕 外:付 高台後 ナデ 底部:回 転糸切 り 丸石2

279 A区 T-15 トレンチ2-NE 灰紬陶器 椀 1/8 (6.6) 灰白 灰白 ロクロナデ 内:見 込み一使用痕 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 紬:剥 離

280 A区 ST-01 サブ トレ2-SW 土師器 甕B 1/4 (8.6) 暗褐 暗褐 ロクロナデ 内:工 具ナデ 底部:ナ デ

281 A区 ST-02 サブ トレ3-NW 土師器 甕B 1/6 (10.0) 褐 褐 ロクロナデ 内:ハ ケメか

282 A区 ST-03 サブ トレ1-NW 黒色土器A 椀 1/4 (5.8) 暗褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

283 A区 ST-08 サブ トレ3-NW 須恵器 蓋B 1/4 (14.1) 茶灰 暗灰 ロクロナデ 外:回 転ヘ ラ削 り 口縁:ヨ コナデ

284 A区 ST-05 サブ トレ3-NW 須恵器 杯A 一部残 1/8 (13.2) (7.6) 4.2 灰 灰 ロクロナデ 内:火 だす き痕、見込み 使用痕 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

285 A区 ST-06 サブ トレ1-NW 須恵器 杯A 1/4 1/3 (13.0 (7.2) 3.9 灰 灰 ロクロナデ 内外:火 だす き痕 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

286 A区 ST-04 サブ トレーNE 須恵器 杯A 1/2 (5.6) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り

287 A区 ST-07 サブ トレ1-NW 須恵器 杯B 1/3 (7.0) 灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 内:回 転ヘ ラ削 りか

288 A区 ST-09 サブ トレ1-NW 須恵器か 長頚壷C 完 6.2 灰白 灰白 ロクロナデ 外:一 部回転ヘラ削 りか 底部:回 転糸切 り 全体に歪 む

289 A区 検03 検出面No.78 黒色土器A 杯A 1/4 完 (13.2) 5.S 3.9 灰褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

290 A区 検04 検出面No.101 黒色土器A 杯A 1/2 完 (13.4) 5.8 4.5 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

291 A区 検01 検出面No.84 黒色土器A 杯A 1/2 (6.4) 褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(放射状、横)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

292 A区 検02 検出面No.32 黒色土器A 杯A 完 6.4 淡褐 黒 ロクロナデ 内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 底部:回 転糸切 り

293 A区 検 一〇5 検出面No.ユ01 土師器 盤B 1/4 (9.0) 褐 褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ

294 A区 検07 検出面No22 須恵器 円面硯 1/6 (10.4) 灰 灰 口縁:貼 り付け後 ヨコナデ 見込み:ロ クロナデ、 使用痕あ り 外:ロ クロナデ後沈線 底部:ロ クロナデ

295 A区 検 一15 検出面NW 須恵器 不明 1/3 (7。0) 暗灰褐 暗灰褐 ロクロナデ 内:ミ コミ㈹部剥離 脚の部:貼 り付け、単位不明 口縁:ヨ コナデ 本体下端に破断面あり

296 A区 検11 検出面NE 白磁 碗 1/10 (14.8) 灰白 灰白 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 紬調:灰 白色

297 A区 検12 検出面NE 白磁 碗 1/8 (14.0) 灰白 灰白 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 紬調:灰 白色 玉縁口縁

298 A区 検08 検出面No.31 青磁 碗 灰白 灰白 ロクロナデ 内:沈 線 外:削 り 粕調:暗 緑色、ガラス質 龍泉窯

299 A区 検13 検出面NE 山茶碗 碗 1/3 (6.8) 淡黄灰 淡黄灰 ロクロナデ 内:見 込みに使用痕 外:付 高台後 ナデ、モミor植物 の圧痕 底部:回 転ヘ ラ削り

300 A区 検14 検出面NE 山茶碗 碗 1/3 (6.0) 淡黄灰 淡黄灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ、モミor植物の圧痕 底部:回 転糸切 り

301 A区 検06 検出面No.1 土器 須恵質揺鉢 1/8 (26.6) 灰 灰 手つ くね 内:工 具ナデ、沈線 外:削 り 口縁:ヨ コナデ

302 A区 検 一10 検出面No.4 陶器 蓮弁文壷 灰 灰 ロクロナデ 内:輪 積み痕あ り 外:蓮 弁文、自然紬(暗緑色)付着 渥美産

303 A区 検09 検出面No.9 土製品 羽口 1/3 外径:75 内径:21 灰～暗褐、一部黒変 褐、一部黒変 外:指 ナデ ー部被熱 ・溶津付着

304 B区 91住02 91住 ベル トS 土師器 甕A 1/16 (26の) 暗褐～黒褐 暗褐 内外:工 具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

305 B区 91住 一〇3 91住SEフ ク土 土師器 甕A 完 6.9 褐～黒褐 淡褐 内外:工 具ナデ 底部:木 葉痕
306 B区 91住 一〇6 91住NWフ ク土 土師器 甕B 1/3 (7.0) 黒褐 暗褐 内:工 具ナデ 外:ハ ケメ 底部:木 葉痕か
307 B区 9ユ住 一〇8 N219E207 土師器 甕 1/3 (5.8) 褐 淡褐 内外:工 具ナデ 底部:ナ デ

308 B区 91住 一11 N216E207 土師器 甕A 1/4 (6.4) 淡褐～暗褐 淡褐 内:工 具ナデ 外:ナ デ 底部:木 葉痕か

309 B区 91住 一〇4 91住No.2 土師器 甕A ユ/2 (7.2) 褐 褐 内外:工 具ナデ 内:輪 積み痕 底部:ナ デ

310 B区 91住 一〇7 91住Pl 土師器 甕 1/4 (9.2) 暗褐 淡褐 内外:工 具ナデ 底部:ナ デ
311 B区 91住 一10 91住Pl 土師器 小型甕A 1/4 (6.6) 褐 褐 内外:工 具ナデ 底部:工具ナデ
312 B区 91住 一15 91住No.ユ5 土師器 甕A 一部欠

(7.6) 暗褐～黒褐 暗褐 内外:工 具ナデ 底部:工 具 ナデ
313 B区 91住 一13 91住P1 土師器 甕A 1/6 (27.0) 褐～暗褐 褐 内外:工 具ナデ 外:輪 積み痕 口縁:ヨ コナデ

3ユ4 B区 91住14 91住Nα1 土師器 甕A 1/3 (22.6) 暗褐 暗褐 内外:工 具ナデ 内:輪 積み痕 口縁:ヨ コナデ

315 B区 91住 一〇9 91住P1 土師器 小型甕A 1/6 (12.2) 褐 褐 内外:工 具ナデ ロ縁:ヨ コナデ
316 B区 91住 一〇1 N219E210 土師器 小型甕 1/6 (14.0) 褐 暗褐 内外:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

317 B区 91住 一16 91住 カマ ドS 土師器 小型甕A 3/4 完 (26.4) 13.5 26.3 褐～暗褐 褐～黒褐 内外:工 具ナデ 内:輪 積み痕、スス付着 口縁:ヨ コナデ
318 B区 91住 一30 91住P1 土師器 甕B ユ/6 (27.0) 褐 暗褐 工具ナデ 内:輪 積み痕 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ

319 B区 91住 一31 91住Pl 土師器 甕B 一部欠
7.2 暗褐 暗褐 内外:工 具ナデ 内:輪 積み痕 外:ハ ケメ 底部:木 葉痕

320 B区 91住 一12 N2ユ6E204 土師器 杯 1/12 (6.8) 淡褐 黒 内:ミ ガキ(放射状、横)後黒色処理 外:磨 滅不明
321 B区 91住.29 91住床面直上 須恵器 高盤B 1/2 3/4 23.2 (13.4) 7.2 淡黄灰 淡黄灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り、付高台後ナデ ロ縁ヨコナデ

322 B区 91住 一28 91住床面直上 須恵器 高盤 1/2 (24.3) 白灰 白灰 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り、付高台後ナデ ロ縁:ヨ コナデ

323 B区 91住 一22 91住SEフ ク土 須恵器 蓋B 1/8 (8.8) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

324 B区 91住 一24 91住No.29 須恵器 蓋B 1/2 (13.8) 2.6 灰 灰 ロクロナデ 外:上 半一回転ヘラ削 り ツマ ミ:貼 り付け後 ナデ ロ縁:ヨ コナデ

325 B区 91住 一23 N216E110 須恵器 蓋B 1/10 (15.2) 3.4 淡灰 淡灰 ロクロナデ ツマ ミ:貼 り付け後ナデ ロ縁:ヨ コナデ

326 B区 91住 一25 91住 フク土 須恵器 蓋B 1/4 (15.2) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

327 B区 91住 一26 91住No.11 須恵器 高杯A 1/3 (15.6) 淡褐 淡褐 ロクロナデ 外:杯 部下半一回転ヘラ削 り、脚部貼 り付け(欠損)口 縁:ヨ コナデ

328 B区 91住 一17 91住No21 須恵器 杯A 7/8 完 13.2 6.0 3.9 灰 ～暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:ヘ ラ切 り後ナデ ロ縁:ヨ コナデ
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329 B区 91住 一ユ8 91住No.3 須恵器 杯A 3/4 一部欠 14ユ 7.0 4.9 淡灰 淡灰 ロクロナデ 底部:ヘ ラ切 り後工具ナデ

330 B区 91住 ユ9 91住SEフ ク土 須恵器 杯A ユ/6 (13.6) 暗灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

33ユ B区 91住 一20 91住No.16 須恵器 杯A 3/4 完 12.6 4.6 4.6 灰 ～暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:ヘ ラ切 り後ヘ ラ削 り、ヘラ記号 口縁:ヨ コナデ

332 B区 91住 一21 91住No.39 須恵器 椀か 1/4 1/2 (14.4) (5.6) 8.1 灰 灰 ロクロナデ 外:沈 線、下半一ヘ ラ削 り 底部:ヘ ラ切 り後工具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

333 B区 91住 一27 91住No.38 須恵器 円面硯 完 1/2 11.3 (19.4) 5.4 灰 ～黒灰 灰 ロクロナデ 脚部:貼 り付 け 口縁 ・脚端部:ヨ コナデ スカシ:ヘ ラ状工具による くりぬき(推定24単 位〉 硯面に使用痕

334 B区 91住 一〇5 91住SEフ ク土 土師器 高杯 1/2 (6.4) 淡褐 褐 内:ナ デ 外:ミ ガキか(磨滅著 しい)端 部:剥 離

335 B区 93住01 93住No.1 須恵器 甕B 白灰 白灰 内:磨 滅不明 外:タ タキメ、高台一剥離

336 B区 土52-01 土1フ ク土 土師器 高杯 1/6 (20.4) 褐 暗褐 内外:ミ ガキ(磨滅著 しい)口 縁:ヨ コナデ

337 B区 土54-Ol 土3フ ク土 土師器 甕 1/6 (19.0) 褐 褐 内外:工 具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

338 C区 97住 一〇4 97住No.7 土師器 甕B 1/5 (24.6) 褐 褐 内:ロ クロナデ 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ

339 C区 97住 一〇5 97住No.9 土師器 甕B 1/8 (23.9) 淡褐～暗褐 淡褐～暗褐 ロクロナデ、内:一 部工具ナデか 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ

340 C区 97住 一〇2 97住No.1 土師器 小型甕D 1/3 完 16.8 8.4 10.7 褐～暗褐 褐 ロクロナデ 内:一 部黒変 外:火 だすき痕 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

341 C区 97住 一〇3 97住No.9 土師器 甕B 一部
(9.6) 褐～暗褐 淡褐 内外:ハ ケ目 外:下 端一削 り 底部:ナ デ

342 C区 97住 一〇1 97住No.3 須恵器 杯A 3/4 5/6 13.3 6.7 4.8 灰～淡灰 灰 ロクロナデ 底部:ヘ ラ切 り後ナデ ロ縁:ヨ コナデ

343 C区 98住 一〇1 98住Efフ ク土 土師器 杯D 1/8 (11.6) 暗褐 暗褐 内:ミ ガキか(磨滅)外 ～底部:削 り 口縁:ヨ コナデ

344 C区 98住 一〇2 98住 フク土 土師器 杯D 1/8 1/8 .(10.2) (7.0) 褐～暗褐 褐～暗褐 内:ミ ガキか(磨滅)外 ～底部:削 り(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

345 C区 99住 一〇1 99住No.3 土師器 甕B ほぼ完 (19.9) 暗褐 ～褐 褐～暗褐 ロクロナデ 内:輪 積み痕、ハケ目後工具ナデ 外:輪 積み痕、ハケ目、一部黒変 下端一手持ちヘラ削 りか 口縁:ヨ コナデ

346 C区 99住 一〇7 99住No.1 土師器 甕A 1/2 20.9 褐～暗褐 褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ、外:下 端一手持ちヘ ラ削り 口縁:ヨ コナデ

347 C区 99住 一〇6 99住Wフ ク土 土師器 甕Aか 1/16 (11.4) 榿褐 淡褐～暗褐 内:指 ナデ 外 ～底部:磨 滅不明

348 C区 99住 一〇4 99住Nα2 土師器 杯D 1/3 ほぼ完 (13.2) 12.6 4.6 褐～暗褐 淡褐～淡灰褐 内:ミ ガキ(磨滅)外:手 持ちヘラ削 り 底部:手 持ちヘ ラ削 り 口縁:ヨ コナデ

349 C区 99住 一〇2 99住 カマ ド 土師器 杯D 1/4 (13.2) 褐～暗褐 黒 内:ミ ガキ後黒色処理 外:ナ デ、下端～底部:手 持ちヘラ削り 口縁:ヨ コナデ

350 C区 99住 一〇3 99住Eフ ク土 土師器 杯Fか 1/5 (17.8) 褐～黒 褐～黒 内:ミ ガキ後黒色処理 外:ミ ガキ 底部:手 持 ちヘラ削 り(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

351 C区 102住 一〇3 102住No.1 土師器 小型甕 1/8 (12.1) 暗褐 黒～黒褐 内:工 具ナデ後 ミガキ(磨滅)後黒色処理 外:工 具 ナデ(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

352 C区 102住 一〇4 102住No.1 土師器 小型甕 2/5 (12.8) 榿褐～暗褐 黒褐 内:工 具ナデ ・ミガキ後黒色処理 外:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

353 C区 ユ02住 一〇7 102住No.2 土師器 小型甕 3/4 6.3 暗褐 暗褐～黒褐 内;工 具ナデ 外ナデか(磨滅)底 部:ナ デ

354 C区 102住 一〇9 102住No.7 土師器 甕 1/3 (19.4) 淡褐 、一部黒変 褐～暗褐 内 ・外:輪 積み痕、工具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

355 C区 102住 一11 102住No.5 土師器 甕 1/6 完 (ls.$) 5.9 40.8 褐～暗褐 褐～暗褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 底部:木 葉痕、ナデ ロ縁:ヨ コナデ

356 C区 102住 一〇8 102住No.5 土師器 甕 1/4 (24.1) 榿褐 榿褐 内:指 頭圧痕 ・工具ナデ 外:工 具ナデ(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

357 C区 102住 一〇6 102住No.5 土師器 甕 1/6 (24.4) 榿褐～黒褐 褐 内外:ナ デ(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

358 C区 102住 一10 102住No.3 土師器 甕 ほぼ完 完 14.7 7.3 24.7 褐、黒変 褐～暗褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:木 葉痕、ナデ

359 C区 102住 一〇2 102住 カマ ド 土師器 甑 1/16 (22.2) 淡褐 淡褐～淡灰褐 ロクロナデ 外:ハ ケ目(磨滅)口 縁:ヨ コナデ

360 C区 102住 一〇1 102住NEフ ク土 須恵器 杯D 1/5 (10.3) 褐 榿褐 ロクロナデ 外:回 転ヘラ削 り 口縁:ヨ コナデ

361 C区 103住 一〇1 103住E-Wベ ル ト 灰紬陶器 椀 1/2 (7.0) 淡灰 淡灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転ヘラ削 り 丸石2

362 C区 104住 一〇4 104住NEフ ク土 須恵器 高杯 灰 灰 ロクロナデ 脚部:上 半 ・下半 に透かし、中位に沈線

363 C区 104住 一〇2 104住SEフ ク土 土師器 高杯 榿褐 黒 内:ミ ガキ後黒色処理 外:工 具ナデ後 ミガキ 脚部:内 面 削 り、端部:ヨ コナデ

364 C区 104住 一〇1 104住 フク土 土師器 甕 1/4 5.6 榿褐 榿褐 内:工 具ナデ 外:ナ デ、一部ハケ目 底部:ナ デか

365 C区 104住 一〇5 104住No.1 土師器 甕 1/3 1/2 (18.1) (9.6) 34.7 淡褐～黒褐 淡褐～黒褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 外面:ス ス付着 底部:木 葉痕 口縁:ヨ コナデ

366 C区 104住 一〇3 104住No.2 土師器 羽釜 1/3 20 黄褐 黄褐 内:工 具ナデ ・ハケ目 外:工 具ナデ、僅かにハケ目 鍔部:欠 損 口縁:ヨ コナデ

367 C区 105住 一〇5 105住No.1 土師器 甕 ほぼ完 ユ/3 18.1 (7.3) 30.2 褐～暗褐 褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 外1下 半～底部一削り 口縁:ヨ コナデ

368 C区 105住 一〇4 105住 フク土 土師器 甕 1/12 (17.0) 淡榿褐 榿褐 内:工 具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

369 C区 105住 一〇1 105住No.1 須恵器 高杯 青灰～赤灰 青灰 ロクロナデ 外:杯 部下半一削 りか 脚部一透かし

370 C区 105住 一〇3 105住 フク土 須恵器 杯or蓋 青灰 薄青灰 ロクロナデ、口縁:ヨ コナデ

371 C区 105住 一〇2 105住NWフ ク土 須恵器 揺鉢 1/6 (10.4) 灰 灰 ロクロナデ 内:欠 損不明 底部:手 持ちヘラ削 り

372 C区 106住 一〇1 106住SEフ ク土 土師器 杯or高杯 1/8 (14.6) 榿褐～赤褐 榿 表面磨滅、調整不明
373 C区 107住 一〇6 107住SEフ ク土 土師器 甕B 1/6 (15.0) 榿褐 榿褐 内:ナ デ、口縁付近ハケ目 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ

374 C区 107住 一〇4 107住SEフ ク土 須恵器 蓋A 1/6 (10.4) 灰 薄青灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

375 C区 107住 一〇1 107住 フク土 須恵器 杯 1/6 (12.6) 青灰 青灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

376 C区 107住 一〇2 107住 フク土 須恵器 杯 1/10 (13.6) 灰 灰白 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 有台か

377 C区 107住 一〇5 107住SWフ ク土 須恵器 高杯 灰白 灰白 ロクロナデ、磨滅著 しい

378 C区 107住 一〇3 107住NWフ ク土 須恵器 鉢 灰白 灰白 ロクロナデ 内:口 縁付近に沈線か

379 C区 108住 一〇1 108住No.1 須恵器 杯 完 8.4 薄榿 榿 ロクロデ 底部:ヘ ラ切 り後僅かにハケ目

380 C区 110住 一〇8 110住 フク土 土師器 甕 1/8 (18.6) 暗褐～榿褐 暗褐～榿褐 内:工 具ナデ 外:ハ ケ目 口縁:ヨ コナデ

381 C区 110住 一〇9 ユ10住フク土 土師器 甑 1/3 (10£ゆ 黄榿 赤榿 内:工 具ナデか 外:工 具ナデ 下端:削 り

382 C区 110住 一〇5 110住 フク土 土師器 甕 1/2 (6.6) 褐 灰褐 内外 ・底部:工 具ナデ

383 C区 110住 一〇4 110住 フク土 土師器 甕 1/4 (7.6) 榿褐 褐 内外:工 具ナデ
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No. 区 実測番号 出土地点 種別 器種
残存度 法量:0内は復元値 色調

整形 ・調整 ・形態の特徴等
口径 底部 ロ径 底部 器高 外面 内面

384 C区 110住 一〇6 11住 フク土 土師器 壷 1/4 (8.5) 榿 榿 内:ナ デ ・工具ナデ(磨滅)外:ナ デ(磨滅)

385 C区 110住 一〇1 1ユ0住フク土 土師器 杯 1/10 (13.8) 3.5 薄榿～オ登 黒 内:ミ ガキか(磨滅、不明)後黒色処理 外:ミ ガキ(磨滅)底 部:磨 滅不明

386 C区 110住 一〇3 110住No.1 土師器 杯 褐、一部黒変 黒 内:ミ ガキか(磨滅、不明)後黒色処理 外上半一磨滅 下半一手持ちヘラ削 り(磨滅)

387 C区 UO住 一〇2 110住 フク土 土師器 杯 薄鐙 灰褐 内:ミ ガキか(磨滅、不明)外:上 半一強い ヨコナデ 下半:手 持 ちヘラ削 りか(磨滅)

388 C区 110住 一10 110住No.2 土師器 杯A 1/6 2/3 (9.6) 4.7 2ユ 薄榿 薄榿 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

389 C区 110住 一12 110住 カマ ド 土師器 杯A 1/3 完 (15.2) 6.6 4.6 薄榿 灰褐 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

390 C区 110住 一11 110住No.1 土師器 杯A 1/4 (14.7) 榿褐 薄榿 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

391 C区 110住 一〇7 110住No.1 土師器 杯か 1/4 1/4 (23.3) (14.4) 6.0 榿～褐 薄榿 内外:ナ デ(磨滅、ロクロの使用 は不明)、底部:手 持ちヘ ラ削 りか(磨滅)

392 C区 111住 一〇9 11住No.7 土師器 羽釜 1/16 (27.0) 暗褐 黒褐 内:ハ ケ目 外:ナ デ(磨滅)鍔:貼 り付 け後工具ナデ ロ縁:工 具ナデ

393 C区 lll住 一〇2 1!1住 カマ ド 土師器 杯A 1/8 1/2 (10.4) (5.2) 2.5 薄黄榿 薄黄榿 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

394 C区 111住 一〇1 111住No.1 土師器 杯A 1/3 完 (10.5) 6.1 2.4 薄鐙 薄榿 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁 ヨコナデ

395 C区 111住 一〇4 111住No.2 土師器 皿 1/6 (16.0) 黄褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

396 C区 111住 一〇8 111住 カマ ド 土師器 椀 1/8 (15.4) 榿褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

397 C区 111住 一〇3 111住No.5 黒色土器A 椀 完 3/4 9.3 5.1 4.1 薄榿 黄榿 ロクロナデ 内:ミ ガキ(黒色処理 されていない)、スス付着、付高台後ナデ

398 C区 111住 一〇6 111住 フク土 灰粕陶器 椀 1/8 (15.4) 灰白 灰白 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 丸石2

399 C区 111住 一〇7 111住 フク土 灰粕陶器 椀 1/8 (14.6) 灰白 灰白 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 丸石2か

400 C区 111住 一〇5 111住No.6 灰紬陶器 椀 完 7.3 灰白 灰白 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

401 C区 112住 一〇3 112住No.3 土師器 小型甕 ユ/2 完 (12.8) 8.6 18.9 暗褐 暗褐 内:輪 積み痕、指頭圧痕、工具ナデ 外:輪 積み痕、工具ナデ 底部:工 具ナデ

402 C区 112住 一〇2 112住No.4 土師器 小型甕 一部残 完 (12.6) 10.5 14.6 淡褐～暗褐 黒褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 底部:工 具ナデor削 り

403 C区 112住 一〇1 112住 カマ ド 土師器 甕 1/3 (7.5) 褐 褐 内外:工 具ナデ 底部:ナ デ

404 C区 112住 一〇4 112住No.1 土師器 甕 完 完 16.2 5.8 24.9 褐～暗褐 黒褐～暗褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 底部:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

405 C区 112住 一〇5 1ユ2住No.6 土師器 甕 一部欠 完 20.2 6.9 38.4 暗褐～黒褐 淡褐～暗褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ 外:ス ス付着 底部:木 葉痕 口縁:ヨ コナデ

406 C区 113住 一〇1 1ユ3住フク土 土師器 盤B 1/4 ほぼ完 (9.2) (4.4) 2.9 褐 淡褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 りか 口縁:ヨ コナデ

407 C区 1ユ3住 一〇2 113住No.3 土師器 盤B ほほ完 ほぼ完 9.5 4.9 3.4 褐 褐 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

408 C区 113住 一〇3 113住No.3 灰紬陶器 短頚壷 1/2 12.6 灰 灰 ロクロナデ 外:胴 部一回転ヘラ削 り 口縁:ヨ コナデ 施粕:刷 毛i掛け(刷毛跡が明瞭に残 る)

409 C区 土24-01 土24フ ク土 土師器 甕 完 6.8 暗褐～黒褐 褐 内:工 具ナデ 外:ハ ケ目 底部:植 物の圧痕

410 C区 土26-01 土26フ ク土 青白磁 輪花皿 ユ/6 (10.5) 青白 青白 型づ くり 輪花:単 位不明 素地:白 色

411 C区 土32-0ユ 土32フ ク土 土師器 鉢 1/6 (11.6) 褐 黒褐 ミガキ(磨滅)後黒色処理

412 C区 土32-02 土32フ ク土 灰紬陶器 椀 1/4 (7.6) 白灰～黄灰 黄灰 ロクロナデ 内:ミ コミに使用痕 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り

413 C区 P68-01 P68フ ク土 土師器 甕 2/3 (6.8) 暗褐 淡褐 内:工 具ナデ 外:工 具ナデか 底部:ナ デ

414 C区 P1ユ7-Ol P117フ ク土 土師器 甕 1/6 (22.0) 褐 褐 内:工 具ナデ 外:工 具ナデ、ハケ目 口縁:ヨ コナデ

4ユ5 C区 流 路1-01 流路1フ ク土 青磁 碗 1/2 (4.3) 淡緑 淡緑 ロクロナデ 内:ミ コミに使用痕 ・朱墨痕 外:回 転ヘラ削 り、削 り出し高台 底部:回 転ヘラ削 り 素地:黄 灰色

416 C区 G-01 Nユ32E228 須恵器 甕 1/4 (13.2) 暗灰 暗灰 ロクロナデ 頚部:貼 り付け 口縁:ヨ コナデ

417 C区 G-02 Nユ29E23ユ 須恵器 蓋 1/12 (13.8) 黒灰 暗灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

418 C区 検01 検出面No.11 土師器 甕 完 6.2 褐、一部黒変 暗褐 内:工 具ナデ 外:工 具ナデか(磨滅)底 部:ナ デ

419 C区 検03 検出面No9 土師器 甕 1/4 完 (15.8) 6.0 34.0 褐～黒褐 暗褐 内外:輪 積み痕、ナデ、指頭圧痕 底部:ナ デ ロ縁:ヨ コナデ

420 C区 検02 検出面No.2 土師器 甕 1/8 (26.6) 暗褐 暗褐 内外:輪 積み痕、工具ナデ ロ縁:ヨ コナデ

421 D区 集石 一〇1 集 石7. 須恵器 杯A 一部残 1/3 (11.5) (7.3) 2.9 淡灰～灰 淡灰～灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:ヘ ラ切 り後手持ちヘ ラ削 り

422 D区 集 中一〇2 遺物集中範囲No4 土師器 小型甕B 一部残 (18.0) 暗褐 暗褐 ロクロナデ 内:工 具ナデ、口縁付近一カキ目 外:ハ ケ 目 口縁:ヨ コナデ

423 D区 集 中一〇1 遺物集中範囲 黒色土器A 杯A 1/8 3/8 (11.4) (4.8) 3.8 淡褐 黒 ロクロナデ内:ミ ガキ(単位不明)後黒色処理 口縁:ヨ コナデ 底部:回 転糸切 り

424 D区 T-01 トレンチ3 須恵器 甕 1/8 (12.6) 灰～暗灰 暗灰 内:ナ デ 外:タ タキメ、下半 に手持 ちヘラ削 り 底部:ナ デ

425 D区 T-02 トレンチ5 須恵器 杯A 1/8 完 12,3 5.5 3.8 暗灰 暗灰 ロクロナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

426 D区 検01 検出面 土師器 甕B 3/4 (7.8) 褐～暗褐 褐 内:ナ デ、ミコミ部に指頭圧痕 外:ハ ケ目 底部:ナ デ

427 D区 検02 検出面 土師器 杯か 1/8 (21.4) 暗褐 黒 内:磨 滅不明、黒色処理、炭化物付着 外:付 高台後ナデ 底部:磨 滅不明

428 D区 検04 検出面 須恵器 杯A 1/6 7.2 灰 灰 ロクロナデ 底部;ヘ ラ切 り後回転ヘ ラ削 り、ヘラ記号

429 D区 検03 検出面 須恵器 杯A 1/16 1/5 (ユ4.4) (11.4) 4.2 暗灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部:ヘ ラ切 り後回転ヘラ削 り、ヘラ記号

430 E区 溝 一〇1 溝No.2 須恵器 蓋B 1/4 (14.6) 灰 灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ

431 E区 石 列 一〇1 石列 土師器 杯A 1/3 1/4 (14.0) (6ゆ 3.9 褐 褐 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 底部;磨 滅不明

432 E区 石列 一〇2 石列 須恵器 杯B 1/5 2/3 (15.0) (8動 7.2 灰 灰 ロクロナデ 外:付 高台後ナデ 底部:回 転糸切 り 口縁:ヨ コナデ

433 E区 G-01 N300E130 須恵器 杯B 1/12 1/8 (15.4) (9.5) 6.6 灰～暗灰 灰～暗灰 ロクロナデ 外:下 半一回転ヘラ削 り、付高台後ナデ ロ縁:ヨ コナデ

434 E区 G-02 N315E130 須恵器 甕 一部残 (28.2) ロクロナデ 内:当 て具痕 外:タ タキメ ロ縁:ヨ コナデ

435 E区 検02 検出面No.2 青磁 碗 1/8 (14.4) 淡緑 淡緑 ロクロナデ 内:沈 線よる施紋 口縁:ヨ コナデ 素地:灰 色 同安窯

436 E区 検03 検出面No2 青磁 瓶or鉢 1/12 (15.4) 青灰 青灰 ロクロナデ ロ縁:ヨ コナデ 素地:灰 色 龍泉窯

437 E区 検Ol 検出面No.137 陶器 碗 1/9 (14.3) 黄灰 黄灰 ロクロナデ 外:沈 線 口縁:ヨ コナデ 素地:淡 灰色 古瀬戸

438 E区 検04 検出面No.215 陶器 壷 1/3 (8.2) 灰 灰 ロクロナデ 内:工 具ナデ 外:下 半 手持ちヘ ラ削 り 底部:ナ デ 東海系無紬陶器(常滑産)



第21図 土器 ・陶磁器(A地 区1)
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第22図 土器 ・陶磁 器(A地 区2)
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第23図 土器 ・陶磁器(A地 区3)
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第24図 土器 ・陶磁器(A地 区4)
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第25図 土器 ・陶磁器(A地 区5)
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第26図 土器 ・陶磁器(A地 区6,D,E地 区)
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第27図 土器 ・陶磁器(B地 区1)
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第28図 土器 ・陶磁器(B地 区2,C地 区1)
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第29図 土器 ・陶磁器(C地 区2)
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第30図 土器 ・陶磁器(C地 区3)
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2古 瓦

今回の調査 で出土 した古瓦 には、(1)鴉 尾 、(2)軒 丸瓦、(3)軒 平瓦 、(4)隅 平瓦 、(5)丸 瓦、(6)平 瓦、

(7)不 明瓦質製 品があ り、総数 は1,258点 を数 え、総重量 は、206kg以 上あ る。全 てが破片 で、完形 品は ない・

発掘現場 においては、古瓦 を確認 した時点で、調査 地区毎 に1か ら順番 に番号 を付 け、出土地点 を記録 してい

る。今 回の報告 にあたって は、新 た に番号 を付 け直 さず、 その まま調査 地区 と番号 との組み合 わせ(例 えば、

A地 区で6番 目に出土 した破片 はAOO6)で 報告 してい く。 このため、 出土 を確認 した時点 で、土・器等 を古瓦 と

して誤 認 した ため、 欠番 が生 じた り、 複数 の瓦片 に1つ の番号 を付 けて、後 に枝 番(例 え ば、AOO1_1と

AOO1 _2)を 付 けた資料 もあ る。 また、古瓦片 を土器等 と誤 認 し、 出土地点 が記録 で きなか った もの も若干 あ

る。異 なる地点か ら出土 し、整理作業 時に接合 した破片 について は、破片毎 の番号 とは別 に、接合 破片全体 の

番号(接 合 した破片 の うち、最 も数 の小 さい番号 の前 に接 合番号 を意味 す るRを 冠 した、例 えばDOO1とD825

が接 合 した場合RDOO1)も つ けた。個 々のデー タは、計 測が可能 な1,377点 につ いて、鴎尾片 、不 明瓦製品 を

除 き出土古瓦一覧表、軒丸瓦一覧表、軒平 瓦一覧表 に掲載 した。出土古 瓦一覧表 につい ては、接合 資料 につ い

て も、破片毎 に掲載 し、別 に接合資料 一覧表 も作成 した。 なお、 ほ とんどの破片が遺物包含層 と検 出面か らの

出土であるため、古瓦 出土状況図(第31～33図)を 作成 し、 出土地点 を図示 した。

(1)鴫 尾(図 版34,35)

3点 の破 片が 出土 してい る。3点 とも胎土 は白色 ・黒色 の微 ～砂粒 と石英砂粒 が混入 し、色 調 は灰 白色

(2.5YR7/1)で ある。3点 は大 きさ、胎 土、形状 等 か ら、1対 の鴉尾 の破片 と考 え られ る。 うちRDOO1

(DOO1・D825)、D826の2点 は、大棟 か ら妻側 を見 た場合 の左側面破片 で、縦帯が1条 の突 帯のみで表現 さ

れる。鰭部 は内外 面 ともに段 型 はな く、外面のみ に縦帯際か ら鰭部端 にかけて直 に沈線 を引 くのみであ る・

胴部 は残存部分が少ない ためは っき りしないが、おそ らく素文 と考 え られる。全体の大 きさは、形状等 か ら、

高 さ90cm前 後で あろう。

2(RDOO1)は 基底部 を含 む破片で、鰭部 ・胴部 ・腹部が残 り、高 さは52cm程 を測 る。縦帯 は腹部接合部

と鰭 部端 の間の鰭部寄 りに、基底部下端か ら12cm上 を始点 に貼 り付 け られ、幅2.5～3.2cm、 高 さ1.5～1.8cmを

測 る。断面形 は胴部側 に稜線が寄 る三角形 を呈す る。

基底部下端面 には、幅3.4～3.6cmを 測 り、ケズ リ痕が残 る。腹部接合部 には半 円形 の刹 り形が わずか に残

存 し、ケズ リ痕 と布 目痕が認め られ る。

鰭部 には幅0.6cm程 のヘ ラ状工具 による押 引 きで表現 された4条 の沈線 がある。沈線 の間隔 は、縦 帯貼 り

付 け部分で、基底部 か ら1～2条 目間が13cm、2～3条 目間が15cm、3～4条 目間で13cmを 測 る・平行 に引

かれた沈線 は、 それぞれ750程 の傾 きがある。端面 は断面 四角形 を呈 し、角 を丸 く削 り落 としてあ る・ この

ため稜線 はは っき りしないが、 幅は3.Ocm程 を測 る。端面 の大部分 はナデ調 整が され るが、一部 に平行 叩 き

目を加 える。 タタキ調整 は意 図的に行われている と思 われ る。

胴部 は内外面 ともに無 文で、外面 は縦帯取付部 ～腹部接合部 にかけては、外 面ケズ リ後 ナデ、僅か に残存

す る腹 部接合部 の頭 部側 は布 目痕 、内面 にはナデが される。厚 さは縦帯取付部 ～腹部接 合部で2.0～3.5cm、

腹部接合部 の頭部側 で1.3～2.5cmを 測 る。全体 的に見 る と基底部 が厚 く・上方 に向か うにつ れて・薄 くなっ

ている。腹部接 合部 で は約50。の傾 きで外 に折れ、大棟側 か ら見 ると、腹部 と鰭部 は ここか ら奥 に向か って

ラッパ状 に拡が る形 になる。

腹 部 はご く僅か に胴部 との接合部分際が残存 し、厚 さは1.5～3.Ocmを 測 る。外面 には平行叩 目、内面 には

ナデ痕 がある。

1(D826)は 、推定高21cmの 破片 で、縦帯 は腹 部接 合部 と鰭部端 の問、胴部側 に貼 り付 け られ、弧 を描

く。幅は2n～2.5cm、 高 さ1.4～1.7cmを 測る。断面 は三角形 を呈 し、稜線 はほぼ中央 にある。

鰭部 は、厚 さ2.0～2.7cmを 測 る。端面 はケズ リ痕 が残 る。丸 みをお びて稜線 はな く、厚 さは2.0～2.7cmを 測
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る。外面 には3条 の沈線があ り、基底 部側 か ら1条 目は75。、2条 目は約90。、3条 目は約110。程 の角度で引

かれる。 この角度の変化 と形状 か ら、屈 曲が強 くなる後部頂部際の破片 と考 えられる。本資料 と2が 同一個

体 であ るな らば、鰭 部の形状等 か ら、本資料 の1条 目と2の4条 目は、同一沈線 の両端 で ある可能性が 高

いo

胴 部 は厚 さ2.0～2.7cmで 、頂部側 に向か って薄 くなる。2は 腹部接 合部 で折 れて外反 してい たの に対 し、

僅:かに弧 を描 く程度であ る。

腹部 は接合部で2.5cmを 測る。外面 はケズ リ後 ナデ、内面 はナデ痕が残 る。

D621は9×7cm、 厚 さ1.8～2.3cmを 測 る小破片 で、 図化 で きなか った。端面 が一部残存 してい るが、 どこ

の部分 の破片 なのか は分 か らない。片面 には突帯端部状の貼 り付 け部分が認 め られる。調整 につい ては、突

帯状 の貼付 く面 にナデ痕、反対側 には平行叩 き目痕が見 える。

(2)軒 丸瓦(第36図 ・第13表)

瓦 当面が確認 で きる破片が14点 出土 してい る。2種 類の文様 があ り、① 四葉複弁蓮花文 が6(DO12)、7

(D623)、8(DO13)、DO41の4点 、② 六葉 素弁蓮花文が、3(AO36)、4(A136)、5(E111)の3点 で

ある。その他 の7点 は残存部分 が少 な く、文様が はっ き りしないが、内3点(D742、E215、D706)は 胎土

や形状か ら① 四葉複弁蓮花文 、1点(D537)は ②六葉素弁蓮花 文の可 能性 がある。

① 四葉複弁蓮花文軒丸瓦

胎土 には白色微 ～砂粒 、石英砂粒が混入 し、焼成 は普通。瓦当氾 を用いて作 られ、瓦 当面 は内区のみで構

成 される。素文の周縁 は中高 の直立縁であ る。瓦当裏面 は、裏面 中央部が窪み、端 に向か って厚 くなる。 中

房 の断面 は台形 を呈 し、蓮 子は1+9個 を配 し周環 はない。彫 り込みの深 い花弁 は、弁端が周縁 で途切れ、

子葉が内区外 端 まで伸 びている。丸瓦部 との接合方法 は、瓦当面裏側 を彫 り込 む ことな く、それぞれの上端

を揃 えて貼 り合 わせ、補 強用 の粘土 を足 している。周縁 は丸瓦接合部 で幅が広 く、下方 に向か って徐 々 に狭

くなる。

② 六葉素弁蓮 花文軒丸瓦

胎土 には白色微粒 、石英砂粒が混入 している。焼成が若干あ まいためか、①の四葉複弁蓮花文軒丸瓦 に比

べ、やや風化 し、瓦 当面 は磨滅 している。瓦当氾 を用 いて作 られてお り、瓦当面 は内区のみで構成 される。

周縁 は直立縁裏側 に も直立状 の縁が付 く特徴 的な形態 を呈する。高縁周縁 は素文で、その幅 は瓦 当面 の大 き

さに比べ狭 い。瓦当裏面 は、 中央部が薄 く、端部 に向か って徐 々に厚 くなる。中房 の断面 は台形 を呈 し、蓮

子 は1+6個 を配 し、周環 はない。花弁 は中房端か ら伸 びている。丸瓦部が残存 する破片 はない。

(3)軒 平瓦(第37図 ・第12表)

瓦当面が確認 で きる破片が13点 出土 してい る。全 て瓦当氾 を用 いない押印文で、内区、外 区の区分が ない。

基本 的 には類:似す る施文文様だが、押 印の配置等 に相違 点が認め られ るため、4種 に分類 した。1種 は、10

(D627_2)の1点 、2種 も9(AOO1_2)の1点 、3種 は11(D476)、D769の2点 、4種 は12(AO94)の1

点で あ る。残存部 分が少 な く、文様 が はっ きりしない ものが8点 あ るが、 内6点(AO13、D785、D570、

EOO6、AO91、E216)は1種 または2種 のいず れか、2点(AO33・DO83)は3種 または4種 のいず れか と

思われる。

1種 は、瓦 当面上端か ら下端 にかけて、断面円形 の棒状工具側面 を垂直方向 に間隔 をあけて押 し当て、連

続 する区画 をつ くり、その中間 に同工具の先端 を突 き刺す ことによってで きる円形の窪 みを縦 に2個 並べて

配 している。2種 は1種 と似 るが、 区画内 に円形 の窪みが縦横2列 あ り、窪み は計4個 ある。3種 は1・2

種 よ り細 い工具 を瓦当面上端 か ら下端 にかけて角度 をつ けて押 し引い て、連続 した三角形 もしくは台形の区

画 をつ くり、 円形の窪み を1つ 配 してい る。円形 の窪み は、棒状工具先端部分 を突 き刺 して回転 させ、拡 げ
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てい る。4種 は、3種 に似 るが、端 の区画 に円形 の窪みが認め られない点で区別 した。

(4)隅 平瓦(第37図 ・第10表)

13(D484)、14(D628)、RD657(D657・D660)の3点 が出土 した。何 れ も破片 で、全形 は不 明 だが、焼

成以前 に片側 の上端部 か ら側面 にかけて斜 めに切 り取 られてい る。幅が平瓦 の半分程度 しか ない点 に疑 問が

残 るが、形状 か ら隅平瓦 と推定 した。隅平瓦 を使用す る建 物は、寄棟屋根 もしくは入母屋屋根 にi類す る構造

に限定 され る。

13と14は 両端が残存 し、幅 は13が11.1cm、14が12.5cmを 測 る。胎土 には、 白色 ・黒色微 ～細粒 、石 英砂 粒

が混入 してい る。側 面形状 は斜 め に切 り取 られている右側で分類1、 左 側は分類7で ある。RD657は 右側面

と上端部のみ残存 し、幅、長 さとも不明、側面形状 は分類7で ある。

(5)丸 瓦(第39図 ・第10表)

計353点 が出土 した。 この内3点 の拓影及 び断面 図 を掲載 してい る。全形 を推定で きる破片 はない。両端

の残存す る破片 は3点 あ り、残存部分 での幅 は、20(REO59)が12.2cm、D402が10.7cm、AO67が 同 じく10.7

cmを 測 る。 凹面 の調整痕が判 る破片 は245点 あ り、内236点 が布 目痕、8点 がナデ痕、1点(DO98)に はケズ

リ状 の強いハ ケメ(後 一部 にナデ)調 整痕が認 め られ る。凸面 の調整痕が判 る破片 は209点 あ り、ナデが151

点、平行叩 き目が31点 、縄 目18点 、格子 目が5点 あ る。 その他 に平行 叩 き目後 ナデが3点(D315、D575、

D586)、 縄 目後 ナデが1点(D358)あ るが、意図 的に行iなわれた ものかは、 は っき りしない。側 面 の調整

分類 は、125点 の内、ケズ リ痕 が123点 を占め、布 目後ケズ リ(DO16)、 ナデ(EO41)が 各1点 あ る。端面 の

調整 は、48点 の内、 ケズ リ痕が47点 を占め、平行 タタキ目が1点(A124_7)あ る。側面 お よび端面 の形状

は、平瓦 とも同一 の分類 で行 った。多様 な形状 があるため側 面 は10形 式 、端面 は6形 式 に分類 し、 第12表

出土古瓦側面 ・端面の形状分類 にそれぞれの占め る割合 を掲載 した。

(6)平 瓦(第38、39図 ・第10表)

計952点 が出土 した。 この内4点 の拓影及 び断面 図 を掲 載 している。全形 を推定で きる破片19●(RD493)

が1点 のみある。長 さは37.6cm、 幅は上端部 際で19.8cmを 測 る。その他 に幅を推定 で きる破片 が2点 あ り、18

(RE201)は28.Ocm、17(D733)は21.7cmを 測 る。凹面 の調整痕が判 る破片 は790点 あ り、 内762点 が布 目痕、

10点 がナデ痕、16点 が布 目後ナデ、2点(D286、D635)が 、布 目後平行叩 き目である。 凸面の調整痕 が判

る破片 は747点 あ り、ナデが281点 、縄 目221点 、平行 叩 き目が159点 、格子 目が64点 ある。その他 に格子 目後

ナデ21点 、平行叩 き目後 ナデが1点(D430)が あるが、意図的 に行 なわれ た ものかは、 はっ き りしない。

側面 の調整分類 は、329点 の内、ケズ リ痕が315点 を占め、 その他、布 目後 ケズ リ痕7点:、 布 目後 ナデ痕4点

(EO71、EO89、E168、E190)、 布 目2点(EO33、E108)、 ケズ リ後平行叩 き目1点(AO78)が あ る。端面 の

調整分類 は、48点 の内、ケズ リ痕が47点 を占め、平行 叩 き目1点(D430)が あ る。

(7)不 明瓦質製品(第37図)

15(E164)は 、約12×8cmを 測 る道具瓦 の破片 と思 われるが、種類 はわか らない。胎土 に白色 ・黒色微

～粗粒 、石英砂粒 が混入 している。色調 は凹面10YR6/1(褐 灰)、 凸面5B5/1(青 灰)を 呈 す る。厚 さ

は2.7cm程 、 隆帯状の貼付 け部分 は剥離 のため不明だが、残存部厚 で3.6cmを 測 る。凹面 には、布 目痕が残 り、

端部 際には指 ナデ、ケズ リ痕が見 える。凸面 には隆帯が2本 残 るが、大部分が剥 離 していて、高 さや断面形

は不 明である。側面が僅:かに残存す るが、へ らケズ リ調整が され、側面形態 は、分類3で あ る。
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第10表 古瓦一覧表
挿図
番号

地区名 注記ID
瓦種別
code

法量(cm) 色 調 側面
形状

端面
瀦

調 整
備 考

最大幅 最大厚 凹面、色相 凹面、
明/彩

凸面、色相 凸面、明
/彩 凹面 凸面 側面 端面

A ooli一 1 5.1 1.9 N 5/0 N 5/0 1 5

9 A oola一 3 13.9 2.8 N 6/0 N Rio

A 002 2 3.9 ユ.1 lOYR 7/1 lOYR 7/1 5 1 1 2 1 1

A 003 1 9.5 1.8 lOYR 8/2 lOYR 7/3 0 4

A 004 1 5.2 2.1 7.5YR 8/2 lOYR 7/2 1 4

A 005 1 12.0 2.7 lOYR 7/1 5Y 6/1 4 1 4 1 凸面叩目後ナデ
A 006 1 9.3 1.5 lOYR 7/3 7.5YR 8/3 a 0

A 007 1 5.9 2.2 5Y 5/1 5YR 4/2 4 1 1 1 1 1

A oos 1 6.3 1.6 7.5YR 4/1 7.5YR 5/1 1 1 1 1

A 009 1 8.0 1.7 7.5YR 5/2 7.5YR 5/2 1 1

A oio 1 3.8 2.4 2.5YR 5/2 5YR 4/3 1 1

A 011 2 7.7 1.7 2.5Y 8/1 lOYR 8/3 7 0 2 1

A oiz 1 8.5 1.6 lOYR 6/2 lOYR 6/1 1 1 1 1

A 013 3 10.2 2.4 7.5YR 7/3 7.5YR 8/2

A 014 1 7.5 1.7 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 4 1 1 2 1 1

A 015 2 6.0 1.8 lOYR 6/2 lOYR 7/1 2 2 2 1

A 016 2 8.0 1..4 2.5Y 8/2 lOYR 7/3 7 0 2 1

A 017 1 7.2 2.4 7.5Y 7/1 N 8/0 1 4

A ois 1 4.6 2.5 5YR 5/4 5YR 6/4 1 1

A 019 1 5.7 2.7 N 7/0 N 6/0 1 2

A 020 1 3.5 2.2 lOYR 6/2 5Y 6/1 1 1

A 021 2 6.7 1.5 lOYR S/3 7.5YR 8/1 0 0

A 022 1 3.3 2.2 5Y 6/1 7.5R 6/2 1 4

A 023 1 2.5 2.4 N 7/0 N 7/0 1 4

A 024 2 6.8 1.4 lOYR 3/2 lOYR 6/2 7 0 0 1

A 025 1 9.2 1.9 lOYR 8/1 5Y 8/1 1 4

A 026 1 8.6 2.1 lOYR 8/1 5Y 8/1 1 4

A 0272 1 2.6 1.8 N 5/0 N 6/0 1 1

A 028 1 15.7 2.9 lOYR 7/1 5Y 6/1 4 1 1 2 1 1

A 0291一 1 12.2 2.5 7.5YR 8/1 lOYR 8/2 6 0 4 1

A 0292 1 10.7 2.4

A 030 1 5.3 2.2 2.5Y 8/2 5Y 8/2 1 0

A 031 1 2.8 2.5 lOYR 8/2 5Y 5/1 0 0

A 032 1 5.7 2.2 7.5Y 7/1 7.5Y 6/1 1 2

A 033 3 lOYR 8/1 lOYR 8/1

A 034 1 4.2 2.2 7.5Y 7/1 7.5Y 6/1 1 2

A 035 0 0 0

3 A 036 4 lOYR 8/1 lOYR 7/3

A 037 1 7.2 3.1 lOYR 7/3 lOYR 8/2 4 1 a 1

A 038 1 9.0 1.6 7.5YR 8/2 7.5YR 8/3 1 2

A 039 1 7.3 2.1 5Y 6/1 5Y 6/1 1 1 4 1
A 040 0 0 0

A 041 2 4.2 1.1 7.5Y 7/1 7.5Y 7/1 1 4

A 042 1 8.2 2.1 5YR 5/2 5Y 6/1 5 1 1 1

A 043 1 5.1 2.5 5YR 6/2 5YR 5/2 1 4

A 044 1 5.6 1.9 lOR 5/1 5YR 5/2 1 1 1 1 1 1

A 045 1 4.4 2.1 5YR 6/6 5YR 5/2 1 1

A 046 1 5.4 1.9 7.5YR 6/2 7.5YR 5/2 1 1 1 1
A 047 1 9.1 2.5 lOYR 8/1 7.5YR 8/1 4 0 0 2
A ors 1 2.4 2.0 N 6/0 N 7/0 6 1 5 1 焼成時に変形
A 049 1 5.7 2.5 7.5YR 8/1 5Y 7/1 3 1 4 1

A 050 1 7.5 2.4 lOR 5/3 lOR 5/3 1 1

A 051 1 7.5 1.9 5Y 5/1 lOYR 6/2 5 1 1 1 1 1

A 052 1 7.0 2.1 lOYR 7/2 lOYR 8/2 1 1 0 2

A 053 2 7.0 1.9 N 5/0 N 6/0 1 2

A 054 2 7.4 1.6 7.5Y 6/1 7.5Y iii 7 1 2 1

A 055 2 6.4 1.8 N 7/0 5Y 7/1 1 2

A 056 1 5.8 2.2 5Y 6/1 5Y 6/1 1 4
A 057 1 4.6 2.5 N 5/0 N 5/0 2 4
A 058 2 5.5 1.5 7.5YR 7/3 lOYR 7/1 1 2
A 059 1 7.8 3.1 7.5YR 8/1 lOYR 8/3 4 1 1 2 1 1
A 0601一 2 6.5 1.7 7.5YR 8/1 7.5YR 8/3 2 1 4 1

A 0602一 1 3.5 1.7 N 6/0 N 6/0

A 061 2 4.1 1.4 lOYR 8/3 lOYR 7/3 0 0

A 062 1 6.9 2.0 7.5YR 6/2 7.5YR 8/1 6 1 4 1
A 063 2 5.5 1.4 5Y 4/1 5Y 4/1 7 1 2 1

A 064 2 4.2 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 0 4 1

A 065 1 4.5 2.0 5Y 5/1 7.5YR 6/1 1 1
A 0661一 1 5.3 1.9 5YR 6/4 5YR 6/4 1 4
A 0662一 2 2.6 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 1 4 1

A 067 2 5.9 1.6 lOYR 8/1 lOYR 7/3 7 1 2 1

A 068 2 7.5 1.3 lOYR 8/1 lOYR 7/3 7 1 1 2 1 1

A 069 2 7.6 1.4 lOYR 8/1 lOYR 7/3 7 1 2 1
A 070 1 12ユ 1.9 5YR 6/3 5YR 6/2 4 1 1 4 1
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16 A 071 1 9.1 2.3 2.5YR 6/2 7.5YR 7/2 2 1 4 1

A 072 1 13.7 2.8 lOYR 8/1 lOYR 8/2 4 1 4 1

A 073 1 9.2 2.7 7.5YR 8/1 N 8/0 4 1 4 1

A 074 1 6.2 (1.7) 7.5YR 8/1 N 8/0 4 0 3 2

A 075 1 10.1 2.1 lOYR 6/1 N 6/0 1 2

16 A 076 1 9.6 2.0 2.5YR 5/2 lOR 5/2 1 1 4 1

A 077 1 5.2 2.0 5YR 6/2 7.5YR 7/2 1 4

A 078 1 10.3 2.6 N 6/0 N 6/0 3 5 2 4 3 1

A 079 1 11.0 2.3 lOYR 7/2 lOYR 8/1 5 1 4 1

A oso 1 8.4 2.4 lOYR 8/1 lOYR 8/2 1 4

A osi 1 11.4 2.5 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0

A oga 1 9.0 3.2 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

A 083 1 10.2 3.1 7.5YR Iii 7.5YR 7/2 1 1 4 1

A 084 1 8.1 2.4 7.5YR 6/1 7.5YR 6/1 1 4 1

A 085 1 8.0 2.9 N 5/0 N 4/0 3 1 2 焼成時に亀裂入る

A 086 1 14.1 2.2 7.5YR 8/3 7.5YR 8/2 1 1 2 1

A os7 2 4.6 1.1 lOYR 5/1 lOYR 5/1 7 1 2 1

A 088 1 7.7 2.7 7.5YR 6/1 lOYR 5/1 1 4

A 089 1 6.5 2.2 7.5YR 8/1 lOYR 7/2 ユ. 4

A 090 1 14.6 2.6 7.5YR 6/1 lOYR 7/1 5 1 2 1

A 091 3 N 8/0 N 8/0

A 092 2 4.0 1.1 7.5YR 7/1 5Y 6/1 1 2

A 093 1 7.1 2.6 lOYR 7/3 lOYR 8/3 1 4

12 A 094 3 8.8 1.7 N 5/0 N 6/0

A 095 2 7.7 2.0 lOYR 8/ユ lOYR 8/2 7 1 4 1

A 096 1 10.0 1.8 lOYR 8/1 lOYR 8/3 1 4

A 097 1 13.0 2.9 lOYR 8/1 lOYR 8/2 3 3 1 4 1 3

A 098 1 10.2 2.4 7.5YR 7/1 lOYR 7/1 2 1 4 1

A 099 1 6.2 1s 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 4 1 2 1

A 100 1 11.5 2.4 7.5YR
"7/3

7.5YR 8/3 1 4 1 2 1 1

A 101 2 8.0 1.2 lOYR 7/3 lOYR 8/3 1 2

A 102 1 7.6 2.1 lOYR 8/1 lOYR 8/3 1 4

A 103 1 8.7 3.0 7.5YR 7/3 7.5YR 8/3 5 1 2 1

16 A 104 1 10.7 2.4 2.5YR 5/2 lOR 5/2 1 4

A 105 1 3.6 2.7 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

A 106 1 3.3 2.4 N 4/0 N 6/0 1 4

A 107 2 4.4 1.7 lOYR 8/1 lOYR 7/3 7 1 1 2 1 1

A 1081 1 6.0 1.8 7.5YR 7/3 7.5YR 8/3 0 2

A 1082 0 1 0

A 109 1 7.7 2.5 lOYR 7/3 lOYR 8/2 1 2

A 110 1 8.0 2.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 4

A 111 2 4.8 1.3 7.5Y 7/1 7.5Y 7/1 1 2

A 1121 1 4.2 1.7 7.5YR 6/1 N 6/0 1 1

A 1122 1 3.2 2.1 7.5YR 7/1 lOYR 7/1 1 1

A 1131 1 3.4 1.7 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 0

A 1132 1 8.0 1.6 lOYR 5/1 N 6/0 1 4

A 114 2 6.5 1.4 lOYR 8/1 lOYR 8/2 2 2

A 115 2 3.3 1.1 5YR 6/4 7.5YR 8/3 0 0

A 116 1 6.0 1.8 lOYR 7/3 lOYR 7/4 1 4

A 1171 0 0 0

A 1172 1 4.9 2.1 5YR 5/3 5YR 5/3 5 1 1 1

A 1173 1 6.0 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 2 1

A 1181一 0 0 0
A 1182一 1 3.7 1.9 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 1 1 0 1

A 119 0 0 0

A 120 1 4.0 7.5YR 7/2 7.5YR 7/1 4 1 3 1

A 121 1 6.6 2.2 N 5/0 N 6/0 4 1 2 1

A 1221一 1 5.2 2.4 N 7/0 N 7/0 1 1 4 1

A 1222 1 1.5 1.7 5Y 7/1 5Y 7/1 0 0

A 1231 2 4.6 1.4 lOYR 6/2 lOYR 7/1 2 2

A 1232 1 1.5 1.5 5Y 5/1 N 6/0 1 1 4 1

A 1233 1 8.7 1.5 7.5YR 8/1 lOYR 7/2 5 1 1 1 4 1
A 1235一 1 3.5 1.6 lOYR 5/1 lOYR 6/1 1 2 2 1

A 1237一 0 0 0

A 1238一 0 0 0

A 1239一 1 3.2 2.0 2.5YR 6/6 2.5YR 6/6 1 1

A 1241一 1 5.7 1.5 N 6/0 N 6/0 4 1 2 1

A 1242一 2 4.7 (0.9) 5YR 5/4 7.5YR? 5/1? 1 3

A 1243一 2 4.1 1.3 7.5YR 8/1 7.5YR 7/2 7 0 0 2

A 1244一 2 3.9 0.9 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 5 1 4 1
A 1245一 2 7.2 2.6 7.5YR 8/2 7.5YR 7/2 0 4

A 1246一 2 5.0 1.2 5Y 6/1 5Y 7/1 7 1 2 1

A 1247一 2 4.7 1.6 lOYR 8/1 lOYR 8/1 2 3 2 3

A 1248一 1 4.1 1.3 lOYR 6/1 lOYR 6/1 0 0
A 1251一 2 6.2 1.7 7.5YR 8/2 7.5YR 8/3 0 0
A 1252一 2 5.0 (1.2) 7.5YR 8/2 7.5YR 6/2 0 0
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A 1253 1 3.9 1.7 5YR 6/4 5YR 6/4 1 0

A 1254 1 1.9 2.0 7.5YR 7/4 7.5YR 7/4 1 0

A 1255 1 6.1 1.3 5YR 5/6 5YR 7/4 4 1 1 1 1 1

A 1256 1 3.3 1.5 5YR 6/4 5YR 6/6 1 1 1 1

A 1258 1 3.6 2.2 5Y 5/1 7.5YR 7/4 1 1

A 1271 1 6.8 1.9 5YR 7/8 5YR 5/2 4 1 1 1 2 2

A 1272 1 2.0 2.5 5YR 6/6 5YR 6/6 1 1

A 1273 1 3.0 1.4 5YR 5/6 5YR 5/6 1 1

A 1274 0

A 128 2 3.0 1.5 7.5YR 7/1 7.5YR 7/2 1 1

A 1291 1 3.9 1.9 5YR 5/3 5YR 5/3 1 0

A 1292 2 4.2 1.2 5YR 5/6 5YR 6/4 a 0

A 1301 4 5Y 7/1 5Y 7/1

A 1302 1 5.9 1.5 2.5Y 6/0 lOYR 5/2 4 1 1 1 1

A 131 4 lOYR iii 10Yx 7/1

A 132 1 7.7 2.6 5YR 8/4 5YR 8/4 0 0

A 133 2 3.0 1.3 N 5/0 N 5/0 1 1 1 1

A 134 1 11.7 2.2 7.5YR 4/2 7.5YR 6/6 4 1 1 1 1 1

A 135 1 8.5 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 1 0 0 1 1

4 A 136 4 5YR 5/4 5YR 6/4 1 0

A 1371一 1 3.5 2.5 5YR 7/6 7.5YR 8/3 1 1 0 2

A 1372一 1 1.6 2.2 5YR 6/4 5YR 6/4

A 1373一 0 3 1

A ユ381 1 5.0 1.9 lOYR 6/1 7.5YR 7/1 1 1 2 1

A 1382一 1 3.9 1.6 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 4 1 0 2

A 139 1 3.4 1.5 5YR 6/4 5YR 6/4 1 1 1 1

A 140 2 3.8 1.8 N 8/0 lOYR 7/3 1 0
■

2 D ool 5

D 002 1 14.4 2.5 N 5/0 N 6/0 1 1 2 1

D 003 1 5.3 2.4 N 5/0 N 5/0 1 4

D 005 1 4.5 1.8 5Y 8/1 5Y 8/1 0 4

D 006 1 5.1 1.8 N 4/0 5Y 8/1 1 0

D 007 1 7.1 a.1 5Y 8/1 5Y 7/1 1 1 1 1

D oos 1 16.6 2.2 N 5/0 N 5/0 6 1 5 1 焼成時亀裂アリ
D 009 1 12.8 2.1 5Y 8/1 5Y 7/1 4 1 4 1

D oio 1 6.2 2.7 N 6/0 N 6/0 1 1 0 1

D oii 1 12.6 2.8 lOYR 8/1 lOYR 8/1 4 1 4 1

6 D 012 4

8 D 131 4

8 D 132 4

D 014 2 8.0 1.9 5Y 8/2 5Y 8/2 6 1 a 1

D 015 1 7.3 2.2 5Y 6/1 N 6/0 1 1

D 016 2 6.0 1.5 N ら/0 N 5/0 5 1 4 4

D 017 2 6.4 1.7 2.5Y 8/2 5Y 8/2 1 1 2 1

D ois 1 13.0 2.4 5Y 6/1 N 6/0 4 1 5 4 1 1

D 019 1 5.2 2.5 lOYR 8/3 2.5YR 8/2 1 2

D 020 1 4.4 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1 0 1

D 022 2 6.1 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 2

D 023 1 8.9 2.4 2.5Y 8/2 5Y 8/2 0 0

D 024 1 9.6 2.5 2.5Y 8/2 5Y 8/2 0 0

D 025 2 5.3 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 2

D 026 1 6.3 2.9 5Y 8/2 5Y 8/1 4 0 4 1

D 027 1 8.5 2.4 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 0 0

D 028 2 6.5 1.5 5Y 8/1 5Y 8/2 0 0

D 029 1 7.4 2.0 5YR 7/8 5YR 7/6 1 1

D 030 1 13.3 2.0 5Y 5/1 N 7/0 1 1 1 1 1 1

D 031 1 7.5 2.3 N 5/0 N 6/0 1 1 1 1 1 1

D 032 1 7.3 2.5 5YR 7/8 5YR 7/8 1 1

D 033 1 12.1 2.4 7.5YR 7/4 lOYR 8/4 1 0 0 2

D 034 1 8.6 2.0 N 6/0 N 6/0 1 1

D 035 1 4.8 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 2 0 0 1 1

D 036 1 4.3 1.7 2.5Y 7/2 7.5Y 8/1 一6 1 5 1

D 037 1 6.1 1.6 7.5YR 8/3 lOYR 8/3 1 1

D 038 1 10.3 2.5 7.5YR 8/4 7.5YR 8/4 1 1 1 1

D 039 1 6.3 1.7 lOYR 6/2 5Y 6/1 1 1 1 1

D 040 1 7.7 2.2 lOYR 5/1 5YR 8/4 1 1

D 041 4 5Y 7/1 5Y 7/1
D 042 1 8.0 2.9 5Y 5/1 N 5/0 1 1

D 043 1 10.3 z.a N 5/0 N 6/0 4 1 1 1 1 1

D 044 1 5.1 2.1 5Y 7/2 5Y 7/1 1 2

D 045 1 6.3 1.7 5Y 8/2 5Y 8/1 1 5

D 046 1 6.0 3.1 N 7/0 5Y 8/2 1 2 .

D
7

×47 1 4.5 3.0 N 7/0 5Y 8/2 1 2

D ors 2 7,0 1.8 7.5YR 8/1 lOYR 4/6 4 1 2 1

D 049 1 4.4 1.9 lOYR 5/1 lOYR 4/1 0 a

D 050 1 5.8 1.8 5YR 7/8 5YR 6/4 1 0 4 1

`
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D 051 1 3.0 2.0 5YR 7/8 5YR 7/8 1 0 1 1

D 052 2 5.5 (1.7) 5YR 7/8 5YR 6/6 0 1

D 053 1 8.7 2.1 N 6/0 N 5/0 1 1 1 1 1 1

D 055 1 12.1 2.3 10Y 6/0 10Y 7/0 1 1 1 1 4 1

D 056 z 5.7 1.4 N 5/0 N 6/0 1 2

D 057 1 11.1 1.9 N 4/0 5R 5/1 1 1 1 1 1 1

D 058 1 4.5 2.2 N 6/0 N 5/0 1 1 1 1

D 059 1 8.8 1.9 N 5/0 N 5/0 1 1 1 1 1 1

D 060 1 4.1 1.4 5Y 8/1 5Y 8/1 4 1 2 1

D 061 1 5.1 1s N 5/0 N 5/0 6 1 1 4

D 062 1 5.8 2.4 N 7/0 N 8/0 1 1 1

D 063 1 9.8 2.1 lOYR 8/6 lOYR 8/3 1 1

D 064 1 6.4 2.1 5Y 8/2 lOYR 8/2 1 1 0 2

D 065 1 7.2 2.2 5Y 8/2 lOYR 8/2 1 1 0 2

D 066 1 5.0 2.5 7.5Y 8/1 7.5Y 7/1 0 4

D 067 1 5.0 1.9 N 6/0 N 6/0 1 2

D 068 1 5.7 1.8 2.5Y 8/2 N 8/0 0 5

D 069 1 11.1 2.8 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 2 1 0 1 1

D 070 1 8.0 2.4 2.5YR 7/2 lOYR 8/2 1 1 1 1

D 071 1 8.0 2.2 N 6/0 N 6/0 5 1 5 1

D 07a 1 6.2 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 4

D 073 1 5.4 1.7 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 0

D 074 1 11.5 2.8 N 6/0 N 6/0 4 2 1 2 1 1 焼成時変形、亀裂

D 075 2 4.3 1.4 N S/0 N 8/0 7 0 0 2

D 076 1 3.0 1.4 N 8/0 N 8/0 1 1 1 1

D 077 1 3.1 1.9 2.5YR 6/6 2.5YR 6/6 4 1 1 1

D 07s 1 3.4 1.9 5YR 5/2 5YR 5/2 1 1

D 080 1 7.2 1.5 N 6/0 N 6/0 5 1 1 2 1 1

D osl 1 5.7 1.8 7.5YR 8/4 7.5YR 8/4 4 1 1 1 1 1

D 082 2 1.5 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 1 1 3 1

D 083 3

D 084 1 5.7 1.7 lOYR 8/1 N 8/0 1 5

D 085 1 12.7 2.7 N 7/0 5Y 8/1 4 1 2 1

D 086 1 8.4 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 1 0 2

D 087 1 4.5 1.3 5YR 7/6 5YR 6/6 4 1 1 1 1 1

D oas 1 6.5 2.8 5YR 5/4 5YR 6/2 1 1

D 089 2 6.4 (1.3) lOYR 6/1 lOYR 7/1 3 0

D 901 1 6.9 2.2 0 0

D 902 1 5.9 2.1 0 0

D 091 1 8.5 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2

D osa 2 3.5 2.3 5Y 8/1 N 8/0 3 1 2 1

D 093 2 8.0 1.5 7.5Y 7/1 5Y 8/2 7 1 0 2 2

D 094 1 7..9 1.6 lOYR 8/4 lOYR 8/3 1 0 0 2

D 095 1 7.4 2.4 N 7/0 7.5Y 7/1 1 1

D 096 2 6.8 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 10 7 0 2

D 097 1 4.8 1.2 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

D 098 1 2.9 1.3 5Y 7/1 5Y 6/1 4 1 2 1

D 099 1 8.4 2.1 7.5YR 8/3 5Y 7/2 1 1

D 100 1 7.1 1.9 lOYR 8/3 lOYR 7/1 1 2 1 2 1 1

D 101 1 7.6 2.1 lOYR 7/2 7.5YR 7/3 1 0

D 102 2 4.6 1.9 5Y 6/1 5Y 6/1 1 1

D 103 1 5.1 1.5 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 1 0 a

D 104 1 2.1 2.2 lOYR 5/1 lOYR 5/1 1 1

D 105 1 5.1 1.8 lOYR 6/1 5Y 7/1 1 1 1 1

D 106 1 7.8 1.5 7.5YR 8/3 7.5YR 7/3 1 1

D 107 1 4.6 2.4 lOYR 8/2 lOYR 7/2 0 1

D 108 1 5YR 6/4 5YR 6/4 3 1

D 109 1 7.5 1.5 N 8/0 lOYR 8/1 0 0

D 110 1 5.1 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 1 2 1

D 111 1 14.2 2.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 6 1 0 2 2 2

D 112 1 2.5 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 1 0 1

D 113 1 4.2 2.2 5Y 5/1 7.5YR 7/4 1 1

D 114 1 2.1 2.4 lOYR 8/3 lOYR 8/1 6 0 2 1

D 115 1 4.0 1.6 5Y 7/1 lOYR 8/1 1 0

D 116 1 7.1 1.6 5Y 7/1 lOYR 8/1 1 0

D 117 1 4.6 1.6 lOYR 7/1 lOYR 8/1 5 1 5 1

D 118 1 4.4 1.2 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 0 0 2

D 119 1 5.4 1.7 N 8/0 lOYR 8/1 1 5

D 120 1 2.7 7.5YR 8/3 ?.5YR 8/3 1 1

D 121 1 8.0 2.0 5Y 8/1 5Y 7/1 1 1

D 122 2 5.1 0.9 lOYR 8/3 lOYR 8/3 7 1 0 1

D 123 1 5.1 1.4 lOYR 7/2 lOYR 7il 1 2

D 124 1 3.2 1.7 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 0 0 2

D 125 1 7.1 2.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

D 126 1 6.3 2.0 5Y 7/1 5Y 8/1 4 1 1 0 1 2

D 127 1 5.9 2.5 5Y 5/1 N 6/0 1 1
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D 128 2 4.0 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/1 7 0 0 2

D 129 1 11.5 2.1 N 6/0 N 5/0 6 1 4 1
D 130 1 2.8 2.3 lOYR 8/3 lOYR 8/2 0 0

D 131 1 6.0 1.3 lOYR 7/2 lOYR 7/2 4 0 0 1

D 132 1 3.6 2.1 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 1

D 133 2 4.7 1.1 N 8/0 lOYR 7/1 7 1 1 2 1 1

D 134 1 7.8 2.5 5YR 7/6 5YR 7/6 1 1 1 2
D 135 1 11.2 2.2 5YR 7/6 5YR 7/6 1 1
D 136 1 5.9 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 4 0 a 1 1

D 137 1 8.4 2.2 N 7/0 N 7/0 1 1

D 138 1 6.3 2.0 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 1 1

D 139 2 4.4 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/1 7 0 0 2

D 140 1 8.9 1.6 lOYR 7/2 7.5YR 8/3 7 0 2 2

D 141 2 6.6 1.1 lOYR 7/3 lOYR 6/1 7 1 2 1

D 142 2 5.6 1.4 N 6/0 N 6/0 5 6 1 0 1 1

D 143 1 6.1 2.1 lOYR 6/1 lOYR 7/1 1 1
D 144 1 9.4 2.3 N 6/0 N 6/0 8 1 8 1 焼成時の亀裂あり
D 145 1 7.8 1.9 N 5/0 N 5/0 5 1 1 1

D 146 1 3.7 2.5 N 4/0 N 4/0 0 4

D 147 2 3.0 1.8 N 5/0 N 6/0 5 1 1 2 1 1

D 148 1 2.6 1.5 lOYR 8/2 ユOYR 8/1 0 4

D 149 1 3.2 1.7 lOYR 8/3 lOYR 7/1 1 2

D 150 2 6.7 2.0 lOYR 7/2 lOYR 8/1 0 0
D 151 1 6.7 2.0 lOYR 8/2 lOYR 6/1 1 1 1 1
D 152 1 8.5 2.5 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 4
D 153 1 5.8 2.2 5Y 6/1 lOYR 6/1 1 1 1 1

D 154 1 7.6 2.0 lOYR 8/1 lOYR 7/2 4 1 0 2

D 155 1 3.2 1.7 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0

D 156 1 5.2 2.4 lOYR 8/1 lOYR 8/2 6 1 2 1

D 157 0 5Y 6/1 1 3
D 158 2 5.1 1.1 lOYR 7/2 lOYR 8/2 7 1 0 0 2 2
D 159 0 lOYR 8/2 1 3
D 160 1 3.2 1.4 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

D 161 0 3 1

D 162 1 4.6 1.9 5YR 6/3 5YR 6/4 1 1

D 163 2 5.5 1.7 lOYR 7/2 lOYR 7/2 5 0 0 2

D 164 1 6.9 1.9 5YR 6/6 5YR 7/6 1 1
D 165 2 5.9 1.5 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 4
D 166 1 4.6 1.8 lOYR 8/1 ユOYR 8/1 1 2
D 167 1 7.6 1.9 lOYR 7/1 N 8/0 1 1
D 168 1 4.3 1.7 N 4/0 N 5/0 5 1 1 1
D 169 0 3 3
D 170 2 3.8 1.6 5Y 7/1 5Y 7/1 1 0

D 171 2 6.5 1.5 5Y 7/1 lOYR 7/1 7 1 2 1

D 172 1 5.2 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 4
D 173 2 5.5 1.6 5Y 6/1 N 8/0 7 1 1 2 1
D ユ74 1 3.9 1.9 N 7/0 N 7/0 1 1
D 175 1 5.5 2.0 5YR 5/4 5YR 5/4 1 1
D 176 1 7.5YR 6/4 7.5YR 6/4 1 3
D 177 0 7.5YR 7/3 3 1
D 178 1 7.4 2.3 lOYR 8/1 lOYR 7/1 5 1 2 1
D 1791一 1 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 1 3
D 1792一 1 7.5YR 6/2 7.5YR 6/2 0 1
D 180 1 8.0 1.7 7.5YR 6/3 5Y 7/1 3 1 2 1
D 181 1 4.6 2.0 lOYR 6/3 lOYR 6/2 1 1 1 1
D 182 1 5.2 2.5 lOYR 8/1 lOYR 7/2 1 1 0 2
D 183 1 7.3 2.8 N 6/0 N 5/0 1 2
D 184 1 4.2 1.4 N 8/0 lOYR 8/1 7 1 2 1
D 185 1 3.5 1.7 7.5YR 7/3 lOYR 8/4 2 1 2 1
D 186 1 8.5 ユ.5 7.5YR 6/6 lOYR 7/2 1 0 0 2
D 187 1 4.8 2.0 5Y 7/1 5Y 8/2 0 0
D 188 1 4.8 1.6 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 1 1 5 2 1 1
D 189 1 5.5 2.1 5Y 7/1 lOYR 6/1 1 5
D 190 1 2.5YR 8/2 2.5YR 8/2 1 3
D 191 1 6.6 2.0 N 6/0 N 6/0 1 1
D 192 1 10.5 2.5 lOYR 8/1 N 8/0 5 1 1 2 1 1

D 193 1 9.5 2.4 lOYR 8/1 N 8/0 1 1 1 4 1 1
D 194 1 4.6 2.1 N 7/0 lOYR 6/1 1 1
D 195 1 6.7 2.0 5YR 6/4 lOYR 5/3 6 1 1 1 1 1
D 196 1 3.9 2.0 5YR 6/4 N 8/0 ユ 1
D 197 2 5.5 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 1 0 0 2 1
D 198 1 9.6 2.1 lOYR 6/1 N 7/0 1 1
D 199 2 5.4 1.6 lOYR 8/1 lOYR 8/2 1 a
D 200 1 10.1 2.5 lOYR 8/1 lOYR 7/1 1 2
D 201 2 4ユ 1.2 5Y 6/1 5Y 7/1 1 2
D 202 1 8.6 2.1 2.5YR 5/2 5YR 6/1 4 1 1 1 1
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D 203 1 2.0 1s 5YR 6/2 5YR 6/3 1 1

D 204 1 8.2 2.0 5Y 6/1 lOYR 4/1 9 1 1 4

D 205 1 7.2 2.2 N 4/0 N 4/0 9 1 1 1

D 206 1 5.7 2.3 5YR 6/4 7.5YR 7/2 1 1

D 207 1 12.2 2.3 N 7/0 N 7/0 6 1 1 1 1 1

D 208 1 5.1 1.6 lOYR 4/1 N 4/0 9 1 1 4

D 209 1 13.7 2.1 lOYR 6/1 N 6/0 5 1 1 1

D 210 1 7.9 2.0 5YR 5/3 5YR 5/4 1 1

D 211 1 5.9 2.1 5YR 5/3 5YR 7/6 2 1 1 1 1 1

D 212 1 5.8 1.6 5Y 7/1 5Y 7/1 1 2

D 213 2 4.3 0.9 lOYR 8/1 lOYR 8/1 5 1 0 2

D 214 2 3.6 1.2 lOYR 8/1 5Y 7/1 4 1 0 2

D 215 ユ 4.0 1.5 N 7/0 N 6/0 4 1 1 5 1 1

D 216 1 7.5 2.0 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 1 2

D 217 2 3.5 1.5 10Yx 8/3 lOYR 7/2 5 1 2 1

D 218 1 7.0 1.8 lOYR 5/1 lOYR 5/1 4 1 ユ 1 1 1

D 219 1 6.0 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1 2 1

D 220 1 3.3 1.3 N 6/0 N 6/0 1 2

D 221 1 6.6 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1 2 1

D 222 1 3.2 2.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2

D 223 1 4.2 1.9 5Y 6/1 N 6/0 1 5 2 1

D 224 1 4ユ 2.3 N 6/0 lOYR 6/1 1 1 2 1

D 225 1 5.6 1.3 5Y 7/1 lOYR S/4 1 2

D 226 1 7.1 ユ.8 N 5/0 N 5/0 4 a 5 1 1

D 227 1 4.0 1.8 lOYR 8/1 ユOYR 8/2 4 1 0 4 2 2

D 228 1 8.2 1.8 lOYR 6/1 7.5YR 7/2 1 0 0 2

D 229 1 4.3 1.4 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 0 0 2

D 230 1 5.7 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 5 1 2 1

D 232 1 4.9 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/3 5 1 2 1

D 234 1 6.7 2.1 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

D 235 2 3.0 1.2 N 8/0 lOYR 8/3 1 2 2 2

D 236 1 4.8 1.3 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 2
D 237 1 6.3 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 1 0 2 2

D 239 1 3.5 1.6 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 1 2

D 238 1 4.8 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2 1

D 240 0 0 0

D 241 1 5.1 1.9 5Y 7/1 lOYR 8/1 5 1 1 5 1

D 2421 1 7.2 1.7 5Y 6/1 7.5YR 7/1 1 5
D 2422一 1 4.2 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2
D 243 2 4.8 1.0 lOYR 8/1 lOYR 7/1 1 1 2 1

D 244 1 7.2 2.0 N 5/0 N 6/0 6 1 2 1 焼成時の亀裂あり
D 245 1 10.5 1.4 5Y 7/1 5Y 7/1 6 1 1 8 1 1

D 246 2 7.5 1.7 lOYR 8/3 lOYR 6/2 5 1 2 1

D 247 1 3.8 1.2 5Y 5/1 N 5/0 2 2

D 249 2 2.8 1.0 5Y 6/1 5Y 6/1 1 0
D 250 2 4.3 1.2 5Y iii N 8/0 1 5
D 251 1 5.2 1.9 5Y 7/1 5Y 7/1 5 1 1 5 1 ユ
D 252 1 6.7 1.3 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 4

D 253 1 6.2 2.9 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 3 1 2 1 1

D 254 2 6.3 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2

D 255 0 0 a

D 256 2 3.0 os 7.5YR 7/2 7.5YR 7/2 1 0
D 257 1 10.1 2.3 lOYR 8/3 lOYR 8/2 5 1 2 1
D 258 1 10.0 1.7 lOYR 8/2 lOYR 8/2, 1 2
D 259 1 5.7 1.1 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2

D 260 1 12.0 2.1 N 6/0 N 5/0 1 1 2 1

D 261 1 5.6 1.6 lOYR 8/1 7.5YR 7/2 5 1 1 2 1 1
D 262 1 5.4 1.6 lOYR 8/1 lOYR 8/2 7 1 4 2
D 263 2 6.3 1.5 lOYR 7/1 lOYR 8/2 ユ 2 0 1
D 264 2 2.7 1.1 5Y 7/1 5Y 7/1 10 1 2 ユ

D 265 1 3.6 2.3 lOYR 8/2 7.5YR 8/3 1 1 2 ユ

D 266 1 6.1 1.6 N 5/0 7.5YR iii 1 2 0 1
D 2671一 1 2.6 2.5 N 5/0 7.5YR 7/1 1 4
D 2672一 1 3.4 1.7 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 0 0 2
D 2673一 2 2.9 1.2 5Y 8/2 lOYR 8/1 6 0 0 2
D 268 1 4.0 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1 2 1

D 269 1 5.9 2.2 5Y 7/1 5Y 7/1 3 1 5 1
D 270 2 5.6 1.0 lOYR 6/1 lOYR 7/1 ユ0 1 4 1
D 271 1 8.6 1.7 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 1 0 1
D 272 1 5.4 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 1 0 1
D 273 2 6.2 1.4 N 8/0 lOYR 8/1 1 1 5 1
D 274 1 3.8 1.4 N 6/0 N 6/0 1 4

D 275 2 2.2 1.0 lOYR 6/1 5Y 6/1 5 1 4 1
D 276 ユ 6.4 1.9 lOYR 8/3 lOYR 7/1 1 1 2 1
D 277 1 9.4 2.6 lOYR 8/2 7.5YR 6/2 5 2 1 4 1 1
D 278 1 9.8 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/2 3 2 1 0 1 1
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D 279 1 5.0 2.2 lOYR 8/1 lOYR 8/2 4 0 4 2

D 280 1 6.6 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 0 4 2

D 281 1 7.2 2.0 lOYR 7/1 5YR 6/2 4 1 4 1

D 282 2 6.8 1.8 lOYR 8/2 lOYR 7/2 1 2

D 283 1 4.0 1.7 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 1 0 2

D 284 ユ 6.7 2.4 lOYR 6/1 5YR 7/1 1 2 1 4 1 1

D 285 1 11.0 1.7 N 6/0 N 5/0 1 4

D 286 1 7.7 2.3 lOYR 8/1 lOYR 8/2 5 6 2 1

D 2871 2 4.1 1.1 lOYR 7/1 lOYR 8/2 7 0 2 z

D 2872 1 9.7 1.7 lOYR 8/1 lOYR 8/3 4 1 1 2 1 1

D 288 1 5.2 1.9 7.5YR 6/1 N 6/0 1 2

D 289 2 2.9 1.1 5Y 8/1 5YR 8/2 0 a

D 290 2 4.1 1.7 lOYR 7/2 lOYR 6/1 1 0 4 1

D 291 2 5.7 1.6 lOYR 7/2 lOYR 6/1 0 4

D 292 2 2.9 1.6 5Y 8/2 2.5Y 8/2 7 0 0 2

D 293 1 2.4 2.1 5Y 6/1 5YR 7/1 1 5

D 294 1 4.1 2.2 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 1 0 2

D 295 1 5.2 1.8 5Y 7/2 5YR 7/2 2 1 2 1

D 296 1 5Y 8/1 5Y 8/1 0 0

D 297 0 0 0

D 298 1 5.8 2.3 2.5Y 8/2 5Y 8/2 1 0

D 299 1 6.0 2.3 5Y 8/2 lOYR 8/3 1 0

D 300 1 5.8 2.2 lOYR 8/2 7.5YR 8/3 1 2

D 301 1 2.9 1.4 5Y 7/2 5Y via 7 1 2 1

D 302 0 lOYR 8/2 1 3

D 303 1 6.3 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/3 5 1 2 1

D 304 1 6.2 1.2 5Y 7/1 N 8/0 1 5

D 305 1 3.9 2.2 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 1 1

D 306 1 3.0 1.2 7.5YR 7/3 7.5YR 8/3 ユ 0

D 307 1 3.6 1.8 lOYR 7/2 2.5Y 8/2 0 0

D 308 1 2.7 1.4 7.5YR 7/1 ス5YR 7/1 5 1 2 1

D 309 1 6.9 2.2 N 5/0 N 5/0 1 1

D 310 2 4.3 ユ.6 5Y 6/1 5Y 6/1 5 1 1 1

D 311 1 6.8 2.3 ユOYR 5/1 lOYR 5/1 1 1 1 1

D 312 1 (1.0) 2.5YR 6/6 5YR 5/6 3 3

D 313 1 5.9 1.6 5YR 6/6 5YR 7/6 2 1 1 1

D 314 2 2.1 0.9 2.5Y 8/2 2.5Y 8/2 1 0 0

D 315 2 3.5 1.2 5Y 6/1 5Y 7/1 1 6

D 316 1 6.3 2.9 7.5Y 8/1 2.5Y 8/2 2 0 0 2

D 317 1 7.5YR 8/1 2.5Y 8/2 0 1

D 318 1 3.3 2.1 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

D 319 2 2.2 1.9 7.5Y 8/1 5Y 8/2 1 0 a 1

D 320 1 7.5 2.1 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

D 346 1 7.4 2.2 7.5Y 8/1 5Y 7/1 1 1 2 1

D 321 1 5.3 1.5 lOYR 8/3 lOYR 8/4 1 1 2 1

D 322 1 5.3 2.5 5YR 6/3 5YR 6/4 1 1

D 323 1 4.9 1.9 5Y 6/1 5YR 5/2 1 1 1 1

D 324 1 8.9 1.9 7.5YR 8/4 7.5YR 8/1 1 1 4 1

D 345 1 4.7 1.5 lOYR 6/1 N 8/0 1 2

D 347 1 4.7 1.6 N 6/0 N 6/0 1 2

D 348 1 3.6 1.2 lOYR 7/2 lOYR 8/3 1 2

D 349 1 5.0 1.3 lOYR 7/2 lOYR 8/3 1 2

D 350 1 6.2 (1.2) 7.5Y 8/1 7.5Y 8/1 3 1

D 351 1 5.3 1.6 2.5Y 8/2 5Y 8/2 0 4

D 352 1 11.9 3.7 N 6/0 N 7/0 1 1 1 2 1 1

D 353 1 5.0 1.5 lOYR 7/3 7.5YR 8/4 0 2

D 354 2 4.8 1.9 2.5Y 7/2 5Y 7/2 7 1 2 1

D 355 2 4.0 1.3 5Y 7/2 5Y 7/2 5 1 2 1

D 356 1 6.6 2.4 N 5/0 N 5/0 4 1 2 1 1 焼成時の変形 ・亀裂あり
D 357 1 9.2 2.4 lOYR 6/1 N 6/0 9 1 1 1
D 358 2 3.6 1.9 7.5YR 7/3 7.5YR 6/1 8 1 7 1 1

D 359 1 5.9 1.6 lOYR 8/1 5Y 7/1 1 1 0 2 2

D 360 1 5.9 2.1 N 5/0 N 7/0 1 1

D 361 1 9.4 2.8 lOYR 8/1 7.5YR 7/2 4 1 0 1

D 362 2 6.0 1.5 5YR 5/6 7.5YR 5/3 7 1 2 1

D 363 ユ 3.7 1.7 7.5YR 7/3 7.5YR 8/3 ユ 1 2 1

D 364 2 4.5 1.3 5Y 7/1 lOYR 7/1 7 1 0

D 365 1 9.3 2.1 7.5YR 6/3 lOYR 7/3 1 1 1 1

D 366 1 10.7 2.4 7.5YR 6/6 7.5YR 7/3 6 1 2 1

D 367 1 4.5 2.2 5Y 6/1 N 6/0 4 1 2 1
D 3681 1 3.3 1.6 5Y 8/2 5Y 8/2 1 2 1

D 3682 1 3.6 1.8 5Y 7/2 5Y 7/2 1 2

D 369 1 2.7 1.1 5YR 6/4 5YR 6/4 3 1 1

D 370 1 4.1 1.8 7.5Y 5/1 7.5Y 5/1 1 2

D 371 1 3.0 2.4 N 6/0 N 5/0 1 5

D 372 1 4.9 1.9 5Y 4/1 5Y 7/1 0 4
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D 373 1 7.9 1.8 lOYR 7/2 lOYR 8/3 1 2

D 374 1 2.6 2.1 N 6/0 N 5/0 4 1 2 1

D 375 1 11.5 2.7 N 5/0 5Y 8/1 6 1 1 5 1 1 焼成時の亀裂あり

D 376 2 5.7 1.6 5Y 8/1 5Y 8/2 7 0 0 2

D 377 1 4.0 1.9 5Y 4/1 5Y 7/1 1 0

D 378 1 5.5 1.7 N 5/0 7.5Y 7/1 5 1 8 1

D 379 1 11.1 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/2 6 1 2 1

D 380 1 1.9 1.8 5Y 7/1 5Y 7/1 1 0

D 381 1 3.5 (1.5) 5Y 4/1 5Y 7/2 3 4

D 382 2 3.9 1.6 2.5Y 8/2 2.5Y 8/2 1 0

D 383 1 2.4 1.9 5Y 7/1 5Y iii 6 1 2 1

D 384 2 3ユ 2.0 lOYR 8/1 2.5Y 8/2 0 0

D 385 1 4.9 1.8 5Y 8/1 5Y 7/1 1 1 2 1

D 386 1 7.9 1.6 7.5Y 7/1 N 6/0 1 2

D 3871一 1 4.8 1.5 N 5/0 7.5Y 7/1 1 8

D 3872一 1 2.8 1.5 N 5/0 7.5Y 7/1 1 8

D 388 1 12.5 2.1 N 5/0 N 5/0 2 1 8 1

D 389 1 4.9 2.5 lOYR 7/2 lOYR 8/2 1 0 4 2

D 3901 1 8.9 2.5 5Y 6/1 5Y 6/1 1 8 1

D 3902一 1 9.9 2.0 N 8/0 5Y 7/1 1 2 1

D 391 1 10.7 2.0 N 5/0 7.5YR 8/1 8 2 1 8 1 1

D 392 1 3.4 1.6 lOYR 6/2 lOYR 5/1 1 2

D 393 1 4.4 1.5 5Y 7/1 5Y 7/1 1 5

D 394 1 6.6 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2

D 395 1 5.2 2.7 lOYR 7/2 5Y 5/1 0 4

D 3961 1 4.7 1.4 7.5YR 8/1 5Y 8/1 1 0 0 1

D 3962 z 2.2 ユ.3 5Y 8/1 5Y 8/1 1 2

D 397 1 7.7 2.6 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1 2 1

D 398 1 8.7 1.5 lOYR 7/2 7.5YR 8/1 1 1 2 1

D 399 0 4.9 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 0

D 400 1 7.6 1.7 N 6/0 N 6/0 5 1 2 1

D 401 1 9.9 2.4 5Y 6/1 N 6/0 4 1 8 1

D 402 2 3.0 1.5 2.5Y 8/2 5Y 8/2 7 0 0 2

D 403 2 6.0 1.9 2.5Y 8/2 5Y 8/2 7 1 0 0 2 2

D 404 0 4.7 2.4 lOYR 7/2 5Y 6/1 0 4

D 405 2 3.9 1.2 lOYR 8/2 lOYR 8/4 1 1 0

D 406 1 4.2 1.8 N 6/0 N 6/0 1 1 1 2 2 2

D 407 1 2.5 1.9 lOYR 8/2 5Y 8/1 1 0

D 408 1 3.3 1.9 7.5YR S/1 lOYR 8/1 1 0 0 2

D 409 1 2.6 0.9 N 5/0 N 5/0 1 2

D 410 1 5.4 1.9 7.5Y 6/1 N 6/0 1 2 焼成時の亀裂あり
D 411 1 2.6 1.5 5Y 7/1 5Y 7/1 1 1 5 1

D 4121 a 1.9 1.4 5Y 7/1 5Y 6/1 1 2

D 4122 1 3.8 2.4 5Y 8/1 lOYR 8/2 1 0 4 2

D 413 1 3.6 os lOYR 8/4 lOYR 8/4 1 0

D 4141 2 3.4 1.1 5Y 8/1 N 8/1 5 1 2 1

D 4142 2 2.1 1.0 7.5Y 6/1 5Y iii 5 1 z 1

D 415 1 3.1 2.1 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2

D 416 1 3.0 1.3 lOYR 8/1 lOYR 8/1 4 0 0 2

D 417 2 4.7 1.6 lOYR 8/2 7.5Y 8/1 1 0

D 418 1 4.8 1.5 5Y 5/1 7.5Y 7/1 1 2

D 419 1 4.7 1.2 7.5YR 8/1 lOYR 8/1 0 0

D 420 1 6.1 2.6 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 0

D 421 1 5.1 1.9 5Y 7/1 5Y 8/1 1 2

D 422 1 8.2 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1 4 2

D 423 1 10.4 2.6 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 1 0 2

D 424 1 9.8 2.4 lOYR 8/2 lOYR 8/3 2 0 0 2

D 425 0 3.3 1.9 5Y 7/1 5Y 8/1 1 5

D 426 1 8.3 1.7 5Y 8/1 5Y 8/1 4 1 5 1

D 427 1 4.3 1.9 5Y 6/1 5Y 6/1 1 2 1 1

D 428 1 5.6 1.9 lOYR 7/3 lOYR 8/2 1 2

D 429 1 6.5 1.7 lOYR 7/3 lOYR 8/2 1 2

D 430 1 8.6 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 2 1 6 4

D 431 1 8.5 1.6 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 1 2

D 432 1 7.0 1.0 2.5YR 8/2 2.5YR 8/2 3 2

D 433 1 7.3 1.6 7.5YR 6/2 lOYR 7/2 5 1 2 1

D 434 1 5.0 2.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 2

D 435 1 9.3 2.2 lOYR 7/2 lOYR 7/2 0 0

D 436 1 3.5 2.3 lOYR 8/2 lOYR 8/1 0 0

D 437 1 12.2 2.1 lOYR 5/1 N 4/0 1 1 4 1

D 438 2 3.2 1.0 5Y 7/1 7.5Y 6/1 1 2

D 439 1 6.0 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2

D 440 1 6.3 1.2 lOYR 7/1 lOYR 8/2 1 1 0 2

D 441 1 6.6 1.7 lOYR 6/1 N 8/0 1 2

D 4421 2 2.5 0.9 lOYR 7/1 lOYR 7/1 0 2

D 4422一 1 3.2 1.3 lOYR 8/1 lOYR 8/4 1 0 2
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D 443 1 5.8 1.2 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 2

D 444 1 7.4 1.6 N 5/0 N 6/0 1 1 2 1
D 445ユー 1 5.0 0.9 5Y 6/1 5Y 6/1 5 1 2 1

D 4452一 1 2.2 2.0 5Y 6/1 lOYR 4/1 1 1

D 4461一 1 ユユ 2.0 lOYR 6/1 lOYR 4/1 3 1 5 1

D 4462一 1 4.4 1.8 N 6/0 7.5YR 6/1 4 1 1 2 1 1

D 447 1 5.3 2.0 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 0 4 1 9

D 448 2 4.0 2.3 0 0
D 449 1 3.0 1.8 lOYR 8/1 lOYR 8/1 4 0 0 2
D 450 1 5.8 1.9 lOYR 5/1 N 5/0 5 1 2 1

D 451 1 5.3 1.3 N 6/0 N 6/0 1 2

D 452 1 3.7 (1.8) 5YR 6/4 5YR 6/4 1 3

D 453 2 3.6 1.0 2.5GY 5/1 N 6/0 5 1 1 1

D 454 1 11.7 1.9 5YR 6/4 5YR 6/4 4 1 2 1
D 455 2 3.9 1.4 N 5/0 N 6/0 1 1
D 456 1 10.6 1.9 5Y 6/1 lOYR 4/1 9 1 1 1 1 5

D 457 1 4.6 1.8 N 4/0 N 4/0 9 ユ 1 1 4 1

D 458 1 4.9 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0

D 459 2 4.2 1.2 lOYR 8/1 lOYR 8/2 1 0

D 460 1 9.0 2.6 N 6/0 N 5/0 6 1 5 2 1 1

D 461 1 8.4 1.6 7.5Y 7/1 lOYR 8/1 1 5 2 1
D 462 1 6.2 1.7 lOYR 8/1 lOYR 8/1 5 0
D 464 1 8.6 1.5 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0
D 465 1 10.0 2.0 lOYR 8/3 lOYR 8/2 5 1 2 1

D 466 1 9.7 1.8 lOYR 8/4 lOYR 8/2 5 1 2 1

D 468 1 5.4 1.7 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 2

D 469 4 4.0 1.8 5Y 8/1 5Y 8/ユ

D 470 1 5.6 1.6 lOYR 8/1 lOYR 8/1 4 1 0 2
D 471 1 13.5 1.9 lOYR 6/1 lOYR 4/1 6 1 5 1
D 472 1 13.3 2.2 lOYR 8/3 2.5Y 8/2 7 1 1 2 1 1
D 473 1 5.2 1.9 lOYR 8/4 lOYR 8/2 0 0
D 474 1 10.7 2.4 2.5Y 8/2 lOYR 8/3 5 4 1 0 1 1

D 475 1 6.8 1.2 lOYR 8/1 lOYR 8/3 1 0

11 D 476 3 15.0 2.0 5Y 8/1 2.5Y 8/2

D 477 1 10.1 2.2 2.5Y 8/2 2.5Y 8/2 5 1 2 1
D 478 2 4.4 1.3 5Y 7/1 5Y 7/1 1 0
D 479 1 8.7 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/4 1 1 4 1
D 480 1 3.3 ユ.7 N 8/0 7.5Y 6/1 1 1 5 1
D 481 1 2.5 2.0 N 4/0 N 5/0 1 1
D 482 2 4.4 1.3 lOYR 8/3 lOYR 8/4 5 1 z ユ
D 483 2 4.6 1.4 5Y 8/1 lOYR 7/3 7 0 0 2

13 D 484 6 11.1 1.8 N 5/0 N 6/0 1 2 1 1

D 485 1 5.4 2.2 2.5Y 8/2 5Y 8/2 4 1 0
D 486 1 6.3 2.2 lOYR 8/4 lOYR 8/1 1 2
D 487 1 3.4 2.2 2.5Y S/1 lOYR 8/2 1 0
D 488 1 4.6 1.3 7.5Y 5/ユ 7.5Y 5/1 7 1 1 1
D 489 1 13.0 2.4 2.5Y 8/2 2.5Y 6/1 0 4
D 490 1 5.5 2.1 5Y 5/1 5Y ail 0 0
D 491 1 6.0 2.3 5Y 7/1 7.5Y 8/1 5 0
D 492 1 7.7 2.2 2.5Y 8/2 2.5Y 6/1 1 0 4

19 D 493 1 8.9 2.2 lOYR 7/1 2.5Y 8/3 1 1 2 1
D 494 1 8.9 2.7 5Y 5/1 5Y 6/1 1 2 焼成時の亀裂アリ
D 495 1 7.7 1.8 N 6/0 N 5/0 4 1 5 1
D 496 1 12.2 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/4 1 1 1 2 1 1
D 497 1 5.2 1.5 2.5Y 8/1 2.5Y 7/2 4 0 5 2
D 498 2 5.7 1.6 10Y 6/1 lOYR 8/2 5 1 2 1
D 499 2 7.3 ユ.7 2.5Y 8/4 2.5Y 7/4 5 0 4 1
D 500 1 2.7 2.1 7.5YR 5/4 7.5YR 6/6 9 1 0 1
D 501 1 3.8 1.9 lOYR 7/3 lOYR 7/3 1 1
D 502 1 5.5 1.8 2.5Y 7/1 2.5Y 7/2 4 1 1 1
D 503 1 5.9 1.3 ユOYR 8/1 lOYR 5/4 3 1
D 504 1 5.0 (0.7) lOYR 6/1 5YR 6/4 4 1 3 2
D 505 1 5.0 (1.3) lOYR 6/1 lOYR 7/ユ 1 3
D 506 1 6.1 1.7 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 1 1 5
D 507 1 13.6 1.6 lOYR 6/ユ lOYR 7/1 5 1 1 1
D 508 1 3.4 (1.1) lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 3

D 509 2 4.1 1.4 2.5Y 8/2 2.5Y 8/2 1 0
D 510 2 3.0 1.3 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 1 0 2
D 511 1 6.2 2ユ 7.5YR 6/1 7.5YR 7/1 5 1 2 1
D 512 1 8.3 1.6 10Yx 6/1 lOYR 8/1 5 1 5 1
D 513 2 4.8 1.1 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 0 2
D 514 1 10.9 1.8 2.5YR 6/6 2.5YR 6/6 4 1 1 1 1 1

＼℃
ト

D 515 1 10.1 2.0 5YR 6/3 5YR 6/4 4 1 1 1 1 1
D 516 1 8.3 1.1 5YR 7/4 5YR 7/4 1 1
D 517 2 6.1 1.2 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 4
D 518 2 4.6 1.3 2.5YR 8/2 2.5YR 8/2 7 0 0 2
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D 519 1 7.1 1.6 2.5Y 8/2 2.5Y 8/2 0 0

D 520 1 5.2 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0

D 521 1 6.1 ユ.3 N 5/0 lOYR 5/1 1 1 5 1 焼成時の亀裂アリ
D 522 1 7.2 2.3 lOYR 7/1 lOYR 7/1 4 1 1 1 1 1

D 523 1 9.6 2.5 lOYR 8/1 lOYR 8/2 6 0 4 2

D 524 2 4.5 1.7 5YR 6/3 7.5YR 5/2 5 1 1 1 1 1

D 525 1 6.6 2.0 7.5YR 8/1 7.5YR 6/2 1 2

D 526 2 7.2 1.4 N 8/0 lOYR 8/1 7 1 5 1

D 527 2 3.5 1.6 7.5YR 7/1 lOYR 7/1 1 2

D 528 2 3.7 1.7 7.5YR 8/3 lOYR 8/3 5 1 0 2

D 529 2 6.5 1.8 7.5YR 8/3 lOYR 8/3 1 0

D 530 1 7.8 2.4 lOYR ブ/2 lOYR 7/2 5 1 1 2 1 1

D 531 2 3.6 1.1 lOYR 8/1 lOYR 8/1 0 0

D 532 1 7.4 2.0 lOYR 5/1 N 6/0 4 1 5 2

D 533 2 5.6 2.0 lOYR 8/3 lOYR 8/1 1 2

D 534 2 3.2 1.2 lOYR 8/1 5Y 8/2 0 0

D 535 1 5.3 2.0 lOYR 7/1 lOYR 6/1 4 1 5 1
D 536 1 5.9 2.0 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 4 5 4 1

D 537 2 5.5 2.0 N 4/0 N 4/0 1 0 2 1

D 5381 1 2.2 1.7 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 2

D 5382一 0 6.7 1.6 lOYR 8/1 lOYR 8/1

D 539 2 3.7 1.1 5Y 7/1 5Y 7/1 1 3

D 540 2 6.6 1.5 2.5Y 8/2 lOYR 8/2 7 0 0 1
D 541 1 6.4 1.7 lOYR 8/1 lOYR 7/1 4 1 8 1

D 542 1 10.6 1.6 lOYR 7iz lOYR via 1 1 1 2 1 1

D 543 2 3.3 1.7 5Y 8/1 2.5Y 8/2 7 0 0 1

D 544 2 4.1 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 4

D 545 1 7.6 1.6 lOYR 6/1 N 6/0 1 2
D 546 2 4.5 1.6 lOYR 8/2 lOYR 7/2 5 1 2 1
D 547 2 5.0 1.5 N 5/0 lOYR 4/1 1 1 4 1

D 548 2 7.1 1.5 lOYR 4/1 N 5/0 5 1 2 1

D 549 2 4.4 1.8 lOYR 7/1 lOYR 7/1 5 1 1 2 1 1

D 550 2 5.1 1.4 lOYR 6/1 lOYR ail 5 1 2 1

D 551 1 6.3 2.1 lOYR 6/1 N 5/0 1 1

D 552 1 5.7 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 0

D 553 2 4.2 1.4 lOYR 7/2 lOYR 8/1 1 0
D 5541一 2 2.5 1ユ 7.5YR 7/1 lOYR 8/1 1 2 1
D 5542一 2 4.1 1.3 lOYR 8/1 N 8/0 a 2 1
D 555 1 4.0 2.1 lOYR 6/1 lOYR 6/1 3 1 2 1

D 556 1 9.3 2.6 lOYR 8/1 lOYR 7/1 1 0 0 2

D 557 1 10.3 3.0 7.5YR 7/1 7.5YR 6/1 5 1 2 1

D 558 2 3.8 1.3 N 5/0 lOYR 5/1 5 1 2 1
D 559 1 7.3 2.6 7.5YR 7/2 lOYR 7/1 1 2
D 560 1 5.4 2.0 lOYR 8/2 lOYR Biz 1 1
D 561 1 7.0 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/3 3 1 2 1 凸面に3本の平行沈線
D 562 2 3.0 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/1 5 1 0 1

D 563 1 6.2 2.4 lOYR 8/4 lOYR 8/1 1 2

D 564 1 8.1 2.2 lOYR 6/1 lOYR 7/1 5 1 5 4 1 1
D 565 1 8.1 1.3 5Y 7/1 5Y 7/1 1 5
D 566 2 3.4 ユ.2 5YR 8/1 5YR 8/1 0 0
D 567 2 ス0 1.4 N 5/0 10Y 5/1 5 1 2 1

D 568 1 11.4 2.4 N 5/0 N 5/0 1 2

D 569 1 7.2 1.4 7.5YR 7/1 lOYR 8/1 5 1 2 1
D 570 3

D 571 2 5.1 1.8 lOYR 8/1 ユOYR 7/2 7 1 0 2
D 572 1 7.1 2.2 lOYR 8/3 lOYR 8/1 0 0
D 573 4

D 574 1 6.5 2.2 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 2 1 4 1
D 575 2 5.5 1.1 7.5YR 7/2 7.5YR 7/2 5 2 6 1

D 576 1 4.5 2.0 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 0 0
D 577 1 0 4
D 578 2 4.5 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/1 0 2
D 579 2 4.0 (1.2) N 8/0 lOYR 8/2 0 3
D 580 1 7.5YR 7/1 0 4
D 581 2 3.3 1.3 lOYR 8/3 lOYR 8/3 0 0
D 582 1 10.2 2.5 N 5/0 N 4 5 2

D 583 ユ 8.4 1.9 7.5YR 8/1 lOYR 8/2 6 1 0 4 1
D 584 2 4.9 1.6 lOYR 8/2 ユOYR 8/2 5 1 0 2
D 585 2 2.5 1.2 lOYR 8/1 lOYR 8/1 z 0 0 2

D 586 2 5.4 1.7 5Y 7/1 5Y 7/1 7 1 6 1
D 587 1 4.5 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2
D 588 2 4.0 1.3 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 1 0 2
D 589 1 6.1 (1.8) lOYR 7/2 lOYR 7/2 3 4
D 590 2 6.2 1.6 7.5Y 7/1 7.5Y 7/1 7 1 0 2
D 591 2 4.3 1.5 lOYR 8/1 lOYR 8/1 0 0
D 592 1 5.7 2.5 7.5YR 6/3 lOYR 8/1 1 0
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D 593 1 8.2 2.4 7.5YR 6/3 lOYR 8/2 5 1 0 2

D 594 2 2.0 1.4 5Y 5/1 N 5/0 5 1 2 1

D 595 1 4.2 2.2 lOYR 8/3 lOYR 8/2 7 0 4 2

D 596 1 11.4 2.9 7.5YR 7/2 7.5YR 8/2 4 1 0 2

D 597 2 3.4 (1.1) lOYR 8/1 lOYR 8/1 7 0 3 2

D 598 1 1.9 1.7 lOYR 8/2 lOYR 8/1 4 1 0 2

D 599 1 11.3 2.0 lOYR 5/1 lOYR 7/1 6 1 8 1 焼成時の亀裂あり

D 600 1 5.5 2.2 N 8/0 lOYR 8/1 1 1 2 1

D 601 1 4.7 1.9 lOYR 7/1 lOYR 8/1 4 1 4 1

D 602 4

D 603 2 3.7 1.3 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

D 604 1 3.0 2.0 7.5YR 6/1 N 6/0 1 5

D 605 1 4.2 1.6 lOYR 8/2 lOYR 7/2 2 1 a 1

D 606 1 3.1 1.7 N 6/0 N 6/0 1 5

D 607 1 5.6 1.8 lOYR 6/2 7.5YR 8/3 2 1 4 1

D 608 1 3.6 1.5 5YR 6/4 5YR 7/6 0 4

D 609 1 7.9 1.9 lOYR 7/2 lOYR 8/2 1 2

D 610 2 5.1 1.5 7.5Y 7/1 7.5Y 7/1 7 1 0 2

D 611 0 0 0

D 612 2 9.4 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 5 1 2 1

D 613 1 3.8 2.1 7.5YR 7/2 7.5YR 7/2 1 1

D 614 2 6.6 1ユ lOYR 6/1 lOYR 6/1 7 1 2 1

D 615 1 2.8 1.4 N 8/0 N 7/0 1 2

D 616 2 2.2 1.6 lOYR 8/3 lOYR 8/2 5 0 2 1

D 617 0 lOYR 7/1 1 3

D 618 1 5.3 1.7 5Y 7/1 5Y 7/1 8 1 8 1

D 6191 0 a 0

D 6192 1 10.1 2.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 4 1

D 620 1 5.8 2.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 4 1 2 1 1

D 621 5 2.5Y 8/1 2.5Y 8/1

D 622 1 12.2 2.1 lOYR 8/1 lOYR 8/1 6 1 2 2

7 D 623 4

D 624 1 12.6 ユ.7 7.5YR 7/1 lOYR 8/1 ユ 1 1 2 1 1

D 625 1 6.6 2.4 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 ユ 2 1

D 626 1 7.1 1.9 lOYR 6/2 lOYR 7/1 1 1 2 1

D 6271一 1 4.0 2.3 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 1 4 1

10 D 6272一 3

14 D 628 6 12.5 1.8 lOYR 5/1 lOYR 6/1 1 1 1 2 1 1

19 D 629 1 7.8 1.5 lOYR 8/2 2.5YR 8/3 1 0 1 1

10 D 630 3

D 631 ユ 12.5 2.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 1 0 4 1 3

D 632 1 6.3 ユ.2 2.5YR 6/6 2.5YR 6/6 4 1 4 1

D 633 1 12.6 2.0 lOYR 8/4 lOYR 8/3 1 1 1 0 2 2

D 634 2 6.6 1.7 lOYR 8/1 lOYR 7/1 7 1 2 1

D 635 1 11.4 2.7 lOYR 8/2 lOYR 8/2 6 2

D 636 1 12.4 3.3 lOYR 6/1 N 5/0 4 1 1 2 1 1

D 637 1 12.0 3.1 7.5YR 6/2 N 7/0 4 1 1 2 1 1

D 638 1 9.5 2.2 5Y 7/1 5Y 7/1 1 2

D 639 2 4.2 1.4 5Y 7/1 5Y 7/1 7 1 2 1

D 640 2 4.6 1.4 5Y 7/1 5Y 7/1 1 2

D 641 1 9.8 2.0 N 5/0 N 5/0 1 8

D 642 1 8.7 1.7 N 5/0 N 5/0 4 1 8 1

D 643 1 6.2 1.8 N 5/0 N 5/0 4 1 8 1

D 644 1 4.8 1.8 lOYR 8/2 ユOYR 8/2 1 1 2 1

D 645 1 3.1 1.7 N 6/0 N 6/0 1 2

D 646 1 5.0 1.3 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 0

D 647 2 2.5 1.3 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 0

D 648 1 5.1 1.7 5Y 7/1 lOYR 7/1 1 1 0 2

D 649 2 2.4 1.5 7.5Y 7/1 7.5Y 7/1 0 0

D 650 ユ 7.0 1.8 5Y 7/1 lOYR 7/1 1 0

D 651 1 6.6 1.7 N 5/0 7.5Y 7/1 5 1 8 1

D 652 1 3.3 1.9 lOYR 6/1 N 4/0 1 4

D 653 1 5.1 3.5 N 4/0 N 6/0 4 1 2 1

D 654 1 5.8 1.5 lOYR 8/3 lOYR 7/2 1 1 0 1

D 655 1 5.6 3.1 N 4/0 N 7/0 1 2

D 656 1 7.2 1.7 lOYR 6/1 lOYR 8/1 5 1 5 1

D 657 6 10.0 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0 2 三角
D 658 1 5.0 2.0 N 6/0 N 6/0 1 5

D 659 1 9.1 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 1 2

D 660 6 4.7 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0 2 三角
D 661 1 5.6 2.2 7.5YR 6/2 7.5YR 7/2 1 0

D 662 1 4.4 1.5 N 5/0 7.5Y iii ユ 5

D 6631 1 2.4 1.5 N 5/0 7.5Y 7/1 1 5

D 6632 1 3.6 2.7 N 7/0 N 7/0 1 1 2 1

D 664 1 5.0 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 1 0 2

D 665 1 6.4 2.0 lOYR 8/3 lOYR 8/2 5 4 1 8 1 1
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D 666 1 7.6 2.0 lOYR 8/2 7.5YR 8/4 1 1 2 1

D 667 1 6.2 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 8

D 668 1 3.6 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 4

D 669 1 5.9 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 1 0 2

D 670 0 0 0

D 671 1 6.0 2.3 lOYR 7/2 ユOYR 8/2 1 1 2 2 1 1

D 672 1 10.1 2.3 lOYR 8/3 lOYR 8/1 0 2

D 673 1 10.4 ユ.9 lOYR 8/2 lOYR 8/1 7 1 4 1

D 674 1 6.0 2.2 lOYR 4/1 lOYR 8/2 1 0 4 1

D 675 1 9.6 2.7 N 5/0 N 5/0 4 1 5 1 焼成時の亀裂あり

D 676 2 6.2 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/3 7 0 2 2

D 677 1 11.2 2.4 lOYR 8/2 N 7/0 1 8

D 678 1 7.1 1.7 lOYR 8/3 lOYR 8/2 5 1 8 1

D 679 1 9.1 2.5 lOYR 8/3 lOYR S/3 1 2

D 680 ユ 8.5 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 8

D 681 1 6.9 1.9 lOYR 8/2 lOYR 6/1 2 1 2 1

D 682 1 3.5 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 z 1

D 683 1 9つ 2.1 lOYR 8/2 7.5YR 8/3 1 1 2 1

D 684 1 14.2 2.3 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 0 2 1

D 693 1 7.6 2.2 N 7/0 lOYR 6/1 5 2

D 685 1 10.8 2.1 N 6/0 N 6/0 5 1 2 1

D 686 1 11.3 1.6 N 6/0 5Y 7/1 5 1 1 2 1 1

D 687 1 5.2 1.4 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 4

D 688 1 8.7 2.3 N 5/0 N 5/0 5 1 2 1

D 689 1 4.7 1.2 lOYR 8/1 lOYR 8/3 1 1 0 2

D 690 1 4.6 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 2 1

D 691 1 4.6 1.9 7.5YR 6/3 7.5YR 6/1 6 1 2 1

D 692 1 5.3 1.1 N 6/0 N 6/0 5 1 2 1

D 694 1 9.0 1.8 lOYR 7/2 lOYR 8/1 4 1 1 4 2 2

D 695 1 9.8 1.9 5Y 7/1 lOYR 7/1 6 1 5 1

D 696 1 8.2 2.5 N 6/0 N 4/0 1 2 1

D 6971 1 2.6 1ユ lOYR 5/1 lOYR 8/1 1 5

D 6972 1 5.5 1.5 lOYR 6/2 5Y 7/1 1 5

D 698 1 4.5 2.1 lOYR 7/1 N 6/0 1 1 2 1

D 699 1 8.3 2.0 N 7/0 lOYR 6/1 1 1 2 2 1 1

D 700 1 4.4 1.8 N 5/0 lOYR 8/1 5 1 5 1

D 701 2 6.ユ 1.9 2.5Y 8/2 5Y 8/2 7 1 0 0 2 2

D 702 1 0 0

D 703 1 5.6 1.3 lOYR 6/1 5Y ail 1 1 5 1

D 704 1 4.1 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 5

D 705 2 3.5 1.2 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 1 2 1

D 706 4

D 707 2 2.6 o.g lOYR 7/2 lOYR 7/1 1 2

D 708 1 4.0 2.4 lOYR 4/1 lOYR 4/1 6 1 0 1

D 709 1 3.9 1.8 lOYR 6/2 lOYR 7/1 6 1 0 1

D 710 2 3.6 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 0 2

D 711 1 4.9 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 2 2

D 712 1 7.2 1.9 7.5YR 8/3 lOYR 8/3 1 4

D 713 1 11.0 2.1 lOYR 7/2 ユOYR 8/2 1 1 2 1

D 7141 0 0 0

D 7142 0 0 0

D 7143 1 9.0 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/3 4 1 2 1 1

D 715 1 5.0 1.5 N 5/0 N 6/0 5 1 2 1

D 716 2 4.9 1.4 lOYR 7/1 5Y 7/1 1 2

D 717 1 4.4 2.0 lOYR 7/2 lOYR 8/3 1 2

D 7ユ8 1 5.5 2.0 N 6/0 N 6/0 1 2 焼成時の亀裂あり
D 719 1 2.7 1.6 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 1 4

D 720 1 5.4 0.9 N 6/0 N 5/0 2 2

D 721 1 7.5YR 6/2 7.5YR 6/2 0 0

D 722 1 3.2 1.5 N 6/0 N 5/0 1 5

D 723 2 5.ユ 1.3 lOYR 6/1 N 6/0 1 2

D 724 1 5.0 2.0 lOYR 7/2 7.5YR 7/4 1 0 0 2

D 725 1 5.5 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 1 0 2

D 726 1 6.9 2.1 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 0

D 727 1 2.2 2.1 lOYR 7/2 lOYR 7/2 0 0

D 728 1 3.4 1.1 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 1 5 2

D 729 1 2.8 1.7 7.5YR 6/1 7.5YR 6/1 4 1 2 2

D 730 2 7.6 1.3 7.5YR 6/1 7.5YR 7/1 5 1 2 1

D 731 1 6.7 1.8 lOYR 6/1 N 6/0 2 1 2 1

D 732 1 6.7 1.9 lOYR 8/2 7.5YR 6/1 1 0 0 2

17 D 733 1 17.0 2.1 N 6/0 N 7/0 5,6 1 1 5 1 1

D 734 1 1ユ.6 1.5 N 5/0 N Rio 1 2

D 735 1 5.0 2.3 5Y 5/3 2.5Y 6/6 1 1 1 2

D 736 1 12.0 2.0 5Y 5/3 2.5Y 6/6 9 1 1 1 4 1

D 737 1 5.3 2.6 N 6/0 N 5/0 1 2

D 738 2 3.2 1.4 N 8/0 lOYR 8/1 5 z 2 1
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D 739 2 7.0 2.1 7.5YR 5/0 7.5YR 5/3 1 0

D 740 1 2.9 1.4 2.5Y 8/2 2.5Y 8/2 1 0 0 2

D 741 1 3.9 1.6 lOYR 7/1 lOYR 8/1 1 2
D 742 4

D 743 2 2.7 1.0 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 2

D 744 1 3.6 1.5 lOYR 7/1 lOYR 6/2 1 2

D 745 1 5.0 1.8 N 6/0 lOYR 6/1 2 1 0 1

D 746 1 7.4 1.6 N 6/0 N 5/0 1 2

D 747 1 5.5 1.4 N 6/0 N 6/0 4 1 z 1

D 748 1 12.0 2.8 lOYR 8/3 lOYR 7/2 1 1 2 1
D 749 1 9.7 2.0 lOYR 8/3 2.5YR S/2 7 1 2 1

D 750 1 7.1 2.0 lOYR 4/1 lOYR 4/1 1 2

D 751 2 5.4 1.2 lOYR 7/1 lOYR 6/1 5 1 2 1

D 752 1 3.6 1.6 N 5/0 7.5Y 7/1 1 5

19 D 753 1 7.5 2.0 lOYR 7/1 2.5Y 8/3 1 1 2 1

D 754 1 4.9 2.0 lOYR 4/1 lOYR 6/1 1 1 0 2
D 755 1 4.4 1.9 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

D 756 1 7.2 1.6 5Y 7/1 5Y 7/1 7 1 2 1

D 757 1 9.2 2.3 lOYR 8/3 lOYR 8/2 4 1 2 1

D 758 1 5.6 1.9 N 7/0 lOYR 6/1 5 1 5 1

D 759 1 7.4 1.4 lOYR 6/1 lOYR 8/1 1 1 5 1
D 760 1 8.4 2.2 N 6/0 N 5/0 1 2
D 761 1 3.9 1.4 lOYR 7/1 lOYR 7/1 6 1 5 1
D 762 1 12.1 2.0 lOYR 7/2 lOYR S/2 1 1 2 1
D 763 1 9.5 1.8 7.5YR 6/2 7.5Y 7/1 1 4

D 765 1 7.1 1.5 5Y 7/1 5Y ail 1 1 4

D 766 1 8.5 2.0 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 5

D 7671一 1 6.3 1.8 lOYR 7/2 lOYR 8/2 1 4 1 2 1 1

D 7672一 1 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 1 1 2 1 1
D 768 1 4.2 1.4 lOYR 6/1 lOYR 6/2 1 4
D 769 3 1
D 770 ユ 2.3 1.8 5Y ail 5Y 7/ユ 1 0
D 7711 1 3.0 1.5 5Y ail lOYR 7/1 1 1 0 2
D 7712 1 3.5 1.7 5Y 7/1 lOYR 7/1 1 0
D 772 ユ 8.0 1.9 7.5YR 7/1 7.5YR 6/1 4 1 4 2

D 773 ユ 6.8 1.9 lOYR 7/1 N 6/0 4 1 1 2 1 1

D 774 1 5.0 1.5 7.5YR 6/2 7.5YR 6/2 1 1 2 1
D 775 1 11.4 2.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2
D 776 ユ 11.1 2.1 lOYR 8/1 lOYR 7/1 1 5
D 777 1 3.5 1.0 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2
D 778 1 6.5 1.7 N 6/0 N 6/0 1 5
D 779 1 5.0 1.5 ユOYR 6/1 lOYR 6/2 1 2
D 780 1 6.0 1.5 N 6/0 N 7/0 1 1 2 1
D 781 1 2.9 1.2 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 0

19 D 782 1 17.9 2.0 lOYR 8/4 2.5Y 8/3 1 ユ 5 0 1 1
D 783 1 4.1 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/3 1 0 0 2
D 784 1 4.7 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2
D 785 3

D 786 ユ 6.2 1.8 7.5YR 6/1 5Y 6/1 4 1 2 1
D 787 1 7.5 2.2 lOR 5/1 N 4/0 4 1 1 1 1 1
D 788 1 3.7 1.0 lOYR 7/2 lOYR 6/2 a 0

D 7891一 1 4.6 2.1 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 0
D 7892一 1 8.4 2.4 N 5/0 N 5/0 4 5 2 1
D 7893一 1 13.1 2.2 N 5/0 N 5/0 1 1 1 2 1 ユ
D 7894一 2 6.4 1.3 lOYR 6/2 lOYR 7/2 1 1 2 1
D 7895一 1 10.4 2.1 lOYR 8/1 N 8/0 1 1 4 1
D 7901一 1 2.4 1.8 5Y 6/1 7.5YR 7/1 1 5
D 7902一 1 3.2 1.6 5YR 7/6 5YR 7/6 6 1 ユ 2
D 7903一 2 3.7 1.6 lOYR 8/3 lOYR 8/2 5 1 0 2 2 2
D 791 _ユ 1 3.2 1.8 5YR 7/6 5YR 7/6 1 1
D 7912一 1 4.4 2.6 5YR 7/6 5YR 7/6 1 4
D 7921一 2 2.0 0.9 7.5YR 5/3 7.5YR 5/3 7 1 0 1
D 7923一 1 6.6 1.8 7.5YR 7/3 7.5YR 7/3 1 1
D 7924一 1 10.8 1.6 lOYR 7/2 lOYR 8/2 5 1 1 2 ユ 1
D 7931一 1 3.6 1.4 N 6/0 N 6/0 1 2
D 7932一 1 4.0 2.6 N 5/0 N 7/0 1 1
D 7933一 1 4.1 1.9 lOYR 7/1 lOYR 6/1 1 1

D 7934一 2 4.1 ユ.0 lOYR 7/ユ lOYR 7/1 7 1 2 1
D 7935一 2 4.6 1.3 lOYR 8/1 lOYR 7/1 0 0
D 7941一 1 3.1 ユ.4 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2
D 7942一 1 3.3 1.8 lOYR 7/2 lOYR 8/3 2 2
D 7943『 1 1.5 1.8 5YR 7/4 5YR 7/6 1 1
D 7944一 1 1.5 2.0 5YR 6/4 5YR 6/4 1 1
D 7945一 1 2.2 2.0 lOYR 6/1 5YR 6/4 1 1 1 1
D 7946一 1 2.8 1.8 5YR 7/6 5YR 7/6 1 0 1 2
D 7947一 2 3.9 1.5 lOYR 7/2 lOYR 7/3 1 1
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D 7948一 2 3.0 1.4 lOYR 8/1 lOYR 6/2 7 0 0 1

D 7949一 1 4.5 1.2 lOYR 8/3 lOYR 8/3 4 1 2 1

D 79410 2 3.9 1.8 lOYR 8/1 lOYR 8/2 0 0

D 79411一 1 2.7 1s lOYR 8/3 7.5YR 8/3 0 1

D 7961 2 4.6 1.0 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 2

D 7962一 2 5.8 1.2 lOYR 6/1 lOYR 6/1 5 1 2 1

D 7972一 1 3.5 1.2 N 5/0 7.5Y 7/1 1 0

D 7973 2 4.7 1.1 lOYR 7/2 lOYR 8/1 1 0

D 7974一 2 2.9 1.0 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 0

D 7975 2 3.0 1.4 lOYR 7/1 lOYR 6/1 1 2

D 7976 1 2.8 1.9 lOYR 5/1 lOYR 4/1 1 2

D 7977 2 1.9 1.1 lOYR 7/2 lOYR 7/2 5 1 0 2

D 7978一 1 1.6 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 0 0 2

D 79710 1 1.4 1.7 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

D 79711一 1 2.0 1.6 lOYR 7/1 lOYR 7/1 4 0 4 1

D 79712 1 2.1 1.8 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 1 5 1

D 79713 1 2.0 1.6 lOYR 6/1 N 6/0 1 1 2 1

D 79714 2 3.3 2ユ lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 1 2 1
D 79716一 2 3.4 1.0 lOYR 8/3 lOYR 7/2 z 1 0 2

D 79718 1 3.1 1.4 lOYR 8/2 lOYR 7/2 1 1 0 1

D 79719一 1 2.5 1.2 lOYR 7/1 lOYR 7/1 0 0

D 79720一 2 2.1 1.2 5Y 7/1 5Y 7/1 4 1 2 1

D 7981 2 5.1 1.4 7.5Y 7/1 7.5Y 7/1 1 1 2 1

D 7982 1 2.9 2.1 N 7/0 7.5YR 6/1 2 2
D 7983一 1 7.3 2.4 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 1 0 2
D 7984一 1 7.2 1.7 7.5YR 8/3 7.5YR 8/4 1 1

D 7991一 1 5.4 2.2 lOYR 8/3 lOYR 8/3 0 4

D 7992一 1 2.7 1.4 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 0

D 7993一 2 6.2 1.4 5Y 7/1 5Y 7/1 0 0

D 7995一 2 4.6 2.0 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0

D 7996一 2 8.0 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/3 7 1 0 1
D 800 2 5.1 1.6 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 5 1 1 2 1 1

D 801 1 6.1 1.5 N 6/0 N 7/0 1 4

D 8021 1 3.8 1.2 lOYR 5/1 lOYR 8/1 1 2

D 8022一 1 5.3 2.1 2.5YR 6/2 2.5YR 6/4 1 1

D 8023一 1 8.2 2.6 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 1 1 1 1

D 8025一 1 6.3 2.1 5YR 6/4 5YR 6/8 1 1

D 8027一 1 7.1 2.9 lOYR 7/2 7.5YR 8/2 0 0
D 8028一 1 4.6 1.8 5YR 7/6 2.5YR 6/6 1 1
D 8031一 2 2.5 (0.7) lOYR 7/1 lOYR 7/1 7 3 0 2
D 8032 2 2.1 1.0 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

D 8033一 0 7.5YR 6/2 7.5YR 6/2 0 0

D 8034一 2 2.8 (1.0) lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 3 0 2

D 8041一 ユ 3.3 2.0 5YR 7/8 5YR 7/6 1 1

D 8042一 1 5.6 1.3 N 5/0 N 6/0 3 1 2 1 焼成時の亀裂あり
D 8051一 2 2.0 1.1 lOYR 7/2 lOYR 6/2 1 0
D 8053一 1 3.9 (1.4) lOYR 6/1 N 6/0 1 3

D 8061一 1 3.0 1.8 lOYR 8/2 lOYR 7/2 1 1 0 1

D 8062一 2 1.6 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/3 5 1 0 0 2 2

D 8063一 1 1.6 1.6 5YR 7/6 5YR 6/8 5 0 1 1
D 8064一 2 8ユ 1.5 lOYR ail lOYR 7/1 1 4
D 8065一 2 4.4 1.0 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 2
D 8066一 1 3.7 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/1 1 0 0 2

D 8067一 1 8.3 1.1 5YR 7/4 5YR 7/4 1 1 1 1

D 807 1 12.5 3.0 lOYR 4/1 N 5/0 6 1 1 4 1 3
D 808 1 4.9 2.2 lOYR 6/1 lOYR 4/1 1 5
D 809 1 10.6 1.8 lOYR 8/1 lOYR 8/1 4 1 1 4 2 1
D 810 1 11.0 2.1 lOYR 6/1 N 8/0 5 4
D 811 1 11.9 1.8 lOYR 6/1 lOYR 8/1 1 1 4 2
D 812 1 6.7 1.9 lOYR 8/3 lOYR 8/2 4 1 2 1
D 813 1 8.5 1.9 lOYR 8/1 lOYR 8/2 4 1 0 4 2 2
D 814 1 10.6 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 1 1 2 1 1
D 815 1 11.6 2.5 lOYR 6/1 N 6/0 1 2

D 816 1 7.0 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 1 1 5 2 2
D 817 2 5.9 1.5 lOYR 7/2 lOYR 8/2 5 1 2 1
D 818 2 7.9 1.5 lOYR 7/2 lOYR 7/2 5 1 2 1
D 819 1 5.5 2.3 N 5/0 N 7/0 4 1 1 1

D 820 1 5.0 1.8 lOYR 8/1 lOYR 8/3 4 0 0 2
D 821 1 6ユ 2.1 5YR 6/4 5YR 7/6 1 1
D 822 2 7.1 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/3 2 1 2 1
D 824 2 4.9 2.0 lOYR 6/1 lOYR 7/1 1 1 0 z

2 D 825 5

1 D 826 5

D 827 1 3.6 1.6 7.5YR 8/4 ス5YR 8/4 1 1
D 828 0 N 5/0 1 3
D 829 2 2.9 1.0 lOYR 7/1 lOYR 8/1 1 4
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D 830 2 1.4 0.9 10Yx 7/1 lOYR 8/1 4 1 0 1

D 831 2 3.2 1.4 2.5YR 6/6 2.5YR 6/6 7 1 1 2 1 1

D 832 0 5YR 8/4 3 1

D 833 1 2.5 1.8 N 5/0 N 6/0 6 1 0 1

D 834 0 7.5YR 6/3 3 1

D 835 0 7.5Y 7/1 1 3

D 836 0 N 8/0 1 3

21 E 001 2 8.3 2.2 N 5/0 N 5/0 z 1 1 1

E 002 2 8.4 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/1 7 0 1 1

E 003 1 9.5 2.1 7.5YR 8/3 lOYR 8/2 6 1 2 側面に線条痕
E 004 1 2.2 1.9 5YR 5/6 5YR 6/8 5 1 1 1

E 005 1 12.1 2.1 5YR 6/6 5YR 7/4 4 1 1 1 1 1

E 006 1 7.4 1.8 5YR 4/4 5YR 4/4 1 1

E 007 2 2.7 1.7 ス5YR 8/1 lOYR 8/2 7 1 0 0 2 2

E oos 2 3.2 1.5 7.5YR 8/1 lOYR 8/2 1 0 a 2

E 009 2 4.5 2.0 7.5YR 7/6 7.5YR 8/1 0 2

E oio 1 3.7 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 0 4 2

E oil 2 4.2 1.2 lOYR 7/1 lOYR 6/1 1 2 凹面布目後ケズリ
E 012 2 5.5 1.2 7.5YR 6/6 lOYR 8/3 0 0

E 013 2 4.3 1.1 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 7 1 2

E 014 1 6.4 2.4 7.5YR 7/2 7.5YR 6/1 1 2

E 015 z 5.3 1.0 7.5YR 7/4 7.5YR 7/6 0 0

E 016 1 3.6 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/3 0 0

E 017 0 0 0

E ois 1 11.2 1.5 7.5YR 7/3 7.5YR 7/3 4 1 1 1

E 019 1 8.6 1.5 7.5YR 7/3 7.5YR 7/3 4 1 1

E 020 1 6.9 2.1 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 1

E 021 1 13.5 3.1 5YR 7/1 5YR 7/1 1 1 1 1

E 022 1 6.6 0.9 7.5YR 6/1 7.5YR 7/ユ 1 4

E 024 1 6.3 2.6 lOYR 7/2 5YR 8/1 0 0

E 025 1 6.3 2.0 lOYR 4/1 lOYR 5/3 0 1 1

E 026 2 5.5 1.0 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 7 1 2

E 027 2 7.2 1.2 2.5YR 6/0 2.5YR 6/0 1 2

E 028 2 3.8 1.4 7.5YR 4/3 7.5YR 7/6 1 2

E 029 1 12.1 2.1 7.5YR 6/8 7.5YR 7/ユ 4 1 1 1 1 1

E 030 1 6.4 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/1 1 0

E 031 1 8.8 2.0 N 5/0 lOYR 6/1 1 1 2 1

E 032 1 3.5 2.2 5YR 7/6 5YR 7/6 1 1

E 033 1 4.0 1.5 lOYR 8/3 7.5YR 8/3 1 1 4 6

E 034 1 10.1 2.3 lOYR 8/2 lOYR 8/1 0 0

E 035 1 7.9 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 0

E 036 3 11.1 2.9 lOYR 7/1 5Y 6/1

E 037 1 13.0 2.6 lOYR 7/1 N 6/0 4 1 1 2 1 1

E 038 1 9.2 2.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0

E 039 1 9.5 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 0 1

E 040 1 7.0 2.1 lOYR 7/1 lOYR 6/1 4 1 1 1

E 041 2 6.2 1.6 lOYR 7/2 lOYR 8/2 5 1 2 1 凹面布目後ナデ
E 042 1 5.8 2.6 lOYR 8/2 lOYR 8/1 z 1 4 2
E 043 2 7.2 1.6 10Yx 8/3 lOYR 8/2 7 1 z 2

E 044 2 5.9 1.5 7.5YR
層7/4

7.5YR 7/4 1 0 0 1

E 045 2 6.8 1.4 7.5YR 7/3 7.5YR 7/3 0 0

E 046 2 6.6 1.2 7.5YR 7/6 lOYR 7/3 0 0

E 047 2 5.5 1.5 lOYR 7/1 lOYR 7/1 7 1 2 1

E 048 1 6.9 1.2 N 6/0 N 6/0 5 1 2 1

E 049 2 3.8 1.6 lOYR 7/1 lOYR 7/1 5 1 2 1

E 0501一 2 5.7 1.4 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 1 2 1

E 0502一 1 3.4 ユ.7 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 4 1 0 0 2 2
E 0511 1 6.9 1.4 5YR 7/6 5YR 8/4 4 1 1 1 1 1
E 0512一 1 4.1 1.6 7.5YR 8/1 7.5YR 8/2 4 2 1 0
E 0521一 1 5.2 2.2 5YR 7/6 7.5YR 7/3 1 1
E 0522一 1 8.6 2.3 7.5YR 7/1 7.5YR 6/1 1 1 1 1
E 053 2 3.5 1.3 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 7 0 a 2

E 054 2 7.3 1.9 5YR 8/1 5Y 7/1 7 1 2 1

E 055 2 7.1 1.6 7.5YR 7/3 lOYR 8/2 7 0 0 1

E 056 1 10.2 2.5 lOYR 8/1 lOYR 8/3 1 1 4 1
6

E 057 2 6.9 1.4 lOYR 7/1 lOYR 8/1 7 1 2 1
E 058 2 5.8 1.4 7.5YR 8/1 7.5YR 7/6 5 1 0 1

20 E 059 2 7.2 1.7 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 1 1 4 1

20 E 060 2 3.7 1.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 4
20 E 061 2 6.1 1.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 4

E 062 2 5.8 1ユ lOYR 8/3 lOYR 8/3 7 1 1 2 1 1

E 063 2 4.2 1.7 N 6/0 5Y 6/1 5 1 2 1 1

E 064 1 5.1 1.4 N 6/0 N 6/0 1 2

E 065 2 3.7 1.2 7.5YR 7/2 lOYR 8/1 1 4 凸面平行叩目痕ナデ
E 066 2 5.4 1.2 7.5YR 7/2 lOYR 8/1 7 1 4 1
E 067 1 4.6 1.9 lOYR 6/1 lOYR 5/1 1 1
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E 068 2 3.7 1.1 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0

E 069 1 4.6 1.8 7.5YR 8/3 7.5YR 7/3 4 1 1 1

E 070 1 5.6 1.9 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 1

E 07i 1 11.9 2.6 lOYR 6/1 N 5/0 4 1 1 5

E 072 1 4.1 ユ.9 lOYR 7/2 lOYR 6/1 1 1

E 073 1 5.6 (1.5) N 8/0 N 8/0 1 3

E 074 1 9.2 2.0 5YR 7/6 5YR 7/4 4 1 1 1 1 1

E 075 1 4.0 2.0 5YR 6/4 5YR 6/4 1 0 1 1

E 076 1 6.5 1.9 lOYR 5/1 lOYR 5/2 1 1 1 1

E 077 1 7.0 2.1 lOYR 6/2 5YR 7/2 5 1 1 1

E 07g 1 8.1 2.0 lOYR 5/1 lOYR 4/1 1 1 1 1

E 079 1 7.6 2.0 N 7/0 N 7/0 4 1 1 2 1 1

E oao 1 6.1 1.6 7.5YR 6/2 7.5YR 6/2 4 1 1 1

E osi 1 6.4 1.7 2.5Y 5/0 2.5Y 5/0 4 1 1 1 1 1

E osa 2 6.9 1.6 lOYR 6/1 N 5/0

E 082 2 6.9 1.6 lOYR 6/ユ N 5/0 5 1 1 1

E 083 1 3.3 1.4 lOYR 6/1 N 6/0 1 2

E 084 2 3.2 1.3 lOYR 7/2 lOYR 6/2 7 1 2 1

E 086 1 4.8 2.1 N 8/0 N S/0 6 1 2 1

E 087 1 6.0 2.3 lOYR 6/3 lOYR 7/1 1 1

E 089 1 6.7 1.8 2.5YR 4/4 2.5YR 4/4 4 1 ユ 5

E 090 2 5.3 1.3 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 0

E 091 1 6.5 2.1 lOYR 6/2 5YR 6/2 1 1

E 092 1 10.6 2.3 N 8/0 N 7/0 1 1

E 093 1 3.0 2.0 lOYR 6/1 lOYR 6/2 1 1

E 094 1 2.6 1.0 N 8/0 N 8/0 5 1 2 1

E 095 1 3.7 1.8 7.5YR 7/1 lOYR 7/1 4 1 1 1

E 096 2 4.1 1.4 7.5YR 6/3 7.5YR 7/2 1 1 1 1

E 097 1 7.2 2.1 7.5YR 8/3 7.5YR 7/3 1 1

E 098 1 3.4 1.7 lOYR ail lOYR 7/2 4 1 1 1

E 099 1 6.8 1.4 lOYR 8/3 lOYR 8/3 4 0 0 1

E 100 1 2.2 1.3 lOYR 7/1 7.5YR 6/1 1 2

E 101 1 8.7 2.0 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 1 1 2 1

E 102 1 3.3 1.7 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 4 1 4 1

E 103 1 5.4 1.6 N 4/0 N 4/0 1 1 1 1

E 104 2 4.9 1.5 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

E 105 1 5.0 1.8 N 6/0 N 7/0 1 4

E 106 1 3.7 1.9 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 0 0

E 107 1 3.9 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

E 108 1 5.7 1.5 7.5YR 7/1 7.5YR 7/2 2 1 4 6

E 109 1 3.7 1.7 7.5YR 7/2 7.5YR 6/1 6 1 4 1

E 110 1 3.2 1.9 N 6/0 N 6/0 1 1

5 E 111 4 5Y 7/1 5Y 7/1

E 112 2 6.2 1.3 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 2

E 113 1 5.2 2.0 2.5YR 5/0 5YR 5/1 1 1 4 1

E 114 1 4.6 2.4 7.5YR 7/2 7.5YR 8/1 4 0 0 2

E 115 1 5.0 2.0 lOYR 8/1 lOYR 8/1 4 1 4 1

E 116 2 6.6 1.3 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 7 0 0 1

E 117 1 4.0 2.0 lOYR 7/1 lOYR 7/1 7 1 2 1

E 118 2 3.2 1.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2

E 119 2 4.2 1.6 lOYR 7/1 lOYR 7/1 5 1 2.4 1

E 120 0 7.5YR 7/6 7.5YR 8/1 0 0 2 2

E 121 2 2.9 1.9 lOYR 7/1 lOYR 7/1 7 1 2 1

E 122 1 5.4 2.0 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 1 2 1

E 123 2 4.0 1.3 lOYR 7/3 lOYR 8/2 7 1 2 1

E 124 4 lOYR 6/1 N 6/0 1 2 1

E 125 2 7.1 1.3 lOYR 8/1 lOYR 8/1 7 1 5 1

E 126 1 7.4 1.4 N 7/0 N 6/0 4 1 1 2 1 1

E 127 2 7.3 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 1 4 1

E 128 1 6.8 1.7 N 6/0 N 6/0 1 a 0 2

E 129 2 3.5 1.2 lOYR 8/1 lOYR 8/1 7 0 0 2
E 130 2 4.3 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 0 0 2

E 131 1 16.5 2.7 lOYR 8/2 lOYR 8/3 7 1 2.4 2

E 132 1 2.5 1.6 7.5YR 6/4 7.5YR 6/4 7 0 0 2

E 133 2 3.2 0.9 lOYR 8/0 lOYR 8/0 7 1 0 0 2 2

E 134 2 2.6 1.6 lOYR 6/1 lOYR 6/1 7 1 2 1

E 135 2 5.3 1.5 lOYR 8/4 lOYR 8/4 5 1 0 0 2 2

E 136 2 8.1 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 1 4 1

E 137 2 5.8 1.7 lOYR 8/2 lOYR 7/3 5 1 2 1

E 138 2 4.9 1.8 7.5YR 8/3 7.5YR 8/1 7 0 2 1

E 139 2 5.4 1.7 lOYR 8/1 lOYR 8/1 z 1 1 2 1 1
E 140 2 5.5 1.2 lOYR 7/1 N 8/0 7 1 2 1

E 141 1 4.3 1.5 7.5YR 7/1 7.5YR 7/2 1 1 2 1

E 142 1 5.4 2.3 7.5YR 8/1 7.5YR 8/3 4 1 0 1

E 1431 1 2.1 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 1
E 1432一 1 (4.4) (1.0) lOYR 8/2 lOYR 8/2 3 1
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挿図
番号

地区名 注記ID
瓦種別
code

法量(cm) 色 調
側面
形状

端面
形状

調 整
備 考最大幅 最:大厚

凹面、
色相

凹面、
明/彩

凸面、色相 凸面、明
/彩

凹面 凸面 側面 端面

E 144 2 5.7 2.0 7.5YR 6/1 7.5YR 6/1 7 1 1 1

E 145 2 4.6 1.5 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 1 2 1

E 146 2 3.7 1.2 lOYR 8/4 lOYR 8/1 0 0

E 147 2 2.5 1.0 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 0 0

E 149 2 3.0 1.1 2.5YR 6/6 2.5YR 6/6 7 1 1 2 1 1

E 150 1 8.2 2ユ N 6/0 N 6/0 1 5 焼成時に大きく変形
E 151 1 3.8 2.3 lOYR 6/1 N 7/0 1 4

E 152 1 11.0 1.5 7.5YR 8/3 7.5YR 7/3 7 ユ 1 1

E 153 1 9.6 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 2

E 154 1 5.2 1.8 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0 4 2

E 155 1 8.6 1.4 7.5YR 8/1 7.5YR 8/4 1 4

E 156 1 9.6 1.8 N 8/0 lOYR 8/2 4 ユ 1 5 1 1

E 157 1 3.3 2.4 N 6/0 N 6/0 4 ユ 2 1

E 158 1 6.0 2.3 7.5YR 7/2 7.5YR 7/2 1 1 1 1

E 159 1 6.3 2.0 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 2

E 160 2 2.8 1.3 N 8/0 N 8/0 1 2

E 16ユ 2 3.4 1.4 ユOYR 7/3 lOYR 7/3 0 0

E 162 0 0 0

E 163 1 7.1 1.7 lOYR 8/2 7.5YR 6/1 1 1

15 E 164 0 lOYR 6/1 5B 5/1 1 2 凸面に隆帯
E 165 2 8.2 1.3 7.5YR 8/2 7.5YR 8/1 7 2 2 1

E 166 2 6.1 1.7 5Y 7/1 7.5YR 8/1 5 1 1 1

E 167 1 5.2 2.0 5YR 5/2 7.5YR 5/1 1 1

E 168 1 1.5 2.1 lOYR 6/1 lOYR 6/1 5 1 1 5

E 169 1 10.0 2.1 5YR 4/1 5YR 4/ユ 4 1 1 1

E 170 1 7.0 2.2 lOYR 5/1 N 7/0 4 1 4 1

E ユ71 1 5.8 1.9 lOYR 5/1 lOYR 5/1 2 1 2 1

E 172 1 2.8 1.7 5YR 7/4 5YR 7/4 1 1

E 173 1 10.5 2.1 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 1 1 0 1

E 174 0 0 0

E 175 2 5ユ 1.6 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 1 a 2

E 176 1 9.7 2.2 N 5/0 N 5/0 2 1 1 4 1 1 凹面に沈線あり
E ユ77 1 6.1 1.5 lOYR 8/3 lOYR 8/3 6 1 1 1 ユ 1

E 178 1 4.3 2.5 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0
E 179 1 10.1 2.3 7.5YR 8/2 7.5YR 8/2 1 1 2 1

E 180 1 7.3 1.5 N 6/0 N 6/0 2 1 2 1

E 181 1 3.4 (1.6) 5Y 6/1 7.5YR 7/2 1 3

E 182 1 9.2 2.3 7.5YR 6/1 lOYR 7/1 1 1

E 183 1 3.ユ 1.6 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 4
E 185 1 4.3 2.7 lOYR 8/2 ユOYR 8/2 4 0 0 1
E 186 1 6.6 2.0 7.5YR 8/1 7.5YR 8/3 ユ 0 4 1
E 187 1 7.1 2.0 lOYR 8/2 lOYR 6/1 1 0 2 1
E 188 1 7.2 1.8 lOYR 5/1 N 5/0 1 1 1 1

E 189 1 8.6 2.3 lOYR 6/1 lOYR 6/1 6 1 1 4 1 1

E ユ90 1 5.7 1.5 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 5 1 1 4 5 1

E 191 2 5.1 1.6 5Y 7/1 5Y 7/1 1 2

E 192 1 10.8 2.3 N 8/0 lOYR 7/1 4 1 1 1 1 1

E 193 1 7.3 1.4 N 6/0 N 6/0 4 1 4

E 194 1 5.6 2.5 lOYR 7/2 N S/0 1 ユ

E 195 2 3.1 1.2 lOYR 5/1 lOYR 5/1 5 1 z 1
E 196 2 3.5 1.6 lOYR 6/1 lOYR 6/1 1 2
E 197 2 2.2 1.5 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 0 2 1
E 198 1 3.6 2.1 lOYR 7/2 lOYR 7/2 1 2

E 199 1 7.9 1.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 2 凹面布目後ナデ
E 200 1 6.7 2.2 5YR 6/4 5YR 7/6 1 1

18 E 201 1 10.8 3ユ N 5/0 N 5/0 4 1 2 ユ
E 202 1 6.9 1.9 N 6/0 N 6/0 1 1
E 203 1 9.3 2.6 lOYR 5/1 lOYR 5/1 1 0 4 1
E 204 1 9.5 2.5 lOYR 8/1 ユOYR 8/1 7 4 0 0 2 2
E 205 1 4.8 2.2 lOYR 7/2 lOYR 7/3 1 1

E 206 2 6.2 1.4 lOYR 8/3 lOYR 8/3 7 1 0 2
E 207 2 2.6 2.0 lOYR 7/1 lOYR 8/1 5 1 0 1

E 208 0 3 1

E 209 1 4.4 1.5 lOYR 7/2 lOYR 7/1 1 1
E 210 1 6.6 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 1 0 0 2 2
E 21ユ 2 5.2 1.9 lOYR 8/2 7.5YR 8/3 5 1 1 0 2 2

E 212 1 4.9 2.0 N 6/0 N 6/0 1 1

E 213 1 3.8 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/2 2 0 0 2
E 214 1 6.5 2.4 lOYR 8/3 lOYR 7/2 1 z
E 215 4 5Y 7/1 5Y 6/1
E 216 3 13.4 2.7 lOYR 6/1 lOYR 6/1

E 217 2 1.7 1.5 lOYR 8/1 lOYR 8/1 0 0

E 218 1 8.0 3.0 lOYR 6/2 lOYR 6/2 5 1 2 1
E 219 1 6.5 3.0 lOYR 6/1 lOYR 7/2 1 2
E 221 1 13.6 2.6 lOYR 6/1 N 6/0 5 1 1 4 1 1
E 222 2 1.8 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/2 0 0

挿図
番号

地区名 注記工D
瓦種別
code

法量(cm) 色 調
側面
形状

端面
形状

調 整
備 考

最大幅 最大厚 凹面、
色相

凹面、
明/彩

凸面、
色相

凸面、
明/彩

凹面 凸面 側面 端面

E 223 1 5.6 1.7 lOYR 7/1 lOYR 6/1 2 1 4 1

E 224 1 5.3 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 1 0 2 凹面に線あり
E 225 2 4.1 1.2 7.5YR 6/1 7.5YR 6/1 1 4

E 226 1 3.0 2.0 lOYR 7/1 lOYR 8/1 5 1 2 1

E 227 1 3.8 1.9 7.5YR 7/2 7.5YR Biz 1 1

E 228 1 3.1 2.0 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0 4 1

E 229 2 4.4 1.5 lOYR 7/3 lOYR 8/3 5 1 2 1

E 230 2 1.5 1.i lOYR 8/1 lOYR S/1 4 0 4 1

E 2311 2 4.6 1.5 lOYR 7/2 lOYR 8/1 1 a

E 2312 2 3.7 1.6 lOYR 7/1 lOYR 8/2 1 0

E 232 2 3.4 1.5 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 2

E 234 1 4.5 1.7 N 5/0 N 5/0 4 1 2 1

E 235 2 5.2 1.8 lOYR 8/4 lOYR 8/4 0 0

E 236 0 0 0

E 237 2 6.0 1.1 lOYR 8/2 lOYR 8/2 7 0 0 2

E 238 2 9.1 ユ.6 lOYR 8/3 lOYR 8/2 1 0 4 1

E 239 1 8.7 2.8 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 0 4 2

E 240 2 6.6 1.9 lOYR 7/2 lOYR 8/1 5 0 2 1

E 241 2 5.7 2.0 lOYR 8/3 ユOYR 8/3 6 1 0 2 1 1

E 242 2 6.9 1.8 lOYR 8/3 lOYR 8/3 7 1 0 1

E 243 2 3.5 1.4 lOYR 7/2 10Yx 8/3 1 2

E 244 1 12.3 1.9 7.5YR 6/1 ス5YR 7/1 4 1 4 1

E 245 2 7.0 1.4 N 8/0 lOYR 8/1 7 4 1 2 1 端面に格子目
E 246 2 5.5 0.9 7.5YR 7/1 7.5YR 7/1 7 1 1 2 1 1

E 247 2 3.0 1.5 7.5YR 7/1 lOYR 7/1 1 2

E 248 z 2.0 1.1 lOYR 6/1 lOYR 7/1 5 1 z 1

E 249 1 4.6 1.8 7.5YR 7/2 lOYR 5/1 4 1 0 2

E 250 2 2.7 1.0 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 1 2 1

E 251 2 4.0 1.5 lOYR 8/3 lOYR 8/3 0 2

E 252 1 4.5 2.1 lOYR 7/2 lOYR 6/2 1 4

E 253 1 5.5 1.7 lOYR 8/4 lOYR S/2 5 0 4 1

E 254 1 3.6 1.9 lOYR 6/3 lOYR 7/2 5 1 1 1

E 255 2 2.4 1.5 lOYR S/3 lOYR 8/3 0 0

E 256 1 5.8 1.7 lOYR 6/1 N 7/0 1 5

E 257 1 5.7 2.7 lOYR 7/1 lOYR 7/1 4 1 0 1

E 258 2 4.8 1.6 lOYR 8/3 lOYR 8/3 5 1 1 2 1 1

18 E 259 1 19.5 2.7 N 5/0 N 5/0 4 1 2 1

E 260 2 7.2 (1.5) 5YR 5/2 5YR 6/4 1 3

E 261 1 9.9 2.6 lOYR 7/1 lOYR 7/1 1 1

E 262 1 6.2 1.5 lOYR 5/1 lOYR 4/1 1 4

E 263 1 6.6 2ユ 5Y 6/1 5Y 6/1 4 1 4 1

E 264 1 3.4 1.8 5YR 4/3 5YR 4/1 1 1 4 ユ

E 265 1 10.2 2.6 N 8/0 N 8/0 1 1 4 4

E 266 1 5.4 2.5 5YR 6/4 5YR 6/4 5 1 1

E 267 ユ 5.6 1.9 lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 4
E 268 2 4.0 1.3 lOYR 7/2 ユOYR 8/2 1 0 1
E 269 1 6.5 1.5 lOYR 8/3 7.5YR 8/4 1 2

E 270 1 5.1 2.ユ lOYR 8/2 lOYR 8/2 1 1 0 1

E 271 2 3.1 1.5 lOYR 8/1 lOYR 8/1 0 0

E 272 2 3.0 1.0 lOYR 8/2 lOYR 8/3 5 1 2 1

E 273 1 19.6 2.7 lOYR 8/1 lOYR 8/3 ユ 0 4 2

E 274 2 8.2 1.0 lOYR 7/1 N 8/0 7 1 1 5 1 1
E 275 1 9.2 1.9 N 4/0 N 4/0 ユ 1 1 1

E 276 ユ 8.5 1.4 5YR 7/6 5YR 7/6 1 1

E 277 ユ 3.2 1.9 lOYR 5/1 N 5/0 1 1

E 278 1 4.2 2.1 lOYR 8/1 ユOYR 8/1 4 1 4 2

E 279 2 4.3 2.0 lOYR 8/2 lOYR 8/2 5 0 0 2

E 280 1 10.7 1.8 7.5YR 6/1 7.5YR 7/1 4 1 4 1
E 281 1 8.4 2.2 N 5/0 N 6/0 1 1 4 1
E 282 2 2.1 1.1 lOYR 6/1 lOYR 6/1 5 1 2 1

E 2831 2 2.7 1.4 lOYR 7/1 lOYR Iii 1 1 0 2

E 2832一 z 3.4 1.4 5Y 7/1 5Y iii 5 1 3 1

E 2833一 0 0 0

E 2834一 2 2.6 (1.5) lOYR 8/2 lOYR 8/3 1 0
E 284ユ 2 4.2 1.0 7.5YR 7/4 lOYR 8/2 7 0 0 2
E 2842一 1 6.0 1.8 lOYR 5/2 5YR 5/3 4 1 1 1 1

E 2851 2 3.5 (1.0) lOYR 5/3 5YR 6/4 1 1 3 1

E 2852一 2 3.6 1.0 ユOYR 6/2 5YR 6/4 1 3
E 2853一 2 3.1 1.5 2.5YR 6/6 2.5YR 5/6 1 1

E 2854一 1 ユ.3 1.5 5YR 6/4 7.5YR 7/2 1 1

E 2855一 1 2.7 2.0 5YR 6/3 5YR 6/4 1 1 1 ユ
E 2856一 1 4.2 2.0 5YR 7/4 5YR 7/6 1 1
E 2857一 1 1.6 2.1 lOYR 6/2 5YR 7/6 1 1
E 2858一 2 2.7 1.4 7.5YR 6/1 7.5YR 7/2 1 1

E 2859一 2 5.4 1.4 lOYR 8/1 lOYR 8/1 1 0

E 28510一 1 5.1 2.2 lOYR 8/2 lOYR 8/3 a 0
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挿図
番号

地区名 注記ID 瓦種別
code

法量(cm) 色 調
側面
形状

端面
形状

調 整
備 考

最大幅 最大厚
凹面、
色相

凹面、
明/彩

凸面、
色相

凸面、
明/彩

凹面 凸面 側面 端面

E 286 2 3.9 1.2 lOYR 7/1 5YR 8/1 1 2

E 287 1 14.2 1.9 5YR 4/3 5YR 4/1 7 1 1 4 1 1

E 2881 2 7.0 0.9 N 6/0 N 6/0 7 1 4 1

E 2882 2 5.1 1.2 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 1 2

E 289 2 4.0 0.9 7.5YR 8/3 7.5YR 8/3 1 z

E 290 1 4.5 2.1 lOYR 6/1 lOYR 6/2 1 1 1 1 1 1

E 2911 2 1.0 1.0 N 8/0 N 8/0 1 4

E 2912 2 3.5 1.5 5Y 7/1 5Y 7/1 1 2

E 2913 2 3.8 1.0 lOYR 6/1 5Y 7/1 1 2

E 2914 2 2.0 1.2 lOYR 8/1 lOYR iii 4 0 0

E 2915 2 3.0 (1.1) N 8/0 N 8/0 1 3

E 2916 0 0 0

E 292 0 3 1

E 293 2 2.8 2.1 5Y 7/1 5Y 7/1 5 3 1 1

E 2941 1 4.9 1.0 lOYR 4/1 lOYR 6/1 4 0 4 2

E 2942 2 1.7 1.3 7.5YR 8/1 7.5YR 8/1 1 0

E 2943 2 3ユ 1.3 lOYR 8/2 lOYR 8/3 0 0

E 2944 1 5.5 2.4 lOYR 8/2 lOYR 8/2 4 0 4 2

E 295 1 5.1 2.3 lOYR 7/2 N 5/0 1 1

E 296 0

E 297 0

E 298 0

第12表 軒平瓦観察表

第11表 凡例
瓦種別
code

瓦種別

0 不明
1 平瓦
2 丸瓦
3 軒平瓦
4 軒丸瓦
5 鴫尾
6 隅平瓦

凹面
code

調整(凹 面)

0 マメツ

1 布目
2 ナデ
3 バクリ

4 平行叩目
5 布目後ナデ
6 布目後平行叩目
7 ハケメ後ナデ

凸面
code

調整(凸 面)

0 マメツ

1 縄目
2 ナデ
3 バクリ

4 平行叩目
5 格子目
6 平行叩目後ナデ
7 縄目後ナデ
8 格子目後ナデ

注1.並 びはA区 、D区 、E区 の順

注2.最 大幅は残存部の長さ
注3.最 大厚は最 も厚い部分の長さ、推定値 については()で 表記

注4.色 相 ・明度 ・彩度は標準土色帖により分類

側面の調整

調整 平瓦 丸瓦 合計

ケズ リ 315 123 438
.

ケズリ後平行叩目 1 0 1'
布目後ケズリ 7 1 8

ナデ 0 1 1

布目後ナデ 4 0 4

布目 2 0 2

マメツ 69 46 115

合計 398 171 569

端面の調整

側面
code

調整(側 面)

1 ケズ リ

2 マメツ

3 ケズリ後平行叩目
4 布目後ケズリ

5 布目後ナデ
6 布目

調整 平瓦 丸瓦 合計'

ケ ズ リ 183 47 230

平行叩目 3 1 4
.

ケズリ後平行叩目 2 0 2'布
目後ケズリ 2 0 2

マメツ 45 18 63

合計 235 66 301

凹面の調整

調整 平瓦 丸瓦 合計

布目 762 236 998

ナデ 10 8 18

布目後ナデ 16 0 16

布目後平行叩目 2 0 2

ハケメ後ナデ 0 1 1

マメツ 140 101 241
バ クリ 8 5 13

合計 938 351 1289

凸面の調整

端面
code

調整(端 面)

1 ケズリ
2 マメツ

3 平行叩目
4 ケズリ後平行叩目
5 布目後ケズリ

調整 平瓦 丸瓦 合計

縄目 221 18 239

ナデ 281 151 432

平行叩目 159 31 190

格子目 64 5 69

平行叩目後ナデ 1 3 4

縄目後ナデ 0 1 1

格子目後ナデ 21 0 21

マメツ 180 131 311
バ クリ 10 10 20

合計 937 350 1287

長さ単位1(cm)

挿図
番号

番 号 文 様

瓦 当 面 裏 面 丸 瓦 部

残存度
内 区 外区 周 縁

色 調 色 調 調 整
調 整

残存幅 厚 側面の
形状径 厚 中 房 花弁長. 有無 幅 高さ 凹面 凸面 側面 端面径 高 蓮子数

8 DO13 四葉複弁蓮花文 2/3 (11.2) 1.02.0 4.8～5.0 0.3-0.8 1+9 2.6～2.9 無 0.6一 一1.8 7.5R7/0 7.5R7/0 ケズ リ ・ナデ 布目 平行叩目・ナデ ケズリ 5.0 1.3 9
7 D623 四葉複弁蓮花文 9/10 10.4-11.0 1.5～2.4 4.5～5,0 0.2～0.8 1+9 2.6-x3.0 無 0.6-0.8 0.0～0.7 7.5R6/0 7.5R6/0 ケズ リ ・ナデ
6 DO12 四葉複弁蓮花文 9/10 (11.3)～11.8 0.9～2.0 4.9～5,4 0.0～0.7 1+9? 2,7～30 鉦 0.7～1.5 0.5～0.6 5YR7/1 5YR7/1 ケズ リ ・ナデ

DO41 四葉複弁蓮花文 1/8 0.5～1.3 4.8一 一5.1 0.2～0.8 1+g 7.5R7/0 7.5R7/0 ナデ
D742 四葉複弁蓮花文? 1/6 0.9～1.8 無 04～25 05～34 lOR6/1 lOR6/1 ケズ リ ・ナデ
E215 四葉複弁蓮花文? 1/7 o.g一一一ia 鉦 1.4^一2.0 11～14 5YR6/1 5YR6/1 ナデ
D706 四葉複弁蓮花文? 1/9 1.0～1.9 無 7.5R8/0 7.5R8/0 ケズ リ ・ナデ

4 A136 六葉素弁蓮花文 1/4 (10.0一 一10.6) 0.7～1!7 3.6 0.0～0.4 1+6 2.8-y3.5 (1.3) 5YR6/8 5YR6/8 ナデ
5 Elll 六葉素弁蓮花文 1/4 (10.6) 0.5～1.2 0.0～0.4 2.9～3.2 無 05～09 04～0!7 7.5R7/0 7.5R7/0 マ メツ
3 AO36 六葉素弁蓮花文 1/4 (ios) 0.8～1.5 無 1.0～1.2 0.1一 一〇.4 7.5YR7/4 7.5YR8/1 ナデ

D537 六葉素弁蓮花文? 1/6 (9.8) 0.6-r1.5 無 0.7～0.9 03～04 7.5Y7/1 5Y7/1 マ メツ 布目 ナデ 6.3 1.3
E124 不明 (14.0) 1.5 1.5 2.5Y6/0 2.5Y6/0 布目 平行叩目 4.8 1.4
A1301 不明 1.7 5Y7/1 5Y7/1
D469 不明 08～09 0.7 5YR6/S 5YR6/8 マ メツ

第13表 軒 丸 瓦 観 察 表 長さ単位,(、m)
挿図番号 文 様 瓦 当 面 裏 面 顎 部 平 瓦 部番 号 残存度 上弦幅 弧 深 下弦幅 厚 色調 色調 調整 形状 幅 凹面 凸面 側面 端面 残存幅 厚 側面の形状
9 AOO12 押印文(2) 1/2 4.6一 一4.9 2.2-3.0 7.5YR6/1 7.5YR6/1 ナデ 浅顎 2.2～2.5 布目 ナデ ケズリ 13.5 2.9 1
10 RD6272 押印文(1) 4/5 5.86.3 2.3～2.6 7.5YR8/2 7.5YR8/2 ナデ 浅顎 2.5～2.8 布目 ナデ ケズリ 21.2 2.3 1

AO13 押印文(10r2?) 1/3 4.9～5.2 2.8-3.0 7.5YR8/2 7.5YR8/2 ナデ 浅顎 2.7-y2.8 布目 ナデ ケズリ 10.0 2.3 1
D785 押印文(10r2?) 1/5 4.5一一4.7 2.4～3.1 7.5YR8/2 7.5YR8/2 ナデ 浅顎 3.3～3.4 布目 6.5 1.9
D570 押印文(10r2?) 1/6 7.5YR8/2 7.5YR8/2 布目 ナデ マメツ 10.0 3.0
EO36 押印文(10r2?) 1/5 7.5YR7/1 7.5YR7/1 布目 ナデ 10.0 2.6
aosl 押印文(10r2?) 2.9～3.0 7.5YR7/1 7.5YR7/1 ナデ
E216 押印文(10r2?) 1/6 1.7 7.5YR8/2 7.5YR6/1 布目 ナデ ・平行叩目 マメツ 11.0 2.5

11 D476 押印文(3) 2/3 4.8～5.0 2.4-2.6 2.5YR8/2 2.5YR8/2 ナデ 浅顎 3.2～3.6 布目 ナデ ・平行叩目 ケズリ 14.4 1.9
12 AO94 押印文(4) 1/3 3.6～4.1 1.8.～3.0 7.5YR6/1 7.5YR6/1 ナデ 浅顎 2.0～2.3 布目後ナデ ナデ ・平行叩目 ケズリ 8.5 1.6

D769 押印文(3) 1/3 4.2～4.5 2.0 7.5YR8/1 7.5YR8/1 ナデ 浅顎 2.7一 一2.8 布目後ナデ ナデ 9.7 1.8
DO83 押印文(30r4?) 1/6 2.8 2.5YR6/1 2.5YR6/1 ナデ
AO33 押印文(30r4?) 1.8～2.0 7.5YR8/1 7.5YR8/1 マ メツ



第14表 側面 ・端面の形状の分類

code 側面分類 平瓦 丸瓦 全体 code 端面分類 平瓦 丸瓦 全体

1

/
25.06% 1.68% 17.88% 1 □ 83.68% 88.71% 84.77%

2

/
2.53% 0.00% 1.74% 2 二 9.21 6.45% 8.61

3 2.78% 0.00% 1.91% 3 ) 1.26% 1.61% 1.32%

4 35.70% 3.35% 25.52% 4 - 4.60% 1.61% 3.97%

5 17.97% 37.99% 24.13% 5 ⊃ 0.84% 0.00% 0.66%

6 8.86% 1.68% 6.77% 6 二 0.42% 1.61% 0.66%

7 4.30% 53.07% 19.44%

8 0.76% 0.56% 0.69%

9 2.03% 0.00% 1.39%

10 / 0.00% 1.68% 0.52%

注 側面576点、端面302点 分類、codeは瓦一覧表の側面形状 ・端面形状に対応
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第15表 古瓦接合状況

接合番号 ID 出土遺構 ・層準
瓦種別
資料

総個
体数

最大幅
(cm)

最:大厚

(cm)

RAOO8 AOO8,AOO9 AOO8(SB83No.04),*AOO9(SB83No.06) 1 2 12.4 1.7

RAO15 AO15,A123 _1 *AO15(No.001),A123_1(TK) 2 2 8.2 1.8

RAO25 AO25,AO26 AO25(No.028),*AO26(No.029) 1 z 14.9 2.1

RAO291 一 AO29_1,AO29_2 *AO29 _1(No.034),AO292(No.035) 1 2 11.6 2.5

RAO32 AO32,AO34 *AO32(No.038),*AO34(Nα040) 1 2 8.5 2.2

RAO43 AO43,AO88 AO43(No.049),*AO88(No.119) 1 2 7.7 2.7

RAO64 AO64,AO662 *AO64(No.075),AO66_2(Nα077) 2 2 6.0 1.9

RAO65 AO65,Aユ25_8,D113 AO65(No.076),*A125 _8(TK東 側),*D113(Nα120) 1 3 8.5 2.2

RAO67 AO67,AO68,AO69,A107 AO67(No.079),AO68(No.080),AO69(No.081),*AlO7(窪 地状1溝) 2 4 8.4 1.7

RAO71 AO71,AO76,A104 AO71(No.086),AO76(No.103),*A104(No.127) 1 3 16.3 2.4

RAO73 AO73,AO74 *AO73(No.090),AO74(No.091) 1 2 9.2 2.7

RAO79 AO79,AO96 *AO79(No.106),AO96(Nα128) 1 2 17.6 2.3

RAO82 AO82,A105 *AO82(No.109),Aユ05(窪 地状1NW) 1 2 8.5 3.2

RAO83 AO83,AO84 *AO83(No.110),AO84(No.111) 1 2 10.0 3.1

RA1241 一 A124_1,E193 *A124 _1(TK),E193(No.211) 1 2 7.4 1.5

RDOO1 DOO1,D825 DOO1(No.001),D825(No.566) 5 Z

RDO131 一 DO13 _ユ,DO13_2 DO13 _1(No.013),DO13_2(No.013) 4 2

RDO15 DO15,D127 DO15(No.015),*D127(No.134) 1 2 13.4 2.5

RDO22 DO22,DO25 *DO22(No.022),DO25(No.025) 2 2 7.5 1.9

RDO23 DO23,DO24 DO23(No.023),*DO24(No.024) 1 z 10.0 2.5

RDO29 DO29,D8041 *DO29(No.029),*D804_1(TK北 西) 1 2 10.6 2.0

RDO34 DO34,D191 *DO34(Nα035),*D191(Nα199) 1 2 15.1 2.0

RDO39 DO39,DO40 DO39(No.040),*DO40(No.041) 1 2 7.6 2.2

RDO46 DO46,DO47 *DO46(No.047),DO47(No.048) 1 2 10.3 3.1

RDO53 DO53,DO58 DO53(No.054),*DO58(No.059) 1 2 8.5 2.2

RDO64 DO64,DO65 DO64(No.065),*DO65(No.067) 1 2 12.2 2.2

RDO74 DO74,E157 *DO74(No.076),E157(Nα171) 1 2 7.5 2.8

RDO901 一 DO90_1,DO902 *DO90 _1(No.096),DO90_2(No.096) 1 2 6.7 2.2

RDO93 D93,D590,D610 D93(No.099),*D590(No.595),D610(No.615) 2 3 7.7 1.6

RD102 D102,D310 *D102(No.109),D310(No.322) 2 2 5.5 1.9

RD104 D104,D311 D104(No.lll),*D311(No.323) 1 2 6.6 2.3

RD112 D112,D267 _2 *D112(No.119),D2672(No.278) 1 2 5.8 1.8

RD115 D115,D116 *D115(Nα122),*D116(No.123) 1 2 11.0 1.6

RD117 D117,D119 D117(Nα124),*D119(Noユ26) 1 2 10.6 1.7

RD134 D134,D7912 D134(No.141),*D7912(TT3) 1 2 8.0 2.6

RD162 D162,D196 D162(No.170),*Dl96(No.206) 1 2 6.7 2.0

RD172 D172,D252 *D172(No.180),D252(No.263) 1 2 5.5 1.4

RD182 D182,D294 *D182(No.190),D294(No.306) 1 2 9.5 2.5

RD184 D184,D741,D756 D184(No.192),*D741(No.747),*D756(No.762) 1 3 10.9 1.6

RD204 D204,D4452,D456 *D204(No,215),*D445 _2(No.443),D456(No.445) 1 3 10.0 2.0

RD208 D208,D457 D208(No.220),*D457(No.456) 1 2 5.0 1.8

RD217 D217,D246 D217(No.229),*D246(No.258) 2 2 8.0 1.7

RD221 D221,D222 D221(No.233),=kD222(No.234) 1 2 9.0 2.3

RD223 D223,D288 *D223(No.235),*D288(No.300) 1 2 5.3 1.9

RD226 D226,D285,D495 *D226(Nα238),D285(No.297),*D495(No.495) 1 3 17.8 1.8

RD232 D232,D303 *D232(No.246),D303(No.315) 1 2 5.5 1.6

RD238 D238,D239 D238(No.252),*D239(No.251) 1 2 8.4 1.6

RD24ユ D241,D759 *D241(No.253),D759(No.765) 1 2 9.4 1.9

RD242_1 D2421,D790_1 D242_1(No.254),*D790_1(TT2) 1 2 8.6 1.8

RD251 D251,D565 *D251(No.262),D565(No.568) 1 2 9.0 1.9

RD253 D253,D625 *D253(No.264),D625(No.631) 1 2 6.7 2.9

RD263 D263,D287_1 *D263(No.274),D287_1(No.299) 2 2 6.6 1.5

RD265 D265,D300,D683 *D265(No.276),D300(No.312),D683(Nα689) 1 3 9.0 2.3

RD273 D273,D526 *D273(No.284),*D526(Nα527) 2 2 8.0 1.4

RD276 D276,D7672 *D276(No.287),D767_2(No!773) ・1 2 15.0 1.9

RD278 D278,D605 *D278(No.289),D605(No.610) 1 2 14.0 1.8

RD286 D286,D635 D286(Nα298),*D635(Nα641) 1 2 17.1 2.7

RD290 D290,D291 *D290(Nα302),D29ユ(No.303) 2 2 8.7 1.7

RD298 D298,D299 *D298(No.3ユ0),*D299(No.311) 1 2 6.0 2.3

RD318 D318,D320 *D318(Nα331),*D320(No.333) 1 2 7.5 2.1

接合番号 ID 出土遺構 ・層準
瓦種別
資料

総個
体数

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

RD345 D345,D441 D345(No.339),*D441(No.439) 1 2 6.9 1.7

RD348 D348,D349 D348(No.341),*D349(No.342) 1 2 7.5 1.3

RD373 D373,D717 D373(No.368),*D717(No.723) 1 2 12.0 2.0

RD376 D376,D384,D402, D376(No.371),*D384(Nα379),D402(No,398),

D403,D543,D701 D403(No.399),D543(No.544),D701(No.707) 2 6 8.1 2.0

RD378
D378,D387_1,D387_2,D651,

D662,D663 _1,D752,D797_2

*D378(Nα373),D387 _1(Nα382),D387_2(Nα382),*D651(No.657),

D662(No.668),D663_1(Nα669),D752(No!758),D797_2(集 石9)
1 8 11.2 1.7

RD388 D388,D391 *D388(No.384),D391(No.387) 1 2 19.5 2.1

RD389 D389,D395 D389(No.385),*D395(No.391) 1 2 5.3 2.7

RD415 D415,D775 D415(No.413),*D775(No.781) 1 2 13.7 2.6

RD428 D428,D429 *D428(N(L426),D429(No427) 1 2 12.5 1.9

RD439 D439,D443 *D439(No.437),D443(No.441) 1 2 5.8 ユ.4

RD444 D444,D446 _2 D444(No.442),*D446_2(No.444) 1 2 10.3 1.8

RD4451 一 D445_1,D720 *D445 _1(No.443),*D720(No.726) 1 2 5.5 0.9

RD447 D447,D727 D447(No.445),*D727(No.733) 1 2 8.7 2.1

RD451 D451,D793_1,EO48,EO64 D451(No.449),*D793_1(TT3),EO48(No.051),*EO64(No.067) 1 4 12.0 1.4

RD462 D462,D464,D470 *D462(No.462),D464(No.464),D470(No.470) 1 3 8.8 1.7

RD465 D465,D466 *D465(No.465),D466(No.466) 1 2 10.3 2.0

RD471 D471,D808 D471(No.471),*D808(TTNo.02) 1 2 15.1 2.2

RD472 D472,D749 *D472(No.472),D749(No.755) 1 2 13.0 2.2

RD486 D486,D563 D486(No,486),*D563(No.565) 1 2 11.2 2.4

RD489 D489,D492 *D489(No.489),D492(No.492) 1 2 12.5 2.4

RD493 D493,D629,D753,D782 *D493(No.493),D629(No.635),D753(No.759),D782(No.788) 1 4 19.8 2.2

RD505 D505,D507 D505(No.506),*D507(No.508) 1 2 14.0 1.6

RD506 D506,D508 *D506(No.507),D508(No.509) 1 2 8.6 1.7

RD512 D512,D656 D512(No.513),*D656(No.662) 1 2 8.5 1.7

RD528 D528,D529 D528(No.529),*D529(No.530) 2 2 8.0 1.8

RD531 D531,D534 D531(No.532),*D534(Nα535) 2 2 3.5 1.2

RD568 D568,D789 _2 *D568(No.571),*D789_2(TT2北 壁際) 1 2 16.5 2.4

RD573 D573,D602 D573(No.577),D602(No.607) 4 2

RD592 D592,D593 *D592(No.597),D593(No.598) 1 2 8.6 2.5

RD6271 一 D627_1,D631 D627_1(No.633),*D631(No.637) 1 2 13.8 2.6

RD6272 一 D6272,D630 D6272(No.633),D630(No.636) 3 2 20.5

RD639 D639,D640 *D639(No.645),*D640(No.646) 2 2 8.0 1.4

RD641 D641,D642,D643 *D641(No.647),D642(No.648),D643(No.649) 1 3 13.0 2.0

RD648 D648,D650,D771_1,D7712 D648(No.654),*D650(No.656),D7711(No.777),D7712(No.777) 1 4 12.0 1.8

RD653 D653,D655 *D653(No,659),D655(No.661) 1 2 10.3 3.5

RD657 D657,D660 *D657(No.663),*D660(No.666) 6 2 8.8 2.2

RD664 D664,D669 *D664(No.670),D669(No.675) 1 2 10.5 1.9

RD665 D665,D667,D678,D680,D766
*D665(No.671),D667(Nα673),D678(Nα684),D680(No.686)

*D766(No.772)
1 5 16.7 2.0

RD668 D668,D673 D668(No.674),*D673(No.679) 1 2 9.0 1.9

RD682 D682,D690 D682(No.688),*D690(No.697) 1 2 7.7 1.5

RD688 D688,D696 D688(Nα695),*D696(Nα702) 1 2 15.8 2.5

RD693 D693,D758 *D693(No.691),D758(No.764) 1 2 12.2 2.2

RD698 D698,D773 *D698(No.704),D773(No.779) 1 2 11.6 2.1

RD713 D713,D767 _1 *D713(No.719),D767 _1(No.773) 1 2 10.8 2.1

RD722 D722,D746,D760 D722(No.728),D746(No.752),*D760(No.766) 1 3 15.5 2.2

RD735 D735,D736 *D735(No.741),D736(No.742) 1 2 14.6 2.3

RD7891 一 D7891,D7983 D789_1(TT2北 壁際),*D798_3(集 石1) 1 2 i1.o 2.4

RD817 D817,D818 *D817(TTNo.ll),*D818(TTNo.12) 2 2 8.0 1.5

REOO7 EOO7,EOO8 *EOO7(No.009),EOO8(No.010) 2 2 5.4 1.7

REO18 EO18,EO19 *EO18(No.021),*EO19(No.022) 1 2 11.3 1.5

REO59 EO59,EO60,EO61 *EO59(Nα062),EO60(Nα063),EO61(No.064) 2 3 10.8 1.7

REO65 EO65,EO66 *EO65(No.068),*EO66(No.069) 2 2 5.5 1.2

REO77 EO77,EO91 *EO77(No.080),*EO91(No.094) 1 2 11.5 2.1

RE134 E134,E196 *E134(No.139),*E196(No.216)' 2 2 5.1 1.6

RE175 E175,E283 _1 *E175(No.192),E283 _1(TG,N294-E291) 2 2 7.7 1.6

RE198 E198,E214 E198(No.218),*E214(No.237) 1 2 9.5 2.4

RE201 E201,E259 *E201(No.221),E259(No.282) 1 2 23.5 3.1

RE244 E244,E280 *E244(No.267),E280(溝3,No.3) 1 2 14.0 1.9

RE264 E264,E287 E264(No.287),*E287(TT2No.2) 1 2 14.3 1.9

注.出 土遣構・層準備中の*の 個体はその接合個体の最:大厚



総回収個体数 1409 総重量(9)
ハ 」勃1ノ 7「 置;レ 、 兄 伏H

解決数
1)

未解数
1'lHJκ 昌

解決率未計測あり算出不能 ,code個 体 数

.欠番率 0.99% 欠番個体数 14 1 210 21 0.0%
二次元座標記録率 84.17% 二次元座標記録個体数 1186 2 10 1 0.0%
プロツ ト率 79.70% プロット可能総個体数 1123 3 2616 10 60.5%
プロット不能率 20.30% プロット不能個体数 286 4 205 15 25.0%

単独率 80.65% 総個体数 1395 5 33 0 100.0%
接合率 19.35% 接合個体数 270 6 22 0 100.0%
平均接合個体数 2.3 接合資料数 119

第21表 地区 ・問題含有
項目単位個体数

第22表
地区瓦種別

重分布密度(点/平 米)算 出無効 総調査面積(平 米) 3070.6
帰属層準推定率 未算出 帰属層準推定個体数 未検証

A遺構帰属率 未算出 遺構帰属個体数 (記録回収分)234 地区問題含有項目 計

計

実測率 2.08% 実測個体数 29
0654

第17表 個体別資料一覧項 目コー ド 第18表

A

092
code項 目名称 code項 目名称 code項 目名称 瓦種別 コー ド 181
Ol地 区 08Y座 標値 15写 真 code種 別名 06,097
021D 09瓦 種別 16問 題code 0不 明 06,177
03出 土遺構1 10(重 量) 17未 決問題 1平 瓦 A計 71
04出 土遺構2 11(最 大 幅) 18欠 番情報 2丸 瓦 D 1715 D

計

05層 序 12(最 大厚) 19問 題有項目 3軒 平瓦 0684
06二 次元記録 13接 合情報 *プ ロット用に独自

管理したデータベー
スであり、第10表 と

4軒 丸瓦 0919
07X座 標値 14実 測 5鴎 尾 1810

第19表

総個体数は確実に一致しない。明らかなものとしては、未整理
個体12個 を瓦種別0と して個体管理し、カウントしてある。

一 覧 項 目16・17問 題 コ ー ド

6隅 平瓦 06,0917

06,1714
09,171

code問 題 の詳細 A区D区E区 D計 160
01出 土位置不明 有 有 有 E 175 E

計

02遺 物紛失 有 有 無 0633
03取 り上 げNoの 重複 有 有 有 096

04遺 物種別が不明 183有 有 有
05遺 物種別が同一座標点に2種 以上ある 有 有 有 06,093
06注 記IDが 同 じ 有 無 無 06,174
07土 器台帳 ・荷札の記入間違えが考えられる 有 無 無 09,171
08注 記IDが2個 ある E計 55無 有 有
09 図面に取り上げNo記 入あるも位置記録なし 無 有 無 合計 286 総計 (欠番除
10座 標の確認必要 無 有 無 *記 憶により出土位置に戻した個体があるよっ六

体があり、このデータベースでは割愛した。瓦種第10表 は
、個体管理もされず出土遺構も出土位涯11 取り上げ座標点が調査区外の値を取る 無 無 有

第16表 瓦主要諸元(B・C区 は瓦未 出土の ため対象外) 第20表 一覧項 目16・17問 題 コー ド単位問題個体数 と解決率

code個 体数 解決数 未解数 解決率
7

8

9
10

11

計

7
6

1

17
2

79

7
2

0

0
0

23

0

4

1

17
2

56

100.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%
29.1%

地区 ・瓦種単位 プロ ッ ト個体数 と率
計 プロット個体数 プロット率

0

1

2

3

4

5

6

0

1

2

3

4

5

6

0

1

2

3

4

5

6

9

118

39

5

4

0

0

175

37

655

187

7

10

4

4

904

10

176

125

2

3

0

a

316

1395

}で

0

76

21

5

3

0

0

105

0

582

148

7

10

3

4

754

0

161

98

2
3

0

0

264

1123
ご§切 ていよい。疋里' 轟体があり

、このデータベースでは割愛した。瓦種別も未分類があり、種別単位個数に問題がある。

0.0%

64.4%

53.8%

100.0%

75.0%

0.0%

0.0%

60.0%

0.0%

88.8%

79.1%

100.0%

100.0%

75.0%

100.0%

83.0%

0.0%

91.5%

78.4%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

83.5%

80.5%

葺測 固

　コんしド　

鞘継 欝難難 騰 羅熱1嘉難 盤 羅 翻s◇ 平瓦 楠平瓦
対象とした角の座標値をプロットし作成した。また瓦の出土は、E126以 西では確認されて 翼軒丸瓦 〈〉隅平瓦 △ 鴎尾
いないことがプロット用個体管理データベースにより確認できたた

藁礁 灘雛 灘薄蕪 嶽il鰹継oL__… 些 些一_雪m
第31図 瓦分布図



欄

*接 合資料について
接合線は、二次元座標記録をもつ個体同士で接合し

たうち、調査区間接合 した2例 を提示するに留まる。
本調査地における遺物の垂直座標記録は、使用ベンチ
マークの不明なものが多 く、帰属層準を明かにできな
い。だが分布状況と接合状況から、再移動の可能性が
高いと推定できる。また地質 ・堆積環境からもそのこ
とが窺える。よってこの分布状況は、そのまま建物趾
に結びつかないと考えられる。

*・ ・,_}に 余し、 にD×1一 一 よってい ここめ一部面的に出土しているよっである。諸般の問題から、分布図より遺構単位:まで
還元できなかったが、大半は調査面を下げたトレンチに帰属するとみられる。個体数は未検討のため不明であるものの、器面や折れ面等の摩滅」風化し

鯉細ミ鋒誕爾雛勇u欝騨究甕禽爆擁雛醒雛羅銃甥離老象醜室離講鋸鯉聡薯2襲蟹命器幕購灘齢
欠落していても認識可能となろう。瓦種別は、基準の不明確な分類かつ未整理個体もあり暫定的傾向となるが、軒 ・隅を付帯構造としてみると、総個体
数1395の うち平瓦総数967,丸瓦総数368,鴎尾総数4,不明総数56で ある。種別構成率は、平瓦69,3%,丸瓦26.4%,鴎尾0.3%,不明4.0%で あり、平 ・丸瓦
における朧 造率は・軒平瓦M%F禺平瓦α4%軒丸瓦生6%である.[鷲 型 薗3囎 糊 畢 轡 有撃 欝 漕 委員会
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地×
A
A
A
A
A

出土'
SB81
SB83
SB85

凹地状
石列1

1言

7
11
2

6
8

地メ
A
A
A
A
A計

出土'台状
1

TG
TK
TT

1雪

1
1

32

8
76

地 ×
D
D
D
D
D

出土'集石
1

集石2
集石9
TG
TK

1舌

5
8
21

2
28

地メ
D
D計
E
E
E

出土'
TT

溝2
溝3
石列3

1昔

54
118

1

2
1

地区 出土遺構1 計 ]
E TG 5
E TK 1
E TT 30

E計
*遺 構単位個体数は参考

40

土'記 、、遺構内

TG・TK
TT

総計

73
69
92

234

第33図 瓦 種 別 コ ー ド2・4・5分 布 図
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第34図 古瓦実測図(1)鵬 尾
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第36図 古瓦実測図(2)軒 丸瓦
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第37図 古瓦実測図(3)軒 平瓦 ・隅平瓦 ・不明品
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第38図 古瓦実測図(4)平 瓦
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第39図 古瓦実測図(5)平 瓦 ・丸瓦
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3金 属器

金属器群の概要

大村遺跡第4次 調査は5地 点に分割調査され、出土 し
た土器の型式から推定された とみられる縄文時代、古:墳

時代、古代、中世、近世と推定 された遺構が検出されて
いるようである。全地点とも、遺構検出層理面など不明

であるものの、いずれの地点からも金属器は回収された。

遺物分布密度で最 も高い値 を示すのはA地 点である 。

かつA地 点は、副産物の全地点 における副産物総個体

数に占める割合 も95.7%と 高い。その偏った傾向に注意
は必要であるものの、出土位置の多 くは検出面とみられ、

また寛永通宝 も同一面上の出土 とみられる位置で回収さ

れてお り、あわせて注意が必要である。

本調査地における共時的 ・通時的関係の検討は、援用

すべき他の遺物においても帰属層準など不明な点も多 く、
断念せざるを得なかった。

引用・参考文献

内堀 団2003「 金属器」

委員会pp59～pp61

太田圭郁2003「 石器」

委員会pp62～pp85

第25表 金属器一覧

『平田本郷遺跡4・5』松本市教育

『平田本郷遺跡4・5』松本市教育

第23表 金属製遺物主要諸元
総回収個体数 119 総重量(9) 2,286.4g

単独率(%) 99.5% 総個体数 116

接合率(%) 0.5% 接合個体数(すべて新しい折損) 6

平均接合個体数 3.0 接合資料数 2

金属製遺物分布密度(点/平 米) 0.02 調査面積(平 米) 4,693.2

二次元座標記録率(%) 48.7% 二次元座標記録個体数 58

帰属層準推定率(%) o.oi 帰属層準推定個体数 0

遺物単位遺構帰属率(%) 33.6% 遺構帰属個体数 39

遺構単位遺構帰属率(%) 0.05% 回収遺構数(総遺構数) 16(282)
製品率(%) 38.7% 製品個体数 45

実測率(%) 17.2% 実測個体数 20

欠番率(%) 0.2% 欠番個体数 3

第24表 地点別遺構単位製品率
地点名 遺構1 P BP UK 計 PR 地点名 遺構1 P BPUK 計 PR

A地 点

(2,339.5)

[0.04]

SB77 7 7 0.0% C地 点

(906.7)

[0.006]

SB98 1 1 0.0%

SB78 7 7 0.0% SB109 1 1 100.0%

SB79 3 3 0.0% SB113 1 1 100.0%

SB82 2 2 100.0% 遺構内 2 1 3 66.6

SB83 1 1 100.oi 遺構外 3 3 100.0%

SB84 3 3 100.0% 地点計 5 1 6 83.3%

SB87 1 1 0.0% D地 点

(300.4)

[0.01]

SQ 3 1 4 75.0%

SB89 1 1 100.0% 遺構内 3 1 4 75.0%

SB92 2 2 0.0% 遺構外 2 2 100.0%

SB96 1 1 100.0% 地点 5 1 6 83.3%

遺構内 8 20 28 28.5% E地 点

(430.7)

[0.006]

SX3 1 1 0.0%

遺構外 22 47 1 70 31.4% 遺構内 1 1 0.0%

地点計 30 67 1 98 30.6% 遺構外 2 2 100.0%

B地 点
.

(715.9)

[0.004]

SB91 3 3 100.0% 地点計 2 1 3 66.6%

遺構内 3 3 100.0% 凡例 P=product PR=product-reat

遺構外 0.0% BP=by-product 0内 は地点面積

地点計 3 3 100.0% UK=unknown 口内は遺物分布密度

ID地 区 出土遺構1出 土遺構23DX座 標値Y座 標値 金属種 産物 最大長(mm)最:大 幅(mm)最 大厚(mm)重 量(g)長/幅 比 幅/厚 比 形状比 形状 形状機能 接合情報 実測 写真 欠番

001ASB77 No.1 083.700293.950 FBP 62.8 51.3 30.3121.6 1.2 1!71.2:1!7塊1犬 津 NoNoNo

002ASB77 P3 一 一 一 FBP 28.2 25.3 23.719ユ 1.1 1.11.1:1.1塊 状 津 NoNoNo

003ASB77 SW 一 一 一 FBP 33.9 21.8 14.511.0 1.6 1.51.6:1.5塊 状 津 NoNoNo

004ASB77 NW 一 一 一 FBP 50.3 33.2 27.730.3 1.5 1.21.5:1.2塊 状 津 NoNoNo

005ASB77 一 一 一 FBP 49.6 42.9 35.171.4 1.2 1.212:1.2塊 斗犬 津 NoNoNo

006ASB77 一 一 一 FBP 45.6 41.9 30.344.6 1.1 1.41.1:1.4塊 状 津 NoNoNo

007ASB77 一 一 一 FBP 65.1 48.4 43.579.7 1.3 1.11.3:1.1塊 状 津 NoNoNo

008ASB78 SW 一 一 一 FBP 71.2 56.5 27.8136.8 1.3 2.01.3:2.0塊 状 津 NoNoNo

009ASB78 SW 一 一 一 FBP 76.0 41.2 29.7136.0 1.8 1.41&1.4塊 状 津 NoNoNo

010ASB78 SW 一 一 一 FBP 32ユ 25.6 16.511.9 1.3 1.61.3:1.6塊 状 津 NoNoNo

011ASB78 SW 一 一 一 FBP 67.5 39.9 25.748.1 1.7 1.61!ゐ1.6塊 状 津 NoNoNo

012ASB78 SW 一 一 一 FBP 48.9 41.7 30.!79.6 1.2 1.41.2:1.4塊 状 津 NoNoNo

013ASB78 SW 一"一 FBP 23.2 17.8 16.86.6 1.3 1.11.3:1.1塊 状 津 NoNoNo

014ASB78 NE 一 一 一 FBP 36.8 29.3 18.718.1 1.3 1.61.3:1β 塊状 津 NoNoNo

015ASB79 SE 一 一 一 FBP 54.2 43.0 24.865.3 1.3 1.71.3:1.7塊 状 津 NoNoNo

016ASB79 SE 一 一 一 FBP 40.4 32.2 26.321.5 1.3 1.21.3:1.2塊 状 津 NoNoNo

017ASB79 SE 一 一 一 FBP 20.4 14.0 13.72.7 1.5 1.01.5:1.0塊 状 津 NoNoNo

018ASB82 SW 一 一 一 FP 46.0 13.8 7.46.9 3.3 1.93.3:1.9棒 状 刀子 状 NoNoNo

019ASB82 SW 一 一 一 FP 33.0 12.2 11.96.8 2.7 1.02.7:1.0棒 状 不明 NoNoNo

020ASB83 No.1 0169.100310.600 FP 106.0 10.0 6.918.4 10.6 1.410。6:1.4棒 状 不明 YesNoNo

021ASB84 No.6 0126.675314.225 FP 117.4 12.5 7.914.2 9.4 1.69!圭1.6棒 状 刀子 状 YesNoNo

022ASB84 NW 一 一 一 FP 52.4 11.8 11.312.6 4.4 1.04.4:1.0棒 状 不明 NoNoNo

023ASB84 竈 一 一 一 FP 43.6 8.7 5.83.4 5.0 1.55.0:1.5棒 状 不明 NoNoNo

024ASB87 上層 一 一 騨 FBP 38.5 29.5 21.922.6 1.3 1.31.3:1.3塊 状 津 NoNoNo

025ASB89 一 一 一 FP 108.4 16.1 20.829.4 6.7 α86.7:0.8棒 状 釘状 NoNoNo

026ASB92 床 胃 一 一 FBP 39.2 35.8 25.143.7 1.1 1.41.1:1.4塊 状 津 NoNoNo

027ASB92 Nベ ル ト 一 一 一 FBP 72.4 55.5 41.8166.8 1.3 1.31.3:1.3塊 状 津 NoNoNo

028ASB96 No.B 0121.250313.900 FP 75.1 11.5 6.510.5 6.5 1.86。5:1.8棒 状 不 明 YesNoNo

029ANo.005 xUKUK CP 32.2 5.4 4.63.7 6.0 1.26。0:1.2棒 状 不 明 NoNoNo

030ANo.010 0126.000311.900 FP 198.0 16.7 9.029.9 11.9 1911.9:1.9棒 状 刀 子状 YesNoNo

031ANo.011 086.900295.425 FBP 98.5 79.9 31.3263.1 1.2 2.61a2.6塊 状 津 NoNoNo

032ANo.013 084.425293.100 FBP 82.9 74.8 44.6228.0 1.1 1.71.1:1!7塊 状 津 NoNoNo

033ANo.015 085.325294.075 FBP 38.2 33.6 27.042.7 1.1 1.21.1:1.2塊 状 津 NoNoNo

034ANo.016 083.925294.330 FBP 69.3 58.5 40.2161.6 1.2 1.51.2:1.5塊 状 津 NoNoNo

035ANo.017 083.750294.225 FBP 86.6 70.2 36.9227.7 1.2 191.2:1.9塊 状 津 NoNoNo

036ANo.018 083.700294.125 FBP 34.4 29.8 19.29.2 1.2 1.61al.6塊 状 津 NoNoNo

037ANo.019 083.250294.275 FBP 37.5 28.4 16.524.1 1.3 1!713:1!7塊 状 津 NoNoNo

038ANo.020 083.000294.975 FBP 27.6 17.9 14.15.8 1.5 131.5:13塊 状 津 NoNoNo

039ANo.021 083 .050295.075 FBP 48.8 33.5 25.523.7 1.5 1.31.5:1.3塊 状 津 NoNoNo

040ANo.061 0174.100309.600 FBP 86.3 74.7 36.0283.2 1.2 2.112㌃2.1塊 状 津 NoNoNo

041ANo.062 0174.090309.525 FBP 45.0 37.7 20.768.1 1.2 1.81a1.8塊 状 津 NoNoNo

042ANo.072 0183 .675319.600 FP 98.1 9.4 8.514.1 10.4 1.110.4:1.1棒 状 不 明 YesNoNo

043ANo.082 0184.780321.300 FBP 125.7 78.5 39.6363.9 1.6 2.Ol.6:2.0塊 状 津 NoNoNo

044ANo.088 0181.500317.200 FP 78.0 18.8 15.827.7 4.1 1.24.1:1.2棒 状 不 明 YesNoNo,

045ANo.094 0175.200306.750 FBP 76.4 70.1 35.3193.6 i.1 201.1:2.0塊 状 津 NoNoNo

046ANo.095 △175ユ30308.000 FBP 103.3 93.1 38.7331.1 1.1 2.41.1:2.4塊 状 淳 NoNoNo

047ANo.095 0175.130308.000 FBP 63.8 59.3 28.892.8 1.1 2.11.1:2.1塊 状 津 NoNoNo

048ANo.095 0175.130308.000 FBP 48.7 31ユ 18.033.2 1.6 1.71.6:1!7塊 状 津 NoNoNo

049ANo.095 0175.130308.000 FBP 42.5 29.3 19.614.5 1.5 1.51.5:1.5塊 状 津 NoNoNo

050ANo.095 0175.130308.000 FBP 55.6 27.8 23.132.5 2.0 122.0:1.2塊 状 津 NoNoNo

051ANo.095 0175.130308.000 FBP 38.2 24.9 10.56.2 1.5 2.41.5:2.4塊 状 津 NoNoNo

052ANo.095 0175.130308.000 FBP 28.2 24.6 16.35.8 1.1 1.5U:15塊 状 津 NoNoNo

053ANo.095 0175.130308.000 FBP 21.8 19.6 11.61.5 1ユ 1!71.1:1!7塊 状 津 NoNoNo

054ANo.095 0175.130308.000 FBP 14.2 12.7 10.91.4 i.1 121.1:1.2塊 状 津 NoNoNo

055ANo.096 0174.925307.950 FBP 74.8 57.8 40.9132.6 1.3 1.41.3:1.4塊 状 津 NoNoNo

056ANo.096 0174.925307.950 FBP 45.0 31.3 16.819.6 1.4 1.9141.9塊 状 津 NoNoNo

057ANo.096 0174.925307.950 FBP 26.2 16.3 11.84.4 1.6 1.41.6:1.4塊 状 津 NoNoNo

058ANo.096 0174.925307.950 FBP 19.8 15.4 10.32.7 1.3 1.51.3:1.5塊 状 津 NoNoNo

059ANo.096 0174.925307.950 FBP 16.1 11.8 9.91.8 1.4 1.2141.2塊 状 津 NoNoNo
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ID 地区 出土遺構1 出土遺構2 3D X座標値 Y座標値 金属種 産物 最大長(mm)最 大幅(mm)最 大厚(mm) 重量(g)長/幅 比 幅/厚比 形状比 形状 形状機能 接合情報 実測 写真 欠番

060 ANo.097 △ 175.200 307.740 F BP 96.1 71.4 28.7 232.8 1.3 2.5 1.3:2.5 塊状 津 No No No

os1 ANo.097 △ 175.200 307.740 F BP 46.8 33.1 10.6 10.5 1.4 3.1 1.4:3.1 塊状 津 No No No

062 ANo.097 △ 175.200 307.740 F BP 17.8 16.5 8.4 1.8 1ユ 2.0 1ユ:2.0 塊状 津 No No No

063 ANo.097 △ 175.200 307.740 F BP 15.3 14ユ 8.4 1.8 1ユ 1.? 1ユ:1.7 塊状 津 No No No

064 ANo.098 △ 175.200 307.790 F P 38.1 11.5 7.6 3.0 3.3 1.5 3.3:1.5 棒状 不明 Yes No No

065 ANo.098 △ 175.200 307.790 F BP 100.4 92.8 48.0 452.2 1.1 1.9 1ユ:1.9 塊状 津 No No No

066 ANo.098 △ 175.200 307.790 F BP 29.9 29.6 12.2 7.2 1.0 2.4 1.0:2.4 塊状 津 No No No

067 ANo.099 △ 175.300 307.775 F BP 96.8 56.0 29.6 126.8 1.7 1.9 1.7:1.9 塊状 津 No No No

068 ANo.099 D 175.300 307.775 F BP 23.4 14.8 8.5 2.6 1.6 1.7 1.6:1.7 塊状 津 No No No

069 ANoユ00 △ 181.400 317.000 F P 97.8 19.0 16s 30.2 5ユ 1.1 5.1:1.1 棒状 釘状 Yes No No

070 ANoユ13 △ 182.700 318.675 F P 61.5 11ユ 8.0 8.4 5.5 1.4 5.5:1.4 棒状 釘状 Yes No No

071 ANo.118 △ 182.800 317.100 F P 95.3 13.2 14.2 22.6 7.2 0.9 7.2:0.9 棒状 不明 Yes No No

072 ANo.134 △ 152.050 319.100 UK P 69.3 11.6 1.6 10.8 6.0 7.3 6.0:7.3 塊状 不明 Yes No No

073 ANo.138 △ 129.575 299.875 C P 25.0 25.0 1.4 3ユ 1.0 17.9 1.0:17.9 板状 寛永通宝 No No No

074 ATK 一 一 一 F P 39.4 8.8 8.2 4.0 4.5 1.1 4.5:1.1 棒状 不明 No No No

075 ATK 一 ■ 一 F BP 53.6 51.9 32.3 86.0 1.0 1.6 1.0:1.6 塊状 津 No No No

076 ATK 一 一 一 F BP 103.7 80.5 36.4 434.8 1.3 2.2 1.3:2.2 塊状 津 No No No

077 ATK 一 一 一 F P 34.1 7.8 7.7 2.8 4.4 1.0 4.4:1.0 棒状 不明 No No No

07s ATK 一 一 一 F P 35.0 7.8 7.8 3.6 4.5 1.0 4.5:1.0 棒状 不明 No No No

079 ATK 一 騨 一 F P 59.2 11.5 10.9 9.7 5.1 1.1 5.1:1.1 棒状 釘状 No No No

oso ATT3 一 一 一 F BP 54.9 47.1 20.5 7as 1.2 2.3 1.2:2.3 塊状 津 No No No

osi ATT3 一 一 一 F BP 23.5 23.2 19s 11ユ r.o 1.2 1.0:1.2 塊状 津 No No No

082 ATT4 Yes

083 ATY 北西 一 一 一 C P 24.8 24.7 1.5 2.8 1.0 16.5 1.0:16.5 板状 元豊通宝 No No No

084 ATK 北西 一 一 一 F P 50.8 12.9 11.3 11.7 3.9 1.1 3.9:1.1 棒状 不明 No No No

085 ATG N315,E174 一 ■ 一 F BP 86.7 69.0 31.5 206.3 1.3 2.2 1.3:2.2 塊状 津 No No No

086 ATG N315,E174 一 一 一 F BP 26.9 25.3 18.9 22.3 1.1 1.3 1.1:1.3 塊状 津 No No No

087 ASXl 一 一 一 F BP 67ユ 47.8 21.6 70.1 1.4 2.2 1.4:2.2 塊状 津 No No No

oss ASX1 Nベ ル ト 一 一 一 F BP 40.6 35.8 28.2 41.2 1.1 1.3 1.1:1.3 塊状 津 No No No

089 ATK 一 一 一 F P 39.8 34.3 7.0 10.4 1.2 4.9 1.2:4.9 板状 不明 No No No

090 ATK " 一 胃 F P 36.9 9.4 8.0 5.1 3.9 1.2 3.9:1.2 棒状 不明 No No No

091 ATK 一 胃 一 F P 28.5 10.2 9.5 5.0 2.8 1.1 2.8:1.1 棒状 不明 No No No

092 ATK 一 一 一 F P 33.0 10.4 9.5 5.8 3.2 1.1 3.2:1.1 棒状 不明 No No No

093 ATK 一 一 一 F BP 53.4 51.6 30.5 92ユ 1.0 1.7 1.0:1.7 塊状 津 No No No

094 ATK 一 一 一 F BP 67.4 44.5 14.6 53.9 1.5 3.0 1.5:3.0 塊状 津 No No No

095 ATK 一 一 一 F BP 31.8 27.3 20.2 23.7 1.2 1.4 1.2:1.4 塊状 津 No No No

096 ATK 一 一 一 F BP 1ss 16.0 13.1 5.8 1.2 1.2 1.2:1.2 塊状 津 No No No

097 ASXl N313,E175 Yes

098 ATG N313,E175 一 一 ■ F P 22.3 8.2 7.0 1.7 2.7 1.2 2.7:1.2 棒状 不明 No No No

099 ATG N313,E175 一 鱒 騨 F P 29.0 11.2 12.7 3.4 2.6 0.9 2.6:0.9 棒状 釘状 Na No No

100 ATG N312,E174 騨 一 一 F UK 33.0 24.0 12.7 8.9 1.4 1.9 1.4:1.9 塊状 UK No Na No

101 BSB91 NO.36 △ 164.075 216.600 F P 84.8 12.3 10.6 11.1 6.9 1.2 6.9:1.2 棒状 不明 io2,los Yes No No

102 BSB91 NO.36 △ 164.075 216.600 F P 48.8 9.3 7.1 4.5 5.2 1.3 5.2:1.3 棒状 不明 101 Yes No No

103 BSB91 NO.36 △ 164.075 216.600 F P 22.8 10.8 8.0 1.7 2.1 1.4 2.1:1.4 棒状 不明 101 Yes No No

104 CSB98 E 一 一 一 F BP 56.2 43.6 22.7 22.3 1.3 1.9 1.3:1.9 塊状 津 No No No

105 CSB109 No.1 △ 173.975 139.750 F P 46.5 26.3 8.7 17.3 1.8 3.0 1.8:3.0 板状 不明 Yes No No

106 CSB113 No.2 D 164.400 137.150 F P 147.7 16.7 16.? 45.2 8.8 1.0 8.8:1.0 棒状 釘状 Yes No No

107 CTK 一 一 一 F P 49.0 ss.1 13.0 19.5 1.4 2.8 1.4:2.8 板状 鎌状 No No No

108 CTK 一 一 幡 F P 60.5 i1.1 10.8 10.7 5.5 1.0 5.5:1.0 棒状 釘状 No No No

109 CTK 一 一 一 F P 58.0 9.4 7.2 4.8 6.2 1.3 6.2:1.3 棒状 不明 No No No

110 DNo.103 D 197.925 272.300 C P 27.6 19.4 1.3 3.7 1.4 14.9 1.4:14.9 板状 鈴状 Yes No No

111 DTT5 一 一 一 F P 49.5 42.8 6.9 9.9 1.2 6.2 1.2:6.2 板状 不明 No No No

112 DSQ No.1 △ 195.050 267ユ50 F P 58.2 7.7 6.9 4.2 7.6 1.1 7s:1.1 棒状 不明 113,114 Yes No No

113 DSQ No.1 △ 195.050 267.150 F P 38.2 6.6 6.3 2.8 5.8 1.0 5.8:1.0 棒状 不明 112 Yes No No

114 DSQ No.1 D 195.050 267.150 F P 32.7 7.5 5.3 2.3 4.4 1.4 4.4:1.4 棒状 不明 112 Yes No No

115 DSQ No.3 D 195.150 269.350 F BP 94.5 59.0 34.6 146.6 1.6 1.7 1.6:1.7 塊状 津 No No No

116 ETT4 No.1 D 204ユ00 299.925 Yes

117 ENo.150 x UK UK C P 26.9 21.9 21.3 4.1 1.2 1.0 1.2:1.0 塊状 鈴状 No No No

118 ENo.172 x UK UK F P 45.7 6.5 6.2 2.4 7.0 1.0 7.0:1.0 棒状 不明 No No No

119 ESX3 N306,E202 騨 騨 一 F BP 63.4 61.7 27.7 111.4 1.0 2.2 1.0:2.2 塊状 津 No No No

第40図 金属器実測図

一97一



4石 器(第10表)

縄文時代 の石器 は、A地 区を中心 に黒曜石 ・チ ャー ト片がみ られ、そのほ とん どは剥片 であるが、若干 の石

鎌、石匙が み られる。 また打 製石斧 はA・C地 区で み られるが、97住 の もの は混入 と考 える。 また黒曜石の石

核 も出土 してい る。古代以 降の石 器 は、C地 区を中心 に、砥石 を主 としてみ られ、113住 か らは置砥石2点 が

出土 している。100住 か らは古:墳時代 後期 とみ られる紡錘車(第41図)が 出土 してい る。断面形が 台形の ほぼ

完形 品で、下面は削 り調整 され、側面 には使用痕 とみ られ る筋が入 ってい る。上面のZ字 状 の削 りは後世 につ

いた もの とみ られる。 この他 、P26か らは穿孔 され た楕 円形板状の黒雲母片岩が 出土 してお り、箆状垂 飾 と も

み られ古墳 時代 の もの と考 える。以下、 出土石器 について は第26表 の通 りで あ り、備考欄 に写真 と記載のあ る

ものは、写真図版 と して提示 している。

第26表 石器一覧表

No 地 区 遺 構 器 種 破損状況
法 量(cm)・(9)

材質 時 期 備 考
長さ 幅 厚さ 重量

1 A北 西 87住 石匙か剥片 20 14 3 0.8 黒曜石 縄文時代 87住SW

2 A北 西 石列2 剥片 19 10 3 0.5 黒曜石 縄文時代

3 A北 西 大規模流路2 剥片 24 15 6 1.6 黒曜石 縄文時代
4 A北 西 T6 剥片 19 12 6 1.2 黒曜石 縄文時代

5 A北 西 T6 剥片 26 23 9 3.7 黒曜石 縄文時代
6 A北 西 不明T 石核 37 36 37 52.0 黒曜石 縄文時代 周囲、下部 に剥離痕有 り

7 A北 西 ST1 石匙か 先端部欠 28 29 9 6.5 黒曜石 縄文時代
8 A北 西 ST3 剥片 26 20 7 3.8 黒曜石 縄文時代

9 A北 西 検出面中央 剥片 27 16 11 5.4 黒曜石 縄文時代
10 A北 西 検出面 剥片 30 21 12 6.0 黒曜石 縄文時代

11 A北 西 検出面 剥片 25 18 8 2.5 黒曜石 縄文時代
12 A北 西 検出面 不明石器 18 17 4 1.1 黒曜石 縄文時代

13 A北 西 検出面 剥片 20 12 1 0.5 チ ャー ト 縄文時代
14 A北 東 凹地1 石匙か剥片 25 15 4 1.8 黒曜石 縄文時代

15 A北 東 T2 打製石斧 135 80 25 318.4 粘板岩 縄文時代
16 A北 東 T2 剥片 26 26 5 4.8 チ ャー ト 縄文時代

17 B グ リッ ド 剥片 24 16 10 3.3 黒曜石 縄文時代
18 C 97住 打製石斧 一部欠

112 79 27 304.1 粘板岩 縄文時代 写真
19 C 100住 紡錘車 完形 上面29 下面44 17 48.2 滑石 古墳時代後期 使用痕有 第40図 写真

20 C 103住 軽石 74 59 31 42.9 軽石 平安時代か 103住カマ ド 自然石か

21 C 105住 石錺i 一部欠 24 13 3 0.9 黒曜石 縄文時代 105住Wベ ル ト

22 C 105住 剥片 50 33 12 ユ7.2 黒曜石 縄文時代 105住Wベ ル ト

23 C 113住 置砥石 一部欠 57 18 13 23.0 泥質凝灰岩 近世の混入か 113住カマ ドNQ44面 使用痕有り 写真

24 C ll3住 置砥石 188 56 32 394.7 砂質凝灰岩 平安時代か 3面 使用痕有 り、1面 自然面 写真

25 C P26 箆状垂飾か 穿孔部割れ 60 34 7 23.0 黒雲母片岩 古墳時代 径5～6㎜ の穿孔有 り 写真

26 C 流路3 砥石 完形 250 109 65 3090.0 砂岩 不明 3面 使用痕有 り 写真

27 C Nol 凹石(突 き臼) 完形 112 96 60 753.6 溶質凝灰岩 中世～近世か 凹部深35㎜

28 D 遺物集中域1 黒曜石片 19 13 S 2.0 黒曜石 縄文時代
29 D 検出面北 剥片 25 18 7 2.8 黒曜石 縄文時代
30 D 検出面 未製品か剥片 57 33 14 31.5 チ ャー ト 縄文時代 黒色

31 D・E 検出面 石匙 完形 57 23 11 15.4 チ ャー ト 縄文時代 赤褐色
32 E T5 黒曜石片 20 13 6 1.3 黒曜石 縄文時代

33 E T6 剥片 26 16 7 1.9 黒曜石 縄文時代
34 E No182 手持ち砥石 完形 129 35 21 159.0 砂岩 近世か 上下面使用痕有 り

第41図 石器実測図
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調査 の まとめ

今回で大村遺跡の調査は6回 目となった。第2章 第3節 で述べた通 り、古瓦の出土する本遺跡を含めて、か

つては広い範囲を 「大村遺跡」 としていたが、発掘調査の増加とともに、い くつかの別の遺跡 として扱 うよう

になり、現在に至っている。今回の調査によって、その 「大村遺跡」 にも、いろいろな側面があることが明ら

かになった。時代別、種別で も様々な性格を持ってお り、今回任意 に設けた調査 区か らも窺 うことがで きる。

以下では、各地区毎に明らかになった事柄についてまとめてみたい。

A地 区 前回調査地のす ぐ南側に当たるのが本地区の北西部で、そこにみ られる黄褐色砂質土の範囲が、

大六川の旧流路であった可能性がある。その両岸から破壊 された住居趾を確認 している。右岸に当たる部分は、

現在の大村集落の北部へ続 く微高地となってお り、その下に更に集落趾が連続することは確実 と思 われる・左

岸に当たる部分には北東部 も含 まれ、この部分の住居趾内か らは瓦が出土するものもあ り、また検 出面上か ら

も多 くの瓦を確認 している。北東部では、台状地形1と した黒色土の硬化面 を確認 したが、版築の状況は確認

できず、古代寺院の基壇 と考えることは難しい。北東部検出面において出土 した渥美産蓮弁文壷は、経塚等で

用いられることが多いようであ り、中世に仏教関連施設が存在 した可能性 を残 した。また、台状地形1の 西側

で、グリッド調査により検出した石列1は 水路 とみられ、下げた面からは古瓦が多 く出土 したことか ら、瓦が

用いられた建物の廃絶時に存在 していた古代の遺構の残存部分かもしれない。

B地 区 本地区は、検出時には遺物も少な く、暗褐色土の広が りがあるのみ、 という感 を受けたが、遺構

確認のためのサブ トレンチを設定 した結果、円面硯の出土があり、91住 が確認 された。この住居趾 は奈良時代

の比較的富裕 な階層の住居趾 とみ られ、高盤、円面硯 ≧い う、同時期の竪穴住居趾(97住 等)と は異なる遺物

が出土 している。西側 にある93住等の存在から、集落が更に南西方面 に広がる可能性を考 えたい。

C地 区 数多 くのピットを確認 している。古代の所産 と考えられるものもあるが、多 くは中世 まで下る建

物趾の柱穴 と推測する。残念なが ら、組み合わせから建物の柱配 りを明らかにすることはできなかった。本地

区の南西側は緩やかな谷状地形 となり、谷底 に大六川が流れていたと推測するが、その斜面部分では遺構はみ

られず、上面の平坦な部分に集落が展開している。古墳時代以降、奈良 ・平安時代の遺構が密集 し、中世の遺

構 と同様、ほとんどの遺構が東寄 りに存在 した。川の際よりも安全な部分に居住域があったためであろう。ま

た、この地区では 「焼土範囲」 とした、住居趾の痕跡 と思われる遺構 を9ヶ 所確認しているが、これらは、地

表が古代においては現在 より高低差があり、その高い部分に存在 した遺構が、中世以降の開発などによって削

られた結果によるものと考えている。

D地 区 当初 トレンチ調査のみの予定であったが、瓦の多量出土により、急きょ面的調査を行った地区で

ある。昭和40～41年 の緊急分布調査 においてA地 区とした部分で、その際には瓦の他、遺構 として礫敷 きが確

認されている。今回の調査では、まず当時の トレンチを確認するため南北方向に トレンチ1を 設定 した。 しか

し、断面観察の結果からは昭和の トレンチを確認できず、当時の調査地点を把握できなかった。この トレンチ

1に 直交させて設定 した3本 の トレンチからは多量の瓦が出土 したため、特に瓦出土の多い部分を中心に約

300㎡ を面的調査 に切 り替えた。その結果、数ヶ所の集石範囲を確認 し、集石内から鴉尾片が2点 出土 した。

確認 された集石は、古瓦を伴 うものも多 く、古代建築物のグリ石の可能性 もあるが、この地区がほ場整備では

盛 り土 となって保存されるため、それ以上の拡張は行わず、い くつかの集石遺構の平面及び断面観察のみを行

った。その結果、浅い皿型の掘 り方で、内部に礫があることを確認できた。この地区では、第31～33図 の瓦出

土状況図に示 した通 り、E地 区より一段低 く、粘質土を除去 したところで瓦が出土してお り、古代の瓦葺建物

の存在を想定 した場合、その廃絶時点の地表は、この粘質土下の面ではないかと考えられる。

E地 区A地 区の東半部分及びD地 区において瓦が多量に出土 したため、両地区に挟まれた部分 に遺構の

存在 を想定 して面的調査 を行った地区である。表土 を取 り去る際に直線状の石列を検出し、現況の水 田境 とも
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異なり、また暗渠 とも考え難いことか ら石列3と した。この石列の詳細な用途は不明であるが、E地 区全面に

存在する粘土層上面の高 さが、この石列を挟んで南北で約10cm異 なることから、この一帯が粘土を堆積するよ

うな湿地帯であった時期に、南側への流入を防 ぐための土留め的な役割 を有 していたのではないか とも考えら

れる。石列の上面標高は633.70m前 後でほぼ一定であることか らも、人為的な土留め という可能性 を考えたい。

また、A地 区でみ られた台状地形 と類似 した高まりが本地区の南西隅でみられた。しかし、一部が水田の畦畔

を造る際に削られてしまっており、全体形が不明である。上面から中世 とみられる青磁碗片等が出土 している

ことか ら、台状地形1と 同様のものである可能性がある。この地区でも瓦が多 く出土 しているが、その多 くは

厚い粘土層の下、 トレンチとして掘 り下げた部分か らのものが多い。古代の瓦葺建物の存在を想定 した場合、

その面の上に粘土が堆積 し、中世の面がで きたものと考 えられる。

大村廃寺について 古代に遡る廃寺趾の存在について、今回の調査結果から少 し考察 してみたい。先に結

論から言えば、可能性 はあるという程度の曖昧なものにならざるを得ない。多量の瓦や、特に鴫尾の出土は、

この近在に古代寺院が存在 した 「物的証拠」には違いない。 しか し、出土状況は散乱 していて建物等に伴 う状

況は認められない。遺構についても、D地 区にグリ石の可能性 を有する集石遺構は存在 しているが、上部 にあ

ったかもしれない礎石は取 り除かれ、調査区内では確認できなかった。地元には出土 した礎石 と伝承 される巨

石が数個存在 しているが、その出土地点についても現段階では詳細 を明らかにはできなかった。

そこで一つの想定 として、古代 においてD・E地 区あるいはそれ以北に、瓦を用いた建物(例 えば寺院等)

が存在 していたと考えてみたい。当時、C地 区一帯には古:墳時代末期から続 く集落が営まれていた。時代が下

り中世になると、瓦を用いた建物は既に廃絶 し、 しかも周囲に粘土の堆積があることから、周辺は湿地化が進

んだと思われる。一方、C地 区一帯には集落が継続 していた。そして、北側の湿地は、オーバーフロー・により、

南の方へ流れ出 したのではないだろうか。それを防ぐために、堆積 した粘土の上に東西方向の土手(E地 区で

検出 された石列3)が 築かれた。土手の構築材に用いられたのは、廃絶 した建物の礎石やグリ石であったろう。

また、その時点でA地 区及びE地 区で検出 された台状地形が構築され、何 らかの目的を果たしていたと思われ

る。この想定は、推測の域を出るものではないが、今回の調査結果を総括 したものでもある。

そのほか、詳細 な位置は不明であるが、E地 区の南東にあたる水田か ら石製地蔵頭(写 真図版11)が 出土 し

ている。昭和10年 代頃に、競馬場が廃止 となって再び農地化する際に、地元の中野武雄氏が水田工事中に発見

したもので、現在個人蔵(中 野武氏所有)と なっている。地名が、寺田等の小字名等 として伝承されている点

や台状地形の存在 も勘案すると、中世以降にも仏教(寺 院)関 連の何 らかの動 きがあったのかもしれない。

最後 になりましたが、今回の作業に際して多大なご協力 を頂いた大村ほ場整備組合の皆様、地元の皆様、鴉

尾に関 してご教示を頂いた(財)大 阪府文化財センター技師島崎久恵様、そ して寒風の中作業に従事 して頂い

た作業員の皆様方に、この場を借 りて厚 くお礼申し上げます。
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写 真 図 版





調査区域全景(南 から、手前はC地 区)

A地 区北西 ・北東全景(南 から)

C地 区全景(南 から)

図版1航 空写真1
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B地区全景(南 から)
恩

91住の円面硯出土状況(北 から) A地 区南東 ・D・E地 区全 景(南 か ら)

78住 の カマ ド遺物 出土 状況(西 か ら) 91住の遺物出土状況(東 から)

D地 区鴉尾(D825)出 土状 況(東 か ら) D地 区軒丸 瓦(DO12)他 出土状 況

図版2航 空写真2・遺物出土状況写真
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出土 鴎尾(D826)

下 出土鴉 尾RDOO1(DOOI,D825接 合)

調査開始前全景(北 から)

図版3出 土鵬尾3面 図・調査開始前全景
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軒丸 瓦(DO12)

出土古瓦(軒 丸瓦 ・軒平瓦)

軒平 瓦(AO94)

渥美産蓮弁文壷(302)

91住出土須恵器(円 面硯 ・高盤他) 青磁碗(未 実測)

青 磁碗(249)

青磁 碗.冒(未実 測)

融鰍
.一 繋塗 塗灘聯、.、

出土輸入陶磁器(青 磁 ・白磁)

.、調L.!ノー白磁

碗(296)

白磁 碗(297)

D・E地 区 出土 異 な る時期 の遺物(縄 文 ～ 中世) 青 白磁 輪花 皿(410)

図版4瓦 ・輸入陶磁 器 ・91住遺物
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83住 遺物 出土状 況(西 か ら) 83住 完掘 状 況(西 か ら)

石 列1(北 か ら、蓋石 の載 った状態) 石列1(南 か ら、完 掘状 況)

縄 文土 器(254)出 土状 況 85住 遺物 出土 状況(東 か ら)

台状 地形1(南 か ら) 凹地状遺構遺物出土状況(西 から)

図版5A地 区北東部遺構
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A地 区北西部北東の住居趾群(西 から) 82住 完掘 状 況(西 か ら)

れ 　 ひ　 ワ　　 ロ

96住 遺物 出 土状 況(東 か ら)

珊 サ

96住 完 掘状 況(東 か ら)

81住 遺 物 出土状 況(西 か ら) 81住 カマ ド脇 出土 の軒 平 瓦(AOOI-2)

84住 遺物 出土 状 況(東 か ら) 95住 完掘 状 況(東 か ら)

図版6A地 区北西部遺構1
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A地 区 北西 の流路1、 大規 模流 路1(南 か ら) 87住 完 掘状 況(西 か ら)

78住 完掘 状況(北 か ら) 92住 完 掘状 況(東 か ら)

91住 遺 物 出土状 況(東 か ら) 91住 完掘 状況(東 か ら)

91住遺物出土状況(東 から)93住 完掘状況(南 から)

図版7A地 区北西部遺構2・B地 区遺構
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C地 区1検 全景(東 か ら) 97住 完掘 状 況(東 か ら)

'州 メ グ タ ウ ル 　

心 ・'、 99住 古 状 況 か ら

ク

/

100住 完掘 状 況(南 か ら)
101住 完掘 状況(西 か ら)

102住 完 掘状 況(東 か ら) 103住 完掘 状 況(東 か ら)

図版8C地 区遺構1
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104住 完掘 状 況(東 か ら) 105住 完掘 状 況(東 か ら)

106住 完 掘状 況(南 か ら) 107住 完掘 状 況(北 か ら)

108住 完 掘状 況(北 か ら)

κ

110住 完掘 状況(東 か ら)

109住 完 掘状 況(西 か ら)

lll住 遺 物 出土状 況(-西 か ら)

図版9C地 区遺構2
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ll2住 完 掘状 況(東 か ら)

ll2住 遺 物 出土状 況2

ll2住 遺物 出土状 況1

113住 完掘状 況(西 か ら)

C地 区検 出面遺 物(419)出 土状 況 集石2(西 か ら)

D地 区瓦出土状況
悼 晶 阜

鵬尾(DOOI)出 ±状 況

図版10C地 区遺構3・D地 区遺構
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A地 南 部 全景(南 か ら)

台状 地 形2(東 か ら)

石 列3出 土状 況(東 か ら)

へ

台状 地形2下 層確 認 トレ ンチ(東 か ら)

D・E地 区全 景(北 か ら)

中野武氏所有(伝)礎 石

図版11

中野武氏所有石製仏頭

B地 区北西に移されていた(伝)礎 石

A地 区南東全景 ・E地 区遺構 ・石製仏頭 ・伝礎 石
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図版12A地 区78,80住 出土土器
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図 版13A地 区80,81,83,84住 出 土 土 器 ・陶 磁 器

一115一



図版14A地 区85,87住 出土土器
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図版15A地 区87～89,92住 出土土器 ・土 製品

X17



図版16A地 区92,95,96住 出土土器 ・陶磁器
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図版17A地 区96住,土 抗,凹 地1,石 列,流 路1,グ リッ ド出土土器 ・陶磁器
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図版18A地 区サ ブ トレンチ,検 出面 ・D地 区遺物集 中域 ・E地 区石列3出 土土器 ・陶磁 器
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図版19B地 区91住 出土土器
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図 版20C地 区97,99,100,108住 出 土 土 器 ・石 器
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図版21C地 区102,104住 出土土器
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図 版22C地 区105,110,111,113住 出 土 土 器 ・陶 磁 器 ・石 器
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図版23C地 区112住,ピ ット,流 路,検 出面 出土土器 ・石器
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図版24出 土古瓦(軒 丸瓦1)
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図版25出 土古瓦(軒 丸瓦2,軒 平瓦1)
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図版26出 土古瓦(軒 平瓦2,隅 平瓦,不 明瓦質製品)
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図版27出 土古瓦(平 瓦1)
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図版28出 土古瓦(平 瓦2,丸 瓦)
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